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　第１章　アメリカンドリーム







「うわッ、入るかな……」

　朝倉あさくら秀しゅうはいささか途方に暮れて、ベッドルームの床に山積みされた医学書を見詰める。この他にも服やら友人から貰った記念の品やら、それに留学時代の思い出となる沢山の写真が入ったCDなどがあるのだ。

　六年にも及ぶアメリカ留学の間に溜まった品は、半端な量ではない。

　医学部を卒業して六年にもなるのだが、今、大荷物を前に素足でベージュのコットンパンツにだぶだぶのニューヨークヤンキースのＴシャツを被り、困った顔をして立っている様は、まるで高校生がサマーキャンプの荷造りに手間取っているようだ。

　小柄でほっそりとした体格のせいもあるが、小さな卵型の顔、額に落ちたさらさらの髪、きりっとした太い眉にその下のつぶらで大きな眼はくりくりとよく動き、こちらアメリカではただでさえ日本人は幼く見えるが、朝倉の場合は日本にいても十分ティーンで通るかもしれない。

「やれやれ……」

　腰に手を当てて首を振ると、少し長くなった前髪が乱れて眉を隠す。うるさそうに手で撥ね除けると、数冊の医学雑誌を箱に入れる。

「これ以上は無理だな……」

　まだ荷造りは半分も終わっていないが、一息入れようと窓に近づき、大きく開け放した。暖かい五月の日差しをいっぱいに受け、窓の外へと顔を出す。

「来週の月曜日はメモリアルデーか……もう夏なんだな……」

　五月の最終月曜日は戦没兵士を追悼する敬虔な日である一方、夏の始まりを告げる日でもある。街は訪れる季節への期待に華やいでいた。

「そういえば……」

　留学先のベス・イスラエル・メディカルセンターは賑やかなマンハッタン島の南に位置する。

　ここNew York、マンハッタン島の通りに面するショウウィンドウには、メモリアルデーが近づくに従って白百合やStars＆Stripesが飾られるようになっていた。

「去年のメモリアルデーはフリント達と一緒に、ロングアイランドへ行ったっけ……」

　長い冬に飽き飽きした人々は、祝日のその日、ビーチへ繰り出して楽しむのだ。

　既に日差しは春から夏へと変わりつつある。爽やかな風が吹き込み、アルバムのパラパラと捲れる音に朝倉は室内を振り返る。ふと大きな丸い眼で、じっと何物かを見詰める。

「……尚史ひさふみ」

　床に置かれたアルバムの所まで足を延ばすと、座り込んで一枚のポラロイド写真に見入った。

　それは二年前、一週間だけ日本に帰った時の写真だった。

　去年も父の入院で一週間、帰国したが、見舞いだけで友人の誰とも会う暇は無かった。この男と最後に会ったのは、二年前のこの日だ……。

　アルバムから取り外すと、近くで見る。この二年間、何度もそうやって見入ったので、だいぶ周りがボロボロになって来ている。ホテルの結婚式場とおぼしき花の盛られたテーブルの前に集う、数人の男女の写真だった。母校のＫ大医学部の同期生の結婚式に招かれ、忙しい中、やっと一週間休みをとって出席したその時のものである。もう姿を消したかのように思われたポラロイド写真は場を盛り上げるので最近は人気が復活していて、そのときも友人が会場に持ち込んでいた。「はい、ポーズ」でいきなり撮られたものだった。大事な一枚なのでデータにももちろん取り込んだが、オリジナルには格別の思い入れがある。

　写真の真ん中には自分が写っている。太い気の強そうな眉をひそめ、くりっとした大きな眼は少し怒っているようだ。

　隅っこには並んだ人々より頭一つ分も高い大男が、なんだか居心地悪そうに立っていて、ちょっと視線を逸らしている。短いスポーツ刈りの頭、角張った顎に深い眼窩、切れ長の二重の眼は三白眼で、何やら強面の男だ。しかし太い眉を困ったように顰め、首を僅かに傾げ、肩を丸めて目立たないように引っ込んでいる様は、人が良さそうに見える。

　朝倉と中学からずっと一緒だった、衛藤えとう尚史ひさふみだ。

　衛藤の写真はこれと、あと彼が医学部時代にラグビーの試合に出た時の一枚しか持っていない。本当は六年前、中学の頃から集めた写真を一緒に持ってこようかとも思ったのだが、すっぱりと諦めようと一枚だけにしたのだ。

（一度は諦めた筈だったけど……）

　そっと写真の中の男の顔を指で触れてみる。

　それなのに二年前、結婚式場で衛藤の顔を見た時、やはり自分は彼が忘れられないということが分かった。向こうはひどく気まずそうにして、視線を合わせることもせず、ろくに言葉も交わせなかったが……。

「これが……最後のチャンスなんだ……」

　留学を切り上げて帰国することには迷いもあった。しかしもう決めたのだ。

　それはこの三月、ジョンズホプキンス大学の研究会で、やはり同期の安西という男に会った時から考えていたことだった。

「お前と肩を並べて働くことが……僕の……」

　ほっと溜め息をつくと写真をアルバムに戻し、また荷造りに取り掛かる。

　すると玄関のチャイムが鳴った。自分のベッドルームから出ると、リビングを抜け、玄関のインターホンへと向かう。

「Who?」

「俺だ！　田中だ！」

　ひどく慌てた声が帰って来る。

「ダン？　どうしたんだ、こんな時間に？　仕事中だろ？」

「いいから開けてくれ！」

　ロックを解除して扉を開けると、階段を駆け登って来る大きな足音がする。

　ここはアパートの三階なのだからエレベーターを使えばいいのにと、朝倉は呆れた。そのまましばらく待っていると、すらりと背の高いブルーのボタンダウンを着た男が現れた。手に持っていた水色のジャケットを脇に挟み、チーフを取り出して額の汗を拭う。天然パーマの髪を掻き上げ、細い目で朝倉を睨んだ。

「シュウ！」

「どうしたんだよ、何の用だ？」

「何か用って、それはないだろう！」

　田中は朝倉を押しのけるように部屋へ入る。イタリア製のモダンな家具が置かれたリビングを抜け、断りもなしに奥のベッドルームの扉を開けた。

「やっぱり……嘘じゃなかったんだな」

　床には大きなダンボールが置かれ、クローゼットから引きずり出された洋服やら医学書やらが散乱している。

「フリントに今朝、言われたんだ。シュウの部屋が空くから、ルームシェアをしないかって」

　恨みがましそうに言う田中に向かい、朝倉は何の疑問もないといった顔でにっこりした。

「それで部屋を見に来たのか、ちょうど良かったな。お前、川向こうからマンハッタン島へ移りたいって言ってたし。それに、僕はもう１年分、家賃を前払いしてあるから、半年分の家賃で１年半、住めるぞ」

「違うって！」

　田中は怒鳴ると、やにわに朝倉の両腕を掴んだ。

「どういうことだ？　日本に帰るのか？　せっかくベス・イスラエルで血管外科のフェローになったのに！」

　二人はベス・イスラエル・メディカルセンターで、４年間にも及ぶ厳しいＥＭ（Emergency Medicine）のレジデンシーを一緒に終了した仲間だった。

　ダニエル・田中はそのままクリティカル・ケアという集中治療室を専門に診る部門の、朝倉は血管外科のフェローへと進んだのである。

　ここアメリカでは、レジデンシーとはメディカルスクールを終了したあとの卒後教育で、言わば研修医にあたる。その上のフェローは更に専門医になる為の特別訓練だ。血管外科はアメリカでは人気の分野で、外国からの留学生はよほど優秀でないと応募してもフェローとして雇ってもらえない。しかもベス・イスラエル病院は、全米の血管外科の大御所、アルバート・アインシュタイン医科大学の関連病院なので、さらに難関なのだ。

「シュウは才能があるから、このままアルバート・アインシュタイン大学のスタッフに推薦してもいいと、外科部長も言ってたんだぞ！　アメリカン・ドリームは眼と鼻の先なんだぞ？　それを止めるなんて……」

　田中は掴んでいる手に力を込める。

「それとも、日本で何か、あったのか？　またお父さんがストロークを起こした、とか？」

「そうじゃない、僕の都合なんだ」

　朝倉は困ったという顔になって、掴まれていた腕を振りほどいた。

「それなら、いいんだが……」

　田中はまだ心配そうに朝倉を見詰める。

「もうこっちには、戻らないのか？　用が済んだら、またこっちへ帰ってこれないのか？」

「ああ」

　短く言うと、朝倉は背を向ける。

「いずれ、ダンには言おうとは思ってた」

　ベッドの縁に腰をおろすと、また田中を見る。

「どうしても帰らなければならないんだ」

「せっかくの目的を放棄してまでも、帰らなければならないのか？」

「そうじゃないんだ」

　朝倉は目を逸らせ、先程開け放った窓から外へと視線を移す。

　アパートの前のグリーンベルトはイーストリバーパークで、木立の向こうにはきらきらと輝く水面が広がっている。イーストリバーだ。ハドソン川と合流し、その先の大西洋へと続くのだ。遥か離れた青空で旋回している銀色の航空機は、Ｊ．Ｆ．ケネディ空港に今まさに着陸しようとしているのだろうか……。

（アメリカ……憧れの地だった……）

　だがアメリカが憧れの終点だったわけではない。単なる通過点に過ぎない。

　最終目標を一時は諦めようと思ったこともあった。しかし今が決断の時だ。その為にこの四月、ボストンの救急医学学会へ母校の教授が参加していると聞いて、わざわざ会いにいったのだ。

「ごめんな、ダン、元々僕はアメリカで働くことが目的じゃなかった。本当はもう少し、せめてフェローを終了するまでいるつもりだったんだけど……ちょっと事情が変わって帰らなければいけなくなった」

　田中の顔を見据える。

　その太い眉とつぶらな瞳には力強い意志が感じられ、田中は溜め息をついた。

「そうか……本気なんだな、シュウ。眼を見れば分かる」

　少し悲しそうに付け加える。

「お前の気持ちを変えさせたいと思ってたんだが……お前の目的はここにはないんだな」

「ああ。でも、だからこそ頑張って来たんだ、早く日本に帰るために」

　きっぱりと朝倉は答える。それを聞いて、仕方がないというように田中は首を振った。

「お前が自分の思い通りにしているのなら、俺は何も言わないよ」

　ふとその言葉に、朝倉の瞳が不安に揺れたのを田中は見て取った。

「シュウ？」

　いつも自信たっぷりで、人一倍有能で、この実力社会のアメリカでも一目置かれている朝倉の、それは初めて見せるといってもいい不安げな顔だった。

「思い通り、か……思い通りになるとは限らないけど……でも、たとえうまくいかなくても、それでも頑張りたいんだ。もうそう決めたんだよ」

　俯いて朝倉は呟く。

「ひょっとして……それはお前が『ＭＩＳＡＯ』を立てるといっていた人に関係があるのか？」

　驚いたように朝倉は顔を上げる。

「なんで分かる？」

「やっぱりな……俺もそれを盾に振られた口だからだよ」

　田中はニヤリとして片目を瞑った。

「今じゃ、ベス・イスラエルでは『ＭＩＳＡＯ』はデートを断る合言葉になってるんだぞ？　シュウ、お前が流行はやらせたんだ」

「えっ、そうなのか、知らなかった！」

　子供のように眼を丸くして口をポカンと開ける朝倉の顔を見ながら、田中は『なんて惜しいことを……』とまた思う。

（まぁ、仕方がない……日本人ってのはお堅いからな……）

　自分も日系ハーフなのだが、アメリカ式の考え方しか出来ない。『ＭＩＳＡＯ』は『ＷＡＢＩ』『ＳＡＢＩ』と同義語と言っていいほど、理解し難い。

　しかし、この可愛いシュウの恋はうまくいって欲しかった。

「頑張れよ、シュウ、応援してるぜ」

　餞別には特別の物を贈ろうと考えながら言った。



　第２章　夜から朝まで







「Ｋ大付属病院ですか、こちらニュータウン第３消防署救急隊です」

　緊張した声が受話器から流れる。

「あと３分で着きます。患者は三十六歳男性、自発呼吸無し、意識レベルＪＣＳⅢ−３００、血圧、計れません！」

　草野くさの師長は無線のノイズが交雑する救急隊の言葉を素早くメモする。

「衛藤えとう先生に至急連絡して！　熱傷ユニットにいる筈よ！」

　まだ新人の看護師はそのメモを受け取ると、慌てて救急救命部から出る。

　広い廊下を挟んで斜向かいが熱傷専門の治療室だ。自動ドアを半分開け、メモを読み上げて付け加える。

「衛藤先生、至急お願いします！」

　人工呼吸器のバッグを手押ししていた大柄なブルーの手術着の男が、扉の方に顔を向けた。

　隣でＣＶＰ圧を計っていた小太りの年配の医師に、「いいですか」と尋ねる。

「ここは俺と野村とでやる。おっと、早見はやみも置いていけよ」

　背の高い女医が、「私が押します」とすぐ呼吸バッグに手をかけた。

「早見、頼む」

　衛藤尚史ひさふみは早見にポジションを替わると「落ち着いたらすぐ戻りますから」と言う。野村という医師は痩せた男で、熱傷を受けた下半身の処置に余念がない。無言で頭だけ振った。

「じゃ、彦根ひこね先生、宜しく」

　衛藤は短く言うと、熱傷ユニットから走り出た。

　飛び込んだ救急室は３０畳程の広さがあるのだが、処置ベッド、手術台、人工呼吸器及び様々な機器が一見乱雑に置かれているようで、足の踏み場もないように見える。

　しかしこれは、ドクターやナースが最も働きやすいように、巧みに配置された結果なのだ。

「事故の状況は？」

　衛藤は今年２年目の小柄でずんぐりした研修医に尋ねる。

「宅配サービスの倉庫で荷崩れ。かなり重たいものが胸部を圧迫したようです。同僚が荷物の山から引きずり出した時には、もう意識がなかったそうです」

「血気胸でしょうかね」

　簡易レントゲン装置を調整していたもう一人の医師が、同意を求めるかのように衛藤を見上げた。こちらはひょろりと痩せていて、吉崎よしざきという名の今年５月に救急救命部に入局したばかりの医師だ。

「さぁ、どうかな、先入観は禁物だぞ……来たッ」

　微かなサイレンの音がした。こちらにどんどん近づいてくる。草野師長は壁の大きなスライド式の自動ドアを開放した。

　するとそこはもう、車寄せだ。既に夜中をだいぶ過ぎたとは言え、梅雨入り間近のねっとりとした生暖かい夜気がどっと流れ込んでくる。

　外のドアとは別に、内側にもう一つ、擦りガラスの自動扉がついているのだが、頻繁に救急車が訪れるため、それはいつも開放状態だ。

　サイレンが止み、今度は後進の警戒音が鳴り始める。間もなく救急車の後部が視界に入った。

　ドライバーが車止めいっぱいに寄せると、後部の扉が開き、興奮状態の救急隊員が飛び降りた。続いてストレッチャーが降ろされる。すでに一人の救急隊員が患者に馬乗りになって心臓マッサージの最中だ。もう一人はエアマスクを患者の顔に押し当てている。

「よし、替わるぞ！」

　衛藤の合図で、研修医の村井が心臓マッサージにとりかかる。

　看護師が隊員に替わってエアバッグを押し始めた。

　明るい照明の下にストレッチャーが運び込まれ、衛藤は見た途端、「まずいな」と口走る。

　患者は３０代の筋骨逞しい男性で、顔面は赤黒く鬱血うっけつしている。首も膨れ上がって、静脈は怒張していた。しかし、反対に下半身は青白く、チアノーゼを呈している。胸部に聴診器を押し当てたが、心音は聞こえない。

「対光反射、弱いですがあります。ですが、内頚動脈、触れません！」

　エアマスクを患者の顔に押し当てている吉崎が、衛藤に報告する。心停止である。つなぎの作業服の胸元を押し開くと、側胸部は膨れ上がり、胸骨の陥没があった。これはＸ−Ｐを撮るまでもないと衛藤は素早く診断する。

「心しんタンポナーデだ！　切開の用意！　それからエコーを！」

　外回りの看護師がすぐさま、緑色の布で被われた消毒済みの機器の載ったワゴンを部屋の隅から押して来た。患者が部屋の中央の手術台に移される。吉崎は大腿の付け根の静脈にカテーテルを挿入し、「ライン確保」と告げた。

「うまいぞ」

　衛藤に褒められ、吉崎はちょっと得意そうな顔になった。大腿動脈に全く脈が触れない状況で一発で静脈にカテーテルを挿入したのだから、これは褒められてもいい。

「気道確保！」

　患者の気管にチューブを挿管し終わって、研修医の村井が宣言する。人工呼吸を看護師と替わると、超音波エコー装置の探索子を左胸の肋間に押し付けた。

「やっぱりタンポナーデです、穿刺しますか？」

　衛藤はモニター上に映し出された画像に見入る。白く映る心筋と心膜の間には、黒い領域が広がっている。血液が溜まっている証拠だ。

　心臓タンポナーデとは血液が心膜と心臓の筋肉の間に貯留し、心臓の収縮が出来なくなっている状態なのだ。

「いや、この量では切開した方がいいだろう。消毒！」

　ベテランの草野師長は既に患者の容体を見て取って、消毒の準備を済ませていた。衛藤にたっぷり消毒用アルコールを浸したハンドタオルを渡す。

「さすが、師長さん」

　素早く手指の消毒を済ませると、また師長が差し出している手術用手袋を装着する。呼吸はぴったりだ。

「イソジンハイポ！」

　胸の正中を中心に消毒すると、衛藤はメスを取り上げた。

　ふと気づいて、村井と吉崎に「よく見てろ」と声をかけた。胸骨の先端部を確かめ、臍へ向けて５㎝程の切開線を入れる。筋膜を剥離しながら、指を奥へ押し込んだ。胸腔きょうくう内に指を入れると、心嚢しんのうに触れる。心拍動は全く触知出来ず、固く冷たい。まるでハムの固まりのようだ。

「タンポナーデだ」

　続いて切開創を左へと広げ、一気に胸廓を開けた。暗赤色の丸い固まりがヒクヒクとけいれんしているのが見える。覗き込んだ吉崎と村井は息を呑んだ。

「切るぞ」

　冷静な声を合図に、心尖部にメスを入れた途端、どっと赤黒い血液が吹き出した。

「うわッ」

　村井が思わず跳び退る。

　衛藤はかまわず手袋をした右手で心臓を掴み、マッサージを始めた。患者の顔面と首の鬱血がみるまに消退していく。

「血圧、１４０／８０」

　心電図モニターを見ていた看護師が「先生、出ました！」と叫んだ。モニター画面には、心臓マッサージの合間に、しっかり心筋収縮の波形が流れている。

「おいおい、素人じゃないんだから、『出ました』はないだろ？　ゆーれいか？　もうちっと医学用語でさぁ、なんか言えないの？」

　衛藤はほっとしながらも、わざと軽口を叩く。

「すいませんねえ、衛藤センセ、この子は新人なもんですから」

　師長もほっとした声で応じた。近寄って、ガーゼで衛藤の額の汗を拭く。

「新人かぁ、じゃあしょうがないな。俺も新人の頃は、草野師長さんに散々しごかれたもんだ」

　軽口を叩き続ける衛藤に、周りの緊張の空気が和んだ。

（衛藤先生はこういう所がいいのよね……）

　師長はホッとして泣き笑いをしている新人看護師の顔を見詰める。

　救急救命部の仕事はハードだ。医師もスタッフも殺気立って、些細なミスでも怒鳴ることが多い。それだけテンションを高くしなければやっていけない職場なのだが、このきつさについて行けず、辞めるスタッフは多かった。

　衛藤も真剣に仕事をしている時は怒鳴ることもある。しかし、一旦患者の容体が危機を脱すると、ひょうきんな仕草をしたり親父ギャグを飛ばしたりと、周りの気分を明るくしてくれる男だった。

　衛藤はさらに奥へ手を入れ、心房や心室破裂がないことを確かめる。

「やはり心筋の挫滅による出血だったんだな」

　心臓破裂となれば、さらに大手術が必要になるので、これはまだ不幸中の幸いと言わねばならない。吉崎がまたエコーの探索子を心臓に当てる。

「弁も動いています。乳頭筋の断裂もなし」

　心臓の内部にも損傷は無かった。

「よし、心膜を縫合しよう。一応、ドレーンも入れておくか」

　衛藤はほっと溜め息をつく。しかし気になることはまだあった。

（……何分、かかったのかな）

　心臓が停止して何分も脳に血液が送られなければ、意識が戻らないこともある。脳死はたとえ命を救うことに成功したとしても、救急救命医にとっては敗北なのだ。

「頭部のＣＴスキャンも撮っておけ。脳浮腫があったら、グリセオールとステロイドだ」

　心膜縫合とドレーン設置を村井と吉崎に任せ、自分は介助に回る。本当は自分でやってしまう方が早いのだが、チームのトップは下の者の教育もしなければならない。

　衛藤はこの４月から、５人編成のトップになったばかりだった。

（二番手ぐらいが、仕事だけしてりゃあいいから気が楽なんだがな……）

　思いながらも、術後は後期研修医の村井に任せることにした。既に１年間、外科と内科を回ってきているから、これぐらいは安心だ。

　Ｘ−Ｐを撮ると、幸いなことに肺野に異常は無かった。緊急手術は必要なさそうだ。

「心嚢に貯留していた血液は、二百㏄ぐらいですかね」

「そうだな」

「えっと、キシロカインが２０㏄」

　師長は素早く看護日誌に書き込む。緊急の際、カルテを書いている暇はないので、投与にた薬剤・処置などは看護師が看護日誌に記載することが多い。医者の方は、終わってからそれを電子カルテに打ち込むというわけだ。

「明日には胸部外科へ引き継げるだろう。その前に、血液型と生化学データ、やっといてくれ」

　村井に指示を出しながら衛藤はカルテを書き始める。

「総出血量は多くなかったが、一応輸血のオーダーを出しておく。明日のヘマトクリット値で決めよう」

　このＫ大学付属病院では、救急部は基本的に入院ベッドをもたない。危機を脱した患者は症状に応じて外科や内科、脳外科など、それぞれ他の科に振り分けられる仕組みになっているのだ。

　患者を手術台から観察ベッドへと移すと、人工呼吸器に気管チューブを繋ぐ。もう自発呼吸は先程から出ていたが、麻酔で完全に眠らせ、機械で呼吸をコントロールすることに決めた。胸骨骨折はまだ治療していないから、体動で出血が起こるかも知れなかった。

「激しい痛みを感じて、暴れるようになると、また出血するかも知れない」

　衛藤の説明に、村井は神妙な顔で頷いた。

「やーれやれ」

　衛藤は逞しい腕を上方に伸ばし、さらに大柄な身体で背伸びをする。被っていた小さな手術帽を取り、短いスポーツ刈りの頭を振った。

「んじゃ、ちょっと、熱傷の方、見てくるわ」

　大股で歩きだすので、草野はいつものことながら感心した。

（ほんと、タフよねぇ）

「ちょっと、待って下さいな」

　呼び止めると、看護師の休憩室に入り、缶コーヒーを一本持って来た。

「お、ありがとう」

　受け取って手術着のポケットに突っ込むと、衛藤はにっこりする。がっちりと角張った顎に太い眉、眼光鋭い目は、スポーツ刈りの髪のせいもあるのだが、黒服でも着せたらその筋に間違えられそうな雰囲気だ。しかし笑うと一転して無邪気な表情になり、若い看護師には人気の医師であった。

　草野も個人的な衛藤のファンであるが、それはどちらかというと母親の心境なのである。草野は四十代半ばで、ふっくらとした優しいお母さんといった外見どおりの性格で、やたら世話好きな所がある。衛藤がいつまでも独り者のことを口に出して心配していた。

　衛藤を見送ると、草野師長は吉崎を振り返った。吉崎は疲れた顔で、片隅の診療机につき、カルテを書いている。衛藤に比べると痩せた吉崎の体力の無さは、隠しようもない。

（まあ、大変なところよね、ここは……吉崎センセは大丈夫かしら、これから）

　草野はまた母の心境で心配する。しかし吉崎の方が普通で、衛藤は特殊例なのだとすぐ思い直した。

（そうそう、だんだん慣れていくわよ、きっと……）

　一人残った吉崎に「センセ、ちょっと一息、お入れなさいな。冷たい麦茶でもいかが？」と声をかけてやった。









　衛藤が廊下へ出ると、ちょうど熱傷ユニットから先程「彦根」と彼が呼んだ、中背の医師が出てくるところだった。

「彦根先生、どうですか、そっちは？」

「おう」

　彦根は柔和な丸い眼をしばたたかせる。そして、まばらな薄い眉を寄せ、あまりよくないのだという意味のしかめ面をしてみせた。

「上半身は無事だったから、気道熱傷がないのがせめてもの救いだが、腹部から下はかなりひどい。ほぼ３度だな」

「３度ですか……」

　熱傷の重症度を示す数値で、一番重症という意味だ。皮膚移植が必要となる。

　こちらの患者は喫茶店経営の五十代の男性で、元々山好きなので山小屋風のインテリアの店だった。窓辺には灯油のランプを幾つも吊るし、テーブルの明かりもやはりランプで、店を閉めたあと、ランプの掃除をしていて事故にあったのである。灯油を継ぎ足している時に、火が出たのだ。

「それが、灯油じゃなくてガソリンだったんだな」

「そういえばそうでしたね」

　救急車で運び込まれた時、強いガソリン臭がしていたことを、衛藤も覚えていた。それでもしかして自殺ではと疑ったくらいなのだ。

「間違えてスタンドのバイトがガソリンを売ったんだ。業務上過失傷害になる。警察に連絡したよ」

　彦根の言葉に、衛藤は「すみません」と頭を下げた。

「ただでさえ、彦根先生はオンコールだったのに、面倒なことまでしていただいて……」

　救急救命部の夜勤は１チームで、もう１チームは常に出動出来るようにオンコール体制を取っている。

　彦根の専門は熱傷なので、救急隊から重度の熱傷と連絡を受けた時点で、衛藤は彦根の力を借りることを決めて、呼び出した。彦根はやはりチームのリーダーで、その下の野村という医師と一緒に手伝いに来てくれたという訳だった。

「今、ナトリウム高張液とアルブミンを輸液してる。早見と野村のむらが仲良くやってるから、ちょっと俺は休むよ」

　彦根は意味ありげにニヤついたが、衛藤はまるで気づかず、「じゃ、俺も」と後に続く。

　しばらく歩いて彦根が廊下のベンチに腰を下ろすので、衛藤は急いでズボンのポケットから師長に貰った缶コーヒーを差し出した。

「すんません、俺の尻であったまってますが」

「うわっ、男のケツじゃなー。早見くんのお尻で温めたんなら嬉しいがな」

　言いながらも彦根はプルトップを開け、一口飲んでほっと息を吐いた。

　他の科から出向してくる医者に女医が含まれていることはあっても、ハードな救急救命医を最初から目指す女医は少ない。早見は正式な医局員中、唯一の女医であった。１７０㎝を越える上背に、均整の取れた体つきでしかも巨乳の持ち主だ。仕事中は肩までの髪をきりっと丸く結っているが、オフになるとそのままさらりと垂らし、メイクもきちんとしている。濃い眉に通った鼻筋、大きな眼にアイラインを入れると、きつい雰囲気の美女である。町中で胸の谷間の覗くミニドレスに生足で歩いているところに出会った同僚が、あんぐりと口を開けて指さしてしまったというエピソードがあった。

　顔と同様、性格もきつかったが、これは中学・高校とバレー部のエースアタッカー兼主将であったので、それは仕方がない。それゆえ、誰ひとりとして言い寄る勇気のある男はいなかったのだが、実は彦根チームの年下で気の優しい野村といつのまにかいい仲になっていた。

　それは彦根しか知らないことで、しかし仮にも早見の上司に当たる衛藤が全く感づいていないのは、

（こいつは、そういうことに鈍感な奴なんだよな……）

　彦根は少し呆れて目の前の男を見た。

　彦根の呆れ顔に気づかず、衛藤は隣に腰を下ろす。両手を頭の後ろで組むと、大声で「やーれやれ」と言った。

　誰もいない廊下に声が響き、彦根は「静かに！」とたしなめる。

「え、患者さんの家族、いるんですか？」

「いや、家族用の待機室にいってもらってる。仮眠ベッドもあるからな。そう言えば、さっきの救急隊は何だったんだ？」

　衛藤は要領よく心タンポナーデの症例を説明する。

「そうか、良かったな、処置が早くて」

　頼もしい後輩を彦根はにっこりと見詰めた。

「それより、そろそろ７月人事ですね」

　誰に言うともなく衛藤は漏らした。医大の勤務交替は７月と２月だ。

「順番でいくと、今度は俺かなー」

　もうそろそろ、関連病院への出張を言い渡されてもいい頃なのだ。

「いや。俺だ」

　彦根のきっぱりした答えに、衛藤は驚いて隣の男を見下ろした。

「彦根先生が？」

「ああ、先週、尾崎おざき教授から直々にな」

「じゃあ……」

　衛藤は頭を巡らせる。

「後任は誰なんです？　呉羽くれはさんは、経験あるけど、元々麻酔科からの出向だし、秋には麻酔科に帰る予定でしょう？　野村じゃまだ、チーフは無理だし……」

　ふと思い出す。

「あ、古川ふるかわさんと交替ってことですか？　でも古川さんも半年前に出たばかりじゃないですか」

　彦根は「違う」とあっさり言う。

「古川はそのままだ。実は、熱傷専門センターを新設するので来てくれと言われてな」

「ああ！」

　彦根の専門は熱傷だから、それは有り得る。

「でも、そんなの、こっちが困りますよー」

　不満そうな衛藤に、彦根は笑いかけた。

「もうお前たちでも十分だろ、ここは」

「にしても、後任のチーフはどうなるんです」

「外から来る。利根川とねがわの話ではな」

「ええっ！」

　衛藤は心底驚いたという声を出す。ハードな勤務の救急救命部はどこでも人手不足だ。外科や脳外科から一時的に出向してくる医師はいるが、チーフともなれば腰掛けではすまされない。他の大学からでも呼ぶのだろうか……。

「まぁ、そういうことだ。安心しろ」

　言いながら彦根は、空になった缶を衛藤に押し付ける。

「ちょっとまた見て来る」

　残されて衛藤は呆然とした。

（外からって……全然、聞いてないぞ！）

　チーフとは言え平の医局員である衛藤が、利根川医局長から人事のことを前以て知らされなくても仕方がないのだが。しかし少し面白くない。

（やれやれ……）

　空き缶をゴミ箱に捨てようと歩きだすと、急患の受付を終えたばかりとおぼしき四、五人の作業服の男達が走って来る。

（さっきの患者さんの同僚かな？）

　男達は衛藤に近寄ると、「容体は？」と口々に尋ねた。

「えっと、家族の方はどちらですか？」

　年配の眼鏡の男性が代表で答える。

「あいつ、大阪なんで……こっちに着くのは、朝になると思います」

「そうですか……」

　脳死に至る可能性があるとまでは言えない。取り敢えず命は取り留めたと伝える。救急室の前で朝までたむろされても困るので、家族専用の待機室へと案内した。

　家族が到着したら、重症であることを改めて伝えねばならない。

　重い足取りで救急室の前に戻ると、廊下の外れに人影を認めた。

（あれ？）

　自分は受付の方から歩いて来て誰ともすれ違わなかったのだから、非常口から入って来たのだろうかと衛藤は思った。

　近づくにつれて、次第に詳細が明らかになる。人影は三人だった。

　二人は黒いスーツ姿で、一人はＴシャツにジーンズである。

　五メートルほどの所まで来て、衛藤は息を呑んだ。四十代らしい大柄なスーツの男は、手で右腰のあたりを押さえ、指の間から血が滴っている。

「せんせい、診てもらいたい」

　威嚇するような低い声が廊下に響いた。

「受付でカルテを作って貰ってきて下さい」

　衛藤は手前で立ち止まると、男の様子を観察する。声も震えていないし、それ程顔色も悪くない。額には汗もかいていないし、重症ではなさそうだ。ついでに表情を伺った。

　油を塗ってぴったりと後ろへ撫でつけた髪、鰓の張った顎には不精髭が生え、太い眉も冷たい光をたたえた切れ長の眼も、たとえ黒服を着ていなくても裏社会の者と知れる。

　男はじろじろと見回す衛藤に、薄い唇を歪めてにやりと笑った。

「分かるだろう、この格好。頼むよ、自費でいいんだからさ、ちょっと縫ってくれりゃあいいんだよ」

「診察にはカルテが必要なんだ。自費だろうが何だろうが、受付を通ってくれ」

　一歩も引かず、衛藤は腕組みをした。

「ちっ、仕方ねぇな」

　男は後ろにいたＴシャツの若者に顎をしゃくる。

「ヨシ坊、いってこ！」

　Ｔシャツの若者がふらりと歩きだした。が、その胸元にも真っ赤な血がついている。

「あんたも怪我したのか？」

　傍に来た若者の顔は真っ青で、刺された男よりもずっと病人らしい。しかもどうみても十代の少年といってもいい年格好だ。

「……ううん」

　掠れ声で答え、通り過ぎようとしたが、左手にタオルを巻いているのを衛藤は見逃さなかった。タオルの一部はやはり血に染まっている。

「おい、君！」

　左腕を捕らえた途端、少年は悲鳴を上げてへたり込んだ。タオルをほどき、握り締めた左手を開かせると、想像した通りのものが現れ、あまりの愚かさに衛藤は舌打ちをした。

「この……ッ、誰がやった！　仲間にか！」

　黒服の二人を睨む。

「ちげーよ。そいつは兄いの刺されんのを守れなかったんだ。オレが怒ったら、けじめをつけるって自分でナイフで落としたんだよ」

　刺された男の脇にいるもう一人の黒服が、けだるげに答えた。こちらは少年よりは位が上なのだろう、年も二十代前半といった所だ。短い髪を黄色く染めている。

「このッ、クズどもがッ」

　衛藤の怒鳴り声に、そいつはあっけにとられる。

「お前達は本当にクズだな」

　唸ると衛藤は少年を引きずり上げる。

「切った小指はどこへやった」

　少年はしゃくり上げながら、右手でジーンズの尻ポケットから丸めたハンカチを取り出す。中には切り落とされた指が後生大事に入っていた。

「つけたけじめを組長に確認していただかんとな」

　刺された男が事もなげに言う。衛藤はもう我慢がならなかった。

「いいか、あんたの傷はちゃんと診てやる。けど、この子の指を元通りにしてからだ、いいな！」

「ざけんじゃねぇよ、けじめってもんが……」

　お付きの若者が口を挟むのを、衛藤はまた「ふざけんなとはこっちの言葉だ！」と怒鳴った。

「あのな、人間の指は５本って、神様が決めたんだッ、農家の人が耕運機で指を落としたり、工場で真面目に働いてる人が旋盤で指をつぶしたりして、どんなに苦労してるか、知ってるかッ、それを自分で切るなんて、許せん！　だからヤクザはクズなんだッ、この世にいる資格はないッ」

　腰を押さえていた男が楽しそうに笑い出した。

「本城ほんじょうの兄ィ？」

　本城と呼ばれた男は、ひどく楽しそうにしている。

「いやー、楽しいぜ、あんた。くせー連ドラ見てるみたいだが、気に入ったよ。あんたの言う通りにする」

　大股で歩み寄ると、衛藤の顔をじっと見詰めた。

「さ、やってくれ」







　救急室の自動ドアが開くと、師長を始め看護師と吉崎が、緊張した面持ちでずらりと並んでおり、衛藤はあっけにとられた。

「どうしたんです、師長さん？」

「どうしたじゃありませんよッ」

　草野師長はあたふたと走り寄る。

「あんな大声を出してりゃ、筒抜けですよ。とにかく、センセが無事で良かったわ！」

　衛藤にそっと囁く。

「ガードマンに連絡、しましょうか？」

「いや、大丈夫だ。向こうも患者だしね」

　師長は男達に厳しい目を注いだ。

「そちらのあなた、早く受付に行って、カルテを二人分、作ってきて下さいな。それから、あなた、上着を脱いでこちらへ座って」

　若い方の黒服はぶーたれていたが、本城の「榎えのき、行け」の一言で走って出て行った。

　少年はへたりこんでしまったので、衛藤が抱き上げて手術台へと寝かせてやる。

「あんたも、早く」

　本城は促されるまま、おとなしく上半身裸になると、処置ベッドに腰掛けた。衛藤は傍へ行って傷口を調べる。傷口が脇腹だが背中に近い場所で、かなり深く、まだじわじわと出血している。しかし、動脈性のものではなさそうだ。ベルトの革が切れている。

「運が良かった。真後ろだったら、腎臓をやられていたかも知れない」

「ああ、振り向きざま、相手にケリを入れたからな、下へ逸れたようだ」

　本城はこともなげに言う。見ると背中には古い傷痕が無数にあり、確かに修羅場を何度も切り抜けてきた男のようだった。

　衛藤は答えず、ガーゼを傷口に当てると、「押さえていろ」と命令する。

「可愛い看護師に押さえててもらいたいな」

　軽口を叩くのを無視すると、少年の元へと戻った。

「出来れば神経も繋いでやりたいですね」

　切断指の断端を消毒していた吉崎が言う。

「そうだな……早見を呼ぶか」

　衛藤は救急室を出て熱傷ユニットへ向かった。自動ドアを半分開けて、顔を突っ込む。

　もう患者は人工呼吸器で呼吸を管理されていて、規則正しい機械によるシューッという酸素を送り込む音と共に、胸が上下している。

　これなら早見の手を借りられそうだと、衛藤は一歩室内に入り、彦根に声をかけた。

「彦根さん、早見くんを借りていいですか？」

「いいとも、もう一人、手伝いに来てもらったから」

　彦根は看護師とともに、大腿部の傷に一時的な人工皮膚を張り付ける作業をしている。本格的な植皮はだいぶ先なのだが、体液の喪失を少なくするため、早期の人工皮膚移植は有効な治療法なのだ。

（え？　手伝い？）

　腹部の処置をしている早見の隣に、ブルーの手術着の小柄で痩せた医師が、やはり処置をしていた。ディスポーザブルの紙のマスクをつけ、手術帽を目深に被り、しかも俯いているので顔はまったく分からない。男性とは思うのだが、早見が女性のわりに体格が良いので、性別すら不明だ。

　しかし、どこかで見たような気がする……。知らず知らず胸が高鳴ってきた。あの体つき、手術帽から僅かに見える髪、いつもいつも見つめていたあの……。

（まさか……？　秀？）

　声にして尋ねることは出来なかった。

　早見は衛藤の困惑に気づかず、ゴム手袋を脱ぎ捨てると、「行きます」と短く言う。

「あ……ああ」

　一緒に廊下へ出たところで「誰だ、あれ？」とそっと尋ねた。

「さぁ……彦根先生の知り合いみたいですよ。さっき入ってきて、『やあ』とか言い合ってましたから」

「うーむ……」

　朝倉秀だったらどうしたらいいのか。衛藤は混乱の極致に達した。

（絶対、あれは秀だ！）

　それとも違う男を朝倉と見間違うほど、自分は朝倉に会いたいのだろうか。

　とんでもない、会いたい訳がないじゃないか。会いたくない。でも朝倉だったらどうしよう。いや、朝倉でなかったらもっと辛いと思っている自分に衛藤は気づく。

（うーん……）

　唸りながら、救急室へと戻った。

（とにかく、今はそれどころじゃないんだ）







　切断された四肢などでは、神経を何本も縫い合わせるような複雑な手術が必要だ。正式には形成外科の領域だが、小指程度ならここでも出来る。しかしマイクロサージャリーという、倍率の付いた眼鏡をかけての、いわば顕微鏡下の手術となる。

　衛藤と早見が、その特殊眼鏡を装着して手術台に近づくと、

「おんもしれー！」

　カルテを作って帰って来ていた榎というちんぴらが、大声を上げた。

「ターミネーターかロボコップみてーだな！　ちょっと、俺にもかけさせてくんないか？」

「あなた、外に出ていて下さいな」

　草野師長が厳しい声を出す。

「あんだよー」

　またぶーたれていたが「師長さんの言うことを聞くんだ」という本城の一喝に、「ちぇー」としぶしぶ出て行った。

「俺はいてもいいんだろ、師長さんよ」

　本城は師長にウィンクして見せるが、師長は動じない。たっぷりとした腰を振って通り過ぎた。

「あなたは怪我人ですからね。仕方ないでしょう」

　師長はすっかりいたいけな少年の保護者の気分になっている。

　早見と衛藤の準備が整うと、吉崎は切断された小指の根元に麻酔の注射針を差し込む。見ていた本城は「俺達はクズなんだから、麻酔なんか使わなくてもいいんですぜ」と皮肉った。

　衛藤はまたプツンと切れ、どなり返す。どうも秀らしい男を見てから、情緒不安定になっている。

「あのなッ、オペ台に上がれば、クズだろうが大統領だろうが、同じ患者だッ！　それにな、あんた、指ってのは細かい神経が集中してて、一番痛い所なんだぞ！　麻酔なしで出来るか！」

「そういやぁ、オレもこないだ、爪を剥がしちゃった時、一晩、痛くて眠れなかったすよ、兄キィ」

　いつのまにかまた戻って来ていた榎が口を挟む。

「お前は出てろって、言われたろうが！」

「そうです、出てて下さいな！」

　榎は衛藤と師長の集中砲火を浴び、すごすごとまた出て行く。

「いやぁ、いいなぁ、あんた、衛藤先生って言うのか、贔屓にするよ」

　本城はまた楽しそうに笑い出す。

「お断りだ！」







　三度の熱傷で皮膚が溶け落ち皮下組織が露出した部分に、朝倉秀は人工皮膚を切り取って丁寧に貼り付ける作業を続けていた。先程、廊下から聞こえて来た衛藤の声が頭の中でリフレインしている。

（まったく、変わっていないな、あのバカは！）

　単純な熱血ぶりといい、周りの迷惑も顧みないでかい声といい、うれしくなるぐらい元の通りだ。

　本当は卒業して六年の間に、衛藤が変わってはいまいか、一抹の不安があった。しかし、

（変わる理由わけがない、中学のときから同じだったんだからな、あのバカは）

　中学・高校はサッカー、大学に入ってからラグビー、ラグビー部では忙しい医学部のくせに副主将まで勉め、あのバカでかい声はグラウンドの端から端までとどいていたものだ。

　入って来た衛藤がひどく困惑して、こちらを眺めていることは雰囲気で分かった。顔を上げ、「やあ」とでも言ってやっても良かったかも知れないが、

（ま、当分、悩んでろ、あのバカ）

　衛藤にたいしてあくまでも皮肉な態度が取れる自分に、朝倉は安堵していた。

　会った途端、自分も心がかき乱されるのではと心配していたのだ。しかし三つ子の魂百までという奴で、中学時代から培った衛藤へのいささか捻くれたとも言える接し方は、容易なことではぐらつかないという確信が持てた。

　もっとも心の奥底では複雑な感情が渦巻いていたのだが、朝倉は感情を表に出さないことは得意だった。衛藤とは反対に。

　だいたい自分の心を勝手に奪い、さらに傷つけ、手ひどく振った男に、この朝倉秀がわざわざ日本に帰って来てやったあげく、簡単に白旗を掲げるなどと思っているのか。

（リベンジだ、今に見ていろ！）

　衛藤をいじめるのは中学の頃から楽しかった。しかも、

（あのバカは、いじめられてるって自覚がないんだからな）

　どういう訳か、でかい身体でちびの自分にからかわれているのに、ひどく嬉しそうにしているのだ。

（また今日からたっぷり、いじめてやる！）








　少年の小指の縫合が無事に終わると、次に衛藤は本城というやくざの治療に取り掛かった。

　処置ベッドに俯せに寝かせ、傷を調べると意外に深いことが分かった。

　跳ね上げたナイフが上に逸れたためか、腰部の筋肉が切り裂かれ、第十肋骨の骨膜にまで達している。しかし腎臓も腹部臓器も幸運なことに損傷はない。

　痛み止めと局所麻酔を施して、筋肉を縫い合わせる。

「しばらく入院した方がいいぞ」

「それは無理だ」

　そのうち衛藤は心配になった。これが元で組同士の抗争にでもなったら……。裏社会のことはＴＶドラマぐらいでしか知らないが、

（よく、「極道のなんとか」とか、やってるじゃないか）

　組んだ両腕に顎を乗せ、「痛い」の一言も言わずに処置を受けている本城に尋ねてみた。

「誰にやられたんです」

「あんた、警察じゃないんだから、関係ないだろう」

　本城は肩越しに鋭い視線を向ける。

「しかし、これから毎日、ヤクザどもがかつぎ込まれてはこっちがかなわない、業務の邪魔だ」

　本城はふっと目を和ませた。

「安心しろ、この程度ではきょうびのヤクザは騒ぎを起こさないよ。暴対法が厳しいからな。それより、カルテには俺が自分でやったことにしておいてもらおうか」

「嘘を書けってことか」

　カットグートで筋肉を縫い合わせ、皮膚の方はブレードシルク糸で縫合にかかったところで、衛藤は取引を申し出た。

「分かった、自傷によるものと書こう。だから、あんたもそう他の奴に言う。これで手打ちってのはどうだ」

「なに？」

　本城は振り向いて、衛藤を睨んだ。

「どうせ討ち入りとかになって、ケガするのはさっきの子供みたいな若い子だろう？　カルテの生年月日を見たら、あの子はまだ十六歳じゃないか」

　衛藤は真剣な声音で続ける。

「今日はまだくっついたから良かったようなもの、小指無しであと七十年がとこ、生きるのはあんまりだと思わないか？　じゃんけんするときだって困るぞ、パーが出せない」

　本城はプッと吹き出すと、続けて大笑いを始めた。笑いながら、「いて、いてて」と言う。

「おい、動くなよ」

「いやー、あんた、楽しいよ。まぁ、あんたと知り合った記念に、そういうことにしてやろう、その替わり」

　鋭い眼になった。

「あんたの方も約束を守ってくれよ」

「分かった、男の約束だ」

　その返事になぜか本城は笑いをこらえているようで、衛藤は訝しく思いながらも縫合を続けた。

　皮膚の縫合を終えると、ガーゼで傷を被う。ふと肩甲骨の辺りに血の滲んだ引っ掻き傷が幾つもあることに気づいた。

「ここは、どうしたんだ？」

「ああ、これか」

　本城は楽しそうに言う。

「女だよ、女につけられたのさ。一発抜いて、いい気分で出て来たとこをやられたんだ。俺も格好悪いから、はなから組には内緒にするつもりだったんだよ、せんせい」

　騙されたと知って、衛藤は歯がみする。

「やっぱり、ヤクザはクズだな」

「その通り、あんた、世間を知らなさすぎるよ」

　本城は笑い続ける。

「あのな、赤穂浪士じゃないんだから『討ち入り』はないだろう？　それを言うなら、『出入り』」

「あっ、そうか」

　さすがに衛藤は恥ずかしくなった。

「きょうび、『出入り』なんかようせんわ、俺らは」

　涼しい顔で本城は続ける。

「それより、軟膏でも塗っといてくれないか。まったくもう、激しい女でな、イクイクと叫びながら引っ掻くのが癖なんだ」

　生々しい下ネタに、衛藤はさらに恥ずかしさに顔を赤らめた。その顔を見て、本城はひどく楽しそうに笑い続ける。

「せんせいは世間のことだけじゃなく女も知らないようだな」


　第３章　救急救命センター








　長い夜が明けて、今朝も青々とした空が頭上に広がっている。

　梅雨入りの気配もなく、すでに６時で気温は二十度を越えていた。

　外の空気を吸いに、非常口から裏手の駐車場へと出て来ていた衛藤は、「うわっ、外の方が暑い」とうんざりした。汗で張り付いた手術着の胸元から、グローブのような大きな手でバタバタと風を送り込む。

　やくざの刺傷のあとは散発的に軽症が運び込まれただけだった。しかし昨夜は十分働いたと言える。

（あと、オフまで十二時間か……）

　救急救命部のドクターの勤務体制は看護師のような三交替制ではない。医局員は三チームに分かれ、シフト制になっている。衛藤チームは昨日の朝七時から、三十六時間の勤務をこなしてやっと一晩のオフになる。丸々一日の休みが取れるのはまだ先だ。

　衛藤は非常口の階段に腰をかけると、一息ついた。軽く上体を反らして、深呼吸する。

　目の前の駐車場は、外来が開いていないのでがらがらだ。職員用のスペースは夜勤者の自家用車が所々に停車している。日勤に入るスタッフ達の車が、ポツポツと駐車場に入ってくるのが見える。

　ここ、千葉ニュータウンのど真ん中にあるＫ大付属病院は、十年前に建てられたばかりだ。医学部校舎と本院は東京都内にある。付属病院は、Ｋ大理学部と教養課程が移転する際、東関東の救急センターの中核となるという構想の元に作られたものだった。救急救命部も斬新な試みとして新設されたのだ。

　日本ではアメリカと違って、救急部は外科・内科というような独立した科ではない。しかし、アメリカでＥＭのフェローを収め、専門医の資格を得た麻酔科の尾崎稔みのる医師が、ＥＭの必要性を説いた。尾崎は初代の教授となって、付属病院に講座が新設されたというわけだ。

　それは衛藤が卒業する前の年で、ずっと救急救命医を志していた衛藤は、いの一番に入局を志願していた。

　新しいシステムに、初め病院のスタッフも戸惑っていたが、しだいに救急救命部の有用性が理解され始め、今やこの辺りではＫ大救急救命センターはなくてはならない存在である。

　バブル時代に立てられたニュータウン構想は、不景気の波で大きく予想を外れた。人口増加も思ったほどでは無かったので、初め付属病院も閑古鳥が鳴いていた。それはまだ救命部が稼働初期の頃だったので却って好都合で、尾崎教授はアメリカで得た専門医の経験を生かし、医局員を徹底的に教育した。それが功を奏して、本家本元のアメリカでも十分通用するようなシステムの救急救命部ができあがった頃に患者も増えて来たのだ。

　しかもこのところ、景気の上昇とともに工業団地や企業も誘致に乗り、人口は増加している。

　この六年間、教授を筆頭に衛藤始め医局員は文字通り夜も眠らずに働いた。今時「滅私奉公」は死語の世界だが、こと救急救命部の医局では、この言葉が実態を現している。しかし充実感がそれ以上にあり、救急救命医を選んで良かったと衛藤は思っていた。

　いや、もしかしたら余計な事を考えずに済んだからだったのではないか。

　思わぬ考えが頭を過り、衛藤はギクリとする。

　朝倉秀に似た人を目撃してから、六年前の悔恨と喪失感が蘇って、一気に不安が自分を飲み込みそうだ。

　気持ちを落ち着かせようともう一度深呼吸する。

　ひょいと腕時計を見ると、六時三十分になっていた。

「ウソ……だろ」

　朝倉のことをボーッと三十分も考えていたのか！

（相当来てるな、俺も）

　七時からは症例検討会が始まる。その前に患者の容体を診ておこうと、急いで建物の中へと戻った。







　救急救命科のカンファランスルームは、救急室のすぐ上の階にあった。二十畳程の真四角な部屋で、ホワイトボードに大きな液晶モニターがあり、中学校の教室風にスチールの椅子と机がずらりと並んでいる。

　衛藤が赴くと、既に何人かの医師が席に座っている。

　夜の勤務は１チームだが、昼は２チーム編成なので、この朝の時間は貴重な顔合わせの機会だ。いつも問題のある症例についてのディスカッションが終わると、人事などの報告も行われることになっている。

　てんでにコーヒーやサンドイッチを口にしている医師達の中に、衛藤は昨夜見た男の顔を探したが、やはりいない。

　仕方なく、でかい自分にはひどく窮屈な椅子に身体を押し込んだ。隣では研修医の村井が、真面目に救急治療マニュアルで調べ物をしている。衛藤に気が付いて「先生、『Beckの三主徴トリアス』って、知ってます？」と尋ねてくる。

「なんだよ、いきなり。もう国家試験はとっくに終わったろうが」

「いえ、実はさっき、先生が外へ出てる時に……」

　村井が一人で心タンポナーデ患者の呼吸管理をしている時、見たこともない医師が入ってきたのだと言う。

「オペ着だったか？」

「いえ、Ｙシャツに白衣で……」

　その医師が輸液量やバイタルサインなどの数値が書き込まれているチャートを覗き込んで「Beckの三主徴は？」と尋ねたのだ。

「俺、答えらんなくて」

　するとその医師らしき男は皮肉な眼でクスリと笑って、「チーフに聞いてご覧」と出て行った。

「研修医かなぁ、俺より若そうだったし……それにネームプレート、付けてなかったから、今年出たての奴かなぁ」

　村井はむくれてページを繰り続ける。

「心音の消失ないし減弱、血圧の低下、それに静脈圧の上昇だよ」

　衛藤は教えてやった。

「そっかー、そうですよねー」

　村井がひどく自信喪失したという悲しげな顔になるので、

「別に知らなくても恥じじゃないぜ？　元々、３つ揃うのは、心タンポナーデの症例の４分の１に過ぎないんだ。『三主徴トリアス』として丸暗記していなくても、一つ一つは重要なサインだから、よく病態を考えれば出てくるだろう？」

　衛藤は執り成す。

「そうですよね！」

　村井は安心したという顔になった。

「教科書的知識より、現場優先てことだよ」

　その言葉に村井は不思議そうに首を捻った。

「そいつ、衛藤先生のこと、知ってんのかなァ」

　その男は「衛藤なら、教科書より実践というかも知れないが、知識の裏打ちが無ければ医学とは言えない、医術になってしまうぞ」と部屋を出る時、付け加えたのだ。

（ええ？　知り合い？）

　いったい誰なんだ？

　オペ着を着ていたと村井が言ってなら、朝倉とも考えられるが……。

　首を捻っている間に残りの医師達がぞくぞくと到着する。医局長の利根川講師が彦根と話しながら入って来た。衛藤の斜め前に座る。彦根が話しかけ、利根川が頷いている。後ろの席なら少しは何を話しているか分かるのだが、一列空いて前では切れ切れにしか聞き取れない。

「……そうか、じゃあもう……」

「……で、熱傷の症例が……オンコールで呼び出されたんで……」

「ちょうど良かったな」

　耳をダンボにしてもそれ以上は無理だ。意を決して衛藤は彦根に尋ねることにした。ガタンと席を立つと、二人の隣に行く。

「あの、彦根先生、昨日のことなんですけど……」

　前方の扉が開いて、ダブルの白衣を着た太めの中年紳士が戸口に立った。尾崎おざき教授である。

「揃ってるな、カンファランスを始める」

　衛藤はあたふたと自分の席に戻った。

　尾崎は柔らかく微笑んで、なかなか美声のバリトンで続ける。

「その前にみんなに紹介しておこう」

　尾崎教授の後ろから現れたのは、涼しげなブルーのシャツに紺のブレザーを着込み、グリーンの縞のタイにベージュのパンツという洒落た格好の若者だ。

「今度、うちの科に入ることになった」

「うわッ」

　知らず知らず声が出ただけではなく、衛藤は立ち上がってしまい、思いっきり目立つことになった。

　尾崎は立ち上がった衛藤にまたニッコリする。

「おお、衛藤君、同期だから勿論知ってるよな、朝倉秀君だ。非常勤講師として、今度、出張に出る彦根のあとに入る」

　驚いたのは衛藤だけではない。「おお」という小さな呟きがあちこちから上がった。彦根が出るというのも初耳だし、それよりも何よりもいきなり非常勤とは言え、講師の地位ということに皆、驚いた。

　恰幅の良い尾崎の隣で、小柄で痩せた朝倉は年よりずっと若く見える。小さな丸い顔に前髪を下ろし、くりっとした眼に太い眉は童顔なので、学生のようだ。

　茫然自失のまま腰を下ろした衛藤に、隣の村井が小声で「俺にBeckのトリアスを質問したの、あの人ですよ」と呟いた。

「うう……」

「朝倉君は衛藤君の親友だそうだから、詳しいことは衛藤君に聞いてくれよ」

　尾崎教授は、朝倉が皆の好奇心剥き出しといった視線を集めているので、楽しそうにそう告げる。

「まあ、簡単に私からも紹介しておこう。朝倉君は在学中にＵＳＭＬＥのstep1とstep2に合格して、卒後すぐアメリカのベス・イスラエルメディカルセンターのレジデンシーになったんだ。だからＫ大卒業生とはいえ、殆どの人が知らないと思うが」

「ＵＳＭＬＥって何です？」

　村井が衛藤を肘でつつく。

「アメリカで医学の研修を受けるための試験だよ」

「それって、すごい事なんですか？」

　やれやれと思ったが、衛藤は説明する。

「日本人の場合、普通は卒業してから受けるし、それでも３年くらいはかかる。それにその上の英語の試験はもっと大変なんだ」

「へーッ」

　村井の声に感嘆の色が滲む。純粋に感心しただけなのであろうが、衛藤は久々に苦いものを感じた。朝倉の経歴を知った人間は、皆、一様に感心する。そのたびに衛藤が味わっていた苦汁だ。それは決して劣等感なんかではなく……衛藤にとって朝倉は決して手の届かない人間だと思い知らされる瞬間なのだった。

　教授の紹介は続く。

「で、ＥＭのレジデンシーが終了して、血管外科のフェローに進んでいたんだがね、たまたまこの四月、ボストンの学会で会った時、うちの医局でやりたいと彼から申し出があったんだよ」

（聞いてないぞ、そんなこと！）

　衛藤は心の中で呻く。

　朝倉秀がアメリカへ行くことで、自分はあいつを諦めたのだ。いや、二度と日本には帰って来ないと思ったからこそ、諦められたのに！

（納得、出来ね……ッ）

　ベス・イスラエルのレジデンシーとフェローという経歴は、しかし他の医局員を納得させるには十分であった。

　皆の眼差しが称賛に変わって行くのを確認し、教授は自分の人選を自画自賛する。

「正式な辞令が降りるのは七月の一日からだかが、彦根もあっちの病院と行ったり来たりになるから、朝倉君には今日から一員として働いてもらうことになるので、宜しくやってくれ」

　教授の言葉が頭の中で反響する。

（今日からだって？）

　心の準備ってもんが要るだろうが！

　顔を上げ、涼しい顔の朝倉を睨んでいるうちに気づいた。

　衛藤が蚊帳の外に置かれていたのは事実だが、考えてみれば教授も利根川医局長も、朝倉との間に何があったか知る筈もない。当の朝倉自身が黙ってさえいれば。

　要するにそういうことなのだ……衛藤は納得する。

　朝倉は自分を窮地に陥れるつもりなのだ。そうでなければ、事前に連絡もなしで帰ってくるわけがない。

（もし、俺に二度と会いたくなければ……）

　ずっとアメリカにいるか、もしくは帰国するにしても、

「僕は帰る。お前は僕の眼の届かない所へ行け」

とさえ言えばいいのだ。そうすれば、

（俺は……あいつの言う通りにするのに）

　この事態は彼が望んだことなのだ。今、気づいた。

（そういうことか……）

　これからどんなことが起ころうとも、自分は甘んじてそれを受けねばならないのだと衛藤は悟った。





　続いて行われたカンファランスは殆ど上の空で、終わると衛藤はそそくさと外へ出た。

　廊下へ出たところで、いきなり背中を叩かれる。

「うわーッ」

　大声を出して振り向くと、早見だった。

「なんだ、早見君か」

「どうしたんです、そんなに驚いて」

　早見は不思議そうな顔をする。

「それより、衛藤先生、朝倉先生ってどんな人なんです？」

「え？」

「あの顔で衛藤先生と同い年には見えないわ。衛藤先生だって、喋りはおじさんだけど歳よりは若く見える方なのにねー」

　感に堪えぬという風に、早見は首を振る。

「在学中にＵＳＭＬＥに通ったのもすごいけど、血管外科のフェローなんて、超難関なんでしょう？」

「だろうな」

　二人は並んで救急室を目指し、歩き続ける。しばらく黙っていた早見が、衛藤の顔を窺った。

「性格はどうなの？　下の者はやりやすいタイプ？　先生は同期だったんだから、教えてよ。切れ者だけど厳しいんじゃない？」

　少し心配そうに尋ねた。

「だって、君の上になるわけじゃないんだから、心配することないだろう？」

　無論早見は恋人の野村のことを心配して尋ねているのだが、衛藤はまるで気が付かない。

（まったくもう、分かってないわね）

　呆れて早見は先へ行ってしまった。

（おいおい、なんなんだよ……）

　ぼーっと見送っていると、

「衛藤君」

　後ろから声がかかり、今度は医局長の利根川講師だ。三十八歳になる利根川は、三十歳の時から四年間渡米して、ＥＭのレジデンシートレーニングを受けているので、いわば朝倉の先輩に当たるわけだった。

　利根川は衛藤の顔を見ながら「同い年で後から来た彼が講師というのは、あまり面白くないかもしれんが、うまくやってくれよ」と話しかける。

「俺はあんまりそういうこと、関係ないですから」

　衛藤の返事に利根川は満足そうに頷く。

「うん、君の性格だから問題ないって、俺も教授には言っておいたよ」

　ふとあることに気づいて、衛藤は尋ねてみた。

「講師……ってことは、あいつ、学位は？」

　博士号を持っていなければ、講師の職にはつけない。医学部を卒業すると自動的に「医学士」にはなれるが、論文が通って学位が授与されなければ「医学博士」の称号はつかないのだ。

「ああ、それか」

　利根川はこともなげに説明する。

「なんでもベス・イスラエルでフェローをやってる時、アルバート・アインシュタイン大学のリサーチフェローの奴と共同で、Ｓ　Ｇステントグラフトの改良の研究をしていたらしい」

　Ｓ　Ｇステントグラフトとは人工血管の一種で、動脈硬化を起こした血管が詰まったり破れたりするのを防ぐ為に血管の内部に入れ、内側から壁を支えるいわば補強材だ。

「それでその研究論文の幾つかは、Jounal of American Medical Associationにも採用されててね、それを急遽、うちの大学の教授会にかけることになったんだよ」

「ＪＡＭＡか……」

　衛藤は今更ながら舌を巻いた。ＪＡＭＡはアメリカでも権威のある医学雑誌で、全米から論文の投稿がある。

「まあ、ＪＡＭＡに載ったとなれば、文句無く通るんじゃないかな」

「そうですね」

　あいづちを打ちながら衛藤は考えた。

　朝倉は朝倉なりのやり方で、自分の道を進んでいる。たかだか自分への私怨の為に帰国するような男ではないのだ。衛藤はすっぱり割り切ることにした。

（同じ職場の仲間になるんだ……いわば、同士じゃないか。なんとかうまくやっていけるだろう……）

　利根川に「朝倉は？　今日から勤務につくんですか？」と尋ねてみる。

「いや、彦根チームは日勤じゃないし」

　言われてやっと衛藤はその事実に気づいた。

（それじゃ、今日はもう顔を合わせなくて済むな……）

　さすがに今日はこれ以上、会いたくない。

「それじゃもう、帰ったんですか？」

「今、教授と一緒に院長や総師長の所へ、顔を出しに行ってる」

　救急室に戻ると、看護師が申し送りの最中だ。邪魔をしないように電子カルテの記載をしようと机に歩み寄った。

　赤羽あかばねという今年三十歳になる主任看護師が気づいて近寄って来た。興味津々といった顔で、眼を輝かせている。背は小さいがスキューバダイミングが趣味で、日焼けした健康美人だ。ついこの春、スキューバのインストラクターと結婚したばかりである。

「朝倉先生って、衛藤先生の同期の方ですよね？」

「えっ」

　もう情報は流れているようだ。

「ほら、本院でしたら学生さんの頃、臨床実習で病院を回るから、お顔を存じ上げてるんですけどね。付属病院では、初めてのお顔なもんですから」

「そういえばそうだな」

　ニューフェイスってことなのだと衛藤は納得する。いつも新人が入ってくると、看護師達は品定めで忙しいのだ。

「すぐアメリカへ行っちゃうなんて、優秀なんですねぇ」

「そうだな、まぁ、あいつは中学の頃から学年でもトップだったしね」

　言いながら、ふと衛藤は遥か昔のことに思いを馳せる。

　そう、あの頃から朝倉は特別な存在だった。集団の中だけでなく、自分の心の中でも。





　第４章　朝倉秀








　Ｋ大付属中学校受験を自分に勧めた両親に、衛藤は驚いた。偏差値が高いのは無論だが、まぁ金持ちの行く私立といったイメージもあったからだ。

　衛藤の実家は両親共に医者で、確かに小遣いに不自由はしなかったが、裕福というカテゴリーには入らない。実を言えば両親は単に公立だけでなく私立も受けたら、という程度の考えだったようだ。それにＫ大は私立でも名門で医学部もあるから将来好都合、それだけの理由だったのだが、衛藤は首尾良く合格した。公立も受かっていたが、Ｋ大を選んだのである。

　入学してみると、前もって抱いていたイメージは確信に変わった。

　良家のお坊ちゃん・お嬢ちゃんである同級生達は、大学までエスカレーターで行けるので、お気楽で皆、無責任なのだ。お陰で衛藤は六年間、生徒会の役員をやらされるハメになった。

　幾らエスカレーターとは言え、Ｋ大でも理工学部・医学部・経済学部はさすがにトップクラスしか推薦では入れない。運動部や生徒会役員をやっていることを成績不良の言い訳にはしたくない。衛藤はサッカー部に生徒会という忙しい中も、持ち前の体力を発揮し、猛勉強して医学部に推薦合格したのだ。

　一方、朝倉秀は『お気楽な金持ち息子』というカテゴリーに属していた。

　衛藤は入学して間もなく、背は低いが色白でまるで美少女のような外見の少年がいることに気づいた。

　その少年が朝倉秀という名で、しかも三代続く政治家の跡取り息子ということを、衛藤と同様無理やり生徒会の役員に選ばれ、ぶーたれている同級生から聞いたのである。

「朝倉はさぁ、政治家の家なんだからさぁ、こーいうこと、やるべきだよなぁ」

　その同級生は言った。何の根拠もないと衛藤は思ったが、そう言えば『鳩山一族』にも匹敵するという『朝倉』の名には覚えがあった。

　父親の朝倉秀雄ひでおは東京都内に貴族院議員だった祖父の代からの地盤を持ち、衆議院議員で、確か叔父に当たる朝倉征次せいじという男も、北関東の選挙区からこちらは参議院に選出されている筈だ。

「政治家の跡取り息子だったのか……ＶＩＰなんだな」

　朝倉はその頃から、黒いプレジデントで送り迎えをされていた。それは中学・高校の六年間続いたが、さすがにそこまでやっている生徒は少なく、朝倉は容姿だけでなくそのことだけでも十分目立つ存在だった。

　衛藤が注意を払っていると、朝倉の色々な面に気づいた。成績は優秀なのだが、どうも手を抜きながらのことらしい。それでいて十分、経済学部や医学部への推薦ラインを割らなかった。

　性格はひどく冷めていて、クラブは一応バスケット部だったがそれも内申の点数を確保するためと公言しており、そこそこやっているだけで熱中するものはないようだった。

　一度、生徒会の役員を引き受けてくれないかと頼み込んだ。

　朝倉は一期だけ書記を勤めてくれたが、翌年には「もういやだ」とにべもなく断った。

「君の優秀な頭脳を、人のために生かそうという気にはならないのか？」

　衛藤がわざわざ朝倉のクラスに足を運んで頼み込むと、朝倉は椅子に座ったまま腹を抱えて笑った。そして「お前って、ほんと、熱血単純野郎だな」と言ったのである。

「まあ、お前って楽しいからさ、一回ぐらいは付き合ったけど、もういいだろ？　お遊びはこれで十分だ」

　そう言われた時、衛藤は心底、このかわいい少年を憎みたいと思った。しかしその頃にはもう既に一年間生徒会の仕事を通して付き合った、この皮肉たっぷりでいて気まぐれな猫のように時には爪を出し、時には喉を鳴らすといった性格に魅入られていたので、何も言わずに引き下がった。

　高校も三年になると、さすがに朝倉も手を抜かずに勉強するようになった。トップの座を朝倉に奪われたことで衛藤は少々プライドが傷ついたが、自分は目一杯、エンジン出力１２０％でやってきてこんなものなのだから、実力差は初めから知っていた。

　政治家を目指すとなれば、東大法学部でなければＫ大では経済学部ぐらいは出ていなければならない。大蔵・通産・外務あたりでは、学閥に所属しなければ上には行けないのだ。朝倉が本気を出すのも無理はないと衛藤は思った。

　ところが蓋を開けてみると、朝倉は自分と同じ医学部へ推薦で進んでいたのだった。

　医学部時代の朝倉は打って変わって真面目に勉学に取り組んでいた。

　衛藤の方がラグビーに打ち込み、留年しそうになったぐらいだ

　朝倉はラグビー部を選んだ衛藤に「相変わらず熱血だな。お前にぴったりだ」と皮肉を浴びせたが、試験では随分面倒をみてくれた。高校時代とはまるで態度が違い、衛藤はかなり戸惑った。

　なぜ勉学に朝倉が打ち込んでいるのか、衛藤には謎だった。朝倉が医者になるということはあまり真実味がない。医者から厚生省の役人を経て政治家になる者もいる。そちらの道を目指すのかと思っていたのだが、医学部の五年生になり、朝倉がＵＳＭＬステップ１の試験に在学生中に合格したと同級生から知らされ、ますます謎は深まった。

　そのあと、朝倉に初めて将来のことを尋ねた。すると朝倉は「卒業したらすぐアメリカへ行くつもりだ」と答えた……。

　朝倉は自分一人ですべてを決めて来た男だった。誰の意志もそこには介在しない。無論、衛藤の希望など何の意味もありはしないのだ。その時悟った……。

　そのことをまた今朝も確認したことになる。

　朝倉の人生において衛藤はたまたま出くわした道ばたの石のようなものだった。

　衛藤は溜め息をついた。



　　　　　　第５章　帰国の目的







　長い一日が終わった。

　朝倉のことが気にはかかっていたが、救急室で勤務している間は少なくとも彼のことを忘れていられた。しかし医局のロッカーで着替えを終え、早見に夜間のオンコール番を頼んでいると、ふいに朝からの懸案事項が蘇ってくる。

（なんてこった……）

　昨夜は寝ていないこともあり、いつものようにビールでも飲んでさっさと寝てしまいたかったが、今夜に限ってそうはいかない。

　衛藤は病院内の独身寮に住んでいるのだが、今夜は車で一時間程のところにある松戸の実家に帰らなくてはいけないのだ。

　衛藤の三歳年下の妹は内科医で、専門は循環器だ。この秋、学生時代から付き合っていた同期の外科医と結婚する。二人とも新橋に近いＫ大病院の本院に勤務しているが、忙しい中、時間を作って今夜は久しぶりに実家に顔を見せに来ることになっている。

「久しぶりに皆で会食しますからね、絶対帰ってくるように」

　家族全員から念を押されていた。妹の婚約者が気に入らないわけではないのだが、とにかくお互いに気を使うので、出来れば避けたいのが本音だ。

　これから胸の躍る予定があるとはお世辞にも言えず、ただでさえ下降気味の情緒に更に朝倉の存在が追い打ちをかける。

「どうしたんですか、衛藤先生？」

「いや、別に、じゃあ頼むよ」

　心配顔の早見と別れ、医局を出たところでなんと朝倉と出会ってしまった。白衣姿の朝倉は、帰り支度の済んだ衛藤をじろりと見て、「帰るのか？」と尋ねる。

「ああ」

「今、どこに住んでるんだ？」

　色々聞きたいのはこちらの方なのにと思いながら、衛藤は朝倉の問いに答える。

「院内の独身寮だよ」

「そこに帰るのか？」

「いや」

「じゃあ実家の方か？」

　次々と発せられる問いに、

（何だよ、これ……）

　思いながらも衛藤がそうだと首を縦に振ると、朝倉は「僕も一緒に」と言う。

「一緒にって、お前の家は都内じゃないのか」

「今、松戸の親父のマンションに間借りしているんだ」

　有無を言わさず「待ってろ」と医局に消える。すぐさま、ブレザーを手に戻って来た。

「松戸にマンションって？」

「税金対策に、お袋名義でマンションを一棟持ってるのさ」

　朝倉の家は明治時代から続く資産家なのだから、それぐらいのことはあるのだと衛藤は納得した。

　駐車場を歩いて衛藤が愛車の所まで案内すると、朝倉は一目見て「ウソだろ！」と叫んだ。

「お前、このデリカ、ひょっとして学生時代からの奴か？」

「ああ、壊れないし、いい車だぜ？　沢山、乗れるし」

　運転席のドアを開けながら、衛藤は何が悪いという顔をする。

「そりゃあ、そうだけどな」

　ワンボックスカーのデリカは、ラグビー部の練習やら合宿やらの時は重宝した。でかい男達をすしづめにして、移動したものである。

「まぁ……お前らしいな」

　朝倉は呟くと、それ以上文句を言わずに乗り込んだ。







　車を走らせながら、衛藤はちらちらと助手席側のサイドミラーを見る振りをして、朝倉の様子を窺った。

　朝倉はサイドウィンドウを下げ、吹き込む風を顔いっぱいに気持ち良さそうに受けている。切り揃えた前髪がなびいて、丸い額が剥き出しになった。リラックスした雰囲気で肘をウィンドウにかけると「なんか、ドキドキするな」と衛藤の方を向く。

「えっ？」

（ドキドキするって？　俺と一緒にいるからか？）

　一瞬思ったが、直後にその期待は打ち砕かれた。

「ほらさ、久しぶりだからな、左側通行は」

「ああ、そうか！」

　なんだ、と衛藤はがっかりしながらあいづちを打った。

「アメリカは右側通行だからな、左側の助手席に座ってると、変な感じがするんだろう」

「そう言えば、六年振りだからな」

　言ったあとで朝倉は自分から付け足す。

「いや、去年一週間ほど、帰って来たけど、その時は自分で運転しなかったからな」

「去年？」

　初耳なので衛藤は隣を窺う。

「去年、帰って来てたのか？」

「ああ、ほら、親父が脳梗塞発作ストロークを起こしたろ？」

　衆議院議員で保守派の大派閥の属する朝倉の父の病気は、新聞に載るに足るニュース価値があったので、衛藤もそれは知っていた。朝倉の父、朝倉秀雄は軽い脳梗塞を起こし、一カ月ほどリハビリに励んで政界に復帰している。しかしわざわざ朝倉が帰国したという事実に、衛藤は驚いた。政治家の病状は常に秘密にされているので、息子を呼び戻すぐらいだったなら本当は重症だったのかも知れない。

「親父さん、危なかったのか？」

「いや、そうじゃない……脳梗塞は軽かったんだが、原因は心房細動で、血栓が頭に飛んだんだ」

「心臓病か！」

　成る程と衛藤は納得する。

「そういうこと。ずっと血圧も高くて、心肥大を起こしていて、それで一応帰って来たって訳さ」

　言いながら朝倉は、前方を指さす。

「二つ目の信号を右だ」







　朝倉のマンションは白いタイル貼りの一目見て高級と分かる外観だった。

　玄関前に乗り付け「さすが朝倉財閥だな」と衛藤が感心したように言うと、朝倉は、

「たいしたもんじゃないよ」と返す。

「青山や紀尾井町あたりに建っているなら、ともかく」

　衛藤に顎をしゃくる。

「ちょっと、休んでいくか？」

「うーん……」

　迷った末、ドアノブに手をかけた。

　さっき朝倉は、去年帰国したことを気軽に話してくれた。もしかしたら、尋ねれば今回の帰国の理由も目的も自分に教えてくれるかも知れない。

　さっさと前を行く朝倉の後を追った。

　エントランスに入り、ちょうど開いているエレベーターに乗ろうとすると「そうじゃない、こっちだ」と引き留められた。

「こっちの奥のだ」

　廊下の奥に別個のエレベーターがあり、そちらは暗証番号を打ち込むシステムになっている。

　朝倉はパネルの番号を触れ、更に鍵穴にキーを差し込んだ。

　するとエレベーターの扉が開く。

「ペントハウス専用なんだ」

「うーん……」

　確かに壁面のパネルには階を表す数字はついておらず、「開」「閉」だけである。

　「閉」を押すと扉が閉まり、すぐ上昇を始める。着いた先はガラスばりの回廊だった。突き当たりに玄関扉は一つしかなく、一部屋でフロア全体を占めているらしい。

　ドアを開けて入ると朝倉が、「あれ？」と言う。

「誰か、いる」

「え？」

　朝倉の肩越しに覗くと、黒い大理石のたたきにエナメルの紳士靴が一足、揃えられている。

「お客さんなら、帰ろうか？」

「そんな筈はない。いいから入れ」

　朝倉は遠慮する衛藤を引っ張って、リビングへと向かった。

　リビングはローズピンクの絨毯が敷き詰められ、ホテルのスィートルームのように広く、大きく開口した窓の外はルーフテラスだ。高層マンションではないので抜群の眺望というわけにはいかないが、テラスに置かれた観葉植物の葉陰からビルの灯がちらちらと輝き、衛藤は熱帯のリゾートホテルにいる気分になった。

「やっぱり堀江ほりえさんか！」

　飴色の革張りのソファに、ダークスーツの男が腰掛けている。朝倉の声と同時に弾かれたように立ち上がり、上背のある細身の身体を九十度に折り曲げた。

「ぼっちゃま、お邪魔しております」

「どうしたの、いきなり」

　朝倉は堀江と呼んだ男の前へ行って、見上げる。

「どうしたもこうしたも……帰られてからはずっとお忙しくされて、まるで電話も通じないので、こうやって直接参ったんですよ」

　そこまで言って堀江は衛藤の存在に気づき、話をやめる。

「堀江さん、こいつ、衛藤だよ。あなたも知ってるでしょう？」

　堀江はしばしの間、衛藤の顔に視線を注ぐと、

「……ああ！」

　警戒の表情をやや緩めた。

「衛藤尚史さんですね。お久しぶりです」

　丁寧に頭を下げる男に、衛藤も思い出した。

　中学・高校と朝倉をプレジデントで送り迎えしていた男なのだ。生徒会の役員をしていた時期、夜遅くなって衛藤も朝倉の車に便乗して（というか、朝倉が「衛藤を家まで送ってから帰る」と言うので仕方なく、といった風だったが）送ってもらい、何度か世話になった事があった。

　もう十年以上前のことで、記憶の中に堀江の具体的な姿は浮かんで来ない。今、目の前にいる男は、三十代半ばの背の高い二枚目だ。柔らかそうな髪をきちっと七三に撫でつけ、広い額を出し、太い眉の下の眼は細い。深い眼窩の底で光る眼差し、頬から顎にかけての輪郭は削いだようで、物静かな雰囲気の中にも切れ者といった印象を与える。

　衛藤がお辞儀を返すと、堀江はまた朝倉に向き直った。

「どうしても、お話ししたいことがありまして」

「いいから、話してくれよ」

　衛藤の存在にためらいながらも、堀江は口を開く。

「明日、お時間をいただけませんか？　お父様の後援会の会長が、坊ちゃまの帰国を知ってぜひ会いたいと……ちょうどこちらへ出て来る用があるので、ホテルで会食でもとおっしゃられているんです」

「え？　何、言ってるんだよ」

　どんな話が飛び出すのかと身構えていた朝倉は、一気に白けた声を出す。

「なんで僕が親父の後援会長に会わなきゃいけないんだい？」

　ちらちらと衛藤に視線を注ぎながらも、堀江は説得にかかった。

「今の政局をご存じありませんか？　来年度の予算が通った時点での解散はないにしても、次のサミット直後が有力視されているんです」

「だから？」

　投げやりに返事をすると、朝倉はソファに腰を下ろす。堀江を迷惑そうな顔で見上げた。

「親父の引退が近いのは、後援会だって知ってるだろう。そこで何で僕なんだ。僕が後を継がないことは、皆、知ってる筈だよ？」

「でも、今回の帰国はぼっちゃまの決意の表れではと皆が期待しているんです」

　堀江は必死でかき口説く。

「それは絶対ないって、言ってるだろう」

「それにしても、一回だけでも会って下さいませんか？」

「いやだ！」

　にべもなく朝倉は言い放つ。

「それに親父は知らないんだろう、この事を」

　言い当てられて、さすがに堀江は下を向いた。

「そうだろうと思った。親父は僕が医学部を選んだ時からもう、諦めているからね。他の人にも変に期待を持たせない方がいいんだ。僕が今回帰国したのは、こっちで医療に従事するためだ。堀江さんにも何回も言ってるだろう」

　言い終わる前に立ち上がると、朝倉はリビングの壁に作り付けになっているサイドボードに近づいた。磨き上げられたマホガニーの扉を開くとミニバーになっていて、その中のクーラーから缶ビールを取り出す。

「堀江さん、もう帰ってくれないかな。これから久しぶりに親友と酒を楽しむつもりなんだ。なあ、衛藤？」

　いきなり振られて慌てたが、衛藤は「ああ」と首をコクコク動かした。自分をダシに使うつもりにしても、今の会話内容は衝撃的だった。目の前に堀江がいなければ、自分だって「本当の所はどうなんだ！」と問いただしていたかも知れない。

（早くこいつには帰って貰って……）

　堀江を押しのけるようにして自分もミニバーに近づき、朝倉から缶ビールを受け取る。

「今日はとことん、飲もうぜ、な？」

　堀江は端正な顔を歪め、衛藤を睨みつける。鋭い視線に敵意が込められ、衛藤はムッとしたが、かまわず前を横切ってソファに腰を下ろす。素知らぬ顔でプルトップを引き上げ、唇をつけた。これから運転をするのでもちろん口には含まなかったが、どういう訳か、自分の方が朝倉とは親しいということを見せつけてやりたくなっている。

　堀江はしばらく逡巡していたが「失礼します、お邪魔致しました」と帰って行った。

　玄関が閉まるのを確認すると、朝倉は小さくため息をつく。

「助かったよ、話を合わせてくれて」

　自分も缶ビールを手にソファへやって来る。

「堀江さんはまじめな人でね、彼に懇願されると断り切れなくて、苦手なんだ。一人っ子の僕にとっちゃ、兄みたいな存在だしね」

「兄だって？　昔、お前を送り迎えしてた人だろう？」

　単なる朝倉家の勤め人だと思っていたのだがと衛藤は怪訝な声を出した。

「ああ、今は父の第１秘書をやってる」

「秘書なのか」

　政治家の秘書と言えば、身内も同然だ。衛藤は成る程と納得した。

「それだけじゃなくて、堀江さんの父親はうちの祖父の運転手をしていたんだ。二代続けての付き合いだし」

　朝倉は複雑な表情になる。

「それに……堀江さんのお父さんは……爺さんが疑獄事件の渦中にあった時、自殺したのさ……だいぶ前のことだが」

「ええッ」

　当時は有名な航空機会社の贈収賄の陰に隠れて、あまり大きな取り扱いは受けなかったが、秘書の逮捕、「秘書の一存でやったこと」、運転手の自殺、そういった幕引はどんな疑獄にも共通した典型的なものだった。それはまだ朝倉が小さい頃で、

「まあ、それで爺さんも父も、堀江さんには責任を感じているようだ。大学まで学資も出したしね。今は第１秘書の身分で、父の一番の後継者だ。それで僕も良かったと思っている」

　ビールを飲み干して朝倉は話を締めくくる。

「初めて聞くな、そんな話」

　長い間一緒にいたが、一度もそんな話は朝倉の口からは出なかった。初めて聞く事実に衛藤は驚いた。

「色々複雑なんだな、政治ってのは」

「まぁな。そんな中で育った僕が、嫌気を感じるのも当然だろ？」

　朝倉は冷めた声で続ける。中学・高校時代のあの口調だと衛藤は気づいた。

（そうか……そうだったのか）

　あの頃、周りの人々は『政治家の跡取り息子』ということで、彼をちやほやし、羨望の眼で見ていた。しかし彼にとっては触れられたくない話題だったのだ。

「ずーっと何十年も使えてくれた運転手が、排気ガスを車に引き込んで、家のガレージで自殺したのに……それでも爺さんは次の選挙で当選すりゃあ、みそぎは済んだって、平気な顔をしてる」

　そこまで言って、朝倉はじっと衛藤を見る。その顔は何か苦しそうで、衛藤は胸がずきりとした。

「お前、昨日の夜、やくざはクズって言ったけど、政治家だって似たようなもんだぞ。跡目争いだってあるんだ」

「ああ、それがさっきの……」

　堀江が言っていた、後援会の会長というのはそういうことだったのかと衛藤は思い当たった。

「僕は政治家なんかにうんざりしてるからこそ、別の道に進んだのに、周りはなかなかほっといてくれないんだ」

　朝倉一族の後継者という立場は世間から見れば羨望の的なのだが、当事者にとってはあまり有り難くないことなのだ。初めて聞く朝倉の本音とも思われる言葉に、

「お前がそんなことを言うなんて、初めてだな」

　衛藤は思わず言ってしまう。すると朝倉は、いつもの皮肉で冷めた口調に戻った。

「そうか？　僕はいつも本当のことしか言わない。お前が尋ねないだけだ」

「へぇ、そうか」

　衛藤は少しむっとする。自分たちはようするに本音を漏らし合うような友人関係ではないということか。缶ビールを荒々しくテーブルに置くと「それじゃ、そろそろ失礼する」とソファから立ち上がった。朝倉は驚いたように「もう帰るのか？」と仰ぐ。

「今夜は飲んでいくんじゃないのか？」

　単に話を合わせただけなのに、本気ととっていたのかと衛藤の方は反対に驚いた。ふと朝倉の眼に寂しそうな陰が過ったように思え、衛藤はもう少しで「わかった」と言いそうになる。

「悪い、でも今夜は家に大事な客が来るんだ。運転して帰れなくなる」

　朝倉は一瞬、眼を丸くし、ぷいと横を向く。

「そうか。じゃあさっさと帰れ」

（なんだよ、もう……）

　態度の豹変に衛藤は戸惑いながらも、朝倉の部屋をあとにした。





　デリカの運転席に戻ったところで、

（やっぱり何も聞けなかったな……）

　衛藤はハンドルに両腕を乗せ、溜め息をついた。

　本当はなぜ、日本に帰って来たのか問いただしたかったのだ。しかも自分と同じ、救急医療科に戻って来た、動機、そして目的を……。


　　　　　　第６章　最初で最後の……







　衛藤の実家は松戸市内にある個人医院だった。

　父親が産婦人科、母親が内科で、小規模ながらお産の為の入院設備もある。大病院ではないが看護師や栄養士・助産婦さん達を雇っているので、母親は診療をする以外に勤めている人達を束ねる仕事もあって忙しく、小さい頃から一家全員で食卓についた記憶はなかった。しかし真面目に働く両親の元で育った衛藤と衛藤の妹・節子せつこは、自然にそういったライフスタイルを受け入れ、結局二人とも忙しい医者という職業を選んでいた。

　このところ少子化の影響で産科の病棟は縮小され、父親は前よりも家族とのゆとりが持てるようになっている。母親は相変わらず忙しかったが、妹が実家の診療の手伝いをするようになったので、こちらも以前よりは暇ができ、歳とともに仕事量が減るといった理想的環境になりつつある。

　衛藤は八時過ぎに愛車のデリカを医院の駐車場へ乗り入れた。

　鉄筋３階建の医院の裏手に古風な平屋の日本家屋があり、こちらが家族の住んでいる所だ。衛藤が玄関の引き戸を開けると、昔ながらの丸石を敷き詰めた三和土に履き古した茶色のローファーが揃えてあった。

「うわっ、もう来てるんだ」

　案の定、バタバタと妹の節子が廊下を走って来た。

「お兄ちゃん、遅ーい」

　細く綺麗に描かれた眉を吊り上げ、わざと小さな唇を尖らせ怒っているという風に睨んだ。

　節子は上背はあるがほっそりとした体格で、ショートヘアに顔も丸く小さい。あまり兄には似ておらず、二人で連れ立って歩くことはそうないのだが、一緒にいるとカップルに間違えられることがよくあった。それを節子はひどくいやがっている。衛藤にしても迷惑な話ではあるが、それにしても「そんなに嫌がらなくても……」という気分はあった。

「もうっ、大西おおにしさんが待ってるのにっ」

「悪い、悪い」

　急いで洗面所に駆け込み、手と顔を洗うと居間へ足を向ける。

　純日本風の茶の間に大きな長方形の卓が置かれ、その上には鮨桶が並んでいた。

「あ、お先にいただいてます」

　父親とビールを酌み交わしていた面長の眼鏡の男が居住まいを正した。

「いや、こっちこそ遅くなって」

　ごにょごにょと口の中で呟くと、衛藤は少し離れた端っこの座布団に腰を下ろした。

　妹の婚約者の大西という男は、ひょろりと痩せた身体に貴真面目そうな細い眼、髭の濃い角張った顎にレンズの分厚い眼鏡をかけ、初めて会った時は学者肌という印象を受けた。

　ところが一旦話し始めると、ユーモアを交えた巧みな話術で、あとから知ったのだが中学の時は本気で漫才師になろうと思っていたのだという。大学では落語研究会に入っていて、「やっぱ、円生でしょう」などと言う。さらに宮本武蔵や清水次郎長などの講談にも通じていて、衛藤の両親とは話が合い、気に入られていた。

　体育会系の衛藤とはまるでかけはなれているのだが、妹が自分と反対のタイプを選ぶのは無理ないと衛藤は思っている。妹というものはだいたい兄の欠点にばかり、眼が行くものなのだ。

　それにあまり会話の弾まない自分の代わりに、両親と仲良くやってくれた方がありがたい。今も大西は父とマニアックな話題で盛り上がっている。衛藤は時々あいづちを打ちながら、ぼそぼそと鮨をつまんだ。

「お兄ちゃん、どうして遅くなったの？」

　節子が台所から吸い物の乗った盆を運んで来ると、お椀を衛藤の前に置く。

「急患だったの？」

「いや……そうじゃなくて……ちょっと朝倉の家に寄ったんで」

　衛藤は片手で椀を掴み、そのまま口をつける。

「朝倉って、朝倉秀さん？」

　節子は眼を丸くする。

「うん、そうだよ」

「日本に帰ってきてるの？」

　ひどく期待を込めた声を出した。衛藤は何だ？　と節子を顔を窺う。

「……うん、そうだ」

「連れてくれば良かったのにィ！　会いたかったなー、私」

「なんだよ、それ」

　怪訝な顔で衛藤は自分の妹を見詰めた。

「だってさぁ、朝倉さんってお兄ちゃんの友達の中で唯一、美形じゃないの」

　節子はきっぱりと言う。

「ラグビー部の人なんかもう、汗臭くて、クマかゴリラみたいのばっか！」

　それは確かだが……。

「あたし、中学の頃からファンだったのよー」

　節子はうっとりと眼を細める。

「あの頃の朝倉さんて、ジャニーズＪｒって感じで……よく家に遊びにきてくれて」

「そんな来てたっけか？」

　衛藤は記憶の引き出しをかき回す。

「秀君のこと？」

　母親の礼子が漬物の小鉢を持って現れ、会話に加わる。

「大学を卒業してすぐ、アメリカに行っちゃったんでしょう？　どう？　いい男になって帰ってきた？」

　母娘の趣味は一致していた。

「その人って、お兄さんの同期の人ですか？」

　大西が口を挟む。

「そう、大西さんは大学の三年間しか一緒じゃないから、知らないかもね」

　大西は付属高校出身ではない。よその高校から受験してＫ大医学部に入ったのだ。しかし「あの政治家の朝倉一族の人でしょう？　有名ですからね、僕も知ってますよ」と言う。

「えらくいい男ですしね」

「でしょう？　あんな格好いい人が恋人だったらなー」

　節子が喜々として言うので、衛藤は「お前さぁ、婚約者の前でそう言うか？」と説教した。

　大西はけろりとして「節子さんは顔や身体で僕を選んだんじゃありませんから、かまいませんよ」と執り成す。

「じゃあ、何で選んだの？」

　母親が興味深げに尋ねる。

「僕の人柄です」

　自信たっぷりな大西に、衛藤は何をか言わんやと思った。もうじき結婚する二人がアツアツなのは当たり前だ。

「ごちそうさま」

　ぼそりと言って、席を立つ。

「大西さん、ゆっくりしてって下さい。俺、ちょっと眠いんで」

　大西と父親は前の話題に戻っており、引き留める人は誰もいないので、衛藤は自分の部屋に引き上げた。

　たまにしか帰ってこない自分の六畳間は、他の家族の衣装箱やら何やらに侵食され始めている。「パパ夏物」と張り紙された行李を壁に押し付けると、押し入れから布団を出して敷く。ごろりと横になった。頭の後ろに手を組んで天井を見上げていると、朝倉を家に連れて来た頃のことを思い出す。

　確かにちょくちょくではないが、朝倉は衛藤の家に遊びに来た。黒塗りのでかいプレジデントを医院の駐車場に待たせてのこともあったが、たいていはあの堀江をいう男を先に帰し、夕飯を食っていったっけ。

　朝倉の実家は確か、あの三島由紀夫の邸宅の近くと聞いていた。ガードマンを雇っている物々しい屋敷らしいが、政治家なのだからさもありなんである。朝倉の家に友人達が招かれたという話は聞かないが、それも当たり前だろう。

　大学に入ってからは、朝倉は近くのマンションに一人暮らしだった。そちらへは衛藤も行ったことがある。一度だけだが。

　思い出を辿ってそこまで来ると、胸がずきりと痛んだ。

　そう、最初で最後だったっけ……あの時が。







　あれは卒業試験が終わった、一月の末のことだった。

　四月の国家試験までまだ勉強は続くのだが、当面のハードルをクリアしたことで、朝倉やその他のいつもの仲間達と打ち上げをやることにした。今まで一緒にやって来た仲間とは、国試が終わって研修に入れば離れ離れになるのだ。そういった感傷の一方で卒後どの科にすすむかはほとんどの者がもう決めており、明るい未来が開けているといった時期で、いつになく語り合い、そして痛飲した。

　朝倉がアメリカへ行くということは既に暗黙の了解になっていて、衛藤もことさら尋ねはしなかった。しかし誰かが尋ね、朝倉が「僕は向こうへ行くから」と答えた時、衛藤は激しく動揺した。本人の口から聞いたのは初めてのことだったのだ。

　その後は浴びるように飲み、気が付くと衛藤は朝倉と肩を組んで、Ｋ大の応援歌を歌いながら夜の街を歩いていた。

　驚いたことに朝倉も一緒に歌っている。思わず衛藤は「お前、歌えんのか」と尋ねた。朝倉はきゅっと眉を吊り上げ、真ん丸な眼で睨む。

「お前、僕は小学校の時からＫ大なんだ。母校の応援歌も歌えなくてどうする」

　言われればその通りだが、衛藤はぼそぼそと反論した。

「……だって、お前って何でもスマートだもんな。俺と一緒にこんなダサいことするとは、思わなかった」

　朝倉はクスクスと笑い、酒でほんのりと上気した頬を衛藤の顔に擦り寄せる。

「お前、自分がダサいと思ってるんだ、自覚はあるんだな」

「悪かったなッ」

　衛藤はいつになくむきになって朝倉に食いついた。

「ラグビー部なんて汗臭いし。お前はいつも俺のこと『単純な熱血男』って呼んでたろうが」

「ふーん……」

　朝倉はさらに顔を近づけ、じっと大きな黒い瞳で衛藤を見詰める。

「お前には比喩とか寓意とか当てこすりは通じないんだな、きっと。頭が単純で言われたまんましか分からないからな」

　朝倉が何を言おうとしているのか、やはり衛藤には分からない。ぼーっとそのまま立ち尽くしていると、朝倉は「今夜はもっと飲みたい。僕のマンションで飲もうぜ」と言い、歩道に寄せて停車しているタクシーの方へと歩いて行く。衛藤は慌ててあとを追った。





　朝倉のマンションは新橋からタクシーで十分ほどのところにあった。近くには大使館もある閑静な住宅街で、小綺麗なワンルームマンションだった。

　ワンルームといってもフローリングの二十畳程もある広いもので、ミニキッチンに壁面収納家具が付き、空いた壁は医学書の詰め込まれた本棚で占められている。

　ソファはベッド兼用の物らしく、暖かそうなキルティングのカバーがかかっていた。作り付けのデスクの上には英語の医学書が山と積まれ、国家試験の問題集も混じってはいたが、既に朝倉の目標はアメリカなのだと衛藤は思い知らされ、胸が痛んだ。

「ビールでも飲んでて待っててくれ」

　朝倉は言い置いてバスルームへと入って行く。

「おい」

　衛藤が声をかけると「お前もシャワーを浴びたらいい。それからゆっくり飲もうぜ」と答えが返って来た。

（そうだな……ゆっくり朝まで……）

　朝倉と親しく話す機会はこれからそうは無いだろう。

　そう思った途端、また衛藤は胸が苦しくなった。

　まだ卒業までは間があるが、二人だけになる機会は今夜が最後かも知れなかった。

「お前の番だ」

　タオルを渡され、言われるままにシャワーを浴びて衛藤が戻ると、朝倉はソファをベッドに設えて横になっている。

「おい、何だよ、眠いのか？」

　酒を飲もうと言っていたくせに……トランクス一丁の姿にバスタオルで頭をごしごしと拭きながら、近寄って見下ろす。するとふいに朝倉が目を開いた。衛藤の顔を見詰めたまま自分からバスローブの紐を解き、前をくつろげる。

　驚くほど色白の肌が現れた。

　平たい胸を飾る突起は小さく、色も淡い。見慣れたラグビー部の仲間達の裸体とはまるで違う。しかし盛り上がった筋肉こそなかったが、胸も腹も引き締まっている。

（どういうことだ？）

　思いながらも衛藤は眼を逸らすことが出来ず、舐めるように首から胸、腹へと視線を注ぐ。その視線を追うように、朝倉は続けてバスローブを下まではだけた。

　朝倉は下着をつけておらず、現れたものに衛藤は息を呑んだ。淡い叢の中で剥き出しになった男の徴は欲望を感じていることを訴えている。

（朝倉……）

　朝倉の顔に視線を戻すと、朝倉はやはりこちらを見詰めている。視線と視線は絡み付き、言葉は無かったがお互いの気持ちが同じということは、その時確かだった。

　衛藤がトランクスを脱ぎ捨てた時、朝倉は「明かりを消してくれ」とだけ言った。その夜、交わされたのはその一言だけだった。







　この年になってと呆れられるかも知れないが、衛藤は男も女も初めてだった。ラグビー部の先輩に一、二度、ファッションヘルスへ連れていって貰ったことがあったが、いわゆる本番は経験が無かった。ヘルスで女の子にやってもらうのはそれなりに気持ちが良かったが、特にそれ以上、求める気は起こらなかった。ＳＥＸに淡泊な訳でも興味がない訳でもない。その理由は朝倉を抱いた時、いやという程理解した。この身体以外に欲しいものは無かったのだ……。

　愛のテクニックを全く知らない衛藤は、遥か昔にヘルスでやって貰ったことを再現するしかなかった。ごつい指先で朝倉の柔らかい肌を摩り、そこここに舌を這わせる。自分でもひどく下手だと情けなかったが、これ以外思いつかないので仕方がない。下腹へおそるおそる手を伸ばしたが、拒絶の気配は無く、そのまま衛藤は柔らかい叢に到達する。

　中心の屹立したモノをぎこちなく扱いてみた。

　「イイ」のか「ワルイ」のかを尋ねたかったが、一言でも声を発したら魔法が解けてしまうような気がして、無言のまま続ける。自分のモノであれば荒々しく手を動かして、一気に放出へと至るのだが、朝倉のソレはまるで自分のモノとは違い、すべすべと柔らかく、先端も可愛らしい。とても乱暴な扱いに耐えられそうにない。

　考えあぐねた末、思い切って顔を近づけ、ヘルスで一度だけやって貰ったように口に含んだ。

「………ッ」

　声にならない叫びと同時に、細い身体がしなる。朝倉が腰を左右に振るので、嫌がっているのかと一瞬思ったが、口に含んだモノはどんどん嵩を増している。

（これなら……大丈夫だ）

　ほっとして大きな口で根元までほお張り、自分がやってもらった通りに舌を使う。そのうち要領が分かり、唇で扱きながら先端を吸うことが出来るようになった。強く吸い込むたびに朝倉の身体がビクビク撥ねるので、衛藤は体重をかけて押し付け、舌を使い続けた。

「———ッ」

　程なく小さな悲鳴が上がり、熱を孕んだ夏草の匂いが暗闇に漂う。口の中の液体を衛藤は躊躇せず飲み込んだ。

　身体を起こし、朝倉の表情を窺うと、朝倉は潤んだ眼でこちらを見詰める。

「………」

　何か言おうと唇を動かすので、衛藤は急いで自分の口で塞いだ。言葉にすると全てが終わってしまうような気がしたのだ。

　朝倉にもその気持ちが通じたらしく、長い口づけが終わると黙って衛藤を仰ぐ。そして足を開き、衛藤の腰を挟むようにした。







　侵入は容易ではなかった。

　今から思えば酷いことをしたものだが、衛藤は分厚い掌で声を出しそうになる朝倉の口を押さえ、試み続けた。

　朝倉は苦痛に呻いていたが、抵抗は一切しなかった。どころか、途中からは自分の指で開こうとさえした。朝倉の介助がなかったら、侵入は果たせなかったかも知れない。それでも容易ではなく、衛藤は体重をその一点にかけた。朝倉の身体が痛みに軋むのが分かったが、もう引き返せなかった。

　やがて拒んでいた堡塁が陥落し、衛藤は内部へ迎え入れられた。

　これが長い間、自分が求めて止まなかったものなのだ……身体の下のしなやかな肉も、美しい顔も、自分を包み込む柔らかな襞も……。衛藤は幸福で目が眩みそうになりながら、ひたすら想いを叩きつけた。

　なにせ、ラグビー部のレギュラーポジションを医学部学生の癖にインターハイクラスの選手を押しのけて確保していた男である。並の体力ではない。その体力を最後の一絞りまで使ったのだから、朝倉はたまったものではなかったろう。

　しかしその時はそこまで気が回らなかった。熱を放っては入れたままの状態で休み、また欲しくなるとむさぼった。朝倉は途中から眠っているのかと思うくらい静かになったが、衛藤が唇を重ねるとキスを返してくる。向こうも自分を求めてくれているのだと、衛藤は嬉しくなって更に愛し続けた。

　夜明け近く、最後の一滴を放出し、衛藤は満足して朝倉の身体を解放した。そして抱き合ったまま、至福のうちに微睡まどろんだ………そのあとの地獄を知らずに。







　朝の光の中で目を覚ました衛藤は、心臓が止まるかと思うほど驚いた。

　朝倉が自分の腕枕で寝ている。そのことで驚いたのではない。昨夜の行為がもちろん夢などと思うはずもない。

　衛藤を驚愕させたのは血に染まったシーツだった。見ると朝倉の内股にも、乾きかけた血糊がべったりとついている。

　朝倉が女性だったら処女を捧げてくれたのかと感動したろうが、それどころの騒ぎではない。暗かったから分からなかったでは済まされなかった。しかも苦痛を訴える朝倉の口を、自分は手で押さえていた……。

　相手をこれ程傷つけるなんて、自分のやり方が下手だったのだ。こんなことなら練習を積んでおけば良かったと衛藤は後悔したが、もう遅い。

　呆然と胸の中の朝倉を眺めていると、ぱっちりと瞼が開いた。

　衛藤は反射的に身体を離し「すまん！　悪かった！」と言ってしまったのである。

　次の瞬間、朝倉の拳が突き上げられる。心構えが全く無かった衛藤は、まともにアッパーカットを食らい、バランスを崩してベッドから転げ落ちた。

「出て行け！」

　朝倉は頬を紅潮させ、大きな眼をさらに見開いてベッドの上から睨む。

「二度としない、許してくれ、悪かった」

　衛藤がもう一度言ったところで、今度は枕が飛んできた。

「それ以上、一言も喋らずに出て行け！」

　衛藤は惨めにトランクスを拾ってバスルームへ向かった。なんとか体裁を整えて戻り、ベッドを窺うと、朝倉はバスローブを羽織って背を向けている。一切を拒絶するその背中に声をかける勇気は無く、部屋の外へ出た。

　しかしこれでは終わらず、そのあとも地獄は続いたのだった。

　次の日、大学の図書館で会うと、朝倉はまるで何も無かったような顔をして「やあ」と挨拶する。以前と全く変わらない友人としての会話や、時折投げかける皮肉な言葉に、衛藤は要するに「朝倉は無かったことにしたいのだ」と結論した。

（そうなったら俺も、それに付き合うしかないじゃないか）

（酒の上での過ちってことか）

　それならそれでいい。絶交されるよりましじゃないか……どうせ手に入らないと諦めていたんだもの……元に戻ったのなら、御の字さ……。

　やけ酒をだいぶ飲んだあと、衛藤は何とか立ち直り、国家試験に臨むことが出来た。

　国試が終わったあと、また皆と居酒屋で打ち上げする機会があった。

　自分の隣に朝倉が席を取ったので、衛藤はことさら知らぬ振りをしていたが、ついに我慢が出来なくなって「アメリカへはいつ行くのか？」と尋ねた。

「六月だ」

　朝倉はビールのジョッキを卓に置くと、じっと衛藤を仰ぐ。大きな眼はあの夜、自分の下でこちらを見上げていた時のようで、衛藤は胸が破裂しそうに苦しくなった。朝倉は黙ってこちらの言葉を待っている。衛藤はなんとか「そうか、身体に気をつけてな」とだけ言うと、横を向いて反対側の同期生に話しかけた………。

　それが最初で最後の朝倉との関係であり……衛藤の唯一の恋なのだった。







　衛藤は溜め息をつき、布団の上をごろごろと転がって煩悶する。

　あの夜のことはどんな些細な事でも鮮明に記憶している。失恋して六年間、恋もどきのようなことも何度かあった。女性との経験も忙しい中をぬって少しは積んだ。

　しかしあの夜を越える濃密な体験は未だない。言葉の存在を必要としない、心と心でも一つになったと思えたあの夜を越えることは、今後もないだろうと衛藤は思う。

　それは……相手が朝倉だったからなのだ。それが真の理由に違いない。

　朝倉と再会したことで、いやという程認識させられた。

（俺はあいつにまだ惚れてるんだ……）


　第７章　協調と対立







　翌日睡眠不足で疲れの残ったまま病院に出勤すると、衛藤は幸先の悪いスタートを切ることになった。

　今日の日勤は彦根チームとの合同勤務である。しかしチーフの彦根は７月からの出張先の病院で打ち合わせがあると有給休暇を取っており、なんと朝倉が代わりに勤務につくという。いつもの朝のカンファランスが終了した時点でそれを知らされ、衛藤は胸中複雑である。朝倉とのただ一度の体験を何度もなぞったあとのことだ。どうも平静に顔を見ることが出来ない。

　救急室に患者が次々と運び込まれ始め、勤務に集中している間はいいのだが、ふっと患者の流れが途切れ、皆が電子カルテを書いたり検査データを確認したりと静まる時間がある。そういった時、いつも気軽にたたいている冗談が衛藤の口から全く出ないので、草野師長以下救急室の看護師達はどうしたのかと衛藤の顔を窺う。そうは言っても衛藤が静かなのは余程具合が悪いのだろうと、誰もが遠慮して尋ねないでいると、

「どうしたんだ、妙におとなしいな」

　澄んだ声が一角から上がり、皆が振り向くと、朝倉が先程頭部外傷で運び込まれた患者のＣＴ写真を手にして、シャーカステンの前に立っていた。

「いつものでかい声が全然聞こえないぞ？　声帯ポリープでも出来たか？」

　からかうようなニュアンスが含まれているので、衛藤は少々ムッとした。

「別に」

　ぷいと横を向くと、衛藤は診療机について電子カルテの画面に見入った。

「ふーん？」

　近寄って来た朝倉の声を首筋に感じ、ますます衛藤は身体を堅くする。

　二人の間の妙な緊張を見て取って、草野師長以下、看護師も早見もこちらを注目しているのが分かり、衛藤は小声で「頼むからあまり慣れ慣れしくしないでくれ」と、すぐ傍に顔を寄せて来た朝倉に告げる。

「なんでだ？」

「勤務中だ」

　朝倉は意外という顔をする。

「お前、早見君とは親しく友達口調で喋ってるじゃないか」

「早見ィ？」

「そうだよ、僕の観察ではな」

　何を朝倉が言いたいのか分からず、衛藤は「だって早見は俺の下だからだ」と言い返す。

「僕達は同期だぞ？」

「いや、お前は講師だから俺の上だ」

　朝倉は呆れたというように首を振った。

「お前はそういうことを気にする奴じゃないだろう。それに教授には、僕達は親友同士だと言ってあるんだから、せめて振りをしてくれ」

「え？　親友？　何でだよ！」

　思わず振り向くと、色白の柔らかそうな頬がすぐ隣にあり、衛藤は固まった。

「大体、中学の時からずっと一緒だったんだから、親友といったっておかしくはないだろう？」

　じっとこちらを見詰める黒い瞳に狼狽しながら、衛藤はぼそっと口を開く。

「……俺は親友なんて、思ってないぜ」

　本当は『恋人と思いたい』と付け加えたかったが、さすがにそうは言えず、あとの言葉を飲み込む。しかし朝倉はぴくりと頬を引きつらせ、太い眉を顰めた。

「じゃあ……」

　何か言いかけた時に、電話のコール音が響いた。師長が受話器を取り上げ、音声をスピーカーに切り替える。

「こちらニュータウン北救急隊、只今出動要請がありました。〇〇町××番地、六十二歳男性、胸痛発作に意識障害です。心筋梗塞の既往あり。あと十二分で到着します！」

　師長が重要事項をメモしながら復唱する。バタバタとスタッフが動き始めた。

　衛藤と朝倉は顔を見合わせると、やむなく会話を中断した。







　間もなく運び込まれた患者はショック状態で、意識は無く、かろうじて自発呼吸は残っているが血圧も低い。

「経皮的冠動脈形成術Ｐ　　　Ｔ　　　Ｃ　　　Ａの適応だな」

　ストレッチャーに乗せられた患者の胸に、心電図の電極を取り付けながら朝倉はきっぱりと宣言する。衛藤も頷いた。

　ＰＴＣＡとは大腿動脈からカテーテルという細長い管を直接冠動脈の閉塞部位まで挿入し、そこで管の先端についた小型の風船を膨らませ、詰まっている箇所を再開通させる治療法だ。

　患者の意識は無く、つきそっている人の同意を得なくてはならない。衛藤が確認すると、救急車に同乗してきたのは会社の部下だった。

　患者は小さな会社の社長で、銀行に融資を頼みに出掛け、そこで発作を起こしたのだ。経営に行き詰まり、資金繰りに何日も駆け回っていたとのことだ。思わず衛藤は朝倉に、「政治の貧困だな」と言ってしまう。

「どういう意味だ！」

　朝倉が気色ばむ。

「どういう意味って……だって、貸渋りとか全然、改善されてないって……そういう意味だけど」

　朝倉がなぜ怒るのか、衛藤には理解出来ない。

「なんでわざわざ僕にそれを言う！　嫌みか？」

「あ！」

　そこまで言われ、やっと気づいたがまた手遅れだった。

「別に、お前が政治家の息子だからって……」

　弁解にかかったが、朝倉は「もう、一言も言うな！」と言い放つ。

「違うんだ、朝倉……」

　衛藤は言いかけたが、回りで聞いていたスタッフの心配そうな顔を見て、続けるのを止めた。二人の折り合いが悪いとスタッフに思われるのは避けたい。とにかく今は治療が最優先なのだ。

　患者の輸液ルートを確保し、人工呼吸に切り替えると、手術の準備は完了だ。救急室の隣はＸ線装置の備わった簡易手術室になっており、ストレッチャーはただちにそこへ運び込まれた。

　朝倉は手指を消毒すると、手袋を嵌め、患者の右大腿の付け根に太いエラスター針を刺す。ビニール製の外筒だけ残し、内側の針を抜くと、そこからガイドワイヤーを入れた。このワイヤーを伝わらせて、カテーテルを進めるのである。

　朝倉は時折足元のペダルを踏んで、体内の透視を行う。ペダルを踏んだ時だけＸ線が照射され、体内がＴＶモニターで見られるのだ。ＴＶモニターでガイドワイヤーの先端を確認しながら、朝倉は大動脈を逆行し一気に心臓の傍までカテーテルを進めた。

　モニターには明るい肺を背景に、傘のように広がった横隔膜に乗った心臓が映し出されている。ラグビーボールの形をした心臓の動きはかなり鈍い。

　ふと朝倉が「防護エプロンを着ろよ」と衛藤に声をかけた。

　Ｘ線を多量に浴びると、人体には悪影響がある。頻繁にＸ線を浴びる機会のある放射線科の技師や医者は、たいていＸ線を通過させない鉛の板の入った重いエプロンを着ている。しかし衛藤は動きが鈍くなるので、あまり好まなかった。

「いいよ、お前こそ着ろよ」

「僕はいい」

　朝倉はまたＴＶモニターに顔を向け、衛藤を見ないで言った。

「お前は種なしになるとまずいだろ？」

「へ？」

「新婚で子種がないのは困るだろ」

　未分化の細胞ほどＸ線の影響を受けやすい。そのため、生殖器は特に障害が大きいのだ。それにしても、と、衛藤は首を捻った。

「新婚ってなんだよ？　俺には予定はないけど」

　朝倉はじろりと衛藤を睨む。

「え？　違うのか？　僕はそう聞いたけど」

　衛藤はあっけにとられた。全くそんな話はないのに……そんな話をこの場で持ち出した朝倉にも呆れる。

「何、言ってんだよ！　ガセだよ、それは！」

「……ふーん。本当か？」

　朝倉は何やら考え込んだような顔でまだ衛藤を見ている。

「そうだよ！」と返したところで思い出して、衛藤は振り向くと、

「早見君！」

　近くで控えていた早見の名を呼んだ。自分はどうでもいいが、早見は未婚の女性だ。

「君はエプロンを着なさい」

　その瞬間、朝倉がさっと振り向いた。が、二人の目に移ったのは、野村が早見にエプロンを着せてやっている姿であった。

　朝倉は物問いたげな眼で衛藤を見た。

「何だ？」

「……まあ、いい」

　ぽつりと言って、また手元のカテーテルに注意を戻す。

　衛藤は「何だよ？」と聞き返したかったが、目の前の患者が第一なので堪え、一緒にモニターに見入った。

　朝倉は慣れた手つきでもう冠動脈内にガイドワイヤーを進めている。

「よし、ここで一度、造影剤を流そう」

　冠動脈のどの辺りが閉塞しているのか、当たりをつけなくてはならない。

「心電図上では左ひだり回旋枝かいせんしが怪しかったな」

　衛藤はモニターに映るカテ先を見ながら言う。

「左冠動脈をまず造影しよう」

　手元のシリンジに詰められた造影剤を、朝倉はワンショットで送り込む。緩慢に動く心臓に、ネックレスのように纏わり付く血管の影が一瞬見えた。しかし熟練した眼はその一瞬で、血管のどの部位が閉塞の危機にあるかを見逃さない。

「分岐部だ！」

　衛藤が叫ぶ。

　左冠動脈は途中で二本に別れ、心臓のかなりの部位に血液を供給している。別れた後の末端で閉塞していれば、心筋のダメージは少なくてすむ。一方、主幹に近い分岐部となると重症度は増す。かろうじてまだ細々と血液は通っているようだが、ただちに狭くなっている箇所を広げてやらねば心筋は酸素不足から壊死に陥り、二度と回復しない。

　しかし分岐部の閉塞をバルーンで広げるのはリスクが大きい。二本に別れた一本を広げているうちに、もう一本が完全閉塞してしまうことがあるのだ。

　朝倉は衛藤を振り返る。

「キッシングバルーンをやろう」

「キッシングバルーン？」

「そうだ。僕とお前とで」

　次の瞬間、衛藤はすべてを理解した。

　キッシングバルーン法とは、二本のカテーテルを別れた冠動脈にそれぞれ同時に入れる方法だ。そして交互にバルーンを膨らませるのである。同時に二本のカテーテルを巧く操らねば成功しない。

　ただでさえ冠動脈にカテーテルを挿入するには熟練した技術を要する。衛藤チームで出来る人間は、チーフの衛藤しかいなかった。しかし朝倉と一緒なら……二人でやればそれは可能なのだ。

「よし、もう一本用意してくれ！」

　衛藤が呼びかけると同時に、吉崎が「衛藤先生」と低い声で注意を促した。人工呼吸器のバッグを押しながら、患者の血圧を測っている。

「血圧が下がっています」

「昇圧剤の量を上げろ」

　衛藤は指示を出す。もう一刻の猶予もなかった。手早く用意されたカテーテルを左側の大腿の付け根から挿入していく。

「巧いじゃないか」

　朝倉の満足そうなつぶやきに衛藤は少し気分がよくなった。

（お前だけじゃないって所を見せないとな……）

　左冠動脈の分岐部まで二本のワイヤーを到達させると、朝倉は「左前下行枝ぜんかこうしの狭窄が強いから、バルーンはこっちから拡張させる」と言う。

「よし、そっちからやれ」

　交互に二本のカテーテルのバルーンを膨らませる。二人の息の合った働きぶりに、周囲の人々は声もなく感心して見入った。

「最後に同時に四気圧で拡張させるぞ！」

「おう！」

　術後にもう一度、造影剤を流して確認すると、今度は心臓の表面を走る二本の太い血管が映し出された。

「素晴らしいですわ、お二人とも」

　草野師長が代表して感嘆の声を上げる。

「血圧、九十の五十、上がってきました。ドブタミン、減量します」

　嬉しそうな吉崎の声に、しかし衛藤は「気を許すな」と釘を刺した。

「ＡＯＣはこれから六時間以内が勝負だ」

　ＡＯＣとはバルーン拡張後に起こる、急性冠動脈閉塞のことである。

「このまま観察室で様子を見よう。再閉塞の場合はもう一度バルーンをやらなくてはいけないからな」

　カテーテルを引き抜き、穿刺部位を押さえていた朝倉が「その場合は出来ればステントを入れたい所だな」と衛藤を正面から捕らえ、補足した。衛藤は驚いて朝倉を見返す。

「ステント？　どこにそんな設備がある？」

　Ｓ　Ｇステントグラフトの設置ともなれば、本格的な外科手術に近い。開胸して行う手術ではないにしても、大腿部の皮膚を切り開いて、血管を広範囲にわたって露出させる必要がある。

「この症例ですぐにという訳にはいかないが……僕はここで改造型のステントを緊急手術の適応にしたいんだ」

　思いもよらない朝倉の提案に、皆、一様に驚いた。

「今回は心筋梗塞だが、大動脈瘤解離の症例もいずれは来るだろう。ステントを使えば、救命率が上がる」

　大動脈瘤解離とは、動脈の血管壁が硬化し、いわば古いゴムホースに亀裂が入るように血管が劣化するものだ。柔軟性を失った血管は弱い部分が膨らんでコブ状になる。これを動脈瘤と言うのだが、血管の一部が破れてコブが膨らむ時に、激烈な痛みが起こりショック状態になる。やはり心筋梗塞と同じに救命センターに運ばれる患者の中では死亡率の高い疾患だ。

　しかし衛藤は朝倉の考えにすぐさま賛同はできなかった。

「運ばれて来る患者を一人でも多く助けたいのは、俺だって同じだ」

　衛藤は患者が観察室へと運ばれて行くのを確認すると、朝倉に向き直る。

「緊急のステントだと？　俺は適応外だと思う」

　衛藤の反対に、朝倉は心外という顔になった。

「どこが適応外なんだ」

「救急救命室の仕事は救命措置を施すことだろう。ステントは血管外科か心臓外科の領域だ」

「確かに大動脈瘤解離では、初発発作の死亡率は三％程度だ。血圧の疼痛をコントロールして、初期症状を乗り切った所で手術するのが今までのやり方だった」

　朝倉は衛藤の反対意見にもひるまず、冷静な口調で続ける。

「だが三十％以上のケースが七十二時間以内に再発作を起こし、その場合の死亡率は高い。初発発作時に麻酔をかけ、疼痛と血圧のコントロールが巧くいった時点で、ステントグラフトによる病変部の補強をするのはリーズナブルだと僕は思う」

「それは緊急下での手術の範疇には入らない。リスクのある手術を承諾なしでは出来ない。今回だって社員しか一緒にいなかったじゃないか」

　衛藤も引かなかった。

「承諾を取ればいいだけのことだ」

　朝倉の言い方に衛藤は反論する。

「激しい痛みと死の恐怖に晒されている患者に、恐怖心につけこむような承諾の取り方は賛成出来ないな。インフォームドコンセントの精神に合わない」

　付け込むという言葉に朝倉もムッとした顔になる。

「アメリカではこのやり方でも、付け込むとは言わない」

「ここはアメリカじゃない」

　やりとりの声はしだいに真剣味を増し、とりまいている医師達も看護師達も不安げに身体を動かし始めた。

「アメリカ流のやり方が絶対正しいなんて、僕だって思ってはいない」

　朝倉はきっとした眼で衛藤を仰ぐ。

「しかし入院して再発作を待つのは無意味だし、より医療費がかかる。エコノミカルな観点からいっても正しいんだ。本当に昔からお前は単純で頭の悪い奴だな、そんな簡単な計算も出来ないのか」

「アメリカの保険制度と日本のそれとは違う」

　衛藤は大声で否定する。

「違うのは払う人間だろう。コストという面では同じだ。もし日本で……」

　そこまで言って朝倉ははっと我に返り、衛藤の腕を掴んだ。衛藤もほぼ同時に辺りを見回す。

「続きはあとにしよう」

　朝倉の言葉に衛藤も頷き、安心させようと周りの人間ににっこり笑って見せる。しかし聞いていた早見がふいに近づいて来て、朝倉の前に立った。

「私は衛藤先生の意見が正しいと思いますわ」

「早見君！」

　衛藤が止めるのも聞かず、早見は頬を紅潮させて続ける。

「ステントグラフトは危険な手術です。外科のバックアップなしには出来ませんし、第一、緊急手術の適応があるとは思えません」

　朝倉は頬を引きつらせて衛藤から早見へと視線を移した。次の瞬間、朝倉から出た言葉に衛藤は驚愕した。

「……君は随分と衛藤の肩をもつんだな。衛藤チームの一員だからか？　それともこいつが好きなのか？　一回ぐらいは寝ているのか？」

「おいっ」

　衛藤は焦って朝倉の肩を鷲掴みにした。

「そういった発言はセクハラになる。アメリカ帰りとも思えないぞ！」

　早見は怒りのあまり眼を吊り上げていたが、衛藤が朝倉をたしなめたことで少し気が紛れたとみえる。冷静な口調で「謝罪してください」とはっきり朝倉に告げた。

　朝倉は「……悪かった」と呟くと、衛藤の手を振り払って救急室を出て行く。

　まさか朝倉があんなことを言うとは思わなかったので、衛藤は怒るよりも唖然とした。

　朝倉が外へ出ると、草野師長が憤懣やる方ないといった口調で「まぁ、なんでしょう、あの態度！」と言う。

「だいたい衛藤先生のことを悪く言うなんて！」

　衛藤は慌てて「師長さん、それは違うんだ」と声をかけた。

「あいつは俺のことを悪く言ったなじゃない。ちょっと意見がかみ合わなかっただけで」

「でも、あんな言い方はないと思いますわ」

　師長は同意を求めるように周りの看護師を見る。すると皆、うんうんと頷くので衛藤はもっと慌てた。

「違うんだ、朝倉と俺は昔からの友達で、いつも俺達はああいう風に話すんだ。ほら、喧嘩する程仲がいいって奴で」

　朝倉を本気で庇う衛藤の姿に、師長は少しトーンダウンするが、

「でも、親しき仲にも礼儀ありって言いますよ」

　まだ不満そうに付け加える。

「それに早見先生にも失礼なことを言って！」

「朝倉は本当はすごくいい奴で、優秀なんだから頼むよ、今のは俺の顔を立てて許してやってくれよ」

　まだ強ばった表情の早見を、おそるおそる窺う。

「今の誤り方じゃ不満だろうが、俺からもう一度、イエローカードを出しておくからさぁ」

　早見にあんなことを言うなんて、勇気があるというか、実態を知らなかったというか……衛藤は冷や汗を拭う。

「な？」

「……いいでしょう。でも二度とああいった発言はさせないように」

　早見が頷いたので、衛藤はほっと一安心し、朝倉のあとを追うことにした。

　なぜいきなり、これから一緒にやっていくスタッフの前で第一印象を悪くするようなことをしたのか……朝倉らしくない。それも衛藤には気掛かりだった。

　うろうろと受付の辺りや待合室を覗いたあげく、非常口から頭を突き出して朝倉を発見した。

　朝倉はコンクリートの外階段に腰をかけている。

「おい、朝倉、どうしたんだ」

　衛藤は心配して声をかける。すると朝倉はちょっと苦しそうな顔で振り向き、「悪かったな」とまた小さく謝罪の言葉を吐いた。

「まぁな。ちょっと早見君には悪いことをしたな。けど別に、俺と意見が合わなくてやり合うのはかまわないよ」

　朝倉は大きく息を吸い込む。

「お前とやり合うのは久しぶりで、楽しくてつい、周りのことが、眼に入らなくなっていたようだ」

「ええ？」

　朝倉の隣に腰を下ろし、衛藤は大きな身体を折り曲げて膝を抱えた。

「俺だって、お前と働くのは楽しい」

　おそるおそる言ってみる。

　朝倉は驚いたという顔になった。

「珍しいな、お前からちゃんと自分の意見を言うなんて」

「そうか？」

　そう言われてみるとそうかも知れない。衛藤は膝に顎を乗せたまま、少し非難がましく朝倉を見返した。

「だってお前は昔っから、俺が意見を言うと、すぐ単純とか熱血とか、バカにするからさ」

　朝倉はプッと吹き出した。

「僕がお前のトラウマになってる、とか言うなよ」

　クスクス笑いながら続ける。

「僕はステントにこだわってる訳じゃない。ただ皆にこの僕の技術をしっかり身につけて欲しいんだ。救急救命医は便利屋であって欲しくないんだ」

　笑いながらだったがその内容は真面目なもので、衛藤はじっと耳を傾ける。

「僕はステントの技術を振り回して、上に立ちたいと思ってる訳じゃない」

「わかってるよ」

　権力を求めようと思うなら、こんな遠回りをしなくたって、朝倉はいつでも手に入れられる立場にいる男なのだから。

　いつの間にか朝倉は真剣な口調になっている。衛藤は久しぶりに見る朝倉の全力投球に感動していた。手抜きをしてもそこそこの成績を上げられる朝倉が、今は本気で救命医学に取り組んでいるという証拠なのだ。

　朝倉は遠くを見詰めながら話を続ける。

「救急救命医学はまだ日本では広く認知されていない。就職先だって、ままならない。アッペの一つも自分で切れなくては、外科医としての職にもつけない」

　その通りだった。救急救命科の医局員は、一年間外科の医局に出向して一般外科の訓練も受けるが、専門医として外科を標榜するまでにはいかない。要するに、技術的には中途半端なのだ。

「しかしＰＴＣＡやステントの技術があれば、循環器センターへ就職の道が開けるだろう。そしてそのことで名が上がれば、うちの医局を希望する医師も増えると思うんだ。まだまだ今の人数では、スタッフが足りない」

　真面目で建設的な朝倉の考えに、衛藤は驚いた。

「そんな先のことまで考えていたのか！」

「当たり前だ。お前は今日のことしか考えないタイプだが、僕は違う。長期的戦略を立てるんだ、お前には想像も付かないような」

　手厳しく言われ、衛藤は首を竦めた。朝倉が昔のような皮肉な眼でこちらを眺めるので、衛藤はますますでかい身体を縮める。

「教授と医局長も、概ねちゃんと考えてるよ、そこんとこは」

　朝倉はさっと立ち上がる。

「今のところ、お前だけには話しておく。まだオフレコだぞ。お前は隠し事が出来ない質だから心配だがな」







　二人が救急室に戻ると、スタッフ達はぎこちない笑みを浮かべて迎える。

　朝倉は淡々とした口調で「悪かったな、さっきは」と言い、電子カルテに向かった。

　草野師長も気持ちを切り替えたとみえ、愛想よく「お茶でもいかがです？」と話しかける。

「そういやあ……」

　衛藤が気が付いて腕時計を見ると、もう二時過ぎだ。

「朝倉、食事にしよう」

「そうだな、別れて取るか」

　衛藤の提案に、朝倉も頷く。同意を得て衛藤は近くにいた早見に声を掛けた。

「早見君、先に行っていいよ」

「じゃあお言葉に甘えて」

　早見は部屋の反対側にいた野村に合図を送る。野村が礼をして、二人で出て行った。

「吉崎、先に行っていいよ。俺は朝倉と後で行くから。あ、観察室にいる村井も誘ってやれよ」

　喋っている衛藤の後ろで、朝倉が何やら考え込んでいる。

「なんだよ、朝倉」

　気づいて衛藤が訝った。

「いや……別に。何でもない」

　朝倉は手を横に振ると、「村井と交替する」と観察室へ足を向ける。

　すれ違った時ちらりと見えた横顔が妙に楽しそうなので、衛藤はさらに訝しく思った。



　第８章　命のキス







　急患の波が引いたのは夜七時だった。

　日勤のみの衛藤チームのメンバーは帰り支度を始める。しかし衛藤は朝倉の元を立ち去りがたく、だらだらと検査データを確認したりカルテを書き直したりと、急患室に居残っていた。

　一休みしていた朝倉が戻って来て、ナースステーションの机についている衛藤を認め「なんだ、まだいたのか」と言う。

「さっさと帰れ。もう勤務は終わったろう」

　冷たい言い方に衛藤はムッとする。

「なんだよ……お前、初めての三十六時間ぶっ続けの勤務だろ、大変だと思って……」

「へぇ、心配してくれてるのか？」

　朝倉は衛藤の傍まで来ると、じっと眼を覗き込む。

（うわッ）

　至近距離に朝倉の息を感じ、衛藤は慌てて席を立った。

「そうじゃないけど……」

「そうじゃないなら、なんだ？　まだ働き足りないのか？」

　朝倉は笑い出した。

「お前、院内の寮に住んでるって言ったな。今夜はそこか？」

「ああ」

「じゃあ、何かあったら呼び出してやるよ」

　オンコールは別のチームなのだが、衛藤は「うん」と頷く。次の瞬間、

（朝倉の片腕として働くのが他の奴なんて、嫌だ）

　そういった思いが頭をよぎった。

「俺を呼んでくれ！　絶対だぞ？」

「ああ、いいよ」







　病院棟から少し離れて、大学のグラウンドに近い場所に独身寮が建っている。病院勤務の医療関係者の他に、大学の職員も寮に住んでいた。寮というよりワンルームマンションに近い、ユニットバスのついたまあまあの広さの１ＤＫである。

　近くのコンビニで弁当とノンアルコールビールを買って帰るのがいつものルートで、衛藤は帰宅するとすぐＴＶを点けた。

　標準仕様の備え付けの家具以外に衛藤が持ち込んだのは、本棚のみである。他の若手医師やパラメディカルスタッフの部屋を訪れると、服やら家具やらに溢れて狭苦しいので、いっそ何もない方が体格の大きな衛藤には好ましいとも言える。

　そういった訳で、テーブルもダイニングにしかなく、お盆に弁当と缶ビールを乗せて部屋に持ち込むと、絨毯敷きのフロアに置いた。散らばっていたフロアクッションを集め、ごろりと横になると、ナイター中継を見るともなくぼんやりと見ながら、ビールを口にする。

　疲労は溜まっていたが心地よい充実感があった。朝倉への想いは隠しようもなく、もう自分を騙すことは出来ない。しかしそれとは別に、朝倉と共に働くという喜びを覚えていた。

（そう言えば……）

　衛藤はいなりずしをほお張りながら思い出を探った。







　高校時代、一度だけ生徒会の仕事を共にこなしたことがあった。

　朝倉は仕方なくといった様子で書記を引き受けてくれたのだが、有能な男でほとんど副会長として自分の補佐を努めていた。

　Ｋ大の付属中学校は１校だが、高校からは大幅に生徒数は増員され、付属高校は女子校が１校、男子校が３校の合計４校になる。男子校の方はそれぞれ建っている地名がついて、『日吉ひよし高』『豊玉とよたま高』『習志野高』と呼ばれている。中学からの内部生はおもに日吉高校に進学し、高校間には微妙なライバル意識があった。

　衛藤も朝倉も無論中学からの持ち上がりなので、日吉高に進学していた。

　日吉校舎は中学と隣接し、教育内容も六年間の一貫教育である。校舎は別だが生徒会も一緒だった。

　そういうわけで、衛藤は中学一年の時から生徒会役員を押し付けられていた。生徒会長は高校２年の生徒がおおむね努めることになっていたが、時たま人材不足で高校１年がその地位に収まることがある。

　衛藤が高校に上がった時、３年のサッカー部の先輩が前年度の生徒会長だった。衛藤はその先輩に説き伏せられて、１年の時に立候補し、結局２年間会長職を努めることになった。

　朝倉が書記を引き受けてくれたのはその一期目のことである。朝倉は同学年の副会長よりもずっと有能に補佐してくれた。

　その前年度は、何人かの素行に問題のある生徒が退学処分になるなど荒れた年だったが、生徒会執行部に朝倉が入ったことで、締め付けを厳しくしようと目論む学校側とも事がスムーズに運ぶことになった。

　九月の学園祭も恒例通り行われることになり、年に一度の多少ハメを外しても良いというお墨付きのイベントに向け、衛藤達は実行委員会を組織し、準備を進めていた。

　その最中に事件が起こったのである。

　準備もあらかた整い、開催まであと数日を残す日の放課後、衛藤は副会長の飯島いいじまと一緒に朝倉に呼び出しをかけられた。

　生徒会室に顔を出すと、朝倉と数人の生徒が待っている。顔を見ると、バスケット部の一年生部員だ。

　朝倉が開口一番、「まずいことになった」と言う。

「まずいって？」

「豊玉の連中とトラブった」

　付属豊玉高校の生徒という意味である。同じ付属高校同士でも、決して仲は良くない。外部に対しては結束するが、いい意味でも悪い意味でもライバルなのだ。

　バスケ部の部員が同席していることで、衛藤は思い当たることがあった。夏休みの付属高校間の練習試合で乱闘があったと、報告を受けていたのだ。

「バスケ絡みか？」

　尋ねると、朝倉は渋い顔で頷く。

　チャージングの激しかった日吉の選手に対して、試合後向こうが抗議をした。何やら分からぬままに乱闘が始まり、最終的に豊玉の主将がアキレス腱を切るという大怪我となった。

　衛藤は率直に感想を述べる。

「アキレス腱は喧嘩で切ったわけじゃないだろう」

　三年になっていた主将は受験の為にしばらく部活を休んでおり、急に激しく足を動かしたための怪我だった。

「しかしむこうは恨んでいるんだ」

　朝倉は肩を竦める。

　一年生ははっきり言ってやっかいに巻き込まれたくないという感想だが、血の気の多い数人が二年生におり、

「どうもそいつらが、学園祭をぶち壊してやると言ってるらしい」

「アホな連中だな。そんなことをしたら、お互いに損をするだけなのに」

　衛藤が呆れ声で言うと、朝倉はへぇ、という顔をした。

「スポ根熱血のお前も、そういう冷静な判断が出来るんだな。お前なら敵を討ってやるとか言って、先頭に立ちそうだが」

「バカを言うな」

　巻き添えで部活停止や停学を食らうのはごめんと、ノンポリの一年生同士で情報を交換することになり、ついさっき豊玉の一年生から連絡があったのだという。

「何をする気だ？」

「さぁ……まあ、放火とウサギ殺しはないと思うが。なんぼなんでも警察ざたになる」

　それを聞いて、柔道部で硬派の飯島が眼を吊り上げて怒り始めた。

「ウサギに手を出したら、皆殺しにしてやる！」

　飯島はがっちりと鰓の張った顔が首からすぐ生えているというごつい男なのだが、動物好きなのである。そっと抱いたのに仔ウサギの足を折ってしまい、三日間ウサギ小屋に泊まり込んで看病したこともあるのだった。

「違うって言ってるだろう、このバカ！」

　朝倉が厳しく叱責する。

「だから体育会系はいやなんだ、僕は」

「朝倉だってバスケ部だろうが」

　衛藤が口を滑らせたのがまずかった。

「僕はお前達とは違う」

　朝倉はきっと眼を吊り上げる。

「にしたって、元々お前の部の……」

　ゴニョゴニョと衛藤が口の中で言うのを聞き取り、朝倉は「まあ、それはそうだ」と認める。

「ウサギじゃないなら、なんなんだよ」

　衛藤の疑問に朝倉は、

「まあ、窓ガラスでも割るか……スプレーで落書きでもするか……」

　窓ガラスの線はあり得ると衛藤は思った。それなら下準備もいらず、石の一つも拾って投げればいい。音は聞こえるだろうが、深夜ならわからないだろう。となると……。

「これから毎晩、見張りを立てる必要があるな」

　衛藤の提案に朝倉は頷いた。

「そういうことだ。手分けして巡回するようにしよう」

「メンツはどうする？」

　三人で相談し、当事者のバスケ部員がいるとますます問題がこじれると結論した。結局、生徒会の役員・文化祭の実行委員に衛藤のサッカー部の同級生を数人頼むことにした。飯島が柔道部も仲間に入れろと騒いだが、どうも乱闘を期待している声音を感じ取って、朝倉が却下した。







　豊玉高の生徒が仕掛けて来たのは、学園祭の前夜だった。

　その当時はまだ携帯電話を持っている高校生は数少なく、朝倉が自分の家からガードマンが使っているハンディトーキーを数台借り出して来て、巡回しているグループに与えていた。そのお陰で第一報と共に、衛藤は現場に駆けつけることが出来た。

　発見したのは飯島で、相手は八人グループだった。

　さすがにハンディトーキーまで用意して待ち受けていたことに驚愕し、皆、事を成す前に逃げ出し、飯島がそれを追った。衛藤とサッカー部の仲間がそれを追う形になった。

　体育館を一周し、何人かが校庭から金網のフェンスを乗り越えてプールに逃げ込んだ。反対側のフェンスを越えれば、もう敷地外である。しかしプールサイドで飯島が追いついたので、衛藤は焦った。何も起こさずに逃げてくれればそれでいいのだ。下手に騒ぎを大きくしたくない。しかし案の定飯島は嬉しそうに４人と渡り合っている。

「やめろッ、飯島ッ」

　そう言って一人の肩を掴んで引きはがしたが、元々力の有り余っている衛藤である。あっと言う間に、相手はもんどりうってプールサイドに叩きつけられた。

「この野郎ッ」

　矛先が衛藤に向けられ、衛藤はますます焦った。

「違うッ、やめろッ」

「ざけんなッ、何が違うんだよッ」

　殴られれば反射的に手が出、これがまた相手を倒してしまい、まるで自分の望んでいる展開にならない。飯島までが「てめーッ、会長に手を出すなッ」と乱闘の正当な理由を与えられ、喜々として参戦する。

「違うッ」

　肩越しに振り返ると、朝倉と数人の実行委員が追いついてこちらへやって来る。これ以上乱闘を大きくしたくない。

「駄目だッ、こっちへ来るなッ」

　衛藤の叫びで気づいた相手の一人が、朝倉の方へと手を伸ばす。

「こらッ、やめろッ」

　無我夢中でそいつの背中に体当たりをして防いだところ、なぜか朝倉の身体が宙を舞った。

　一瞬ののちプールの水面から水しぶきが上がり、皆は手を止めた。

「おい……！」

　誰かが暗い水面に眼を凝らし、叫ぶ。

「浮いてこないぜ？」

「ええッ」

　衛藤が膝をついて覗き込むと、黒い物体が底に沈んでゆらゆらと揺れているのが見える。

「朝倉！」

　すぐさま飛び込み、底に沈んでいた朝倉を引き上げた。さすがに乱闘は止み、皆、息を呑んで朝倉を見詰める。

「息、してないぞ！」

　沈んでいたのはほんの少しの間なのに、底に頭でも打ち付けたのかと衛藤はぞっとした。急いでシャツの胸元を開け、耳を付けると、心臓はしっかり動いている。

（人工呼吸だ！）

　実家は病院だし、衛藤はライフセーバーの講習も受けている。片手で朝倉の鼻を摘まむと、もう片方の手で顎をしっかり捕らえ、唇を重ねると大きく息を吹き込む。何度か繰り返していると、「ハーッ」という溜め息が漏れ、胸が上下に動き始めるのが分かった。

「良かった……」

　いつのまにか全員が二人の回りに輪になって、見守っている。やがて朝倉が瞼を開けた。

「大丈夫か？」

「……ああ」

　朝倉は上体を起こすと、豊玉高の生徒達を冷静な眼で見詰めた。

「僕はバスケ部の一年、朝倉秀だ。君達のことは良く知っているし、怒るのもわかる」

　豊玉高の生徒達は襲撃の原因を思いだし、また怒りの表情を浮かべた。

「しかし部活が停止になったり、停学をくらったりしても意味がないだろう。それに見ての通り、僕も死にかけた……君達のせいで」

　さすがにそれは否定出来ず、聞いていた豊玉の生徒達は居心地悪そうになった。

「痛み分けということで、お互い無かったことにしてはどうだろうか」

　納得の行かないという者もいたようだが、目の前で人が溺れかかった衝撃は大きかったとみえ、口々に「わかった」という言葉を吐くと、プールサイドからおとなしく去って行った。

「ふー、やれやれ」

　遠くへ行ったと見計らうと、朝倉は自分で立ち上がった。

「大丈夫か、朝倉」

　衛藤は急いで傍へ寄ると、朝倉の腕を肩にかついだ。

「歩けるか？」

「まぁね」

　飯島もその場に残った者も心配そうに見守るのを、朝倉は「もう帰れ。これで今夜は大丈夫だ」と手を振る。

　しかし衛藤は心配になった。

「大丈夫か、頭でも打ってないか？」

　肩を貸したまま、ゆっくり歩かせてやる。

「みんな、先へ行っていいぞ」

　二人だけがプールサイドに残されたところで、ふいに朝倉が衛藤の腕を振り払った。

「え？」

　朝倉は衛藤から身体を離すと、シャツの裾を絞る。

「やれやれ、お前はキスが下手だな」

「ええッ？」

　シャツのボタンを嵌めながら、皮肉な眼で衛藤を見詰めた。

「え？　どういうことだ？」

「まだわからないのか。本当にお前は単純バカだな。お前には戦略というものがないんだな」

「あッ」

　そこまで言われてやっと気づいた。要するに朝倉は演技をしたのだ……事を収めるために。確かにあの状況なら、血の気の多い連中も振り上げた拳を下ろすのに十分言い訳がたつだろう……。

　衛藤は今更ながら、朝倉の一瞬の状況判断に舌を巻いた。

（てことは……）

　無論溺れかけたのも演技で……。

「わ、わざと息を止めてたのか！」

「ああ。苦しかったぞ」

　朝倉は肩を竦める。

「それにしてもお前は本当にキスが下手だ」

　自分が朝倉に何をしたか思いだし、衛藤は真っ赤になった。

「ば、馬鹿ッ」

　必死で言い訳をする。

「あれはッ、人工呼吸だッ、きゅ、救命手段だったんだッ」

「へぇ、そうか？」

　衛藤がよく見ると、皮肉っぽい口調とは裏腹に朝倉の眼は笑っている。

「ふーん……」

　朝倉の丸い大きな眼がキラリと輝いた。

「じゃあ、命のキスだな」

　一言、残して朝倉は踵を返す。まだ呆然としている衛藤を残し、すたすたと軽い足取りで去って行った……。







　そう、あの夜が朝倉を肉欲の対象とも意識した初めての体験だったかも知れない。それまでも漠然と惹かれていたことは感じていたが……。

　耳を付けた時の滑らかな肌、コトコトと響く心臓の音、柔らかい唇……朝倉の肉体をあれほどまでに身近に感じたのは、初めてだった……。

　そしてこの夜を境に、朝倉の態度が微妙に変わったのを感じた。いや、自分の方が変わったのだ。朝倉のより深いものを理解したように思った。今までは朝倉の表面しか見ていなかったのだ。美しい外見、育ちの良さ、ずば抜けた頭脳は、人目を引くには十分だがそれだけではない。ユーモアやちゃんと人を思いやる心を持っている。少し素直でない性質のせいで、あまり表面には現れないが。

　衛藤がそういった眼で見ていると、どんどん朝倉の色々な面が見えて来たように思った。

　朝倉は普段は冷めたような振りをしているが、熱意を持って仕事をする男だった……その事件の後は、本音で二人はぶつかり合うようになり、そうやってお互いを認めるようになった。

　そう言えば今まででかくて体力もある衛藤に、真っ向から挑んでくる同級生はいなかったのだ。そして多分、生まれながらにして特別扱いを受けて来た朝倉にも。

　しかし衛藤は朝倉をライバルとは思わなかった。ライバルとはいい勝負の相手だ。朝倉には敵わないし、生まれも育ちも違う。向こうも自分のことをライバルと思うはずも無い。それでもいい仕事仲間になれれば……それで満足だった。

　朝倉と一緒に仕事をするのは楽しい。

　衛藤はもう一年、一緒に生徒会の仕事を引き受けてくれないかと頼んでみた。ところが朝倉は、にべもなく断った。

　その時、朝倉は自分と仕事をするのがそんなに楽しくないのだと落胆した。

　全ては自分の思いこみ、一人合点だったのだと。







（今日もそうだっんだろうか！）

　衛藤の意識は高校時代から今日までの日々を、一瞬のうちに飛び越える。

（そんな……）

　衛藤はガバと跳ね起きた。

　またあの時のように、楽しいと感じていたのは自分だけなのだろうか。

（いや、朝倉も「お前と一緒に働くのは楽しい」って言ってくれたよな）

（でも……）

　急に自信が無くなって来た。

　ＴＶはいつの間にかプロ野球ニュースも終わり、深夜のお笑い番組になっている。

　着替えたばかりのジャージィを脱ぎ捨てると、洋箪笥からジーンズとＴシャツを取り出した。







「看護師さん」

　一応辺りをはばかるような声音だが、相変わらずの大音量に、

（衛藤先生だわ）

　草野師長が看護師の休憩所から顔を出すと、案の定衛藤がジーンズ姿で廊下に立っている。

「まぁ、衛藤先生、どうされたんです？」

「あ、師長さんかー、深夜入りだったんですか」

　草野師長は日勤から深夜勤に入っていたのだ。

「そんな所に立っていないで、どうぞ」

　師長は休憩室のドアから衛藤を中に入れてやる。

「どうしたんですか、忘れ物？」

「いや……別に……」

　衛藤はもじもじしながら、師長の入れてくれたお茶を一口飲む。

「……朝倉はどうしてるかなって思ってさ」

「んまぁ、お友達思いなんですねぇ」

　草野師長はニッコリした。

「実は私も、日勤の様子でちょっと心配になってしまってね」

　スタッフと行き違いがあってはと、師長も早めに勤務に入ったのだと打ち明けてくれた。

　来月の勤務表を作る振りをしてナースステーションで観察していると、朝倉は物静かな口調で話している。まるで衛藤とやりあった時とは別人のようだ。冷静沈着、的確な判断を下す熟練医師といった様子で、スタッフも安心して指示に従っているではないか。

「まぁ、あの時はよっぽど虫の居所が悪かったんでしょうかねぇ、早見先生にあんなことを言うなんて」

「うーむ……」

　衛藤も一緒に首を捻ったが、とにかく朝倉が巧くやっているのならと安心した。

　休憩室からナースステーションに首を出す。

　いつも途切れる事なく鳴っているモニターの警戒音も無く、静かだ。

　ちょうどそこに野村が観察室から戻って来た。

「どう、忙しいのかい？」

「ちょっと患者さんが途切れた所ですけど、さっきまでは大変でしたよ」

　野村は説明する。

「さっきも、卵巣嚢腫のうしゅの患者さんが来てね」

　卵巣が一部腫れて、茎けい捻転ねんてんといって腹腔内で捩れ、ひどい腹痛を起こす病気だ。重症だと腹部を切開し、手術で元どおりにしなくてはならない。まだ未婚のＯＬで婦人科になどかかったこともなく、ひどい腹痛はてっきり食あたりかと思って救急室へやって来たのだ。

　しかし朝倉が卵巣嚢腫を疑って腹部の超音波検査をし、原因が判明した。

「産婦人科に至急連絡して、緊急オペが決まったんですよ。朝倉先生と呉羽先生が付き添って行きました」

「研修医は？」

　野村は隣の観察室を指さす。

「僕と一緒に、日勤帯で来たあの心筋梗塞の患者さんをみてますよ」

　真面目な野村は一杯お茶を飲むと、またすぐ患者の元へと戻って行った。

　一人になった衛藤はナースステーションを横切って、ぶらぶらと救急室に入ってみた。たしかに珍しく誰もいない。

　デスクの上のシャーカステンに貼られた、朝倉が撮ったという超音波検査の写真を眺めていると、

「なんだ、お前か」

　後ろから朝倉の声がした。

　振り向くと朝倉が白衣を着ずにブルーのオペ着だけで、頭には手術帽を被り、首からはマスクを垂らして立っている。手術室から抜けて来たという格好だ。朝倉一人なので「呉羽先生は？」と尋ねた。

「ちょうどあっちも緊急オペが重なって、呉羽君は麻酔科を手伝ってる」

「ああ、そうか！」

　呉羽は元々麻酔科医である。救急救命部に出向中なのだ。

「となると、手が足りないんじゃないか？　あとは野村と研修医だろ？」

　期待を込めて衛藤は尋ねた。

「そうだな……」

　朝倉はじろりと衛藤を見る。

「お前、暇なら手伝ってもらうかな」

「手伝う、手伝う！　すぐ着替えてくるよ！」

　衛藤が浮き浮きしてロッカールームへと歩きだすので、朝倉はプッと吹き出した。

「お前、働く以外にすることはないのか？」







　オペ着に着替えて衛藤が救急室に戻ると、草野師長も呆れ顔で迎える。

「先生、働き過ぎですよ！」

「いいんだって、俺は売るほど体力が余ってるんだからさ」

　後ろから朝倉がすかさず口を挟む。

「まぁな、お前の取り柄は昔からそれだけだからな」

　草野師長は眼を丸くして朝倉を振り返り、一瞬何か言いたそうにまた衛藤に視線を戻した。

「なんです、師長さん？」

　衛藤が尋ねたが、草野師長は何か考えながら首を振った。

「いいえ、なんでも」

　首を振りながらナースステーションへと引き返す。と、「おやまあ」と頓狂な声を上げた。

「え？」

　朝倉と衛藤が師長の視線をたどると、５歳ぐらいの可愛らしいおさげの女の子が、救急室の入り口に立っている。ミッキーとミニーの絵のついたシャツに半ズボンという姿だ。

「まぁ、お嬢ちゃん、どうしたの？　こんな所に？」

　師長の問いに女の子はおませな口調で「今、お母ちゃまが来るから、お母ちゃまとお話ししてね」と答える。

「え？」

　師長がドアを大きく開けて廊下へ首を出すと、男の子の喚き声が次第に近づいて来る。

「ギャーッ、いやだーッ、母ちゃーんッ」

「言うことを聞いてよ、ダイスケ！」

　衛藤も師長と共に廊下へ出てみた。

　小柄なワンピース姿の女性が、小学校１年生くらいの少年の手を引いてこちらへとやって来る。五分刈りの少年は、なかなか利かん気そうな顔をしている。少年が両足を踏ん張って抵抗しているので、なかなか近づかない。小柄な女性は顔を真っ赤にして引きずるが、ついに少年は尻をついてしゃがみこんでしまった。少年の母親と思われる女性はオペ着の衛藤を認め、泣き顔で「先生、お願いです、診て下さい！」と頼んだ。

「どうしたんです」

　衛藤は傍へ寄って少年の様子を窺う。怪我は無さそうだし、今の暴れ方では病気とも思えない。

　すると母親は「耳です」と答えた。

「耳？　中耳炎かなんかだったら、耳鼻科の先生に直接診て貰ったほうがいいなぁ」

　母親はいいえと首を振る。

「耳に変なものを入れたらしいんです」

「どれどれ」

　衛藤が近寄った途端、少年はパッと逃げ出す。が、素早く衛藤は首根っこを引っ捕まえた。そのままかつぎ上げると「下ろせーッ、バカヤローッ」と叫ぶのにかまわず救急室へと入る。処置台に寝かせ、上からぐいと押さえ込み、「お母さん」と呼んだ。

　母親は妹らしいさっきの女の子の手を引いて入って来る。腰のポシェットからハンカチを取り出して汗を拭くと、説明を始めた。

　離婚して一人で子供２人を育てており、小学校１年の兄は学童保育、妹は保育園で昼間はみて貰っていた。学童の時間が終わったあと、兄と妹は共に私設の夜間託児所に預けている。自分は会社が終わったあと、十時までスナックでバイトをし、それから迎えに行く毎日だった。

　今夜も連れ帰って、二人を風呂に入れようとすると、兄の方がいやだと入りたがらない。熱も無いし不審に思ったが、そのまま寝かせつけることにした。すると布団の中でひっそりと泣いているではないか。「痛い、痛い」と言うのでどこが痛いか尋ねると、しばらく答えず泣いていたがようやく「耳」と打ち明けた。

　ところが覗いてみようとすると、大騒ぎしてどうしても耳の中を見せたがらない。困っていると妹がひょっこり起きて来て、託児所でみんなとふざけている時に、何か耳の中へ詰めていたようだと報告したのだ。

「なんてことをしたの！」と押さえ付けて懐中電灯で照らして見ると、ビー玉のようなものが光っている。耳かきなどを使って取り出そうとこころみたが、どうしても取ることが出来ない。痛みがどんどん増してくるようなので、ついに決心して救急救命センターへ連れて来たというわけだった。

「とにかく診てみよう」

　手術台に乗せると、少年は恐怖心も手伝って半狂乱になった。

「お母さん、出ていて下さい」

　しかし、母親は涙目になって聞く耳を持たない。すると女の子が「お母ちゃま、出ていましょう。あたし達はお邪魔になるわよ」としっかりした口調で言い、母親の手を引いて救急室から廊下へと出ていった。

「うーん、妹ってしっかりするんだなー」

　衛藤は感心する。

「お前の所もそうじゃないか？」

　朝倉がまた皮肉な口調で応じた。近づくと少年の顔を窺う。

「お前に似て、聞き分けがなさそうだな」

「いいから、手伝ってくれよ！」

　暴れる少年を看護師３人がかりで押さえることにし、衛藤は少年の頭を動かないように固定する。

　態勢を作って、朝倉が耳鏡という耳の穴を診る器具で中を覗くと、確かに大きなビー玉が詰まっている。すでに時間が経ち、色々耳かきなどでいじったせいもあって、内部の壁は赤く晴れ上がっている。いわゆる外耳道炎を起こした状態だ。余計外耳道は狭くなり、どうにも取れそうにない。

　細いピンセットを使って朝倉は何とかビー玉をつまみ出そうとするが、ツルツル滑る玉はなかなか掴めない。異物鈎という先端が釣り針のように曲がったスティックを入れてみたが、ひっかけてもビー玉は回転するばかりだ。

「挟む形でないと無理だな」

　先端に鈎のついたピンセットならいいのだが、既に腫れ上がって狭くなった外耳道とビー玉の間に入れる隙間は無かった。

　虫や紙玉なら吸引器で吸い出すという手もあるが、ビー玉では重すぎてこれも無理である。

「困ったな……取れないぞ」

　簡単となめてかかっていた朝倉は、汗だくになって試みる。

「まいった……心臓カテーテルの方がよっぽど楽だな」

　朝倉の本音に衛藤は吹き出した。

「それにこの暴れ方じゃなー」

　押さえている人間も汗だくだ。

　しかも衛藤が言った瞬間、少年は悪態をつきながら衛藤の指に噛み付いた。

「あっ、こら、このクソガキ！」

「るせーッ、離せよーッ」

　なおも噛み付こうとする少年を見て、朝倉は「おい」と冷たい声を出した。

「おとなしくしないと、耳を切ってビー玉を出さなきゃならなくなるんだぞ。それでもいいのか」

　落ち着いた低い声はかえって真剣味があり、少年はピタリと抵抗を止める。

「取ってくれよーッ、切らないでくれーッ」と自分から耳を突き出した。

「よーし、よし、それでいい」

　朝倉は再びピンセットでビー玉を摘まもうとしたが、やはり出来ない。ついに「駄目だ」と諦めた。

「耳鼻科を呼ぼう。これは切開しなくちゃ、駄目だ。このままにしておいたら、鼓膜穿孔の危険もある」

　確かにその通りだが……そんな痛い思いはさせたくない。衛藤はふと思いつく。

「ちょっと待て！　俺にいいアイディアがある！」

「アイディア？」

　朝倉は怪訝な顔で衛藤を振り仰いだ。

「そうだ、ちょっと試させてくれ！　師長さん、アロンアルファ、あるかな？」

　衛藤は少年の足を押さえている師長に尋ねる。

「えっと、どっかにあるとは思いますけど……」

　草野師長とナースステーションに駆け込み、戸棚をかき回して瞬間接着剤を捜し出した。

「よし、これでやってみよう！」

　綿棒の先の綿部分にたっぷりと接着剤を染み込ませる。そして耳の穴から差し込み、ビー玉の表面に押し付けた。

「しばらく待とう」

「こんなもんで取れるかな」

　朝倉は懐疑の眼で衛藤を見る。

「まあ、やってみる価値はあるぜ？」

　五分程経つと、衛藤は少年に「絶対、動くな」と言い渡す。少年も自分の耳の存続がかかっていると悟っているので、おとなしく頷いた。

　手術用のライトを点けると、衛藤はそっと綿棒を引き出して行く。

「朝倉、お前は鈎ピンを用意して、少しでも隙間が出来たらそれを差し込むんだ！」

「よし！」

　さすがＣＭなどで強力な接着力を宣伝しているだけあり、強い力で引いてもビー玉は綿棒から外れない。しだいに外へと動き始める。ほんのわずかの隙間が出来たところへ朝倉が鈎つきのピンセットを滑り込ませた。

「よし、入ったぞ！」

　朝倉はピンセットでビー玉を摘まみ、外へと引き出す。ビー玉は見事に転がり出た。

「やったー！」

「取れた！」

　全員の歓声が上がる。

　少年は一気に元気を回復し、手術台から飛び降りた。

「お母さん、取れましたよ」

　衛藤が声をかける。

　見ていた母親は走って入って来ると、「ありがとうございます」と言う。振り向きざま、いきなり少年の頬を平手で打った。

「ダイスケ！　もう、なんてことをしてくれたの！」

「まぁ、いいじゃないですか、お母さん、取れたんだから……」

「でもッ」

　母親は泣き顔で衛藤を見上げた。

「この子はいつもこうなんです。悪さばかりして、やっぱり父親がいないせいかしら……私が悪いのね、きっと……」

　わぁわぁ泣き始めるので、

「そ、それは……そんなことは……」

　衛藤が何を言ったらいいか分からず、ぼーっと立ち尽くしていると、朝倉が近寄った。また皮肉な口調で母親に話しかける。

「そんなことはありません、関係ないですよ、お母さん。げんにこいつだって、ガキの頃はとんでもない奴だったんですから。今はこんなでかいなりをして、いっぱしの医者になってますがね」

　母親は泣くのを止め、朝倉の顔を見た。

「こいつの両親は立派な医者ですが、こいつときたら悪ガキで、鼻の穴に幾つピーナツが入るかって、近所の子供と競争をしたんですよ？」

「おい、朝倉ッ」

　止めようとしたがもう遅い。自分でも忘れていた子供時代の大失敗をなぜ朝倉が知って入るのか一瞬謎に思ったが、朝倉はまるで見ていたかのように続ける。

「それでこのバカは、両方の鼻の穴にたっぷり詰め込んで、しかもむせて窒息しそうになったんですから。男の子なんてそんなもんですよ。何をするかなんて見当もつかない。そうやって失敗して、逞しくなるんですよ。お母さんしかいないなんて、関係ありませんって」

　母親が「まぁ！」と口を大きく開けて衛藤をじっと見るので、衛藤は思わず手で鼻を押さえてしまった。

「んまぁ、そんなことが……」

　母親はくすくす笑いだし、少年は軽蔑の眼を衛藤に向ける。

「なーんだ、おれとおんなじじゃん」

「うう……」

　すっかり権威を失墜させた衛藤を残し、母親は子供達と帰っていった。

　無論、さっきの話は看護師達にも聞こえており、くすくすという笑い声とからかうような視線に、衛藤は気が重くなる。

「おい……なんでそんなこと、知ってんだよ」

　朝倉に恨みがましく尋ねると、朝倉はまた皮肉な声で応じる。

「お前の家に行った時、お母さんと妹から聞いた。ピーナツ事件の他にも、たっぷりとお前の失敗談をな」

　そう言われて思い出す。朝倉のことを衛藤の母も妹の節子も気に入っていて、衛藤が「やめろ」と言うのに子供の頃のアルバムを引っ張り出してきては、そういった話を聞かせていた。朝倉も面白がって、催促して聞き出していたものだった。

「それにしてもよく覚えているな、そんなことを」

　すると朝倉は真顔になって、衛藤をじっと見詰める。

「僕は記憶力がいいんだ。特にお前に関することなら、どんなことでも覚えているさ」

「……え？」

　衛藤は言葉の接ぎ穂を失って、朝倉を見返した。一瞬視線が絡み合ったが、朝倉はふいと目を逸らす。

「朝倉先生」

　低い声がして、オペ着に手術棒を被り、どうどうとした体躯の医師が入って来た。衛藤に気づき、「衛藤君！」と驚きの声を上げる。

「手伝いに来てくれてたの？」

「あ、呉羽さん、お邪魔してます」

　衛藤はていねいにお辞儀をする。麻酔科に所属する呉羽医師は、チーフの衛藤よりは地位は下だが、麻酔医の専門医でもあり、年も衛藤より４歳上なのだ。

「ちょうど朝倉んとこに遊びに来てたら、急患が入ったんで」

　呉羽が戻って来た以上、オンコール番でもない自分がいつまでもいるのも変かも知れない。

「えっと、それで、わざわざ手伝いに来たってんでもないんですよ」

　ゴニョゴニョと説明すると「じゃあ失礼します」とまたお辞儀をした。朝倉は既にナースステーションに入って、電子カルテを熱心に書いている。

「朝倉、じゃあ俺、帰るよ」

　朝倉はそっけなく「ああ、さっさと帰れ」と言い放つ。

「やれやれ……」

　何か自分が朝倉の機嫌を損ねたということだけは分かった。溜め息をついて衛藤が外へ出ると、草野師長が追いかけて来て、「ご苦労様」とねぎらってくれる。そして小声で、「なんだか朝倉先生って、変わってますね」と付け加えた。

「ええ？」

　あまり師長やスタッフに変な先入観を持たれたくないのにと、衛藤は焦って尋ねた。

「変って、どこがだ？　そんな変か、あいつ？」

「いえ……なんて言うか……」

　師長は衛藤のことを上から下までじっと眺めた。

「ま、ご心配なさらないようにね。大丈夫、うまくやっていけると思いますよ」

「頼むよ、師長さん」

　なんで自分がとも思ったが、衛藤は大きな身体を折り曲げた。

「んま……衛藤先生ったら」







　大男を見送って、師長は考えを巡らす。謎は深まるばかりなのだ。

（朝倉先生はなんで衛藤先生だけにキツイのかしらね……衛藤先生は仲がいいって言ってるけど、ほんとは朝倉先生は衛藤先生のことが嫌いなんじゃ……）

　しかし二人の息の合った仕事ぶりを見ていると、

（仲がいいというのは本当のような気もするし……）

　じっくり観察してから結論を出そうと師長は心を決めた。






　　　　　　第９章　生かすための死







　翌日、衛藤チームは彦根（朝倉）チームとの日勤である。

　僅か数時間前に別れたばかりなのだが、衛藤はカンファランスの一時間も前に病院へ出勤すると救急室に足を運び、朝倉の顔を探した。

「朝倉は？」

　野村が観察室で、明け方に運びこまれた重症の喘息患者を診ており、衛藤の呼びかけに驚いて振り向いた。

「先生、早いですねー」

「朝倉は？」

　草野師長がナースステーションから「こっちですよ」と声を顰めて衛藤を呼んだ。

「こっちでお茶、飲んでます」

「なんだー」

　急いナースステーションの奥の休憩室へと行くと、朝倉が隅のソファに腰をかけ、机に腕を乗せて俯いていた。

「朝倉」と呼びかける直前で、朝倉がコーヒーカップを前に舟をこいでいるのが分かった。

「衛藤先生、大声を出したら起きちゃいますよ」

「……そうだな」

　衛藤が近寄ると、朝倉は前髪をくしゃくしゃに乱し、じっと眼をつぶって眉間にはしわを寄せている。ブルーのオペ着から見えるうなじには汗が光っていた。

（朝倉も人の子なんだなー）

　さすがに慣れない職場での初めての夜勤は疲れたとみえる。衛藤は却って人間らしいと安堵した。

　そっと気づかれないように外へ出た。

　朝のミーティングの時間になってカンファランスルームに現れた朝倉は、シャワーを浴びたと見え、まだ前髪は濡れて額に張り付いていたが、オペ着も新しい糊のついたものに取り替え、たった今出勤したばかりといわんばかりの爽やかさだ。

　衛藤の顔を認め、「やあ」と隣に座った。

　衛藤が何げなく眼をやると、ピンク色の小さな耳たぶや浮き出た鎖骨の陰、うなじのうぶ毛がふわふわと揺れるのまでが良く見える。甘いコロンの香りが鼻孔をくすぐる。間近に朝倉の身体を感じ、衛藤はどきりとした。

（うわッ……いかん！　朝から何、考えてんだよ、俺は……）

「あ……ああ……」

　ごにょごにょと口ごもりながら挨拶を返し、一つ隣の席へ移動する。朝倉はムッとした顔になった。

「なんだそれは、今、シャワーを浴びてきた所だが、汗くさいか、僕は」

「いや違う、そんなことはない」

　衛藤は言ったあと、思わず「いい匂いだ」と付け加えてしまった。

「ああ、コロンだ。きついか？」

　朝倉はオペ着の胸元を摘まみ、自分でクンクンと匂いを嗅ぐ。その有り様が可愛らしく、衛藤はますます居心地が悪くなってきた。もぞもぞと身体を揺らしながら、

「いや、別にきつくない……なんてコロンだ？」とごまかそうと話を振る。

　朝倉は胸元を整えると「今、向こうで流行ってる奴だ、男女兼用で、つけてすぐはフローラルの甘い香りなんだが、アフターノートはシトラス系の辛口になるのさ。意味深だろ？」と答えた。

「え？　何でだ？」

　朝倉は馬鹿にした顔をする。

「そうか。お前にはこんなこと、言っても通じないんだな……あのな、向こうでは逢い引きする時には性交のあと、シャワーを使うことが多い。一緒に甘い香りに包まれ、別れたあとは別の香りになるなんて、気が利いてるじゃないか？」

　朝っぱらからそんなことを説明されたら、どういう反応をしたらいいのか……衛藤は絶句した。この場合、

その①　お前も逢い引きのあと、相手と一緒にそのコロンをつけるのか？

その②　男女の仲は直後は甘いが、別れて時間が経つと辛口になるなんて、巧いたとえだ。

その③　日本では一緒にシャワーを浴びてコロンを付け合うなんて習慣はないから、俺はピンとこない。

　その④を考える前に、どの選択肢を選んでも決していい反応を朝倉から引き出すのは無理と見て取って、衛藤はあいまいに頷くと、横を向くという行動に出た。

　朝倉が身体を堅くしたのが分かったが、ちょうどその時、利根川医局長が入室し、ミーティングが始まったのでそれ以上の会話をしなくて済んだ。

　しかし、その後につけが回ってくるハメとなった。

　日勤が始まると、朝倉は何かにつけて舌鋒鋭く衛藤につっかかる。まともに取り合っていると周りに喧嘩をしているとも受け取られかねないので、衛藤は「ハイ」と出来るだけおとなしく受け流すようにした。

　昼過ぎに患者の流れが途絶えると、ふいに朝倉が「衛藤、お前、博士論文の研究はどうなってる」と衛藤に話を振った。

「いや……やってるけどさ」

　教授から研究課題を与えられ、オフの日に本院の生理学教室で実験をしている最中であった。実を言えば、忙しさにかまけてあまり進んでいない。

「やってないんだろう！」

　朝倉は鋭く急所を突く。

「う……うん」

「どうしてお前はそうなんだ！　昔っからギリギリにならないとやらない体質だったが、博士論文に締め切りは無い！　自分で進めないといつまでたっても学位は取れないぞ！」

　まったく朝倉の言う通りなので衛藤はしゅんとした。

「はい……」

「だいたい、チーフのお前が率先して取らねば、下の者への示しもつかんだろうが！」

「その通りです……」

　でかい衛藤が手も足も出ずに縮こまっているのを見て、赤羽主任が助け舟を出した。

「朝倉先生、衛藤先生は本当に良く働いて下さって、それでなかなかご自分の時間が取れないんですから……決してさぼっているわけじゃないと思いますよ？」

　しかし朝倉はイライラと主任の言葉を遮る。

「主任さん、こいつを甘やかしてはいけない。僕はこいつが中学からの付き合いなんです。こいつは目先のことに振り回されるタイプだ。欠点はちゃんと指摘せねばこいつの為にもならない」

　「こいつ」呼ばわりされる衛藤に、つい早見もたまりかねて口を挟んだ。

「朝倉先生、ご自分が先に学位を取っていらっしゃるからって、あんまりじゃないですか？　卒後６年目で取っていなくても、決して遅くはないと思いますが」

　朝倉は矛先を早見に向けた。

「早見君、君は女だから衛藤よりももっと早く学位を取らねばならない筈だ」

「おいっ」

　また差別発言かと衛藤は焦った。しかし朝倉はかまわす続ける。

「男女同権といっても、君だって結婚するだろう。男と違い、妊娠してなおかつ救急救命医として働き、さらに学位取得のための研究も同時に出来るのか？　衛藤は君のためにもさっさと学位を取り、君を指導すべきなんだ。チーフとしての責任を彼は果たしていない」

　これには早見も、その通りと思うほかはなかった。朝倉は「そら見ろ」という顔をして、衛藤を振り返る。

「利根川チームの二番手の高こう先生は、もう脳外科で学位を取得済みだ。僕の所の呉羽先生も、秋には麻酔科から学位申請を出す予定だ。一番手と二番手、両方とも学位がないのは衛藤、お前の所だけだぞ！」

　そこまで言われ、さすがに衛藤は自分の責任の重大さに気が付いた。

「確かに、俺が悪い」

「そうだろうが！　いいな！　これからオフの日は研究に励め！　女と遊んでいる暇はないぞ！」

「……女と遊んでなんか……いないよ」

　ボソボソと口の中で反論をしたが、朝倉は聞く耳を持たず、さっさと自分の仕事に戻って行った。

「やれやれ……」

　これから朝倉との勤務の日はこの調子なのだろうと、衛藤はがっくりした。







　しかし日勤の時間帯が過ぎ、朝倉チームが引き上げると、妙に衛藤は寂しくなってくる。いつもの軽口は戻ったが、なんだか張り合いがない。准夜勤に入っていた草野師長も「先生、なんか静かですねー」とナースステーションで一休みしている衛藤の顔を窺う。申し送りの際、赤羽から昼間の口論は報告を受けていた。

「そ、そうか……？」

「朝倉先生に怒られてる時のが、元気でしたよ」

　その通りと衛藤は心の中で頷く。

　六年前、朝倉を失ってから出来るだけ忘れようと努めて来た。しかしたった数日、朝倉が傍に帰って来ただけで、もう朝倉なしの時間が耐えられなくなっている。

　こんなことでは駄目だ……まともに仕事が出来なくなるかも知れない……衛藤は思い当たってぞっとした。

　一緒に仕事をするのは楽しいが、再び失う時のことを想像すると耐えられない。

（もう一度、あんな思いをするのはごめんだ！）

　衛藤の険しい顔を、草野師長は心配そうに見詰める。

「どうされたんです？　衛藤先生？」

　師長に話しかけられ、衛藤は椅子に腰掛けたまま、ぼーっと天井を仰ぐ。ふいに朝倉のいない所へ逃げ出したくなって来た。

「いや……俺……出張を申し出ようかな」

「ええっ、どうされたんです？」

「別にどうって……ただ、他の病院で働くのもいいかなってさ」

　草野師長はその言葉に動転した。

（朝倉先生のせいだわ、きっと！　衛藤先生は朝倉先生が嫌いなんだわ！）

　草野師長の疑惑は確信へと変わっていった。







　その後、朝倉に時折思いを馳せつつ、衛藤はうつうつと夜勤に励んだ。

　夜明けに救急室に朝倉が顔を出した時は、今までの憂鬱を忘れ、嬉しさのあまり飛び上がりそうになった。さっき師長の前で漏らした弱音はすっかり忘れている。

　朝倉はこざっぱりとした藍色の麻のシャツと、やはり麻の水色のパンツを身につけ、手に大きなバスケットを抱えている。患者が途切れて誰もいないのを確認すると、さっさと休憩室に入って行く。

「どうしたんだ、こんな早く」

　浮き浮きとした声になるのを押さえ切れず、衛藤は後をついていった。

「差し入れだ」

　朝倉はバスケットをテーブルの上に置く。

「昨日、帰ったら堀江さんがいてな」

「……堀江」

　衛藤はその名前にムッとした。朝倉のマンションに自由に出入りしているなんて……しかも合鍵を持っているようだ。

「しょっちゅう、来てるのか、あいつは」

「あいつって誰だよ？」

　朝倉は変な顔になる。

「堀江って奴だよ！」

「そうしょっちゅうと言う訳じゃないよ。たまたま昨日はお袋からこれを届けるよう、頼まれたんだ」

　藤製のバスケットの蓋を取ると、ルビーのように紅く輝く、見事なサクランボがぎっしりと詰まっている。

「一人では食べ切れない。衛藤、お前、食べろ」

　衛藤は目を丸くした。

「俺に？」

「そうだ、看護師さんと一緒に食べろ」

（なーんだ……）

　自分一人のためにわざわざ来てくれたのではないと知り、衛藤は落胆する。

「なんだ、その顔は。不満なのか」

「違うって！」

　深夜勤の若い看護師が、愛想よく「すぐ洗いますから」とバスケットを流しへと持って行く。

「みんな、ちょうどいいから一休みしましょう」

　看護師達がどやどやと休憩室に入ってくる。一緒に早見も席についた。

　ちょうど腹もすく時間で、一人がいそいそとお茶を入れ、お菓子の箱を戸棚から出す。弁当を開く看護師もいる。

「衛藤先生、お一つ、どうです？　コンビニのですけど」

　衛藤が何げなくシャケのお握りを受け取って「ありがとう」と頬張った瞬間、朝倉が冷たい眼で睨んだ。

「わざわざ持って来てやったのに、お前はコンビニの握り飯の方がいいのか」

「違うよ、さくらんぼも食べるけど、腹がすいてさ」

　言いながら衛藤は焦って、目の前の皿からさくらんぼを一掴み取った。

「美味いよ、うん！」

　急いで口に押し込み、朝倉に話しかける。

「当たり前だ！　これは山形の高い奴なんだ」

　そのやりとりに早見は首をかしげる。自分もおすそ分けのさくらんぼを口に入れながら、何やら不可解なものを感じていた。

（なんなのかしらね……この二人は）







　その日の朝のミーティングが終わっても、衛藤は結局オペ着のままだらだらと医局で居残った。

　日勤は利根川と朝倉のチームで、衛藤チームはオンコール番といって手が足りない時にバクアップとして駆けつけるという勤務である。当然、仕事が無ければ当直明けで帰宅してもよいことになっている。

　他のメンバーは帰宅したが、衛藤はうろうろと所在無げに入院患者の経過をサマリーにまとめたり、検査データをコンピュータで集計したりと時間を過ごした。

　そのうち利根川が救急室から医局に引き上げて来て「お、まだいたのか」と衛藤の姿を認め、声をかける。

「衛藤、オンコールだろ？」

「え……ええ、まあ……」

　利根川は医局の隣のロッカールームへと消える。ロッカーには簡単なシャワールームが整備されていて、シャワーの水音が始まった。程なく利根川は腰にタオルを巻いた姿で現れ「俺、これから本院へ臨床講義をしに行かなきゃならない」と衛藤に向かって言った。

「お前、暇なら日勤、手伝ってやってくれんか」

「いいですとも！」

　医局長のお墨付きをもらったので、衛藤は喜々として救急室へ飛んで行った。

「利根川さんの代わりだ」と宣言する。

　朝倉はじろりと睨んで「まぁいい、その代わり、ちゃんと働けよ」と言った。

「いつだってちゃんと働いてるじゃないか……」

　朝倉がちっとも嬉しそうでないので、衛藤は落胆した。

（やっぱり俺だけなのか……一緒にいたいのは……）

「助かるよ、衛藤君」

　優しい言葉をかけてくれたのは、高こう猛たけしだった。

　利根川チームの二番手で、台湾国籍の医師である。大学はＫ大で卒業後、脳外科に所属していた。脳挫傷や脳出血などの患者に低体温療法を施行し、脳死を回避するという研究をしているうちに、救急医療へと専門を変更したのである。

　すらりと背は高く天然パーマに眼鏡をかけ、もの静かな性格で、音楽関係か文学者といった芸術家に見られるタイプだった。衛藤より少し年上なのだが、まるで正反対の性格の衛藤とは却って気が合った。

「利根川さんはこのところ、忙しいんだよ」

　眼鏡をかけ直すと、細い眼でにっこりする。

「そろそろ正式な講座として、大学から認められるという話もあってね」

「へぇー」

　それは初耳だ。さすがに利根川医局長と同じチームだけあって、高は情報通とみえる。

　現在救急医療科は「臨床講座」という形で、「外科」「内科」というような正式な講座としては独立していない。教授を筆頭に講師が一人で、助教授のポストも無かった。

　医学部学生への講義も、臨時の臨床講義が２単位あるだけだ。

　正式に認められるのは嬉しいのだが……衛藤は不安を口にする。

「そうなると、学生への講義も増えるし、臨床実習ポリクリも受け入れなきゃなんないでしょうね」

　高も頷く。

「うん、こっちとしては嬉しい反面、人手不足のおり、さらに学生の面倒までみるのは無理だね」

「そうですよねー」

　臨床実習ポリクリとは、五、六人の学生グループを直接医療現場で指導するシステムのことだ。有用な勉強法だが、指導する側はとても大変なのだ。

　自分が学生だった時のことをすっかり忘れ、衛藤は「あいつらは手がかかるばっかりですからね」と相槌を打つ。

「おい衛藤、遊んでいないで働けよ」

　冷たい朝倉の声が割って入った。

「なんだよ、ちょっとしゃべってただけじゃないか」

　衛藤がぶつぶつ応じると、朝倉は高と衛藤の間に身体を割り込ませる。

「暇があるなら、研修医の指導でもしたらどうだ！　お前はチーフとしての自覚に欠ける！」

　厳しい叱責に高も呆れ顔になった。しかしおとなしい性格なので、

「ま、今は仕事中だし、詳しい話は後でな」

　軽く受け流し、観察室の患者を診に戻った。

　そのうち市内の病院から連絡が入る。

　セミナー会場で集団食中毒が起こったのだ。幾つかの病院に患者を分けて搬送しなくてはならず、そちらでも引き受けてくれないかとの要請だった。

　高と朝倉で相談し、内科病棟に空きベッドを確保すると、引き受けることになった。

　間もなく救急車四台が到着する。患者はみな７０代から８０代という高齢者で、中には９０歳という人もいた。

「なんのセミナーだったんだよ！」

　衛藤が誰に言うともなくぶつぶつ漏らすと、救急隊員が聞き付けて、「短歌です」と答える。

「まあそんなもんか……」

　高熱と嘔吐で脱水症状のひどい患者も多く、大変な騒ぎとなった。たかが食中毒とは言え高齢者は重症になりやすく、馬鹿にできない。Ｏ１５７ではなさそうだが、ひどい脱水症状でショック状態の者も数人いる。高と朝倉は急いで内科病棟に連絡し、重症の何人かを入院させることにした。

　ストレッチャーに付き添って内科へと患者の搬送にあらかたの医者と看護師が出払ったところへ、残された衛藤に電話が入った。

　受けた赤羽主任が緊張の面持ちで衛藤へと受話器を渡す。

「成田の病院からです」

「成田？　ずいぶん遠くからだな」

　相手は循環器内科の医師だった。切羽詰まった口調で、「緊急です」と話し出す。その内容の重大さに衛藤は全身が熱くなった。

　依頼された患者は十五歳の少年で、重い心臓病のため、移植の必要があった。現在は容体が落ち着いているため、移植待機リストの上位には入っていない。それに体格が小さく、例え国内で脳死臓器移植を受けるにしても心臓のサイズが合わない可能性もあった。改正臓器移植法が適用されるようになったとはいえ、年少者が国内で手術を受けるのは難しいのだ。

　少年の容体はこの所安定しており、親戚がアメリカで会社を経営していることもあって、いっそ早目にアメリカへ渡り、そこで移植を待つという方法を両親は選んだ。

　アメリカの病院なら院内に高校もある。体調が良ければ、病院からむこうのハイスクールに通うことも出来るかも知れない。そう決断し、現在入院している病院から一旦成田空港の近くの病院に転院して、状態がいい時にアメリカへ渡るということになった。

　そして先程、成田の病院へと救急車で出発したのだが……途中で容体が急変したとの連絡が入ったのである。

　一刻を争う状態で、

「こちらへ来るより、そちらの救命センターの方が近い！　どうかお願いします！」

「分かりました！」

　衛藤は電話を切ると、「朝倉を呼び戻せ！」と叫んだ。

「それから人工心臓の用意だ、急げ！」

　朝倉が張り詰めた表情で救急室に戻ってくると衛藤は手短に依頼内容を伝えた。

「今、救急車はどこにいる？」

　朝倉が尋ねる。

「もうあと２分で着く」

　衛藤が答えるのと救急車のサイレンが遠くから聞こえて来るのとが同時だった。

「来たぞ！」

　いっぱいに救急車の搬入口を開き、朝倉と衛藤は並んで待つ。

「気道の確保を頼む。僕は心マをする」

「おう！」

　救急車から担架で降ろされた少年は、確かに十五歳とは思えない程、華奢で小さい。

「両親は？　救急車に同乗してないのか？」

　朝倉が運んでいる救急隊員に尋ねる。

「大丈夫だと思って……自家用車であとから来ます」

　両親の承諾を得る暇は無かった。既に自発呼吸は停まり、救急隊員がマスクを少年の顔に当て、空気を送り込むためにバッグを押している。

「カウンターショックは？」

　同乗していた若い内科医が「十二回、やりました！　レートが戻りません！」と悲痛な声で答えた。

（駄目かも知れない……）

　思ったが衛藤は口に出さず、バッグを押している救急隊員と交替した。

　手術台に少年を乗せると、衛藤はすぐさま気管にチューブを挿管する。

　点滴ボトルを掲げている看護師に「ソルコーテフ千㎎、メイロン１筒！　ワンショットで！」と指示した。朝倉は既に少年の左胸に両掌を当て、心臓マッサージを開始している。

「早くしろ！」

「先生ッ」

　薬液を注入しようとした看護師が、掠れ声で叫んだ。

「駄目です！　凝固して、入りません！」

　考えられない事態に、皆、身体を竦ませた。

　少年には鎖骨下静脈という心臓に近い大きな静脈に、ＣＶＰという太いカテーテルが挿入され、そこから点滴が入るようになっていた。しかし容体の急変などの大騒ぎの間に、ルートの一部で血液が固まり、使用不能の状態に陥っていたのだ。これでは蘇生するための薬剤の投与も出来ない。

「ルート、確保しろ！」

　朝倉が必死で叫ぶ。

　いつの間にか、野村がか細い少年の腕を駆血帯で縛り、血管を探っている。しかし殆ど心臓が停止した状態で、すでに末梢の血管は収縮しきっていて、どこに針を刺したらよいか分からない。

「静脈切カットダウン開しろ！」

　衛藤は野村に命じる。そして自らも看護師に「内頚静脈穿刺をする」と用意を命じた。

　朝倉は額に汗を浮かべながら、両手を少年の胸に当て、力を込めてマッサージを続けている。衛藤は看護師にバッグを預けると、少年の細い首筋を探った。

　内頚静脈とは首にある太い血管だ。普通なら内頚動脈の拍動を確かめ、その隣を刺せば良いのだが、今の状態ではもう動脈の拍動もない。しかし見当をつけ、長いカテーテル針を深々と差し込む。すぐさま、血液の逆流があり、衛藤はカテーテルを挿入した。

「ルート、確保！　ボスミンとソルコーテフ！」

　朝倉がふいに衛藤の顔を振り仰ぐ。何も言わなかったが、衛藤には朝倉の考えていることが手に取るように分かった。

（こいつ、本気だ……）

　衛藤は弾けるように「メス！　イソジン！」と叫んだ。

　朝倉が手術用手袋を嵌める間に、衛藤は少年の前胸部を消毒し、左腕を頭の方に引き上げる。その有り様で二人が何をしようとしているか、周りの者にも分かった。

　開胸マッサージを行うつもりなのだ。

　朝倉は少年の第４肋骨と第５肋骨の間をメスで切り開く。

　後ろで叫び声が上がり、衛藤がバッグを押しながら声の主を探すと、開放された扉の向こうの廊下に少年の両親とおぼしき男女が手を取り合って立っていた。

　朝倉は無言の内に、右手を少年の胸の中に差し込む。切り開かれた胸廓からちらりと覗く心臓は、白っぽい袋のように肥大して、ぴくりとも動かない。もう誰の眼にも手遅れだということは分かっていた。

　しかし朝倉は少年の心臓を掴むと、力を込めて揉み始める。

　モニターの警戒音と衛藤が押す人工呼吸器のバッグのシューッという音だけが辺りに響く。朝倉は無論、その場の誰もが言葉を発しない。

　ＥＣＧモニターの基線は心臓の収縮波形ではなく、朝倉の与える物理的刺激を表す不規則な波のみだ。

（やはり駄目か……）

　衛藤はバッグを押して力強く酸素を送り込みながら絶望した。

　朝倉は無言でマッサージを続ける。

　五分が経った。

「……ちくしょ……おッ」

　初めて朝倉が声を発する。

　そしてさらに悲痛な叫びが朝倉の唇に昇った。

「……ぜったいッ……アメリカへ行かせてやるッ」

　その瞬間、誰もが胸に鉛の玉を打ち込まれたように感じた。

　衛藤は近くの看護師に「ペンライト」と声をかける。

　自らバッグを押すのを止め、蒼白な少年の顔に自分の顔を近づけた。堅く閉じた瞼を指で開き、ペンライトの光を当てる。

「……対光反射、消失。瞳孔散大」

　朝倉は聞く耳をもたないといった様子で、心臓マッサージを続けている。

「朝倉」

　衛藤は大きな手で朝倉の肩を掴んだ。

「……もういい」

　朝倉は真ん丸な眼で衛藤を見上げる。次の瞬間、横を向くと「分かってる」と小さく言った。少年の胸の中に入れていた右手を抜き、血まみれの手袋を脱ぐ。

　若い看護師がこらえ切れず、真っ赤な眼でバタバタとナースステーションへ駆け込んだ。

「……ご両親は？」

「廊下にいる」

　朝倉は淡々とその場を離れた。両親の前へ行くと、深く頭を下げる。

「……申し訳ありません。救うことが出来ませんでした」

　呆然としている両親を、赤羽主任が近くのベンチに座らせた。

　朝倉は衛藤のところへ戻って来ると、目を伏せて「食中毒の方も診にいかなきゃならない」と言う。

「俺がここはやっておくよ」

「……すまない」

　衛藤は野村も一緒に行かせると、その場の整備に取り掛かった。まず両親を待合室へと看護師に連れて行かせる。緊急事態だったので、手術台の周りには色々なものが散乱している。ついに出番のなかった人工心臓を、衛藤は溜め息をつきながら片付け、少年の元へと帰った。

　点滴チューブを首の静脈から抜くと、切り開かれた胸の縫合を始める。赤羽主任が黙々と介助についた。

　縫合をしながら衛藤は主任に「俺は涙もろくて、すぐつられて泣くからな。いいな、泣くんじゃないぞ」とわざと軽口を叩いた。

「フランダースの犬とか、ハチ公の話は絶対最後まで読めないんだからな」

　主任は眼を赤くしていたが「衛藤先生がいてくれて良かったわ」と溜め息をつく。そして、素直な感想を漏らした。

「それにしても、朝倉先生があんな人だなんて……想像もしませんでしたわ。なんだか、冷たい人なのかなって思ってたのに……」

「まぁ……な……」

（俺には分かってたさ）

　衛藤は心の中で付け足した。







　夕方になって衛藤が医局で一休みしていると、主任から電話があった。

　先程亡くなった少年の遺体が家に帰るのだ。

　見送ろうと衛藤は病院の裏手へと回った。ステーションワゴンが停まっていて、既に少年は車中に運び込まれていた。両親はリヤシートに腰掛けていたが、オペ着姿の衛藤が出て来ると、母親の方が車から降りた。やつれた顔を衛藤に向ける。深々とお辞儀をした。

　衛藤はかける言葉も浮かばないまま、お辞儀を返した。

　母親は「少しお話をして宜しいですか？」と尋ねる。

「はい」

　小柄な母親は大きな衛藤を振り仰いで、話を始めた。

「あの子は……登のぼるは……」

　三歳で発病し、長い闘病生活を送っていた少年だった。それでも必ず心臓移植を受け、健康になると希望を絶やさなかった。他人にも気を配る子で、今日も移動の際、母親が車に弱いので揺れが大きい救急車ではなく、あとから自家用車で来るようにと自分から言ったのだった。

　臓器移植法案が成立した時、両親はすぐドナーカードを取り寄せ、記入した。登の友人達も記入してくれた。すると登は「いいなー」と羨ましがった。

「だって僕の身体じゃ、誰かにあげたくても誰ももらってくれないものね」

　深々と溜め息をついて「いいな。健康な人が羨ましいって初めて思ったよ」と言うのだ。そして憧れを込めて付け足した。

「死んだら人のためになれるなんて……僕なんか、何の役にも立たないんだ」

　母親は俯いて指で眼を擦る。衛藤は何か言おうと必死で頭を巡らせ、やっとのことで「そんなことないです」と言った。

「臓器移植だけが、人を生かす死じゃない」

　母親は衛藤を見上げ、頷いた。

「……そうですよね」

　そして思い詰めた表情で「私、あの子が亡くなったら、あとを追って死のうと思ってました」と言う。

　衛藤は驚いて「ええッ、駄目です！」と叫んだ。すると母親は首を横に振る。

「……でもそれは止めました」

「良かったー！」

　大声を出す衛藤に母親は小さく笑みを浮かべた。

「私が替わりに生きて、あの子の替わりに何か人の為になれば……あの子の死は、無駄な死じゃないって思ったんです」

　衛藤はうんうんと頷く。その有り様を見ながら、母親は続けた。

「あの……私……あの子も散々、お世話にはなって感謝もしてるんですけど……日本の医療はあまり信じてませんでした」

　病院の建物を振り返って溜め息をついた。

「こんなこと言っても、お怒りになりません？」

「いえ。とんでもない」

　母親は少し迷っていたが、また話し出す。

「……だって……脳死臓器移植もこんなに実現まで、時間がかかって……それに小さな子は日本ではまだ難しいし」

「その通りです」

　衛藤は苦い思いで同意する。

「俺達のこと、責めるの、仕方ないです」

　母親はまた衛藤に視線を戻した。

「でも……個人個人は……信じられるって、今日、思いました」

「お母さん……」

　母親の声が掠れた。

「あの時……もう一人の先生が……あの時……あの声が」

　朝倉の叫びは、母親の心の底に届いていたのだった。

「本当に……あの子をアメリカへ行かせようって……本気で思ってるって……分かりました」

　そこまで言うと母親はまた俯いた。

「あの子のためにやって下さったこと……感謝してます、あの先生に伝えて下さい」







　夕方から降り出した雨は梅雨の先駆けのじっとりとした熱を孕んでいた。

　六時に利根川医局長が本院から戻り、朝倉は簡単に引き継ぎをして医局へ戻った。

　今夜の夜勤は利根川チームである。もう朝倉と同じチームの野村も他の医師達も先に引き上げており、朝倉はがらんとした医局を抜けてロッカーへと向かった。

　シャワーを浴び、着替えて医局へ戻ると、大柄な男の後ろ姿がデスクの向こうに見える。

「……なんだ。まだいたのか」

　衛藤は振り返ってうんと頷く。

「朝倉、お前、松戸に帰るんだろ？　俺が車で送ってやるよ」

「お前も実家に帰るのか」

　その予定はないのだが、本当のことを説明すると余計なお世話と言われそうなので、衛藤は黙ってまた頷いた。

　車中でも朝倉は口をきかなかった。

　マンションの玄関に車を停めると、朝倉は「じゃあ」と手を振って降りる。衛藤は急いでエンジンキーを引き抜き、自分も運転席から降りた。

「なんだ？」

　朝倉は肩越しに尋ねる。

　ここで別れたくなかった……いや、別れてはいけないと衛藤の心の底で叫ぶ声が聞こえた。

「送り賃にビールでも御馳走してくれよ」

　有無を言わさず衛藤は朝倉の前に回り込む。朝倉は眼を見開いて、一瞬迷ったが「いいよ」と肩を竦めた。

　ペントハウスに入ると、内部は真っ暗で、今夜は誰も客はいなかった。

「勝手に飲んでくれよ。そのかわり酔いが醒めるまではいろよな」

　朝倉はサイドボードを指さし、自分は奥へと入って行く。

「うん、わかってる」

　缶ビールを二本取り出してソファで待っていると、バスローブ姿で朝倉が戻って来た。

「ほら」

　一本渡してやると、朝倉はプルトップを開けず、手にもったまま自分もソファに腰を下ろした。そして大きく溜め息をつく。

「僕はプロじゃないな」

　いきなり言われ、衛藤は缶をテーブルに置き、尋ねた。

「どういう意味だ？」

「……患者の死には慣れない」

　低い声に衛藤は空いた手を伸ばし、朝倉の手に重ねる。朝倉は振り払わなかった。

「俺だってそうだ。当たり前じゃないか」

　俯いている朝倉の顔を覗き込む。

「俺、利根川医局長に言われたんだ、入局する時に」

「何を」

　朝倉は俯いたままだ。

「救急医療は喜びも多いけど、悲しみも多いって。それを覚悟しろって」

　ゆっくりと朝倉は顔を上げた。

「……その通りだな」

　朝倉の眼を見詰めたまま、衛藤は続けた。

「母親が……お前に感謝してるって言ってた。伝えてくれって」

「……そんなこと」

　また朝倉は目を伏せる。

「嘘だ。死んだら何もかも終わりだ」

「嘘じゃない。それにあの子の死は、人を生かす死なんだ」

「人を生かす死？　どういう意味だ」

　朝倉は呟く。

「新聞の書きたてる、『命のリレー』なんて、きれいごとだ。臓器移植だけが価値ある死じゃないってことだ」

　衛藤は握った手にぎゅっと力を込める。

「一人一人、生も死も、みんな意味が違う。俺達はそういう現場で働いてるんだから、どんなにやったって慣れるわけがない。いや、慣れちゃいけないんだ」

　朝倉が納得するかどうか分からないが、衛藤は必死で朝倉の気を引き立てようと続けた。

　朝倉は小さく首を振る。「うん」なのか「いいや」なのかわからない程の動きだった。

　ふいに朝倉が顔を上げ、衛藤の眼をじっと見詰める。

（え……）

　あの最初で最後の夜を思い起こさせるような張り詰めたものを感じ、衛藤は息を呑んだ。

　一瞬ののち、朝倉は視線を逸らす。横を向いたまま、言った。

「……何も考えずに眠りたい。眠らせてくれ」


　第10章　眠らない夜







「眠らせてくれ」

　朝倉の誘いがまさか子守歌を歌えという意味などとは、衛藤も思わなかった。こと恋愛に疎いとは言え、この歳ではさすがにその意味することぐらい分かる。

　マスターベッドルームはがらんとしてキングサイズのベッドが一つ、真ん中に置かれている。床まで届く窓の分厚いカーテンを閉めると朝倉は自分からベッドに乗り、横たわる。

「明かりを消してくれ」

　そう言われるかと衛藤は戸口のスウィッチの所で待っていると、朝倉はヘッドレストに付いているスウィッチで室内灯を消した。

「来てくれ」

　低い声に誘われるまま、衛藤はベッドに近づき、服を脱ぎ捨てる。

　ベッドの上で重なると、あることが衛藤の頭に浮かんだ。言わずと知れた六年前の最初で最後の夜のことだ。

　あの時も朝倉が誘い、衛藤が応じた。

　しかし今夜の状況は微妙に違う。情緒不安気味の朝倉の誘いに、ストレートに応じるにはためらいがあった。

（こういうのを、据え膳って言うんだろうけど……）

　トランクスを脱ぎながら衛藤は考えていた。なんだか相手の弱みに付け込むようで、男のプライドが許さない。それに朝倉の本当に求めているものが何なのか、まだ衛藤には謎なのだ。単に肉欲を満足させたいだけなのか、それとも……。

　頭の中で悪魔くんが「いいから、やっちゃえ！」とか細い声で叫んではいたが、衛藤はその声を無視することにした。

　とにかく朝倉は今、安らぎを求めているのだ。じっと眼を瞑り、緊張した様子で自分の下に横たわっている朝倉を眺め、衛藤は思った。

（それなら……もし俺がそれを与えられるなら……それでいい）

　朝倉の着ているバスローブの前をはだけると、大きな掌で胸から腹へと撫で下ろしていく。この六年間、ほんの少しだが経験を積んでいる。初めての時のような失敗はしたくなかった。

　とは言っても、朝倉だけでなく自分もかなり緊張していると衛藤は気づいた。女性を抱いた時はこんなには上がらなかった……相手が朝倉だからなのだ。

（ああ……俺はこいつが本当に好きなんだ……）

　フットライトだけが点いた部屋の中、朝倉の白い肌は僅かな光を反射して燐光を放っているように見える。その輝く裸身を見詰めながら、衛藤はふと遠い昔に読んだ御伽噺を思い出していた。

　……深い森の中、伝説の騎士が時が満ちるのを待って眠っている。迷い込んだ羊飼いがその場に現れ、「時は来たのか」と尋ねられる。羊飼いは「いえ、まだです」と答え、再び騎士は眠りにつく……確かそんな内容ではなかったか。

　手を滑らせていって、下腹のモノを掬った時、朝倉が僅かに瞼を開けたので、急いで衛藤は「まだだ」と言った。何がまだなのか衛藤自身にも分からなかったが、朝倉はおとなしく頷いてまた眼を閉じる。

　衛藤はほっとして朝倉の美しい顔を眺めながら、ゆっくり手を動かし始めた。

　ほどなく手の中のモノが熱を帯びる。しかし例え嵩を増しても、大きな衛藤のたなごころにすっかり包み込まれるサイズだ。六年前の初体験の時はそれどころではなかったが、よくよく見るとなんだか可愛らしい。

（ふうん……可愛いもんだな）

　本人が知ったら烈火のごとく怒るだろうなと、衛藤はちょっとおかしくなる。

　人差し指を窪みにあてがい、親指で先端を擦る。同時に残りの指で、根元から扱く。朝倉が苦しそうに顔を顰めると、すぐに手の動きを優しくする。表情の変化に気を配りつつ、先端の柔らかい部分を探る。悦びの表情を浮かべる箇所を探した。

「ア……」

　朝倉は素直に反応する。よい場所を触られると甘い声を出し、睫を震わせる。こんな限られた場所でも、いいところとそうでないところがあるのだと、衛藤は感心した。自分で慰める時は、闇雲に擦るだけなのだが……。

（こいつって繊細なんだな……）

　一番いいポイントを数度擦り、爪を窪みに立てた瞬間、前触れもなく朝倉は身体を反らせた。

「………ッ」

　暖かい液が手を濡らし、また夏草の香りが漂う。

　衛藤は脱ぎ捨ててあるバスローブで手を拭うと、再び指をあてがった。

「………あ」

　ぐったりと胸に顔を寄せていた朝倉は、驚いたように眼を見開いて衛藤を仰ぐ。

「……まだだ」

　もう一度、衛藤は耳元で囁いた。

　すると再び朝倉は頷いて衛藤の胸に顔を埋めた。







　結局、三回衛藤は抜いてやった。三回目には指で扱いてもさすがに項垂れたままなので、口に含み、中で放たせた。

　そのあと衛藤が抱き締めると、朝倉はむずかる子供のようにのけ反って抗っていたが、程なく寝付いた。

　微かに漏れる寝息を聞きながら、衛藤はずっと朝まで朝倉を抱いていた。

　衛藤もずっと勤務が続き、身体は朝倉に負けず劣らず疲れてはいたが、夕方三時間ほど仮眠を取っていたのでなんとか頭ははっきりしている。それにこんな貴重な時間を眠ってしまってはもったいないと、衛藤はじっくりと朝倉を眺めた。

　小さく開いている口から覗く舌は、なんだか猫のようだ。それに、

（へぇ……こいつ、八重歯なんだ）

　太い眉は男らしいというよりは、子供っぽさが際立つ。睫は長く、

（ヘぇ……カールしてんだな……）

　顎の辺りはやや角張っていてさすがに男っぽいが、それがなければ細い鼻筋もその下の薄い唇も華奢な雰囲気で、女性といっても通りそうだ。いつも自分を厳しく糾弾する口は、実は御ちょぼ口なのだと初めて気づいた。

（まったく……可愛い顔をしているんだよな、こいつ……）







　夜明け近く、朝倉は乳を求める赤子のようにすがりついて衛藤にねだった。衛藤はすぐにまた、指でていねいに扱き、頂上へと導いてやった。

　達したあと朝倉が半分眠ったまま、甘い声で「……ひさふみ」と呼んで腰を擦り寄せたので、衛藤の自制心はもう少しでブチ切れるところだった。

（うーん……俺、何やってんだろう……）

　必死で百から一まで逆に数え、自分の怒張しきったモノを宥める。下腹はもう痛いのを通り越して痺れていたが、衛藤はなんとか堪えた。

　しかし朝倉の髪を撫でながら、衛藤は思い当たった。

　初めての夜のこと、あの時自分は殆ど一睡もせずに朝倉を求め続けた。朝倉は傷つきながらも拒まなかった……。

（俺は持続勃起症の患者じゃないんだからな……）

　自分の方はそのうち熱も引いて痛まなくなるだろう。それに比べて朝倉の痛みはこんなものではなかった筈だ。だって、あんなに出血していたんだから。

　それを呻き声ひとつ出さずに、朝倉は受け止めていたんだ……。

（俺の為に）

　それだけ自分を愛してくれている、などと自惚れるほど愚かではない。どう考えてもそんなわけはないんだから。

（でも……）

　多分、ちょっとでも朝倉は衛藤の為になにかしてやろうと思ったのだろう。

「今夜の俺みたいに、かな」







　五時半に目覚ましがチリチリと鳴り、微睡んでいた衛藤は一瞬自分がどこにいるのか分からなくなった。

（あ、そうか……）

　見慣れぬ部屋の持ち主を揺り起こす。

「朝倉、朝倉ってば」

　胸の中の男の肩を掴んだ。

「時計、どこにある？　どうやって止めるんだ？」

　朝倉はぼんやりと瞼を開け、しばらくきょとんと衛藤を眺めていたが、弾かれたように身を起こした。

　ヘッドレストに組み込まれている時計のベルを止める。衛藤を振り返り、「ああ……そうか」と言った。

　なんとなく気まずい沈黙が流れる。

（こういう場合、男と女だったらどっちが先に、声をかけるんだろう）

　たいした経験もない衛藤である。まるで見当もつかない。

　朝倉は怒ったように眉を寄せ、こちらを睨んでいる。仕方なく衛藤が口火を切った。

「朝倉、お前、今日は日勤だろう？　病院まで車で送ってやろうか？」

　衛藤がおそるおそる声をかけると、朝倉はきっぱりと首を横に振った。

「いい」

　なんだかえらくそっけないので、衛藤は落胆した。

（そりゃ、何も感謝してもらおうと思ってやったわけじゃないけど……）

　とにかくいつまでも、裸の男二人で向き合っていても埒が開かない。衛藤は「バスルーム、借りていいか？」とベッドから降りた。

「ああ、そこだ」

　朝倉の指さす方へ行くとさすが高級マンションだけあり、メインベッドルーム専用のバスルームなのだった。

　シャワーを浴び、髭を剃ろうと思った所で、

（あいつ、持ってんのかな？）

　朝倉は使わなくても間に合う感じなので「シェービングクリーム、あるか？」とベッドルームへ声をかけた。

「ああ。鏡の裏が戸棚になってる」

　三つに別れた両サイドの鏡が三面鏡にもなる構造で、そこがタオルやらセッケンやらが入った戸棚になっていた。

　ふと、その中に妙なものを見つけた。シェービングクリームやら歯磨きやらに混じって、何やら１本、見たこともないようなラミネートの太いチューブがある。

（こいつは……）

　アメリカ製のもので、英語のラベルにはピンクのハートが印刷され、一目でいかがわしい目的の物と分かった。「ＬＯＶＥ」とか「ＯＩＮＴＭＥＮＴ」などという単語が並んでいる。中学レベルでも分かる英語だ。

（おい……どういう意味だよ！）

　頬にカッと血が上る。

　よく考えれば当然と気づく筈が、今まで衛藤の頭からすっぽり抜け落ちていることがあった。今更と笑い出しそうになる。

（朝倉は男なんだから……）

　その朝倉が自分を求めたということは、

（朝倉はゲイなのか）

　そして、応じた自分も、

（ゲイということか！）

　しかし朝倉はともかく、自分がゲイでないことは確かだ、と衛藤は思った。

（俺は……朝倉以外の男には興味がないんだ）

　それは朝倉にも当てはまると今の今まで信じていた。

（それこそが、自惚れだったわけか……）

　昨夜、朝倉が誘った男はたまたま自分だったのだ。衛藤は拳を握り締めた。

（くそっ……犯っちまえばよかった！）

　それでもやはり、昨夜朝倉を抱くことは出来なかったと衛藤は確信していた。

　いつも居丈高で、自信満々で、どんなことでも軽々とやってのける朝倉の、あんな頼りない顔を見たのは初めてだったから……。

　複雑な想いを噛み締めてシェービングクリームを拭き取ると、ベッドルームへ戻った。

　朝倉はバスローブを羽織って、ベッドに腰掛けている。衛藤が戻るなり「……お前、巧くなったな」と口を開いた。

「誰と練習した？　女とか？　それとも男とか？」

　この質問は衛藤にはきつかった。衛藤はまたブチ切れそうになったが、ぐっと堪え、朝倉の顔を睨む。

「男だろうが、女だろうが、お前の知ったこっちゃない！」

　朝倉は眼を丸くして衛藤を見上げた。

「何を怒っている。僕はただ尋ねただけだ」

　衛藤は朝倉を睨んだまま、床に脱ぎ捨てた服を取り上げる。しかし服を身につけるという動作は、まったく威厳を伴わないことが分かり、仕方なく睨むのを止めた。大きく息を吐くと、朝倉の顔から目を逸らし、黙々と服を着る。

　着終わると、「じゃあ」と手を振る。

「まだ僕の質問に答えてない」

　朝倉は低い声で言うと、ベッドから降りて衛藤に近づいた。

「お前はいつも僕の質問に答えない」

　心の中で衛藤は「俺だって、お前に聞きたいことがある！」と叫んだ。

（なんで俺を誘った！）

（あのクリームをいつも使うのか！）

（何人の男を相手にした！）

　何を言っても、この場の状況は悪化するばかりと衛藤は黙って首を振り、ベッドルームを出た。

「尚史！」

　背中に投げられた苦しそうな声に、あわや戻りかけたが、もう一度首を横に振る。

リビングを抜けて玄関へ行くまでの間に、追ってくる足音もなく、衛藤は喪失感を抱いて外へ出た。

　エレベーターで一階まで降り、エントランスに達した所で、胸の苦しさが耐え難くなった。

（くそ……ッ）

　ペントハウス専用のエレベーターへ走って戻ったが、もう扉は閉まっている。見回すと壁面に直通らしいインターホンがある。ボタンに指をかけ、しばらく迷った末、きびすを返した。







　今日一日、衛藤はオフに当たっている。病院の敷地内にある寮に帰れば、いやでも朝倉のことを考えてしまうだろう。実家に行くのもうっとおしい。考えたあげく、愛車のデリカを衛藤は遠くまで転がして、気を紛らわすことにした。

　いつもは道が混んでいるとイライラするのだが、今日は却って時間潰しになる。ＦＭのリクエスト番組を大音量で流しながら、常磐自動車道に乗り、三郷ジャンクションから首都高速へと車を進めた。

　そのまま湾岸線を通り、レインボーブリッジへと向かう。

　渡っている最中、思いついて本院へ行くことにした。

（そういや、朝倉に実験しろって言われたっけ）

　また「朝倉絡み」で胸がずきりと痛んだが、学位を取らねばならないことは事実なのだ。

（仕方がない……）

　それに今の時点で、何かやることがあるのはありがたかった。







　Ｋ大の本院は新橋にあり、医学部校舎と隣接している。解剖学やら生理学といった基礎講座の研究室は、医学部校舎内にあった。

　隣には病院棟がいくつも建ち、研究棟という医局と研究室が一緒になった建物もあった。内科・外科などの臨床講座の医者達はそちらで学位取得のための研究をする。

　衛藤の所属する救急医療科は正式な講座ではないため、研究棟に割り当ての部屋がなかった。そのため、尾崎教授は基礎の教授に掛け合って、医局員達が研究出来るよう、頼んでいた。

　そんな訳で、衛藤は現在、生理学教室で実験をしている。

　衛藤は医学部校舎の駐車場に車を停めると、生理学教室に顔を出すことにした。

　医学部校舎は戦前からの建物なので、石造りで廊下も大理石だ。教室の扉は分厚い一枚板で、天井も高い。空調設備はもちろん最近付け足されたので、天井を銀色のパイプが縦横に走っているという、ちょっと変わった内部である。

　教室の入り口には老舗の旅館にあるような大きな看板がかかっており、「生理学教室」と書かれている。これがまた、前時代的かつ浮世離れした感を増幅させる小道具なのだ。

　大きな扉を入ると、長く続く廊下の両脇に実験室やら教授室・倉庫などが並んでいる。基礎特有の妙な薬品の匂いが充満し、時折、実験動物のかん高い鳴き声が聞こえる。ここへくるといつも衛藤は、「カリガリ博士」などのマッドサイエンティストの映画を思い出すのだった。

　衛藤はまず、細胞培養室へ行ってみた。

　インキュベーターという大きな金属製の箱の観音扉を開ける。中には棚がいくつもあり、孵卵器のように温度と湿度が一定に保たれる仕組みだ。

　衛藤は神経細胞の再生というテーマを教授から与えられ、活性因子とともにヤリイカの神経繊維を培養している。

「うわっ、カビが生えてる！」

　自分のシャーレの培養液にフワフワと白いものが浮かんでいるのを見つけ、衛藤は顔を顰めた。

「当たり前だろう、二週間も放っといたら！」

　呆れ声が後ろから上がり、衛藤が振り向くと、同期の安西あんざいだった。ＴシャツとＧパンの上に白衣を羽織っており、眼鏡を外すと衛藤を睨む。

　安西は丸々と太って丸い眼鏡に眼も丸く、マザーグースのハンプティダンプティといった容姿だ。明るいひょうきん者だが、内実は卒後臨床ではなく基礎学問を選び、生理学教室の門を叩いた研究者肌である。衛藤の実験を補佐してくれていた。

「お前、培養液の交換ぐらいは替わりにやってやるけどさぁ、たまには顔を見せろよ！」

　こちらにも小言を食らい、衛藤は大きな身体を縮めた。

「他のシャーレに汚染コンタミしちゃうから、カビ生えた奴、すぐ捨てろよ！」

「……分かったよ」

　衛藤は自分のシャーレを全面撤去し、やれやれと溜め息をつく。

「また最初から、やりなおしか……」

「ああ、そうだな。いつから始める？　ヤリイカを注文しないとな」

　安西は嬉しそうな顔をする。実験材料となる神経繊維を摘出したその後のヤリイカは、無論、教室員の胃袋に入るのである。

「ま、臨床をやりながらの研究は大変だからな」

　安西は少し衛藤に同情していた。

「でも大学にいる時に学位取んなきゃ、開業してからじゃもっと大変だぞ？」

　安西は自分の研究室へと衛藤を誘う。

　この春から講師に就任していた安西は、研究室を丸々一つ専用に使っている。シンクタンクが併設された頑丈な実験机がいくつも並んでいる大きな部屋で、一角に机と本棚が設置されていた。

「適当に座れよ、今、コーヒーを入れてやるからさぁ」

　言いながらスチール製の戸棚を開けると、ビーカーやらシリンダーやらと一緒にインスタントコーヒーの瓶が並んでいる。

　安西がトーチ型のガスバーナーにビーカーで湯を沸かすので、衛藤はウッとなったが、

（ま、百度で過熱すりゃ大丈夫だろう）と入れてもらったカップに口をつけた。

　安西は自分も椅子に腰を下ろし、コーヒーを飲みながら衛藤に話を振る。

「そういや、さぁ、朝倉、お前んとこに入ったんだって？　俺、驚いたぜー。先週あいつから電話、あってさぁ、てっきりニューヨークからかと思ったら、日本にいるって言うじゃないか！」

　衛藤は「ああ」と力無く頷く。

　安西は四年前渡米し、アルバート・アインシュタイン大学のリサーチフェローとして二年間研究生活を送っていた。関連病院のベス・イスラエルメディカルセンターでレジデンシーとして働いていた朝倉とは親交があった。

　帰国後も時折手紙のやり取りはしていると聞いていたのだ。

　実のところ、朝倉とは六年間まったく音信不通だったわけではない。間に安西というワンクッションを置いて、朝倉の情報は衛藤の耳に少しは届いていた。

　しかしその安西も、今回の朝倉の突然の帰国には驚いている。

「何か、向こうであったのかなぁ？」

　安西は首を傾げる。

「だって、三月に会った時はさぁ」

「え？　三月に会ったって？　どこでだよ！」

　衛藤が気色ばんだので、安西はどうしたのかという顔をした。

「あっちでに決まってるじゃないか。ほら、ジョンズホプキンスでさぁ」

　安西の研究は心筋細胞の生理で、この三月にジョンズホプキンス大学の血管外科のシンポジウムに参加した。その会場で、偶然朝倉に会ったのだ。

　朝倉は血管外科のフェローになっていたから、会うのはそれ程意外ではなかったが。

「そん時は、何も言ってなかったんだよね」

　でも、と安西は眼鏡を外してガーゼで拭いた。

「そういや、お前のこと、根掘り葉掘り聞かれたから、そん時、もう決めてたのかなぁ？」

「えっ、俺のこと？」

　衛藤はカップを取り落としそうになった。

「うん、今までも手紙でよく聞かれてたけどさぁ」

「ええっ」

　それは初耳だと衛藤は仰天した。

「どういうことだよ！　何を話したんだよ！」

「何って……」

　たまたま衛藤が、今年の初めから自分の教室で学位論文用の研究をすることになった、と安西が言ったのだ。すると朝倉はいつもの皮肉な口調で「真面目にやってるのか、あの馬鹿は」と尋ねた。

「うーん、衛藤のことだからさぁ、ぼちぼちってとこだねって答えたんだ」

　それで朝倉は自分がさぼっていることを知っていたのかと、衛藤はげんなりした。

「まだ外に変なことを言ったのか？」

「変なことって、本当のことじゃないかぁ」

　安西はけろりとしてその時の話を続ける。

　安西の答えを聞いて、朝倉は馬鹿にしたように「何年かかることやら」と言った。

「でもあいつ、結婚して家を継ぐから、急いでんじゃないかなぁ」

　そう安西が返した途端、朝倉の眼がぎろりと光ったのだそうだ。

「大学を辞めて開業するのか……」

　朝倉はそう言って、しばらくそのあと押し黙っていた……。

「それでお前のポストが空くから、帰ってこようって思ったのかなぁ」

　安西はのんびりと感想を漏らしたが、衛藤は仰天した。

「結婚するって、誰がだよ！」

「え？　お前だろ？　そういう噂だぜ？」

　衛藤は「違うッ」と力いっぱい叫んだ。

　衛藤の勤務するニュータウン付属病院は、本院とは離れている。付属病院ではそんな噂は影も形もない。だとすると……。

「それは本院の内科にいる俺の妹！」

「なーんだ、そうかー」

　安西は相変わらずのんびりした声を出す。

「悪い、悪い。でも別に朝倉が帰ってきたのはそれだけの理由じゃないと思うしさ」

　そりゃそうだ、とまた衛藤は苦い想いを噛み締めた。

　安西はまた戸棚から煎餅の缶を取り出し、自らパクつきながら衛藤にも勧める。

「向こうでやってくのって、大変だからな。潮時ってあるし。それに色々、偏見もあるからね」

「え？　人種偏見って、やっぱりあるのか？」

　今まで考えたこともなかった。朝倉は優秀だから、どんなところでもうまくやっていると想ったのに。朝倉も辛い目にあったのだろうか。

「うーん、人種偏見だけじゃなくてさぁ。向こうじゃヘイトクライムってんだけど、マイノリティからゲイまで含めてね」

　安西は声を顰める。

「日本人って童顔だし、結構好かれるんだよ、ゲイの連中に。朝倉はあの可愛さだろ？　ゲイの噂が立ってね」

「ええッ」

　衛藤はまじまじと安西の顔を見詰めた。

「どういうことだよ！」

「だってさぁ、あっちではずっと男と住んでたんだぜ？　それも取っ替え引っ替え」

　シンポジウムに朝倉は同じ血管外科のフェローと参加していた。そして「ルームメイトだ」と安西に紹介したのである。

「ただのルームメイトなんじゃないのか？」

　衛藤は聞いてみる。

「うーん……そうだといいんだけどね」

　安西は肩を竦めた。

「それがマイケル・ジョーダンみたく背が高くて、デンゼル・ワシントンみたくハンサムなアフリカ系アメリカ人でさぁ」

　そうそう、と安西は話の腰を折り、研究机に行って引き出しをかき回す。何枚かの写真を取り出して来て、衛藤に見せた。

　その内の一枚に朝倉を真ん中に、右に安西、そして左に（「フリントとか言ってたなー」と安西がコメントする）背の高い男が写っている。褐色の肌に刈り上げた髪、澄んだブラウンの眼は知的な輝きを宿している。鼻梁は高く、唇は分厚いが上品な印象で、魅力的な顔の男だ。

　別の一枚には、すらりとしたダークスーツ姿の東洋系の男の隣で、カクテルグラスを掲げた朝倉が写っている。

「懇親会のパーティでねぇ」

　安西が説明する。

「これ、日本人なのか？」

　衛藤が指さした朝倉の隣の男を見て、安西は首を横に振った。

「ううん、日系アメリカ人とか言ってたなぁ」

　確かに少し目尻の吊り上がった切れ長の眼は東洋的だが、尖った顎に高い鼻の顔は彫が深く、髪もブラウンがかっている。ホワイトシャツの襟元を大きくはだけて、メダイヨンを見せている様などは日本人には真似が出来ないフアッションだ。片手はグラスを高く上げ、もう片方の手はしっかり朝倉の腰を抱いていた。隣の朝倉は弾けるような笑みを浮かべている。

（なんであいつの周りには、ハンサムばかりいるんだよッ）

　じろじろと穴の空くほど写真を見ていると、安西がまた「そういや、その男もなんか言ってたよな」と口を出す。

　朝倉が安西を「大学の同期生だ」と紹介すると、その田中と名乗る男はわけありといった笑みを浮かべた。

　そして朝倉が席を外すと安西に「シュウは大学時代からきっと沢山の男を泣かせたろうな」と話しかけたのだ。

「は？」

　安西が眼を丸くすると、田中は「まぁ、仕方ないよな、あんなに可愛いんじゃ。俺も散々、泣かされた口だからなぁ」とおおげさに肩を竦めてみせた………。

（そうなのか……やっぱり）

　今朝、バスルームであのチューブを発見していなければ、「そんな筈はない」と否定できたろう。

「今日はこれで帰る」

　衛藤は唐突に言うと、立ち上がる。

「そうだな、じゃあヤリイカはいつ注文する？」

　安西もすっかり学者に戻って、衛藤に尋ねた。先程のゴシップはもう頭から抜け落ちたようだ。

「お前が来れない日はさぁ、俺が培養液ぐらい取り替えてやるからさぁ、その代わり、ちゃんと連絡を入れろよ？」

　なかなか面倒見の良い男なのだった。衛藤は感謝しながらも、余計なことを聞かせてくれたと複雑な心境に陥った。

「……あとで電話するよ」







　車に戻って、衛藤はハンドルに拳を叩きつけた。

　（サイアクだ……）

　振り払っても振り払っても、あのチューブのことが頭から離れない。

（あれを塗って……あいつは……受け入れるのか……あの男たちのモノを）

　妄想だと言い聞かせても、朝倉が喘ぎながら男を受け入れる情景が頭をよぎる。

　昨夜、朝倉が達する瞬間に見せた法悦の表情がまざまざと蘇った。

（畜生……ッ）

　何に対して怒っているのかももう分からない。衛藤はハンドルに身体を預け、しばしの間、嗚咽した。







　その夜、寮に帰った衛藤はベッドの中で悶々と時を過ごした。

　暫く苦しんだあげく、この苦しみが嫉妬なのだとやっと気が付いた。

（嫉妬なのか……！）

　そうなのだ。

（俺は……嫉妬してるんだ）

　朝倉を抱く自分以外の男に。

　今までの苦しみは、朝倉を自分の物に出来ないという苦しみだった。それはそれで辛い想いだったが、却って手が届かぬものと諦めていたからまだしもだ。

　しかし今日からは新たな苦しみの種が増えた。朝倉が他の男に抱かれているという。しかもずっと現実味があり、そのことを考えると胸の痛みは何倍も強くなる。

（だって……）

　自分には手に入らないものを他の男が悠々と味わっているのかと思うと……。

（くそ……ッ、それなのに俺は……）

（やっぱり昨日、やっときゃ良かった！）

（どうせ自分のものにならないんだから、一回だけでもやっときゃ良かったんだ！）

　あまり意味のない悔恨で、さらに例え抱いていたとしても、また新たな苦しみが生じたに違いなかった。朝倉をいつでも抱きたいという望みが決してかなえられない、という苦しみが。それは衛藤にも良く分かっていた。
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　一つのベッドで夜を過ごしたあと、衛藤は勤務時間のすれ違いで丸二日間、朝倉に会えなかった。

　朝倉がオンコール番の日も平穏な勤務で、呼び出しをかける必要もなかった。それはそれでいいことなのだが、衛藤は塩をかけられたナメクジのようにしょぼくれてしまった。

（俺は用もないのに、朝倉の顔が見たくて病院に行ったのに）

　朝倉はまるで自分には興味がないんだ……。落ち込んではまた、

（いや、早めに差し入れに来てくれたこともあったじゃないか……それ程、俺が嫌いってことはないだろう）

　しかし先だっての別れ際のことを思い出すと、やっぱり決定的に朝倉の機嫌を損ねたのだと衛藤は思った。

　オヤジギャグを飛ばしてはいたが、誰の眼にも衛藤の落ち込みは分かるらしい。

「衛藤先生、どこか悪いんですか？」

　早見が怪訝な顔で自分を窺っているのに気づき、衛藤はむりやり顔を引きつらせて笑った。

「なあに、なんか悩んでるだったら、相談に乗りますよ？」

　早見はどうもこのところ衛藤の様子がおかしいと思っている。

　この鈍感な大男も悩むのかと感動していたのだが、勤務に支障が出ることにでもなったら、そうも言っていられない。

「女の悩みなら聞いてあげれますよ、私だって一応女ですから」

「……うう」

　女ならまだしも、男の悩みなのだと衛藤はせっかくの申し出を辞退することにした。

「なんでもないんだ、早見君。そっちこそ、男の悩みなら乗って上げられるよ？」

（バッカじゃないの）

　早見は呆れ顔で何も言わず、その場を去った。







　ぶっ続けの三十六時間勤務が終わりオフになった夜、衛藤はついに決心した。

（いつまでもウジウジするのは止めよう！）

（アメリカで恋人がいたかどうか、確かめてやる）

　そんなことを知ってどうする気なのかという気はしたが、一応衛藤は決心する。

　朝倉が本心を打ち明けるかどうかはともかく、とにかく今、朝倉の顔が見たかった。

　朝倉のマンションまで行ってデリカを停め、携帯で電話を入れる。

　数回のコールのあと、受話器の外れる音がした。続いて「はい？」という朝倉の声がして、衛藤は嬉しさのあまり飛び上がりそうになった。

「朝倉？　俺」

「……ああ」

　朝倉は意外そうな声を出す。

「なんだ？」

「今、マンションの前にいる。お前に話があるんだ」

　しばしの沈黙があり、「上がって来い」という承諾の返事が聞こえた。

　専用エレベーターの前に行くと、扉が自動的に開く。部屋に住人がいる場合はリモコン操作で開閉が出来るらしい。

（たいしたもんだな）

　自分の意に染まぬ者は受け入れない朝倉に相応しいと、衛藤は変なところで感心した。

　上階に上がると、部屋の前で朝倉がバスローブ姿で待っていた。

「入れ」

　そっけなく言う。中に入ったところで、またたたきに見たことのある紳士靴があるのに気づいた。

　朝倉についてリビングへ行くと、案の定、朝倉の父の第一秘書であるという堀江が部屋の隅に立っている。衛藤を敵意を込めた眼で睨んだ。

（ったく……なんで俺がお前にガン飛ばされなきゃ、なんないんだよッ）

　衛藤はムカついて睨み返す。

　朝倉は堀江と衛藤の間の敵対意識には気づいておらず、間を歩いてソファに腰をかけた。

　堀江がすぐ傍へいくと、朝倉の肩に親しげに手をかける。

「ぼっちゃま、また用があったら呼んで下さい。すぐ駆けつけますから」

「うん、ありがとう、助かったよ」

　堀江は衛藤に勝ち誇ったような目を向けた。

「それじゃあ、失礼します。いつでも呼んで下さい」

（どういうことだよ）

　朝倉が素足にバスローブ姿というのも衛藤はムカついた。

　堀江が出て行くと、衛藤は思わず大声で「なんだよ、あいつは」と怒鳴ってしまった。

「なんだって？　どういうことだ？」

「あいつはここで何してたんだ！」

　朝倉はガラスの板が敷かれたテーブルからアイスノンを取り上げると、額の髪をかきあげ、押し当てる。

「風邪、引いたらしい……二日間、寝込んでたんだ。今日、やっと電話して薬を持ってきて貰ったのさ」

　朝倉は衛藤の顔を見上げる。

「……裸で寝たのが悪かったのかな？」

「……は、裸って？」

　衛藤が口ごもると、朝倉はいつもの皮肉な眼になった。

「ふーん……三日前のことを、お前はもう忘れたんだな」

　また失点を重ねたと悟ったが、もう遅い。

「にしても」

　衛藤は朝倉を睨み返した。

「なんで俺に連絡しないんだ！　あいつに頼むなんて！」

「だって、お前は勤務中だったろうが」

　その通りではあったが、衛藤の堪忍袋は切れかけていた。

「俺、夕方には勤務は終わってたぜ？　それからだって来られたのに！」

「ああもう、いいじゃないか。堀江さんの方が早く来られるって言ってたんだから」

　朝倉はうるさいといった風に、手を振る。それが衛藤の神経を逆なでした。

「いつ、来たんだよ、あいつは？」

「え？」

　何時から、ここにいたんだろう……衛藤が歯がみをする。何時間もあいつと朝倉は一緒にいたんだろうか……。

「また、寝かせつけて貰っていたのか」

「え？　どういうことだ？」

　朝倉はアイスノンをテーブルに戻すと、良く意味が分からないという顔で首を傾げる。そのひどく無防備で幼い表情に、衛藤は血が上って来た。

「……分かっているだろう。俺に頼んだようにさ」

　朝倉は真っ赤な顔になると立ち上がり、衛藤の傍へ行く。次の瞬間、いきなり衛藤の顎にパンチが飛んだ。

「！」

　警戒していなかったとは言え、小柄な朝倉のパンチはさほどでもなく、衛藤は顎を摩りながら朝倉を睨んだ。

「なんだよ。図星を指されて怒ったのか」

「お前……！」

　もう一回と朝倉が振りかぶった腕を、衛藤は鷲掴みにする。

「……離せッ」

　朝倉は子供のようにいやいやと首を振るが、衛藤はかまわず掴んだ手に力を込めた。朝倉の腕は意外に細く、易々と引き寄せられる。

　近くで見ると、朝倉は眼を潤ませ、額に汗を浮かべている。バスローブの前がはだけ、白い肌がピンクに染まっているのが分かった。あの甘いコロンの香りが鼻孔をくすぐる。

　まるで情事のあとの火照った身体のように思え、衛藤はこれ以上我慢が出来なかった。

「あいつとやったのか？　あいつのモノを入れて、慰めてもらったのか！」

　肩を掴み、揺さぶる。

「や……やめろ」

　腕の中で朝倉はくたくたと崩れ落ち、そのまま衛藤は床の上で朝倉を押し倒す形になった。

「なんで、そんなことを」

　朝倉は眼を閉じ、苦しそうに呟く。

「あの軟膏を見たんだ！」

　衛藤の言葉に朝倉は眼を見開いた。

「……あ」

「あれを使ってやるのか？　え？　どうなんだよ！　何人とやったんだ！」

　朝倉はまた力無く眼を瞑る。しかしきっぱりと首を横に振った。

「……使ったことはない……僕はお前以外の男とはやったことがない……」

　しばらく黙っていたが、また続ける。

「僕は本当のことしか、言わない……しかしお前が僕を信じないなら、意味がないだろう」

　声は次第に小さくなる。

「……信じるかどうかは、お前の自由だ……でも……」

「え？」

　衛藤は聞き取ろうと、顔を近づける。自分に密着した部分はドクドクと脈打っている。汗とコロンの入り混じった芳香が立ちのぼった。僅かに開いた口から、荒い息が漏れている。誘われて衛藤は唇を近づけた。

　朝倉は掠れ声で続ける。

「……本当のことを言わないのはお前の方だ……僕の質問にいつもお前は、答えてくれない」

「そんなこと！」

　どうでもいいだろうと言う前に、衛藤は朝倉の唇に貪りついた。

「ああッ」

　熱い息を飲み込む。今まで堪えていた想いが一気に駆け登ってくる。荒々しく噛み付くようなキスを与え、バスローブを剥ぎ取った。

「朝倉ッ、朝倉ッ」

　叫びながら、滑らかな肌を吸う。

（ちくしょ……ッ、俺のもんだッ）

　もう訳が分からない。

　堀江という男、海の向こうで朝倉の身体を自由にしたかも知れぬ顔も分からぬ男達、すべてが自分の敵だった。その敵に挑戦するかのように、柔らかな肉に挑んだ。

　汗ばんだ胸に舌を這わせ、バラ色の突起に歯を立てる。

「あ……あああッ」

　朝倉が悲痛な声を上げ、背をしならせた。

　下腹を探ると、熱い液が下着を濡らしている。

「おい……これだけでイっちゃったのか？」

　衛藤はわざと意地悪く囁いた。

「堀江に抜いてもらったんだろう？　まだ抜き足りないのか？」

　朝倉は瞼をギュッと瞑り、「違う……違う」と呟く。首を横に振った。

「お前……意地悪だ……どうして」

　非難の言葉にまた衛藤は怒りが沸いて来た。

（悪いのはそっちだ！　たくさんの男と寝たんだろうが！）

「何が違うんだよ！」

　荒々しい声で応じると、また胸の突起を責め始める。指で摘まみ上げ、先端を強く吸う。もう片方をぐいと引っ張り、強く捩った。

「ああッ……」

　また悲痛な声が上がった。

「いやだ……痛いッ」

　こんなことをしたら、嫌われるだけなのに……心の中では分かっていた。しかし暴走した身体はもう停まらない。

　細い首筋に噛み付く。唾液を滴らせ、鎖骨の上を吸う。下腹に手を伸ばし、ブリーフを乱暴に引き下ろした。

　そのまま奥へと指を入れる。

「……ああッ」

　朝倉の身体に緊張が走る。無理やり指を進めて行くと、門に突き当たる。そこは堅く閉じていて、容易に入ることは出来ない。

　しかし衛藤は力任せに中心を突いた。

「痛……ッ、いた、いッ」

　また悲鳴が上がった。

「嫌だッ、尚史ッ、嫌だッ」

　衛藤は一瞬ひるんだが、かまわず力を込める。

「ア……アア……ッ」

　ズブリと先端が飲み込まれた。いつのまにか朝倉は衛藤の首筋にしがみついている。

「いたい……ひさふみ……いたいよ……」

　まるで子供がぐずるように朝倉は耳元でしゃくりあげる。

「朝倉……」

　その有り様が哀れで、衛藤はさすがにそれ以上の暴力を奮うことは出来なかった。

「悪かった……すまん」

　正気に戻った途端、ほんの少しねじ込んだ指が、異様に熱い壁に包まれていることに気づいた。

「……朝倉？」

　人体の体温は口腔内、腋下、直腸内と計る場所によって違うのだが、直腸温が一番高いのだ。それにしても、これは異常に高い……。

「……お前、熱、あるのか！」

「……う……今頃気づいたのか、このバカ！」

　朝倉は呻く。

「さっき……言ったろうが……具合が悪いって……」

　聞いてはいたが、まさかこんな熱を出していたとは。衛藤は青くなった。

　確かに自分の下の身体は火のように熱く、息も荒い。自分を睨みつけるきつい眼は潤んで、いつもの迫力はなかった。情事の後でもなんでもなく、病気なのだ。

「うわっ、すまん！」

　衛藤はバスローブで全裸の朝倉をくるむと、ベッドへと運ぶ。

「……く……お前という男は……医者のくせに……」

　朝倉はぐったりしながらも衛藤を罵る。

「すまん！　本当に悪かった！」

　すると朝倉はさらに怒り始めた。

「……あやまる……くらいなら……はじめから……する……なッ」

「分かった、分かった、とにかく寝てろ！」

　これ以上朝倉を怒らせてもしょうがないので、衛藤はベッド脇から逃げ出す。リビングへ戻るとホームバーのクーラーから氷を出した。アイスバケットに氷と水を入れ。戻る。

「今、汗を拭いてやるからな」

　冷たいタオルで全身を拭ってもらうと、朝倉の怒りはようやく静まって来た。しかし両手で自分の頭を押さえ「……頭が痛い」と言う。

「そういや、さっき、薬を届けて貰ったって言ったな」

　衛藤はまたリビングへ走った。応接セットのテーブルに薬袋がある。

　持って帰り、中を確かめた。

「鎮痛剤がある、飲めよ」

　しかし朝倉は顔を顰め、首を横に振った。

「胃がムカムカするんだ。二日間食べてないし、今、薬を飲むと吐いちまう」

「困ったな……」

　逆さに降って中身を全部出すと、ピストルの弾のような格好をした、銀色の包装紙に包まれた薬が出て来た。

「坐薬がある。これを入れたらどうだ？」

「……坐薬？」

　下から入れる薬で、直腸粘膜から吸収される為、胃を荒らさないのだ。

「……嫌だなぁ」

　朝倉は顔を顰め、逃げ腰になる。まるでガキ、と衛藤は呆れた。

「何、言ってんだよ、仕方ないだろ？　これなら胃を荒らさないから」

　しかし朝倉はうんと言わない。

「なんでだよ！」

「……怖い」

「ええ？」

　医者とは思えぬその言葉に、衛藤は冗談かと朝倉の顔を見た。

「……僕、入れたことないんだ」

　朝倉の顔はひどく心細そうで、衛藤はもう少しで吹き出すところだった。

（こいつがこんなにガキとは知らなかった）

「大丈夫、俺が入れてやるよ」

　朝倉は観念したというように首を振った。

「いいか、四つん這いになれ」

「……うん」

　妙なことになったと衛藤は困惑しながら、朝倉をベッドの上で四つ這いにさせる。自分も乗り込んで、朝倉の背後から着ているバスローブの裾を捲った。深い割れ目の奥に指を入れ、探る。すぐに小さな蕾が指に触れた。

「い、痛いッ」

「まだ何もしてないよ！」

　しかし高く掲げられた朝倉の可愛い尻を目前に、衛藤はひどく居心地が悪かった。

（お医者さんごっこより、たちが悪いぜ……）

　この丸い柔らかそうな肉の真ん中に、自分のモノを突き立てられたらどんなにいいか……さすがに医者としての良心で、それは出来なかった。

　雑念を振り払うと、坐薬の先端を蕾に押し当てる。

「いいか、力を抜け」

「……どうやって？」

　朝倉が肩越しに振り返り、困った顔で衛藤を仰ぐ。その顔がまた可愛らしく、

（うわっ、たまらん）

　衛藤はますます焦った。

「駄目だって、身体を捩っちゃあ！　前を向いてろ！」

「うん」

　いつもこれだけ素直に言うことを聞いてくれたらと、溜め息をつきながら衛藤は続ける。

「腹式呼吸をするんだ。口を開けて、腹で息をしていろ」

「うん」

　しかし蕾は堅く閉じたままで、坐薬は入っていかない。力を込めても、押し戻されてしまう。

「い、痛いッ、やだッ、もういいッ」

　朝倉が泣き声を出す。

（しょうがない子だな）

　衛藤は思いついて、「動くなよ」と命令する。そして一旦、坐薬を脇に置くと、双丘をかきわけて顔を近づけた。

「……尚史？」

　何やら不穏な雰囲気を感じ取り、朝倉が心配そうな声を出す

「いいから！」

　そっと蕾に口をつけた。

「……や、嫌だッ、や……だ」

　朝倉はびくりと腰を引く。

「やだッ、そんなのッ」

（まったくもう！）

　衛藤は大きな手で逃げる腰を引き寄せると、パチンと平手で叩く。

「こら、おとなしくしてろ！　濡らすだけだ！」

「でもッ」

　泣き声にかまわず、衛藤は腰を捕らえ、太ももから持ち上げるとぐいと肩に担いだ。

「アアアッ」

　逃げられないようにしたあげく、左右に大きく開く。露になった蕾をたっぷりと舐める。

　十分濡れたところで坐薬をあてがうと、先端の尖った部分がようやく入った。

「入れるぞ」

　衛藤はぐいと指に力を込める。

「あ……んんッ」

　喘ぎと共に、なんとか朝倉は全部を飲み込んだ。

「力、入れるとすぐまた出ちゃうからな。もう少しこのままでいろ」

　指を蕾にあてたまま、命じる。

「……うん」

　しばらく様子を見て、坐薬が押し出されないことを確認すると、衛藤は朝倉をベッドに横たえてやった。

　自分は脇にしゃがんで、朝倉の顔を覗き込む。

「……苦しかった」

　朝倉は呟いて、衛藤の首にまた縋り付いてきた。

「苦しかったよ……ひさふみ……」

「……朝倉」

　しばしば病気になってくれたらいいのにと衛藤は一瞬、思った。しかし「……みんな、お前が悪い」と付け足すので衛藤はガックリする。

「わかった、わかった。俺が悪かった」

「そうだ……お前が悪い……」

　病人に逆らってもしょうがないと、衛藤は朝倉の髪を撫でた。

「みんな……お前が……」

「ああ、そうだな」

「だいたい、お前は……僕の……」

　そこからあとは聞き取れなかった。

　衛藤が見ると、朝倉はまた少し口を開けて寝入っている。額には汗が浮き出ていた。

「やれやれ……」

　衛藤はまたタオルを絞って、額に乗せてやった。

　結局、ベッドの脇で微睡んでは、額のタオルを代えてやるという作業を続けた。







　朝の六時になって、衛藤は身支度を整えようと決心した。

　今日の日勤は衛藤チームと朝倉チームだ。しかし朝倉のこの様子では、日勤は無理だろう。

　寝入っている朝倉の肩をそっと叩いた。

「俺、仕事に行くから、お前、今日は休め」

「……ん」

　朝倉は眼を擦りながら、身体を起こす。衛藤はこつんと額を合わせてみた。

「熱は引いたみたいだな」

「ああ、もう大丈夫だ」

　言いながら朝倉は、ベッドから降りようとする。

「バカを言うな、今日は休め」

　ふらりとよろける身体を抱き取った。

「……尚史」

　朝倉は太い腕にしがみついて、衛藤を振り仰ぐ。

「………」

　視線が絡み合った瞬間、

「ぼっちゃま！」

　怒ったような声がベッドルームに響いた。

　二人が振り返ると、堀江が戸口に立っている。衛藤を睨んで「ここで何をしているんですか！」と厳しく言った。

「何って、一晩、看病をしていたんだ。悪いか」

　衛藤はむかついて吐き捨てるように言うと、朝倉を抱えてベッドに座らせる。

「とにかく俺は病院へ行くから、お前は休んでいろ」

「……あとで電話する」

　朝倉は疲れたように眼を閉じた。

「じゃあな」

　衛藤は戸口へ向かい、傍を擦り抜ける時、思いっきり堀江を睨んでやった。

（なんだよ、こいつ……朝っぱらから……朝倉の部屋に入り浸りってわけかよ）

　部屋を出る前、肩越しに眼をやると、堀江が朝倉の脇に膝をつき、手を握っている所だった。

（……何だよッ、あれはッ）

　駆け戻って、握っている手を引きはがしてやりたかったが、仕事に行かねばならない。ぐっと堪えるとその場を去った。







　デリカを運転していると、昨夜の朝倉の言葉、安西の話などが頭の中を飛び交う。

「朝倉はゲイだと噂になっていた」

　安西は言った……。

　一方で、

「僕は本当のことしか言わない」

「お前が僕を信じないなら、何をいっても無駄だ」

　朝倉はそう言っていた。

　その通りだ……。

（俺が信じるか信じないかなんだ）

　朝倉の言葉を信じるべきなのだろうが……二人の間にそれだけの絆があるならともかく、今、朝倉と自分を繋ぐものは、職場の同僚にほんのちょっと深い友情が加わっただけとしか思えない……。

　朝倉は自分に気を許している部分もあるようだが、あの「兄のような存在」と言っていた堀江の方がずっと信用されているじゃないか！

　衛藤はハンドルを操りながら、唇を噛んだ。

　政治家の秘書というのは、ボスと一心同体なのだと聞いた。もしも朝倉が医学の道を選ばず父親の跡を継いでいたら、今頃、堀江は朝倉に仕えていただろう。

（まてよ……）

「もしも」どころの騒ぎではない。以前、朝倉のマンションを訪ねた時、堀江がいて、父親の跡を継ぐようにとかき口説いていたっけ。

　朝倉が医者を辞め、政治の道を選んだとしたら……自分は同僚でいることも出来なくなるのだ。

（冗談じゃない！　そんなこと！）

　恋人とまでは高望みをすまい、同僚でいられるだけで十分だと言っていたのが、最後の望みも適えられなくなる日が来るのだろうか……。

　いや、医者としての朝倉の情熱を信じたい。

（あいつは本当に、医学に対して真剣だ）

　自分よりよっぽど。そんな心まで疑うなんて、

「俺はどうかしてる……」

　堀江に対する嫉妬心からに違いない。

「僕を信じるかどうかはお前の自由だ」

　朝倉の声が耳の奥で聞こえる。

（その通りだ）

　衛藤はアクセルを踏み込んだ。

（俺はあいつを信じる）

　愛する人の言葉を信じなくてどうする。

　嫉妬にでぱっくりと開いた傷口を、無理やり閉じたようなもので、胸の奥はまだ激しく痛んでいたが、衛藤は結論を出す。

（信じるぞ、俺は）







「ぼっちゃま、何か召し上がった方がいいと思いまして、オートミールを持ってきましたから」

　堀江は握っている手に力を込め、朝倉に話しかけた。朝倉は心なしか暗い表情で、堀江はあの衛藤という男に原因があったのかとその顔色から読み取ろうとする。

「ぼっちゃま」

　しかし朝倉はふいに手を振り払うと、堀江に笑いかけた。

「うん……分かった、食べるよ」

　朝倉がリビングに移ると、堀江はまめまめしく支度を始める。

　保温容器からスプーンでオートミールを掬い、深皿に装う。魔法瓶にはホットミルクが用意してあった。

　真っ白い粉砂糖を上に振りかけると、「どうぞ」と勧める。

「バナナの刻んだものを入れておきましたよ。糖分を多く採った方がいいと思いまして」

「……美味しい」

　食欲は無かったが、さすがに二日間の絶食の後なので、朝倉はあっと言う間に平らげてしまった。

「もうお薬を飲んでも大丈夫でしょう」

「そうだね」

　朝倉がホットミルクで数種類の錠剤を飲むのを確認して、堀江はやっと安心する。

「お昼の分にサンドイッチを作ってきましたから」

　言いながら、タッパーウェアの蓋を開けて見せる。

　ローストビーフと玉子のサンドだった。

「うわ、美味しそう」

「塩を少し濃いめに振ってありますから、痛みにくいと思いますが、ミニバーの冷蔵庫に入れておきますからね」

　堀江は再びソファに戻ると、遠慮がちに手を伸ばし、朝倉の額に触れた。

「熱はないようですね」

「うん」

　しばらくそのまま手を置いていたが、やがて堀江は「それでは帰ります」と立ち上がった。

「何かあったらすぐ、電話して下さい」

「うん」







　堀江が帰ると、朝倉は溜め息をついてソファに深く背をもたせかけた。

　まだ関節の強ばりは残っていたが、頭痛も吐き気も治まり、昨夜から比べると嘘のように身体は軽い。

　しかし反対に心は石のように重く沈んでいた。

　もう一度溜め息をつくと、ベッドルームに引き上げる。ベッドに入ろうとちょっと考え、その前にシャワーを浴びることにした。

　一晩中衛藤が汗を拭いていてくれたようで、肌はサラサラだったが、バスローブからパジャマにも着替えたい。

　シャワーを浴びながら自分の身体を調べると、薄赤い小さな鬱血斑がそここに散っている。胸の突起は強く噛まれたためにぽっちりと赤く腫れ上がり、湯がヒリヒリと滲みた。

「……あのバカ」

　しかし罵る声は元気が無かった。

　バスタオルの入れてある戸棚を開けると、衛藤が目撃したものが眼に入った。

　手に取って屑籠に捨てようと思ったが、

（もう遅いんだ……）

　いまさら捨てたところで何の解決にもならないのだ。また溜め息をついて元に戻した。

（ダンが余計な気を使うから……）

　こんな所に置いておいた自分も悪いのだ。

　ニューヨークのＪＦＫ空港で別れる時「プレゼントだ、うまくやれよ」とダン・田中が片目を瞑ってニヤついたのが変だとは思ったのだが。

　成田行きの飛行機の中で、包装紙を開けた時は顔から火が出そうになった。しかし衛藤との初体験の辛さを思いだし、ありがたく受け取ることにしたのだ……。

（シールだってそのままだろうに！　なーにが『これを使ってやったのか』だ、あのバカ！）

　誤解されたことは腹立たしかったが、それよりも今の朝倉を悩ませていることがあった。それは……。

（あいつ……抱かなかったんだ）

　衛藤と過ごした夜、既に夏風邪ウィルスに侵されていたとみえ、朝倉は朦朧としていた。帰国してから働きづめだったこともあり、気疲れも手伝って、途中からはまったく夢の中だ。

　翌日、頭痛が始まり、なんとか勤務を終えると二日間寝込んでしまい、あの夜のことを深く考える暇が無かった。

　しかし昨夜、指をほんの僅か入れられた時の激痛、坐薬を挿入する時の苦労を考え合わせると……。

（僕の中に入れなかったんだ……）

　痛みが無かったのは衛藤が巧くなったせいと思った。どころか、「巧くなった」と本人にも言ってしまった。

　思い出して朝倉は顔が火照った。

　誘ったのは自分だ。それなのに中へ入れないなんて……。

（同情だったのか……僕への）

　しかしそのことを怒る以前に、自分の肉体には欠陥があるのだという決定的な事実に、朝倉は打ちのめされていた。

（僕は……受け入れることが出来ないんだ……きっと）

（どんなにあいつを愛していても）

　胸が激しく痛み、朝倉はぎゅっと眼を瞑った。







　堀江は半地下の駐車場へと回り、シーマの運転席に乗り込んだ。

　朝倉の父と行動を共にする時はプレジデントだが、自家用にはこのメタリックグレーのシーマを愛用している。エンジンキーを回し、溜め息をついた。

（秀さん……）

　十歳近くも離れている朝倉秀は昔から自分の宝物だった。そう、今は立派な大人の男だが、秀が色白でふわりとした髪の美少年だった頃から……。

　いや、今だって自分が守ってやらねばならない存在なのだ。

　堀江の父が自殺した時のことを思い出す。

　あの朝はじっとりとした梅雨入りの雨が降っていて、警察と報道が屋敷中に溢れた。朝倉秀はひどく泣いて、堀江のことを気遣った。堀江よりも秀の方が傷ついたようだった。

　自分はもう高校生になっており、色々なことを考えられる年齢だったからかも知れない。

　朝倉の父も祖父も自分を可愛がってくれたから、決して恨みに思うことはなかった。実を言えば、堀江の父は健康状態が悪く、そのことでひどく落ち込んでいたものだった。

　しかし朝倉秀は、自分の一族が堀江を不幸にしたと思い込んだらしかった。

　そのことで秀が政治家を嫌うなどと思いも因らなかった。

　秀が医者になると知った時は仰天した。父親の跡を継ぎ、政治家になるとばかり思っていたのに。そうすれば自分は彼の秘書として仕えるつもりだった。妻よりも一番近いところにいられる秘書に。

　その為に法科も出たし、朝倉の父の元で経験を積んで来たのだ。

（それなのに……）

　さっき目撃した、バスローブから覗く白い肌の赤い斑点は、どうみてもキスマークだ。昨夜、自分が退出する時には無かったものだ。

　となると、あの男がつけたに違いない。

（衛藤尚史……）

　あの男は今、朝倉秀の一番近い所にいる。

　同じ職場で働いているだけではない。

　堀江は唇を噛み締める。その予感はあった、朝倉が中学の頃から。

　いつも自分が送り迎えするプレジデントの中で、朝倉秀はよく学校の話をした……いつの頃からか、一人の男の名を何度も口にするようになった。

「今日は衛藤の奴が、こんなことを言った」

　嬉しそうに話す朝倉の顔を、自分はバックミラーの中で苦い思いをして見詰めていたっけ……。

　朝倉がＫ大の救急医療部で働く限り、衛藤が傍に居続けるだろう……胸の奥がキリキリと痛み始める。

（そんなことは……許せない）

　朝倉は父の跡を継いで政治家になるべきなのだ。そのように生まれ、そのように定められているのだ。それは皆が望んでいることだ。

（私だけじゃない……一族の者も……後援会も……皆が望んでいる）

　朝倉をそうさせるのが自分の使命だと堀江は確信した。


　第12章　近くて遠い距離







　朝倉は結局丸一日休み、次の日の日勤から復帰した。

　その間、バックアップに利根川チームの高こう猛たけしが入ってくれた。気が合う高との勤務は衛藤もやりやすく、チーフ不在でもなんとか勤務はスムーズに行った。

　しかし朝倉が勤務に戻った途端、救急室の雰囲気は妙に緊張したものになった。

　朝倉は衛藤と眼を合わせようとしない。とりつくしまのない様子に、衛藤も声をかけるチャンスを失っていた。

　勤務に入って暫く経ってから、衛藤が恐る恐る「もう身体の調子はいいのか？」と朝倉に尋ねる。すると朝倉はキッと衛藤を睨んだ。

「僕を子供扱いするのか、お前は」

「なんだよ、いきなり……」

　衛藤の方がその喧嘩腰の態度に焦った。

「そういうことを言ってるんじゃない」

「じゃあ、どういうことを言ってるんだ、え？」

　いつもの朝倉の様子とは違う……衛藤は困り果てた。これじゃあまるで駄々っ子じゃないか……。

「もういいよ」

　衛藤は手を振って話を終えようとする。しかし朝倉が今度は引かなかった。

「僕は一人前の男だ！」

「分かってるよ、そんなこと」

「いや、分かってない！　お前は何も分かってない！」

　二人の争いに周りのスタッフも困って見ているだけだ。

「朝倉、とにかくその話はあとにしよう」

　衛藤は朝倉の肩を叩く。その瞬間、朝倉は顔を真っ赤にすると、救急室から出て行った。

「……どういうことだよ」







　外へ出た朝倉は、気持ちを鎮めようと廊下を歩いて放射線科まで行った。

「ＣＴ解析、出来てますか？」

　電子カルテシステムだから解析が済めば端末にＤＬ出来るのだが、とにかくあの場を離れたかった。

　放射線科の技師が礼儀正しく「今、ドクターたちが検討中です。すぐ上がりますよ」と教えてくれる。廊下のベンチで仕上がるのを待っている間に、朝倉は心臓の鼓動が落ち着いて来るのを感じた。

（……尚史）

　ほっと安堵の溜め息をつく。両腕で自分の肩を抱くと、頭を垂れた。

　さっき衛藤に触れられただけで、カッと身体が火照った……。

（こんなことでは、勤務に支障をきたす）

　朝、衛藤の顔を見た時から落ち着かなかったのだ……だからなるべく視線を合わさないようにしていたのに……。

（あのバカが話しかけるから……）

　そうだ、救急室に戻ったら「一切、僕に話しかけるな！」と言ってやる！

「朝倉先生、出来ましたよ。見ていきますか？　必要ならＣＤに落とします」

　思考を中断され、ビクリと朝倉は顔を上げた。

「あ……ああ……どうもありがとう」

　朝倉はＣＤを受け取ると、先程の決意を胸に秘め、救急室へ戻ることにした。

　ぼんやりと歩いて廊下の角を曲がると、大柄な男が仁王立ちして道を塞いでいるのに出会う。

「……衛藤」

　衛藤は困ったような顔で朝倉に近づく。

「どうしたんだ、朝倉」

「……どうもしない」

　急いで脇を擦り抜けようとすると、太く長い腕が自分の行く手を阻む。

「……！」

　くるりと後ろを向くと、もう一本の腕が伸ばされ、同じように壁に手をかける。朝倉は壁と衛藤の身体の間に捕らわれの身となった。

「らしくないぞ」

「……らしくないって……どういうことだ！」

　朝倉は間近にある衛藤の顔を意識せずにはいられない。プイと横を向く。

「頼むから冷静になってくれ」

「僕はいつだって冷静だよ！」

　朝倉はギュッと眼を瞑って、固い声で答える。

「それともお前は僕のことを、一人前の男と思っていないのか！」

「だから、どうしてそんな結論を出すんだ、そこで」

　衛藤には朝倉の葛藤が分からなかった。

「勤務中はお互いプライベートなことは控えよう」

　衛藤は必死で言う。

「俺はお前のいい仕事仲間でありたいんだ」

　その言葉に朝倉は顔を歪ませる。

「……仕事仲間」

　しかし衛藤はそれに気づかず、言葉を続けた。

「そうだ、俺はお前と一緒にずっと仕事をしていたいから」

　本当は恋人になりたい、まさかそうは言えない。

「だから、いい仕事仲間としてずっと一緒に……」

　多少ニュアンスは違っても、それは本心であった。しかし朝倉は泣きそうな顔で衛藤を振り仰ぐ。

「……そうだったのか。やっぱりそういうことなんだな」

「な、なんだよ？」

　朝倉はまた俯くと、衛藤の腕を掴んだ。

「お前は同情してくれたんだ……僕が頼んだから、仕方なく……そういうことなんだろ？そうだよな……仕事仲間に頼まれちゃ、断れないよな」

「何を言ってんだ、朝倉？」

　まるで意味不明の発言に、衛藤は片手で無理やり朝倉の顎を捕らえ、上を向かせる。

「……秀」

　不安と怒りを浮かべた大きな瞳が衛藤の心を直撃する。

　衛藤は思わず両手で朝倉の頬を挟み、唇を重ねた。

「……！」

　朝倉は力いっぱい、衛藤を突き飛ばす。持っていたＣＤケースが床に落ちた。

「二度と触るな！　もう同情は沢山だ！」

　床に散乱したＣＤとケースを取り残された衛藤は仕方なく広い集める。

「なんだよ……どういうことだよ……」

　衛藤のぼやきを聞きながら、廊下の曲がり角で早見は硬直していた。

　先程化粧室へ行き、その帰りに出くわした衝撃シーンに、思考は完全ストップしている。

（どういうこと？　こっちが聞きたいわよ！）

　もし朝倉が女性だったら、レッドカードを手に「セクハラ！」と叫びながら飛び出し、衛藤の股間に一発蹴りを入れたかも知れない。しかし……男同士で……。

　ただちに二人がゲイであるという結論に飛びつくには、あまりにも抵抗があり過ぎる。女と男との間のことなら、少しは推測可能だが、男と男では理解不能の二乗だ。

（いいわ、あとで芳夫よしおに聞こう！）







　その日、早見はまた仲良く恋人の野村と医局で出前の昼食を食べた。

　早速、お互いのチーフ間にあった寸劇のような状況を報告する。

「ええーッ？」

　野村もさすがにすぐには結論が出せなかった。

　どう考えても二人はゲイの恋人同士で、痴話喧嘩をしているといった雰囲気だが……。

「……やっぱ、ゲイってことかな」

　野村は意見を言ってみる。

「そうよねぇ……確かに朝倉先生って、小柄で痩せてて、童顔でゲイって感じよね」

　早見は親子丼を食べながら言う。

「うーん……」

　しかし野村は「小柄で痩せてて童顔はゲイの条件って言うんだったら、僕だってそうだよ？」と反論する。

「そういえばそうだわね」

　早見は吹き出した。

「どっちかって言うと、僕は衛藤先生がゲイって方が、確かにって感じだよ？　ほら、スポーツマン刈りでマッチョマンだろ？」

「そうねぇ……」

　早見は箸を止めて考え込んだ。

「確かに私、衛藤先生に男をまるで感じないのよ。外見は男っぽいんだけど……」

　巨乳の早見は外科で研修していた当時、しばしばオペ中にわざと間違えた振りをして上司に胸をタッチされるという目に会っていた。

「フン、正面からやる勇気もないのね」と無視してはいたが。

　救急室でも屈んで心臓マッサージなどしていると、救急隊員に胸を覗き込まれることは日常である。

「でも衛藤先生だったら、例え胸を鷲掴みにされても、本当に間違えたんだと思えるのよね」

「ええッ！」

　野村は気色ばんだ。

「君、衛藤先生にそんなことされたのか？」

「いやぁねぇ、例えばの話よ！　そんなこと、あるわけないじゃないの！」

　恋人を安心させると、早見は続けた。

「それって私に魅力がないってことじゃなくって、衛藤先生の目にはどんな女にも映ってないってことじゃない？　女に興味がないんだからさ」

　自信満々の早見に、「そうだね」と野村は同意する。ここで反対意見を言っても始まらない。

「もし眼に入ってても、情報が視神経でストップして、脳に伝達されてないのかもねー」

　早見はケラケラと笑い、野村はここまで言われる衛藤に少し同情した。







　次のオフの二日間、衛藤は本院の生理学教室に通い詰めた。

　なるべく朝倉と距離を置こう、そう思って取った行動だったが、実験の合間に安西と喋るとやはり話題は朝倉のことになってしまう。いささかまいったが、そのうち朝倉の話を聞きたがっているのは実は自分なのだと気づいた。

「あの……朝倉のことだけど」

　滅菌装置からシャーレやら試験官やらを入れた籠を取り出しながら衛藤が言うと、安西が「ほんと、お前ってさぁ、朝倉のことを気にするなぁ」と言ったのである。

「そ、そうか」

「ま、学生時代から仲良かったもんな」

　安西は手伝いながら続ける。

「けど、その割りに手紙ひとつ寄越さない冷たい奴って、朝倉、怒ってたもんなぁ、あっちで」

「え……そんなこと、言ってたのか」

　確かに衛藤も何回か連絡をしようとは思った。がしかし、あんな形で別れて、今更どの面下げて「お元気ですか」などという文章は書けなかったのだ。

「俺のこと……冷たいって？」

「うん、そう言ってたよ」

（冷たい？）

　朝倉がそんなことを考えていたなんて……今、初めて知った……。

　アメリカまでの距離は遠く、二人の間は決定的に隔てられたと思っていたのに。

（あいつは俺からの手紙を待っていたのか？）

　でもそんなら、向こうから手紙をくれたらいいじゃないか！

　いや、プライドの高い奴だからそんなことをする筈はない。

（じゃなくって、俺が悪かったんだっけ……あんな酷いことをしたんだから）

　しかし本当にプライドが高かったら、あれだけ傷つけた俺を許す筈もない……。

　朝倉のことはやはり衛藤には謎だった。この前の夜だって、知っているとばかり思っていた朝倉の意外な面を初めて衛藤は見た。赤子のように腕の中でむずかっていた姿……坐薬を入れたことがないと不安を訴えていた姿……何もかも、衛藤の知らないことばかりだ。

　現に、安西の教えてくれる朝倉の言動は、まるで分からない。

「だいたい何だって、朝倉は俺に学位を取れなんて言うんだ」

　ぶつぶつと呟くのを、安西が聞き付ける。

「そりゃ普通、そう言うだろうよォ、同僚としては。だってもう朝倉は取ってるんだろ？　まだ取ってないお前のことが心配だからに決まってるじゃないかぁ」

　衛藤は懐疑的な眼を安西に向ける。

「そうかな？」

「当ッたり前だよ、俺だって心配だもん。お前の実験が無事成功するかどうか」

　そりゃ実際に面倒を見ている立場だからだろうと衛藤は思う。

「あいつには、朝倉には俺の学位なんて関係ない」

「そんなこと、ないよ！　同じ職場で、同期の奴が一人だけ取れないってのはまずいもの！」

　そんなもんかなぁと衛藤はどうも素直な気分にはなれなかった。

　最後に見せた、朝倉の自分を拒絶する態度は、今一つ親切心とは結びつかない。

「……早く学位を取らせて、俺を大学から追い出そうって魂胆かな」

　安西は小さな丸い眼で衛藤を睨んだ。

「衛藤、お前、ちょっとさぁ、根性悪くなってない？　言っとくけど、学位が取れない奴の方が追い出されるんだぜ、大学から」

「……そういやぁ、そうだな」

　博士号を持たずに講師の地位には付けない。学位が取れないとそのうちに下の者に追い越され、ずるずるとトコロテンのように関連病院へと出され、大学に戻れないことも有り得る。要するに医局のリストラというわけだ。

「やっぱ、早く学位を取らんとな」

　安西は衛藤の背中を叩く。

「今は実験に集中した方がいいぜ？」

　その通りだと衛藤は素直に頷いた。

　学位を取ることが、朝倉との距離を縮めることにも繋がるのだ。







　次の二日間衛藤チームは三十六時間勤務で、日勤は利根川チームとの合同になっていた。

　朝倉に会えない辛さはあったが、今、顔を合わせると動揺を免れ得ないので却って衛藤は気楽だった。利根川チームの二番手、高猛は優しく、衛藤よりはだいぶ落ち着いた性格で一緒の仕事もやりやすい。

　いつものように軽口をとばしながら元気に働く衛藤に、草野師長はすっかり安心する。実は利根川医局長に、そっと朝倉と衛藤の間がうまくいっていないと報告済みなのだった。

（やっぱり衛藤先生は、朝倉先生がいないと元気だわ）

　自分の判断に自信を深める師長であった。

　夕方になって、利根川は衛藤に「ちょっと」と声を掛ける。

「医局に来てくれないか、話がある」

　誰もいない医局のソファに二人で腰を掛けると、利根川は心配そうな声で「衛藤、どうなんだ」と尋ねた。

「え？　どうって？」

「朝倉君とうまくいっていないと聞いたが」

　一瞬、「そりゃ全然、うまくいってない」と言いそうになって、衛藤は慌てて言葉を飲み込んだ。利根川は二人の仲の進展をきいているのではないのだ、もちろん。二人がそういう関係と知る筈もない。

「どういうことです？」

　騒ぐ心を抑え、衛藤は利根川に返す。

「だから……朝倉君とは仕事がやりにくいのか？」

「そんなことはないです」

　きっぱり衛藤は否定する。

「ならいいんだが……スタッフ同士、気が合わないということはある。人間だからな、無理をしないで欲しい」

　利根川は探るような眼で衛藤を見詰めた。

「無理はしていません。俺達は衝突しているように見えるかも知れませんが、それはお互い、気の置けない仲だからです」

　衛藤は答え、付け足した。

「少なくとも俺はそう思ってる。朝倉だってそう思ってる筈です」

　利根川は困った様子で眉を顰める。

「実は草野師長さんから、君達がしっくりやってないと報告を受けたんだよ」

　そう打ち明けられても、衛藤は腹も立たなかった。周りから見れば誤解されても仕方がない。

　利根川は大きく息を吐いた。

「昨日、朝倉君にも同じことを尋ねてみた」

「ええッ」

　衛藤は大声で叫んでしまった。

「あいつはなんて言いました？」

　利根川はなおのこと困った顔になった。

「……答えなかった」

「え！　どういうことです！」

「衛藤に聞いてくださいとしか、言わんのだ」

　さらに朝倉は「衛藤が僕と働きたくないのなら、僕が辞めます」とまで言ったと利根川は付け加えた。

　衛藤は絶句する。

（朝倉らしくない……あいつはいつだって、自信満々なのに）

「尾崎教授だって、わざわざ向こうから引き抜いた形で講師に据えたんだから、スタッフと折り合いが悪くてすぐ辞めるなんてことになったら責任問題だしな」

　利根川は溜め息をつく。

「しかし、君が朝倉君とうまくやっていると答えてくれたから、俺のところで止めて教授には何も伝えないことにするよ」

「当たり前です」

　衛藤はきっぱりと言った。

「俺は朝倉と一緒に働きたい。朝倉だって、そう思ってるに違いないです」

　利根川はやっとほっとした顔になった。

「うーん、お前がそう言うなら間違いないだろう」







　夜勤帯になって利根川チームが引き上げると、さっそく早見が衛藤に話しかけて来た。

「さっきの話って何だったんです、衛藤先生」

「……うーん」

　迷った末、自分のチームのNo・２である早見にはおおまかな所を打ち明けておこうと決める。

「俺と朝倉が仕事の上で対立して、やりにくいんじゃないかって言われたんだよ」

「はぁ？」

　的外れの意見に早見は衛藤を覗き込む。

「誰がそう思ってるんです？」

「草野師長さんだ」

「ああ！」

　早見は納得という顔で頷いた。

　実は赤羽主任とは先日、お互いの意見を交換し、同意を得たところなのだった。赤羽主任も衛藤と朝倉の仲が怪しいと感づいていたのである。看護師の立場にいるため、衛藤と同じチームの早見より当然朝倉側の情報も多い。朝倉がこのところボーッとしていて、傍に来た野村を間違えて「衛藤」と度々呼んでいるのを目撃していた。

　間違えられた早見の恋人の野村もさすがにこいつは変だと思っていたが、別にチーフの恋愛に興味はなく、早見に逐一報告していなかった。

　赤羽主任は新婚で、恋愛は現役である。トレンディドラマも欠かさずビデオに撮って見ていた。草野師長とは当然、見る眼も違う。

　早見は素知らぬ顔で「赤羽主任は、草野師長さんとは反対意見ですよ？」と衛藤に言ってやる。

「え、反対って？」

「朝倉先生は衛藤先生のことが好きらしいって」

「ええッ！」

　衛藤は持っていた聴診器を取り落とす。早見はそれを見て、腹を抱えて豪快に笑った。

「早見君……ひょっとして君は俺のこと、からかっているのか？」

「ビンゴー！」

　衛藤は笑っている早見の嬉しそうな顔をじっと眺める。

　俺が朝倉に恋心を抱いていると見抜かれているのだろうか……。

（そんな筈はないよな）

　なんぼなんでも、男同士でそんなことがあるなんて、普通の女性は考えるわけ、ないじゃないか……。

　女性という生物を医学的にしか知らない衛藤である。

（うん、早見君が気づく筈、ないよな）

　勝手に決め込み、一緒になって「かなわないなー」と笑って見せる。早見はなおさら呆れてしまった。

　元々、衛藤の恋の相手には同情するしかないと思っている。

（性格はいいんだけど、これじゃあねぇ……）

　こと恋愛に関する限り、まるでセンスがない。

（相手が男ってのは、それはそれでいいかもね……こいつとは、女性じゃやっていけないと思うわ）

　先日話し合った赤羽もほぼ同じ意見であった。







　夜十時過ぎ、衛藤が観察室で重症肺炎の患者の呼吸管理をしていると、ナースステーションから若い看護師が衛藤を呼びに来た。

「衛藤先生、お電話です」

「電話？」

　その場を研修医の村井に任せると、衛藤は一緒にナースステーションへと戻った。

「誰からだ？」

「男の人です。衛藤尚史ひさふみ先生って、名前までおっしゃったから……お友達って思って取り次いだんですけど。いけなかったでしょうか？」

「いや、いい」

（朝倉に違いない！）

　衛藤はフックから受話器を取り上げ、浮き浮きした声で「朝倉！」と思いっきり呼んだ。

「………」

　電話の向こうでは何やら笑いをかみ殺しているようだ。

「朝倉か？」

　やがて低い声が届いた。

「……せんせい……俺だよ」

「へ？」

「本城だよ、忘れたのか？　ほら、背中を縫ってもらった……」

「あッ！」

　言われて衛藤は思い出す。夜明けにやって来たヤクザだ。

「何の用だ！」

　朝倉ではなかった失望感も手伝って、衛藤は冷たい声で応じる。

「何の用って、お医者さんの用に決まってるじゃないか。また診て欲しいんだよ」

「駄目だ！　ここは救急救命センターで一般病院じゃないんだ。いつも診てもらってる病院へ行きなさい！」

「そう冷たいことを言うなよ……先生に診て貰いたいんだ」

　冗談じゃない、と衛藤はゾッとした。ヤクザ者に常連客になって欲しくない。事件を起こしては駆け込んでくるようになったら、一般の患者にも迷惑がかかる。

「駄目だ！　ここへは来ないで下さい！」

　しかし本城はケロッとして電話の向こうから話しかける。

「病院ってな、来た患者を拒めないんだよなあ、先生？　医師法ってあるもんな」

「う……ッ」

　確かによっぽどの理由がなければ、助けを求めに来る患者を拒否出来ないのだ。

「職業がヤクザ、というだけでは診療拒否の正当な事由には当たらないだろう」

　いきなり本城は法律用語を持ちだし、衛藤は返答に詰まった。

「俺はなぁ、先生、これでも法科を出てんだぜ？　きょうびのヤクザはインテリなのさ」

　ひどく楽しそうに本城は笑うと、「じゃあ待ってなよ」と電話を切った。

「うーん……」

　困ったことになった。

　一度、あの指を切り落とした少年へ仏心を出して診てしまったことが、こんなことになるなんて……。

　衛藤は急いで赤羽主任を呼び寄せ、ざっと今の電話を説明した。

　主任は「解りました」と頷く。

「確かにヤクザというだけで診療拒否は出来ませんわ。それにテッポウや日本刀を振りかざして押し寄せるってことはないんでしょう？」

　赤羽主任もせいぜい『極道の妻たち』をＴＶで見た程度の知識であった。

　皆が構えて待っていると、十分程経って、男が一人ふらりと救急室に現れた。白いコットンのチノパンに黄色いゴルフシャツといった軽装で、白いスニーカーを履いている。両手をポケットに突っ込み、ばさりと前髪を下ろしたその顔に、衛藤はかすかに見覚えがあった。

　男は薄い唇を歪めてにやりと笑うと、左手をポケットから出し、二本の指を額に当てる。

「おす、せんせい」

「え？　え？」

　あまりに前の様子と違うので、衛藤は傍に寄って顔を覗き込んだ。

　すると男はいきなりゴルフシャツを捲り、背中を見せる。

「もう治ったぜ、あんたのおかげで」

「……本城……さん？」

　思わず「さんづけ」で呼んでしまう程、今夜の本城は一般人であった。

「どうして黒いスーツじゃないんだ？」

　眼を丸くする衛藤に本城はゲラゲラ笑い始めた。

「本当に先生は何も知らないな！　きょうび、ヤクザが黒いスーツなんて、着てるわけないだろう？」

「それに誰も連れがいないんだな」

　本城は笑い続ける。

「ボディガードなんか、大統領じゃないんだからさ、ついてねーッつーの」

「だってこの前の時は……」

「あー、あの時はなあ」

　勝手知ったるという風に、本城はさっさと処置ベッドへ歩きながら言う。

「あん時ゃ、通夜だったのよ。俺が昔、通ってた駄菓子屋の婆さんが九十六で大往生してなぁ。よく五円や十円まけてもらった手前、若いのと二人で顔出したってわけよ。その帰りだったのさ。冠婚葬祭にしか黒いスーツなんか着ねぇよ、ヤクザだって」

「でも、よくＴＶのニュースでみんな着てるところが映るじゃないか」

　食い下がる衛藤に、本城はもう大笑いである。

「あのな、ニュースになるって時って大抵大物の葬式ん時だろ？　そりゃそーゆー時はパンピーだって黒服だろうが」

　その通りではあったが、ふと衛藤はあの夜のことを思い出した。本城は女に会いに行った帰りとも言っていたっけ。

「じゃあ、あんたは通夜の帰りに女の所にも寄ったのか？」

　呆れる衛藤に、本城はしらっと答える。

「精進落としって知らないのか、先生。それよ、それ」

　処置ベッドに腰掛けると、足を組んでまた笑った。

「先生、社会常識に疎いね」

「う……」

　精進落としの意味が女を抱くことでないことぐらい、衛藤も知っていたが、これ以上かかわってもしょうがないと頭を切り替える。

「本城さん、今夜はどうしたんです」

　目の前の男をヤクザとは思わず、患者と思うことにする。

　本城はニヤつきながら、ポケットに突っ込んでいた右手を出した。

「……指輪が抜けねーんだ」

「ええ？」

　右の中指にはごつい金の台に、ソラマメ程の大きさのエメラルドが乗った指輪が光っている。緑の石の周りには小さなダイヤがびっしりと取り巻いていた。

　そして中指自体は赤く鬱血している。よく見ると、先端の爪の部分がどす黒く膿んでいた。

「ひょう疽そだな」

「え？」

　本城が聞き返す。

「深爪した所からバイキンが入って、膿んだんだ。それで指が腫れて指輪がきつくなった。それでまた更に、血液の流れが悪くなるといった、悪循環だ」

　衛藤が腫れた指に触れると、本城は顔を顰めた。

「何でもいいから、この指輪を取ってくれ」

　しかし……衛藤は何となくおかしくなった。

「結構あなたは間抜けな怪我をするね」

　本城はムッとした。

「俺だって、十分そう思ってる！　だからまた、誰にも内緒で来たんじゃないかよ」

「確かに！」

　衛藤は吹き出しそうになるのを堪え、看護師に「指輪カッターを出してくれ」と頼んだ。

「え？　カッター？」

　本城は大声を上げた。

「まさか、切り離すんじゃないんだろうな」

「切る」

「冗談じゃない！」

　本城は手を引っ込めた。

「そもそも切るぐらいなら、ここへは来ない！　あんたなら、何とかしてくれると思ったんだ」

「俺は医者で、手品師じゃないよ」

　衛藤は腕組みをして本城を睨んだ。

「何とか切らないで外してくれよ」

　本城は重ねて頼み込む。しかし中指は傷のせいもあって、かなり腫れ上がっている。指輪を切らずに外す自信はなかった。

「なんとか頼むよ」

「……仕方ない」

　衛藤は縫合セットを用意し、太めの絹糸を出して縫合針に通す。そして縫合針を持針器というペンチのような器械に挟み、本城の前に立った。

　本城はその大仰な様子に思わず腰を引く。

「ど、どうすんだ？」

「いいから、手を出すように」

　指輪と皮膚の間には隙間がまるでないように見えたが、さすがに手術用の細い針の先端は通った。付け根の方から先端へと針を通す。

「ちょっと痛いけど我慢して下さい」

「もう十分、痛いよ」

　本城は応じる。

　持針器で針の先端を捕らえ、ぐいと引っ張ると、なんとか指輪の下を針がくぐり抜けた。針を外すと、衛藤は糸を指にぐるぐると巻き付けて行く。

　かなりきつく巻いたので本城は顔を歪めるが、さすがにあまり格好の良いとは言えない事態に、「痛い」の一言も言わない。それだけはありがたいと、衛藤は巻き続ける。

　末梢の関節まで巻き付けると、先端でぴったりと留め、今度は根元からほどき始めた。

　すると指輪が徐々に動き出したので、本城は「へへーッ」と感心する。

「皮膚と指輪との間の摩擦力より、糸と指輪との間の摩擦力の方が強いってわけだ」

　衛藤の説明に本城はおどけた様子でお辞儀をした。

「恐れ入りました、先生」

　カランと転がった指輪を本城は大事に拾う。

「先生、これで一億ぐらいはゆうにするんだぜ」

　得意そうに言う顔を衛藤は呆れて見た。

「いいから、次はひょう疽の手当だ」

　深爪をして傷ついた部分から細菌感染を起こしたもので、かなり皮下に膿が溜まっている。衛藤は注射針で皮膚を破り、排膿することにした。

　指輪が無事だったことで、本城の関心は指の怪我に移っている。

「麻酔をちゃんと射ってくれよ」と哀願した。

「あんた、こないだはクズでも痛いのは変わらないって麻酔してくれたじゃないか」

「本城さん、あれは切断指の縫合ですよ？　今度は膿を出すだけなんだから！」

　ぶつぶつ言う本城にかまわず、衛藤は処置を続ける。

　溜まっていた膿を出すと痛みがだいぶ引いたので、本城はまた「恐れ入りました」と頭を下げた。

「ひょう疽は馬鹿にできないんですよ」

　赤羽主任が消毒薬で傷を洗いながら言う。

「骨髄炎って、骨が腐っちゃうこともあるんですから」

「それで指が短くなっても、格好がつかないね」

　ヤクザらしい感想に、赤羽はすっかり呆れ果ててそれ以上話すのを止めた。

　湿布のためにリバノール液という消毒薬を滲み込ませたガーゼを指に巻き、上から包帯で留めて処置は終了する。

「毎日、行きつけの病院で消毒して貰うように。それと痛み止めと抗生物質を出すから、きちんと服用するように」

　本城は神妙に聞いている。そして「あんたには世話になったな」と言った。

「これが俺の仕事ですから。別にあなたに特別親切にしたわけじゃない。誤解されても困る」

　衛藤が憮然としていると、本城は尻のポケットをごそごそとかき回し、名刺を取り出した。

「何か困ったことがあったら、言ってくれ。人一人ぐらいなら、始末してやるぜ？」

「いいかげんにして下さい！」

　驚いて衛藤は一歩下がってしまい、

「冗談だって、あんた、本当に面白いな」

　ひとしきり本城は笑うと、真顔になった。

「あんた、いい身体、してるな。医者から転職するんなら、うちの組に来な。お抱え医者として雇うのもいいかもな」

　本城が去った後、衛藤は渡された名刺を指につまんでしばらくヒラヒラさせる。

　見ると、肩書には「明石運輸代表取締役」とある。

「運輸？」

　裏を返すと、「建設機材・産業廃棄物専門」とあり、会社の住所が書かれていた。

「ヤクザのおもての顔かぁ……」

　捨てようとも思ったが、赤羽主任に「紙版のカルテに貼っといてくれ」と渡した。電子カルテの他にバックアップとして初診時には必ず紙版も作るようになっている。

「そうですねぇ、保険証が偽造でも困りますもんね」

「え？　あいつ、自費じゃなくて保険診療か？」

　保険証には必ず住所が記載されている。ヤクザは住所を知られるのが嫌さに、自由診療といって全額自己負担をする治療を申し出る人が多いのだ。定住地が無いため、保険証を持っていない、という困った人もいる。

「まぁ、まだ保険証を持っているだけ、ましかな」

　でも、と赤羽はカルテを出す。

「組合保険なんですよぉ」

　組合保険とは、いわゆる勤務している会社が母体になっている保険なのだ。

「ヤクザが組合、ねぇ……」

　あまりにハマっているので、全員が吹き出してしまった。

　しかし何の気無しに貰った名刺が、後々役に立つなどとは、その時の衛藤は想像だに出来なかった。


　第13章　血族







　翌日の日勤は朝倉チームとの合同である。しかし朝のカンファランスで会った朝倉は、落ち着いた表情を衛藤に見せた。

「利根川医局長から電話があった」

　朝倉は言いながら、衛藤の隣に腰を下ろす。

「僕と働きたいと言ってくれたんだってな、ありがとう」

「え……えッ？」

　衛藤は礼を言われるなどとは思っても見なかったので、朝倉の顔を覗き込む。

「な、なんで礼なんて言うんだよ！」

　朝倉は寂しげな笑みを見せた。

「僕が……帰って来たのは……お前と働きたかったからなんだよ、尚史」

（ええーッ？）

「……だから」

　朝倉は視線を逸らし、前を向く。

「僕の望みは適ったから……もうそれで満足することにした」

（ど、どういうことだ？）

　ひょっとして今、自分は大変なことを聞いてしまったのかも知れないと衛藤は気づいた。

（朝倉が……俺と一緒に働きたくて戻って来た？）

　鈍い衛藤にはそれ以上の意味が掴めない。

　いや、鈍いというよりは衛藤の頭には中学時代からの「まさかそんな筈はない」という刷り込みがあるので、これは無理もなかった。

「朝倉……」

　話しかけてみたが朝倉は答えず、そのうち尾崎教授が現れカンファランスが始まった。

　勤務が始まると朝倉はいつもの冷静な態度で、衛藤も周りのスタッフも安心した。

　その日は朝から救急隊の要請が相次ぎ、２チームはフル稼働状態だった。衛藤も朝倉と言葉を交わす暇もなく、時折朝倉が忙しく働いている方向へ目をやることしか出来ない。

　さらに昼過ぎに近くのスタジアムから熱中症の患者が大量発生したとの連絡があった。夕方からロックグループのコンサートがあるのだ。既に前夜からファンが押し寄せ、スタジアムの中で夜明かししていたのである。

　あっと言う間に救急室は茶髪・ガングロ・ミュールにパレオ姿の若い女の子達で満杯になり、ライブハウスのような混雑度になった。

　脱水症状が点滴で改善して少し元気を取り戻すと、コンサート会場に戻ろうとする女の子も多く、それを引き留めようと説得するので看護師達も仕事が倍になっている。

　何人かは強制的に入院させなくてはならず、内科のベッドも満床になって大騒ぎだ。救急室の入り口で衛藤がストレッチャーの患者を内科医へと引き継いでいると、衛藤は大勢の人々が廊下をこちらへとやってくるのに気づいた。大人から子供まで、まるで家族旅行に出たといった雰囲気だ。

「ちょっと待って！」

　全員でドカドカと救急室に乗り込もうとするので、衛藤が遮った。

「今、救急室は満杯です。緊急でなければ、一般の外来へ回ってください」

「何、言ってんだ、あんた！　緊急だからここへ来たんだよ！」

　先頭に立っていた、頭の禿げ上がった初老の太ったオヤジが衛藤にかみついた。

「そうよ、そうよ！」

　隣のやはり小太りの女性が口を揃える。

「ちょっと待って下さい！　受付は済みましたか。それに患者は誰なんです」

　ぐるりと見回すと、文句を言ったどうも夫婦らしい二人に、三十代くらいの男女が二組、女性の一人は赤ん坊をおんぶしている。そして小学生くらいの男の子が二人によちよち歩きのおむつをつけた女の子が一人という大所帯だ。しかも全員、元気そうで病人には見えない。

「誰が病人なんです」

　重ねて聞くと、

「うちのバーサンだ」

　人垣が二つに割れて、車椅子に乗った老女が押し出された。白髪はかなり薄くなり、痩せてニワトリのような顔をしている。品の良い絽の和服を着ていた。

「かあちゃん、受付、してこー！」

「あい」

　太めの女性がバッグを抱えてどしどしと廊下を戻って行く。

　取り敢えず、衛藤はカルテが出来るまでに事情を把握しようと老女の前に行った。

「どうされたんです？」

　老女はきょとんとして周りを見回している。

　オヤジが代わりに胸を張って偉そうに答えた。

「どうもこうもねぇよ。バーサン、突然、昨日から物を食わなくなっちまったんだ」

「食欲が無いんですか？」

　意識はハッキリしているようだし、と衛藤は老女の前にしゃがみこむ。

「お名前は？」

　尋ねてみた。

「あ、バーサン、耳、遠いから」

「補聴器はかけてないんですか？」

「うるさいって、嫌がんのよ」

　オヤジは老女の耳に口をつけ「バーサン、名前はってさー」と怒鳴った。

「はい、トヨと申します」

　老女は衛藤を見上げ、答える。

「うーん……」

　デメンチアが急激に進んで食事を採らなくなったという風でもない。

「食べないって、どういうことなんです？　好きなものはどうなんです」

「あっと、カヨコさんに聞いてくんな」

「カヨコさん？」

「長男の嫁でな」

　オヤジが太い腕を振り回して説明し始めた。

「あ、これが長男のフトシ、で、あっちは娘のユミにその連れ合いのシンジだ。で、こいつが孫のケータにマサオ。こいつはマリナ。バーサンにはひ孫ってことになるが」

「うん……」

　こんな所で家族構成を紹介されても……衛藤は「止め」と言いたくなったが、堪え、その長男の嫁のカヨコという女性に顔を向けた。

「どういうことです？　食べても吐く、とか、それとも」

「それが……『いらねぇ』としか言わなくて……絶対、食べないんです。お匙を近くにもって行っても、顔を背けるし」

　オヤジが後を続ける。

「俺が無理やり、突っ込んだらよぉ、ペッペッと吐き出しちゃうんだ」

　無理やり突っ込むってあんた、と言いたかったがそれも止めて、衛藤は考え込んだ。

「毎日、飲んでいる薬はありますか？」

　その問いにカヨコは首を縦に振る。

「ええ、その薬も飲んでくれなくて」

　それは確かに困るだろう。

「何の薬です？」

「えっと……確か、血圧を下げる……」

　衛藤は血圧計を引き寄せ、老女の血圧を測ることにした。

　着物の袖を「失礼」と捲ると、老女はニッコリ笑って腕を差し出すので、衛藤も首を捻る。意固地になって食べ物も薬も採らない、という風には見えない。

　衛藤は首を捻りながら、血圧を測った。やはり薬を中断しているせいでかなり高い。看護師に頼んで薬を持って来させる。コップに水を汲み、老女の耳元で「飲んで下さい」と大声を出した。

　すると老女は「やだ」と口をギュッと結び、怖い顔になった。

「これは……確かに変ですね」

「なーっ？　何とか、治してくれよ、バーサン、死んじまうよ」

　取り敢えず血圧を下げようと思い、衛藤は「血圧を下げるためのテープを貼りますから」と告げた。

「え？　テープ？」

「ええ、薬が飲めない人にも使える、テープになっていて、貼るだけで皮膚から薬が吸収されるんですよ」

　着物の前を少しはだけ、透明のシールのようなものを貼ると、オヤジは感心して「便利なもんがあるんだな」と言った。

　衛藤はこれで安心とゆっくり老女の診察に取り掛かる。

「トヨさん、ちょっと失礼」

「ハイ、よろしいですよ」

　老女はニッコリする。

　胸に聴診器を当てても呼吸音は正常だし、心音もしっかりしている。首から顎を探り、リンパ腺も腫れていないことを確認し、次にペンライトを取り出して「口を開けて下さい」と言ったところで、また老女は怖い顔になった。ギュッと口を閉じる。

「え？」

　どうも様子がおかしい。

「ちょっと診るだけですよ」

　宥めても老女は決して口を開かない。

「すまん、赤羽さん、頼む」

　ちょうど通りかかった赤羽主任を助手に、オヤジに抵抗する老女の手を押さえさせ、悪いとは思いつつも口をこじ開けた。

「……あ！」

　舌の側面が赤く腫れ、潰瘍になっている。ひどい口内炎を起こしているのだ。

「原因はこれです！」

「あーッ」

　オヤジも覗き込み、確認する。

「この傷が滲みて痛いから、食べられなかったんですよ！」

　原因が解れば治療法も解る。嫌がって騒ぐのをまた押さえ付け、なんとか患部に薬を塗った。

「しばらく毎日、ここに軟膏を塗って下さい」

　カルテに書き込みながら、衛藤は注意を与える。

「それにしてもなんであんなもんが出来たんだ……」

　オヤジは首を捻った。

「そうですね……火傷なんかが原因のこともありますよ。熱い物でもあげませんでしたか？」

　すると、受付から帰っていた妻にオヤジが怒り始めた。

「おめー、バーサンに熱いもん、食わしたんか！」

「何、言ってんだよ！　そんなこと、するわけないだろッ」

　夫婦喧嘩になりかけたところで、孫のケータが「じーちゃん、おととい、オーバーチャンにタコ焼き、食わせたじゃん」と言った。

「ほらさ、大阪行って、土産にタコ焼きの鉄板、買ってきて……」

「あーッ」

　オヤジが素っ頓狂な声を上げた。

「俺が食わせた、タコ焼きのせいだったんか！　バーサン、すまん！」

　衛藤は笑いながら、「まあこれからは気をつけて下さい」とオヤジに処方箋の紙を渡した。

「帰りに薬局に寄って、この軟膏をもらって下さい」

「いやー、あんたは名医だよ、ちょっと診ただけで治しちまうなんて！」

　オヤジは衛藤の手をギュッと握る。

「バーサンは今年で九十二になるんだ。食わなくなった時はもう死んじゃうのかと思ったけど……あんたのお陰だ！」

　掴んだ手を振り回した。衛藤を見る眼は潤んでいる。

「バーサンはな、戦争で死んだ親父のかわりに俺を筆頭に五人も子供を育てたんだ……千葉から野菜籠を背負って、毎日東京に行商に出てたんだよ、何十年も。そのお陰で、俺は今、八百屋の店を持てて……息子も娘もいい連れ合いに巡り会って……みんな、バーサンのお陰なんだ」

　ＴＶドラマのようだと衛藤は苦笑しながらも、握り締めて離そうとしないオヤジの手を振りほどき、逆に肩を叩いた。

「分かりましたよ、お父さん、これからもお祖母さんを大切にしてあげて下さいね」

　オヤジは鼻を啜りながら、一族郎党を振り返る。

「みんな、この先生に礼を言うんだぞ！」

　全員が一列になって、頭を下げながら衛藤の前を通り、外へ出て行った。よちよち歩きの子供までお辞儀をするので、衛藤は可愛さのあまり顔が綻んだ。

「ふー、やれやれ、えらい騒ぎだったな」

　衛藤は見送って言う。

「でも良かったよな、単なる口内炎で」

「そうですねー」

　赤羽主任と言葉を交わしながら衛藤が救急室の入り口に眼をやると、今度は少し離れた所から初老の紳士がこちらを覗き込んでいる。茶色のスーツを着込み、銀縁の眼鏡をかけ、白髪交じりの髪を撫でつけた上品な雰囲気で、衛藤を注視している。

「どこかお悪いんですか、それとも……」

　声をかけると、紳士は唇に笑みを浮かべる。どこかで見たその顔に、衛藤は訝しく思いながらも近寄った。

「……ひょっとして」

　この顔は新聞やＴＶで見知っているだけでなく……。

「……朝倉の？」

「いや、申し訳ない」

　紳士はゆっくり頭を下げる。

「息子には内緒だ、あれの働いているのがどんな所か見てみたくてね。もう帰るから、お邪魔した」

　またにっこりするが、その顔が苦しそうなのに衛藤は気づいた。

「今、朝倉を呼びます」

「いや、いいんだ、すぐ帰るから」

　しかし近寄った衛藤の前で、紳士は前のめりになった。

「大丈夫ですか！」

　急いで衛藤は抱きとめる。

「……すまない……ちょっと腹が……昨日から痛んで……」

　衛藤が看護師を呼ぼうと目を逸らした途端、朝倉の父はうめき声を上げて吐血した。

「大変だ！　朝倉を呼んでくれ！」

　隣の処置室で患者を診ていた朝倉は、すぐさま駆けつける。観察室のベッドに寝かされている自分の父を見て、絶句した。

「吐血だ、量は百㏄ぐらいだが」

　衛藤は内視鏡の準備をしながら告げる。

「朝も食事をされていないようだから、すぐにスコープで調べよう。どうする、お前、やるか？」

　朝倉は青い顔をして衛藤の腕にそっと触れた。

「……お前に任せる」

「そうだな、身内はやりにくいもんな」

　衛藤が電子スコープを入れて確かめると、心配されたような潰瘍や腫瘍病変はなく、表在性胃炎だった。

　ベッド脇に置かれたＴＶモニターに映る映像を確かめながら、

「確か、血栓を予防するため、アスピリンの服用をしているって言ってたな」

　モニターを食い入るように見詰めている朝倉に問いかける。

「ああ。しかし、抗潰瘍薬ぐらい一緒に飲んでいる筈だけど……」

　ふと朝倉は思いついて、ファイバーを終えてぐったりしている父に「堀江さんはどこにいるんだ？」と尋ねた。

「一人で来たわけないだろう、父さん！　父さんは運転出来ないんだし！」

　朝倉の父は頷いて小さく答える。

「車の中で待ってろと言ってある……たぶん、駐車場だろう」

　朝倉はやれやれと天井を仰いだ。

「まったく、もう……だいたい、なんで父さんがここにいるんだよ！　堀江さんも堀江さんだ！」

「だって、お前は家に全然帰ってこないし、堀江さんが心配して……」

　朝倉は父の言葉を怒った声で遮る。

「僕はもう大人だ！　親と一緒に家で……」

「その話はあとにして、入院の手続きをした方がいい」

　親子喧嘩を始められてもと、衛藤は中に割って入った。

「単なるアスピリンの副作用の表在性胃炎とはいっても、心臓病がベースにあるんだ。入院してしばらく様子を見る必要があるだろう」

　朝倉は溜め息をつくと、メモ用紙に携帯の番号を書いた。

「堀江さんのだ。すまないが、呼び出してくれ。僕は手続きをしてくる」







　まもなく堀江が救急室に青い顔をして現れた。

「先生！」

　ストレッチャーに乗った朝倉の父に駆け寄り、さらに脇に付き添っている朝倉に頭を下げた。

「ぼっちゃま、申し訳ありません、私がついていながら」

　朝倉はしかし「悪いのは父さんだから」と言い放つ。

「よく聞いたら、胃薬は不味いって言って、ずっと飲んでなかったんだって。アスピリンは胃を荒らすから、一緒に飲まなくちゃいけないのに……」

　聞いている朝倉の父は首を竦める。

「吐血はアスピリンのせいで、そんな重症じゃないから大丈夫だよ」

　しかし堀江はすっかり自分のせいと気落ちしている。

「そんなことより……」

　朝倉は父を睨む。

「だいたい、なんでこんな所に来たんだよ！」

　朝倉の父はまた首を恥ずかしそうに竦めた。

「なんでって、お前、息子の働いているところを見てみたかったのさ」

　朝倉は真っ赤な顔になった。

「やめてくれよ、恥ずかしいなあ、もう！　親バカじゃないか、いい歳して！」

　しかし朝倉の父は息子の小言にかまわず、ニッコリして隣に立っている衛藤を見上げる。

「衛藤君、だね……本当に男前で優しくて、いつも秀が褒めている通りだ……」

「止めろってばッ」

　朝倉はますます真っ赤になり、衛藤を睨んだ。

「僕はお前のことなんか、ぜんぜん褒めてないからなッ」

「はいはい」

　こんなところで言い争っても仕方がないので、衛藤は適当にあしらい、ストレッチャーの上の朝倉の父に話しかける。

「特別室が取れませんでしたが、個室が空いていましたから」

　すると廊下に出て携帯で誰かと連絡していた堀江が、戻ってくる。怒ったような顔をして、衛藤の前に立った。

「明日、本院の特別室に移りますから」

　朝倉の方へは別人のような優しい顔で微笑む。

「ぼっちゃま、今、先生の主治医と連絡がつきました」

「ああ、本院の循環器内科の戸沢教授だろう？」

「ええ、特別室に移れるよう手配していただけることになりました」

　衛藤を押しのけるように、堀江は朝倉の側へ寄った。

　勝手にしろ、と衛藤は苦々しく思った。政治家の入院となったらマスコミも押しかけるだろうから、こっちだって願い下げだ。

「悪いな、衛藤、都合をつけてもらったのに……」

　こちらを気にする朝倉に「いや、こっちじゃあ、不便だからな。それに本院に移った方が、こっちも助かるよ」と衛藤はしらっとして答える。そして朝倉に、

「病室に一緒について行っていいよ。こっちはやっておくから、まかせてくれ」

　仕事仲間としての自分をアピールしてやる。堀江にもそのイヤミは通じたらしく、ムッとした顔を見せた。

　二人の間の微妙なライバル心に朝倉は気づいていないので、なんだか妙だという顔を見せたが「ありがとう」と素直に衛藤に言う。

「堀江さん、こっちへ一緒に来てくれ」

「はい、ぼっちゃま」

　三人が揃った所で、一瞬衛藤は変な気分になった。

　ダークスーツの堀江とオペ着の朝倉、そしてネクタイを外してワイシャツ姿の朝倉の父は三人とも良く似ていて、まるでさっきの大家族のようだ……既視感デジャビュに襲われる。

（え？　何だ？）

　朝倉と朝倉の父が良く似ているのは当たり前だが、堀江も実に雰囲気が似ていて同化している。

（秘書なんて、雰囲気は政治家そのものだもんな。それに長いこと一緒にいると似てくるだろうし、それでかな）

　漠然と納得する。

　見送ると、急いで自分を呼ぶ看護師の元へと走った。







　父の秀雄に付き添って、朝倉はその晩病室に泊まることにした。

　個室とはいえ、狭い病室にソファとベッド、そして３点セットのユニットバスで、堀江は「申し訳ありません、こんな狭いところで」と秀雄に謝る。朝倉には反対に「あっ、ぼっちゃまの病院にケチをつけるわけでは」と冷や汗をかきながら弁解する。

「もういいよ、堀江さん」

「ぼっちゃま、私が今夜は付き添いますから」

　言い募る堀江を「それより、母さんの方についてくれ」と説得する。

「こちらへ来ていただくよう、お迎えにまいりましょうか」

　堀江は申し出た。

「いや、ここは家から遠いし。明日、本院に移ったらそこへ来てもらおう」

　実家に電話を入れると、母の真智子は息子に病状を説明され、一安心した。

「さっき堀江さんから入院しますって連絡があった時は、もうびっくりしてしまって……」

　びっくりしたにしてはのんびりした声で応じるので、朝倉はいつもと変わらないと呆れた。

　真智子はおっとりとした性格で、代議士の妻として後援会を束ねることもあまり得意ではない。すべてを堀江に頼っている。後援会の人達も、長年に渡って真智子の天然ボケぶりを見ているので、あまり真智子に期待していないフシがある。

「お母さん、後援会に連絡しちゃったんじゃないでしょうね！」

　朝倉はふと不安になって尋ねた。

「あらぁ、もう言ってしまったわ……だって、さっき、電話があったのよ。いけなかったかしら？」

　前回入院した時も、連日見舞い客が押しかけ、仕方なく『面会謝絶』とした。すると今度は、「明日をも知れぬ病態」との噂が永田町を飛び交って、それを払拭するのも大変だったのだ。

　堀江が「私がこれから会長の家に回って、説明してきましょう」と申し出る。

「息子さんの病院で、十分診てもらっているから、安心だと伝えますから」

「頼むよ、堀江さん」







　堀江が帰り、退屈だと騒ぐ父のために借りて来たＴＶをつけてやると、朝倉はソファで医学雑誌を読み出した。

　しばらくすると秀雄が「コーヒーが飲みたい」とベッドから声を出した。

「信じられないな、なんて病人だよ！」

　朝倉は本を置くと、傍へいって父を睨んだ。

「当分、絶食なんだよ、父さんは！　水はいいけど、コーヒーなんてとんでもないよ！」

　秀雄はブスッと横を向いた。

「いいよ、明日、母さんに持ってきてもらうから」

　絶句して朝倉はまたソファに戻る。また少しすると、秀雄が「秀」と呼んだ。

「何だよ、今度は！」

　朝倉がまた近寄ると、秀雄は「衛藤君には初めてあったが、お前の言うとおり、いい人だ」と呟いた。

「何の話かと思えば……」

　朝倉は顔を赤くする。

「いや……腕は良くても、人間的にはあまり感心しない医師もいるだろう。でも……」

　一息休むと、秀雄はまた続けた。

「今日、彼が働いている所を見て……暖かい心の持ち主だと、すぐ分かったよ」

　そして朝倉を枕から見上げた。

「いい友達を持ったな、秀」

「……ったく」

　秀雄はふと天井へと目を逸らす。

「お前が……医者になると言った時、私は高をくくっていたんだよ。結局は私の言いなりになるだろうとな。だが本当に良く分かったよ」

　また朝倉の顔を見詰める。

「お前の情熱は医学に注がれているんだな……人を助ける職業にお前がついているなんて素晴らしいと、今日、本当に思った」

　朝倉はすぐには答えられない。少し考えたあげく「政治家だって、そうじゃないの？　人の為になるじゃないか」と言ってみた。しかし秀雄は溜め息をつく。

「初めに持っていた情熱や理想は、もう汚れてしまった……潮時だ。そろそろ私も、この世界から離れようと思う」

「弱気な発言は、病気のせいじゃない？」

　朝倉は受け流す。

「いや、考えてみれば……」

　秀雄はまた溜め息をついた。

「……私は本当は、政治家ではなく、別の道に進みたいと思っていたんだ。でも、父親の期待を裏切れなかった」

　初めて聞いた言葉に朝倉は目を丸くする。

「……父さん？」

　秀雄は静かに瞼を閉じた。

「お前はお前の道を行きなさい」







　翌日の昼に、朝倉は父に付き添ってリムジンで新橋のＫ大本院へと向かった。

　マスコミを避けるため、堀江はリムジンを地下駐車場へ入れ、夜間受付から上がることにした。

　パジャマにガウンの父を借りて来た車椅子に乗せ、こっそり裏口から入る。そこに看護師と白衣姿の女医が一人、待っていた。

　背の高いショートヘアにきりっとした眉の女医で、ネームプレートには「循環器内科医師／衛藤」とあるのを、朝倉の父・秀雄がすぐ目に留める。

　車椅子に移ると、手を差し出して「ひょっとして衛藤先生の奥さんですか？」と尋ねた。

　朝倉の方は分かっているので、「父さん！」と慌ててたしなめる。

「いいえ、妹の節子です」

　節子は手を握り返しながら、挨拶する。

「もう一人、阿久津あくつという病棟長で講師の先生が、私と一緒に主治医となりますから、宜しく」

　節子は一緒に歩きながら、遠慮なくじろじろと朝倉を眺める。朝倉はヘリングボーンのクリーム色のソフトシャツに白いタックパンツ、それにジオメトリックな模様の焦茶のタイというスタイルだ。

（うわー、まるでウォール街のヤッピーって感じよね）

　恋人とまではいかないまでも、せめて兄がこんな素適な人だったらと、節子は溜め息が出た。ついでに兄のことを尋ねることにする。

「朝倉さん、どうです、兄は？」

「どうって……」

　いきなり言われ、朝倉は動転してつまずいてしまった。

「だから、朝倉さんにご迷惑、かけてません？」

「ああ……そういう意味」

　朝倉は余裕を取り戻し、笑って見せる。

「うまくやってるよ？」

「ならいいけど……だって、相変わらずガサツなんですもん、あの男は」

「ガサツ、ねぇ」

　ピッタリの表現に朝倉は吹き出した。車椅子を押している堀江が「妹さんの前で何ですが、衛藤さんは確かに乱暴ですね」と口を挟んだ。

「堀江さん！　失礼だよ！」

　きっぱり朝倉が言うので、堀江はムッとして顔を背ける。

「いいんですよぉ、ほんっと、うちのって愛想が悪いんですもの」

　節子はケロリと言う。病棟へ上がるエレベーターのボタンを押し、朝倉に笑いかけた。

「もう、大西が家に来ても話もしないで、すぐ部屋に入っちゃうし、最初は嫌われてるのかって大西も心配したくらい」

「おおにし？」

「ああ！」

　節子はいけないという風に、口を押さえる。

「私のフィアンセなんです。本院の外科にいるんですけど」

「せっちゃん、結婚するんだ！」

　一瞬考えたあと、朝倉は大声を出した。すっかり感動して、目の前の女性を眺める。

「そうか……そういえば、そんな齢なんだよね……僕が初めて遊びに行った時は、まだ小学生だったのに！」

「まっ、おじさんっぽい！」

　節子の発言に、朝倉は「そうかな？」と顔を赤くした。

　車椅子の朝倉の父も、押している堀江も、興味深げに二人を見ている。朝倉は急いで説明をした。

「だって、僕が衛藤の家に行った時は、まだ本当に子供だったんだよー、衛藤がでかかった分、すっごくちっちゃく見えたし……」

　朝倉は一人っ子なので、衛藤の妹にはなんだか憧れに似たような感情があった。

「……せっちゃんがもうお嫁さんかぁ……良かったなぁ」

　節子は開いたエレベーターに看護師と共に先に乗り込むと「もう、朝倉さんの方がうちの兄より喜んでくれるのねぇ」とまた嘆息する。乗り込んで来た朝倉に愚痴をこぼした。

「ほんっと、うちのって、ガサツでドンカンなんだから、いやんなっちゃう！　あれじゃあ一生、結婚出来ませんよ」

　その言葉で朝倉は思い当たった。

「……ひょっとして、結婚するのって、この秋？」

「ええ、そうですよ」

　朝倉は丸い眼を真ん丸にして、節子を見た。

「そうだったのか……僕、向こうで衛藤が結婚するって話、聞いたんだけど……せっちゃんのことだったのか！」

　節子はぷっと吹き出した。

「そんな訳、ないじゃないですかぁ！　彼女イナイ歴ウン十年なんだから！」







　特別室は最上階で、寝室に加え二十畳程もある応接間、それにミニキッチンとバスルームがついている、広い部屋だった。もう党本部やら後援会やらから見舞いの花が届き、広い応接間は満員だ。

　既にソファに妻の真智子がちょこんと腰掛けて待っていて「お父さん、心配しましたよう」と明るく言う。

「やれやれ、母さんは相変わらずだな」

　てきぱきと看護師が秀雄をベッドへ移す。節子は秀雄のパジャマの前を「失礼します」と開き、心電図の電極を貼った。

「不整脈が出るようですので、ナースステーションのモニターで常時監視するようにしますからね」

　父と母を二人残して節子達と外へ出ると、朝倉は「すまないけれど、面会謝絶でお願いするよ」と言った。

　Ｋ大付属病院は芸能人・政治家の入院も多く、スタッフは皆、慣れている。

「じゃあ、ご家族のお三人さんだけですね」

　主任看護師が、堀江に問いかける。

「いや、私は家族ではありません」

「あら」

　朝倉が急いで付け足した。

「でも堀江さんは第１秘書で、父の片腕だから別格だ」

　看護師はナースステーションのネームプレートに、注意事項を書き込む。

　取り敢えずこれで落ち着くことが出来る……朝倉はほっと一息ついた。

「ぼっちゃま、分院にお戻りならお送りします」

　堀江は朝倉に話しかけた。

「堀江さんは？」

「私は国会の会期中ですから、議員会館に詰めています。党には、検査入院と届けましたから」

「それがいいだろうね」

　たとえアスピリンの副作用としても、吐血したなどと知れたら、ただちに悪い予想が飛び交うのが永田町だ。

「それだけ、みんな、誰か死んで自分が後釜になりたがってるっていう、最低の所なのさ！」

　吐き捨てるように言う朝倉に、堀江は「ぼっちゃま……」とたしなめた。

「あの、連絡先は？」

　節子の問いかけに堀江は、携帯電話と議員宿舎の番号を教えた。

「夜は議員宿舎におりますから」

「朝倉さんは？」

　朝倉はこれからの勤務シフトを書き込む。

「勤務時間以外は、松戸のマンションかなるべくこちらへ来るよ」







　二人を見送ると、節子はカルテを書き始めた。

　ふと、堀江の連絡先を見て考え込む。

（堀江さんって……朝倉さんのお兄さんみたいよね）

　朝倉をたしなめたり、なだめたりする様もだが、顔も似ているような気がするのだ。

　若い頃会った時には、それ程感じなかったが……二人とも三十代になって落ち着いた雰囲気になったせいなのかも知れない……。

（そうよね、きっと）


　第14章　カインとアベル







　朝倉秀雄の弟・征次せいじが見舞いに訪れたのは、翌日の夕方だった。

　参議院議員である征次は、あまり秀雄には似ていなかった。恰幅の良い堂々とした体躯で顔の造作も大きく、顎も角張っている。秀雄とは腹違いの弟で、どちらかというと父・秀征しゅうせいの血を色濃く受け継いでいるのは征次の方だった。

　まるでボディガードのような屈強な男を両脇に従え、辺りを睥睨するようにのし歩く。ナースステーションから看護師に誰何された時は、憮然とした顔になった。胸元に光る議員バッヂも病院内では何の効力も無い。

「どちら様ですか」

　主任看護師の問いかけに仕方なく「朝倉征次、朝倉秀雄の弟だ」と返事する。

「家族の方でしたら、許可されています」

　弟ならばと、看護師は特別室へ案内する。秘書の二人には「外でお待ちください」と言ったので、また征次は憮然とした顔になったが「待っていろ」と一言残し、入室した。

　ちょうど妻の真智子は家に戻ったところで、応接間と病室の扉は開け放され、がらんとしていた。

　秀雄はギャッジアップにしたベッドに上体をもたせかけ、ノートパソコンで作業をしている最中だったが、征次を見て「おお、来てくれたのか」と言う。

　征次は大股で応接間を横切って病室に入ると、境の扉を閉め、じっと兄を観察した。点滴の大きな袋が点滴台からぶら下がって秀雄の胸元へとルートが繋がっているのを認め、目を細める。

「検査入院という話だったが……そうでもないようだな」

　秀雄はパソコンをセーブしてサイドテーブルに置くと、じっと弟を見返した。

「そうだ。胃をやられてな。当分、絶食だ」

「復帰はいつだ」

「半月というところだろう」

　少しやつれた顔の秀雄は弟の眼を見ながら冷静に付け足す。

「お前の訪ねてきた理由が見舞いなんかではないことぐらい、分かっているよ」

「……ふん」

　征次は傍の椅子に腰を下ろした。

「それじゃあ、単刀直入に言おう。次の衆院選に立候補するつもりはあるのか？」

「ない」

　きっぱりとした即答に、征次が驚きの声を上げた。

「もう、決めたのか！」

「そうだ。そして後継者もな」

　征次はまた眼を細める。

「……そうか。秀もそろそろ三十歳になるしな」

「いや、秀ではない」

　きっぱりとまた秀雄が言う。

「堀江にすると、もう後援会や党の根回しも済んでいる」

「やっぱり！」

　征次は唸ると、椅子から立ち上がる。

「そういう噂は聞いていたが、まさか本気とは思わなかった！　秀が帰国したから安心していたのに！」

「秀は医者になった。それがあれの望みだ。父親の勝手な夢を押し付けるつもりはない」

　征次は鼻で笑う。

「それは自分のことを言ってるんだな、兄さん」

　イライラとベッドの周りを歩き始めた。

「兄さんは分かっていない！　朝倉の血を絶やすつもりか！　あの地盤は祖父の代から、朝倉のものだった！」

「政治家個人の持ち物ではないだろう、選挙区は」

　秀雄の冷静な反応に、征次は舌打ちする。

「まったく理想家だよ、あんたは！　祖父じいさんそっくりだ！　親父はもっと現実主義者だったからな！」

「そうだ、お前の方が親父に似ているな」

　秀雄はじっと枕に身体をもたせたまま、征次を見詰める。

　この腹違いの弟を見ていると、複雑な思いが沸き上がる……まだ学生の頃、信州の療養所を見舞いに訪れるたびに、母は秀雄に訪ねた。

「父さんは元気？　あの人に良く世話をして貰っているかしら……」

　結核で寝たきりの母は、愛人の存在を諦めの気持ちで受け入れていた。母を見るにつけ秀雄が感じたのは、父への憎しみではなく、女性という危うい存在への同情だった。

　母の死後、愛人から昇格した征次の母は、数年後に今度は父の年若い秘書が妊娠したと知ってひどく取り乱した。やっとついた妻の座を明け渡さねばならないという危機感にかられたのだろう。その時秀雄が感じたのはやはり同情の念だった。哀れみでもなく、ただただ痛ましく感じた。

　征次は黙ってしまった秀雄を睨み、のし歩きながら宣言する。

「とにかく堀江を後継者にするくらいなら、俺がそこから立つ！　当然だろう、朝倉の一族として権利がある！」

　秀雄はぴしりと返した。

「堀江君にもその権利があるだろう」

「兄さん！」

　征次は足を停めて、信じられないという顔になった。

「まさか……あいつにバラしたんじゃないだろうな！」

「何も言ってはいない。だがお前、『四知』という言葉があるだろう。天知る、地知る、我知る、人知る。たとえ事実を隠しおおせたとしても、私の良心がそれを許さない」

「バカな！」

　征次は絶句した。

　静かに秀雄は話続ける。

「堀江が私達の弟ということは、限られた人しか知らない。父も気にして可愛がってはいたが、結局最後まで認知しなかったし、堀江の母も亡くなった。知っているのは私達兄弟と、お前の母だけだ……」

　征次はこぶしを握り締める。

「あいつに言うつもりか！」

「いや、言うくらいなら、とっくの昔に打ち明けていた」

　秀雄は一転して苦しそうな顔になる。

「分からないのか、征次……お前の母に、私の母と同じ思いをさせたくないという私の配慮が……」

「ふざけるな！」

　征次は目の前にある椅子を蹴飛ばす。大きな音を立てて、椅子は転がった。

「堀江にはすまないと思っている……あれの父親が自殺した原因も、単に罪を被っただけではない。あれの父親は鬱うつ状態だった……自分の息子が実は……」

「それ以上、言うな！」

　征次は顔色を変えて遮る。秀雄も俯いて口を閉じた。

「それで罪滅ぼしか！」

「そうだ、私はすべてを堀江に渡す。堀江が望めば当然、彼の取り分として分けねばならぬ筈のものだ」

　秀雄の言葉を征次は顔を歪めて聞いていたが、途中でまた大声で遮った。

「俺は認めない！」

「お前には関係ないことだ。秀は一人前の医師になり、何一つ、私の持っているものを望んでいない。それを私は堀江に受け継がせるのだ」

「そんなことは俺が許さない！」

　征次はベッドに歩み寄る。

「どんなことをしてでも、阻止してやる！」







　ナースステーションでカルテを書いていた衛藤節子は、ＥＣＧモニターの警戒音が鳴り出したのに気づいた。

「あら、誰かしら？」

　何台かあるうちの１チャンネルで、なんと自分の受け持ち患者だ。脈拍は１４０に上がり、心房細動が起こっている。心臓の不整脈の発作で、心房から心室へと心臓収縮の為の電気刺激がうまく伝わらない状態だ。

　名前を見ると、「朝倉秀雄」とあった。

「あらら！」

　急いで血圧計を掴むと、診察に向かった。

　特別室の前へ行くと、扉の両脇にＫ１グランプリの出場者のような男が二人、立っている。

（何よ、こいつら！）

　向こうもじろりと見るが、白衣を着ている節子は医者と一目で分かるので、さすがにペコンとお辞儀をして離れる。節子は中へ入った。

　応接間と病室の境の扉は閉まっている。

　近づくと、中から喧嘩をするような大声が聞こえる。秀雄の弟が面会に来ているのは知っているので、話が途切れるまでとしばらく扉の前で待ったが、言い争いはどんどん激しくなる。

（ちょっとまずいわね、これは）

「失礼します、診察の時間です」

　大きく声をかけノックして入ると、秀雄がパジャマの胸元を握り締め、蒼白な顔でこちらを向いた。背を向けていた大柄な男は慌ててベッドから離れ、節子を振り返る。その形相が険しいので節子は一瞬ひるんだ。それでもわざと明るい声で「朝倉さん、ナースステーションのモニターで少し心拍数が上がっていたものですから、診察に来ました」と言いながらベッドの足元へ行き、ハンドルを回してベッドを平らにする。

　大柄な弟と名乗る男を押しのけるようにして近づいた。

「朝倉さん、興奮すると不整脈が出ます。ちょっとお休みした方がいいでしょう」

　そして振り返ると有無を言わさぬ口調で「そういうことですので、面会は終了です」と告げた。

　男は鋭い目付きで節子を睨んだが、「兄さん、また来る」と一言置いて病室を出る。すると秀雄が身体を起こし「もう二度と、来るな！」と叫んだので、節子は慌てて肩を押し戻した。

「朝倉さん、落ち着いてください」

「す……まない」

　秀雄は枕に頭を落とすと「……気分が悪い」と呻く。

「大変だわ！」

　ベッド脇のモニターの電源を入れると、けたたましい警戒音と共に、３２ビートのロックのような信号音が鳴り渡った。脈拍は二百を越えている。

「いけない、発作を起こしたんだわ！」

　節子はナースコールに飛びつき、ボタンを押す。　

「はい、どうされました？」

「急いでアミサリンと２０％ブドウ糖液ツッカー、持って来てちょうだい！」







　征次は黙ったままエレベーターで下に降り、駐車場へ向かった。

「いかがでしたか？」

　秘書が話しかけるのを、手を振って止めさせる。

「……議員宿舎へ戻る」

「はい」

　黒塗りのリンカーンコンチネンタルが、赤坂にさしかかったところで、気が変わって「ニューオータニへ」と行く先を変更した。ここのアネックスに征次は個人的な事務所を借りている。東京に私用で来るときの拠点として使っているのだ。

　秘書を議員会館へと返し、一人で部屋に引きこもる。

　まだ日は高かったが、サイドボードからブランデーを取り出すとなみなみとバカラのグラスに注いだ。

　それを手に、革張りのソファへと戻る。

　朝倉征次は恨みとも羨望とも蔑みともつかぬ思いに、長い年月、呪縛されていた。

　ずっと昔から兄と弟との間には格差があった。格式を重んずる古い家で、長子だけを大事にする家風だったからかも知れない。腹違いという理由もあったかも知れない。そして母の出自があまり良くなかったことも原因だったのかも知れない。

　征次の母は新橋の芸者で、あの頃の政治家にはよくあることだった。正妻は選挙区を守り、国会の会期中は東京妻が世話をする。朝倉家の場合は東京が地盤だったが、秀征の正妻である秀雄の母は長らく結核で療養所に入っていたのだ。

　その代わりといったように、征次の母は芸者仕込みの如才なさで、りっぱに政治家の妻としての役目を果たしていた。それなのに秀雄の母が亡くなっても、正式に朝倉家にはなかなか迎え入れられなかった。

　征次はすぐに認知はされていたが、母が籍を入れてもらっても「愛人の子」というレッテルは決して剥がされることはなかった……。

　征次は溜め息をついて、ブランデーをぐいと煽る。

　母はとにかく自分を育ちのよい坊ちゃんに仕立て上げようと必死だった。下町生まれの下町育ちの少年は、本当は近所のガキ大将と遊ぶのが好きだったが、無理やり離され、上品な私立の幼稚園から小学校へと進んだ。

　毎週日曜日には黒いブレザーに半ズボンで、近くの教会の日曜学校にも行かされた。

　そこで聖書のカインとアベルの話をシスターから聞いた時、父親に顧みられない自分はまるでカインだと思った。

　だが、そうではない。

　征次は目を閉じて、ソファに寄りかかる。

　兄と自分は、アブラハムの腹違いの兄弟・イサクとイシマエルなのだ……。正当な世継ぎのイサクだけを残し、アブラハムは愛人と息子イシマエルを、革袋に入れた僅かな水とパンを与えて荒野に追いやる……。

　秀雄は長男として朝倉の家に残り、全てを引き継いだ。自分は地方の代議士のいわば婿養子に近い形で、東京を離れた。

　それは父・秀征の有無を言わさずの決定だった。

　しかしもう一家の独裁者の父は逝ってしまった。

　もし秀雄が引退するならば、その正当な後継者は自分をおいて以外、考えられない。まだ兄の一人息子の秀ならばともかくも、堀江にだけは絶対に渡す訳にはいかない。

　たとえ血の繋がった弟と言われても、父の認知は受けていないのだ。名前に「秀」の字も「征」の字を与えなかったのだから、本当は父だって疑っていたに決まっている。

　同じ妾腹の子同士でも、自分には正当な権利がある。それにそうすれば、自分の二人の息子にそれぞれの地盤を引き継がせることも出来るではないか。

　秀雄の了解が取れれば、自分は参議院議員を辞職して兄の選挙区から立候補することになる訳だが、自分の後釜にはすでに三十六歳になる長男が立てばいい。

　そうなれば朝倉の一族は安泰で私利私欲に基づくことではないのだと、征次は自らを正当化する。

　なんとしても堀江を後継者としてはならない。

　だが、秀雄の決意は堅いようだ……征次は舌打ちをする。

（昔から兄さんは、一度決めたことを覆したことはなかった……そこだけは親父譲りだな）

　それでは堀江が辞退すればどうだろう。

（堀江が自分からその申し出を断ればよいのだ）

　堀江に弟である征次に譲れなどと言っても無駄だろう。

（あの男は秀雄に忠誠を誓っている）

　兄弟の仲がしっくりいっていないことには気づいていて、自分を敵視している節がある。そんな自分が譲れなどといっては逆効果だ。

　そこまでは分かったが、そこから先の手段が思いつかない。

（ここから先は、俺の仕事ではない……やはり彼の手を借りるしかないだろう）

　今までも、何人かの敵をそうやって葬ってきたのだ。

　決心してデスクへ行くと、携帯電話を取り出し、ある番号を打ち込んだ。

「……はい？」

　地獄の渡し守のような冷たい声が返って来る。

「頼みがある」

「いつもの、ですか」

　手早く説明すると、相手は考えているようでしばし沈黙が漂う。

　また声が返って来た。

「いつものやり方ではその堀江という男の一番大切にしているものを、まず手に入れるのが筋ですね」

　征次は頭を巡らせる。堀江は独身で、すでに身寄りはない。

「女は？　どうです？」

「いないようだ」

「困りましたね……親類や兄弟もいないんですか？」

　征次はふと思いついた。堀江は秀を弟のようにかわいがっていると、秀雄が言っていたっけ……。

（そう言えば、小さい頃からあの男は秀を可愛がっていたな……血の繋がりが呼ぶとでも言うのだろうか）

「一人、いる。が……」

「それではその人を」

「しかし……」

　戸惑いの色を相手は鋭く読み取る。

「何を迷っているのです」

「……俺の甥だ」

　冷たい笑いが聞こえる。

「ご安心を、あなたのいいようにしますよ」







　夜の八時になって、堀江は議員会館から朝倉秀のマンションに電話を入れてみた。

　朝倉はまだ帰宅していない。

（忙しいんだ、秀さんは）

　代議士も忙しいが、救急救命医なんて自分の時間が取れるのだろうか……心配に思いながらも「これから先生の見舞いにまいります」と留守電に入れる。どうしても秀雄の決済を仰がねばならない書類を幾つか選んで、ブリーフケースにしまった。

　手を止めずに働きながらも、朝倉のことを考える。

（このあいだも病気になった）

　とにかく忙しすぎるのだ、あれでは身体がもたない。

　朝倉が父のあとを継いで代議士になれば……。

　自分は二十四時間、傍にいよう。そして秀の身体を守ってやろう……。

（私の眼の届かないところで、あんなに熱を出して）

　あの時だって、秀は衛藤という男ではなく自分を頼って連絡してくれた。秀が本当に頼りにしているのは、衛藤ではなく自分なのだ。

　知らず知らず口元が綻ぶ。

　翌朝見たキスマークはショックだったが、あんなものは衛藤が無理やり付けたに決まっている。あの衛藤という男はバカでかくて、力も強そうだ……秀も抵抗出来なかったのだろう。

　思い出して堀江は顔を顰める。

（そうだ、早く衛藤から秀さんを引き離さねば）

　もっとひどい眼にあわされないうちに。

　クローゼットから上着を取り出し、次の間にいる女性秘書にインターホンで「これから先生の見舞いに病院へ回る」と告げると、思いがけないことに「朝倉征次先生がお見えになるそうです」と返って来た。

「征次様が？」

　長い間朝倉家の一員のようにして生きて来た堀江は、この兄弟の仲がしっくりいっていないのには気づいている。しかし一人っ子の堀江には、病気の時などはやはり兄弟は結束するものという幻想があった。

（やっぱり、お兄さんのことが心配なんだな）

　待っていると、数分後に征次が一人でやって来る。女性秘書がお茶を運んで退席し、堀江と二人だけになると、膝を乗り出した。

「兄さんは引退の意志を固めているようだな」

「今は弱気になられているようですが……いずれそのうちにとは伺っております」

　どこまで言うべきか、征次の表情を探りながら堀江は答える。

「もちろん、秀があとを継いでくれるんだろう？　秀雄兄さんはいい息子がいるから安心だな」

　堀江はぐっと詰まる。

「違うのか？　だから秀はアメリカから帰って来たんだろ？」

　老獪な代議士の手管にまんまとひっかかり、堀江はつい「いえ……」と言ってしまう。

「違うのか？」

「それが……」

　征次はにっこりと微笑む。

「秀の奴は昔からあまのじゃくなところがあったからなぁ。周りが言えば言う程、反発するんだ。まだ子供だな」

　堀江は大きく頷いた。

「そうなんですよ……私が申し上げても、なかなか耳を貸して下さらなくて」

　征次は大袈裟に驚いて見せた。

「まさか、うだつのあがらんやとわれ医者を一生、やってるってことはないんだろう？　朝倉の人間がそんなことでは名折れだぞ」

　征次は堀江に誘いをかける。

「俺からも説得してみようか」

「……そうですね。叔父である征次様の言われることでしたら、少しは聞いて下さるかも知れない」

　自然な調子を巧みにつくろいながら、征次は続けた。

「今、秀はどこにいるんだっけ……確か、松戸の義姉さんのマンションだよな」

「ええ」

「よし、今度訪ねてゆっくり話してみるか。叔父と甥、腹を割って話せば少しは違うかもしれん。かえって父親の言うことには反発を感じるものなのさ、息子って奴は」

「その通りです！」

　我が意を得たりと堀江は熱を込めて話し始めた。

「そうしていただければ、どんなに助かるか……先生はもう諦めたなどとおっしゃいますが、本当は秀さんが後を継いで下さることを望んでいるに決まっています！」

　征次は手を前に出す。

「なかなかあれも忙しいだろうから、部屋の鍵を借りられないかな。これから出掛けていって、待っていようと思う」

「今夜ですか？」

　急な話に堀江は戸惑う。

「ああ、俺も来週は地元に戻らなければならないんだ」

　確かに先ほど堀江が朝倉のマンションに電話を入れたら、留守電だった……今夜は夜勤ではないから帰って来る筈ではあるが。

「でも……」

　征次の大きな手のひらを見詰めて考える。

　秀雄の容体も気になっていた。秀が説得に応じれば、秀雄の回復だって早まるだろう。そうすれば、元々すぐ引退するなどという話にもならないに違いない。

（秀さんだって、お父様が入院している時に、叔父様の助言を拒否出来ない筈）

　今夜はいい機会かも知れなかった。

「分かりました」

　素直に自分のキーケースからキーを外して渡す。ついでにエレベーターの暗証番号も教えた。

「秀さんを是非、説得して下さい！」







　衛藤尚史はナースステーションに妹の節子の姿を認め、「おい」と声をかけながら入った。

「お兄ちゃん、どうしたの、こんな時間に！」

　面会時間は先ほど終了したのだが、衛藤は朝倉の父の様子を見に訪れたのだ。

「それにその格好……」

　よれよれのＴシャツにジーンズの上下という格好だ。

「もう少し早く来る予定だったんだけど、実験が長引いちゃってね」

　今日、衛藤はオフの日で、本院の生理学教室で今まで安西にしごかれていたのである。実験もだが書庫や実験動物小屋の掃除も手伝うようにと言われ、作業用のフアッションだったのだ。

「ちょっと朝倉のお父さんの見舞いにと思ってさ」

「ああ……そうなの」

　節子の顔が曇ったのを、衛藤は見逃さない。

「どうした？　病状が悪化したのか？」

「そうじゃないんだけど……」

　節子は書きかけの検査オーダー用紙を脇へ押しやって、衛藤を仰ぐ。

「さっき心房細動の発作を起こして、アミサリンを使ったの。で、今、ジギタリスの急速飽和をしてる」

「ええ？　afの発作か？　心臓の方が悪くなったのか？」

「と言うか……」

　節子は秀雄のカルテを引き寄せ、しばらく眼を落として考えていたが「お兄ちゃんは朝倉さんの親友だから、話すわ」と顔を上げた。

「秀雄さんの弟さんという人が来て……喧嘩になったの。それで発作を起こしてしまって」

「喧嘩ぁ？　兄弟喧嘩か？　いい歳をして！」

　衛藤は怪訝な顔をする。

「それが……深刻な話題なのよ。私、とんでもないこと、聞いちゃったかも知れない」

　どこまで言うべきか。患者の守秘義務との板挟みになりながら悶々としていたのだが、節子はこれは兄に言うべきだと、思い切って話し始める。

「……そいつは」

　衛藤も驚愕した。

「朝倉も知らないことを、俺が知ったなんて……」

「絶対、朝倉さんには言っては駄目よ」

　衛藤はペタンと節子の隣の椅子に腰を落とした。

「信じられない……そうだったのか……」

「とにかく今は、朝倉さんのお父さんの病状を安定させることが第一だから、暫くは兄弟も面会禁止にしたけど」

　衛藤は照度を落とされ、薄暗くなった廊下の方を見た。

「俺、ちょっと顔出してもいいかな……様子を見ておいて朝倉に報告してやりたいんだ」

「いいわ、お兄ちゃんなら」

　衛藤はもやもやと定まらない心を抱えたまま、特別室へと向かった。

　朝倉が政治家である自分の一族を、あまり好いていないことは聞かされていた。そして堀江の父が自殺したことをひどく気にしていることも。

　しかし真実はもっと複雑で許しがたいものだった。

　それを知ったら、朝倉はどうしたらいいのだろう……肝心の祖父はもう亡くなっているから、父を代わりに憎むかも知れない。自分の利益の為に真実から皆を遠ざけたとして。

　今、朝倉の父は全てを堀江に譲ろうとしているらしい。遅きには失したが、そうなれば一応の決着がつくかも知れない。

（そうだ、その後で朝倉は真実を知ればいいんだ）

　自分は貝のようにそれまで口を閉ざそうと衛藤は決めた。

　ノックして入ると、父・秀雄の枕元にクリーム色のスーツを着た母の真智子もいた。

「あ、遅いのにすみません、朝倉の替わりに来ました」

　ペコリと頭を下げる。

「おお、衛藤君か！」

　秀雄は嬉しそうな声を上げた。

「母さん、これが衛藤君だよ！」

「まぁ、初めまして、本当に大きな方ねぇ」

　栗色に染めた髪を品よく膨らませた真智子は、にこにこしながら手を差し伸べる。

　上流階級のお嬢様だったとは聞いていたが、

（まさか、手の甲にキスしろっていうのでは、ないよな）

　そう思って衛藤はそっと指を握って上下に振るに留めた。

「衛藤君、お礼を言わねばならんのだ、私達は」

　衛藤は軽く首を横に振る。

「いえ、医者の仕事をしただけで」と言いかける。それを秀雄は遮った。

「違う、今度のことじゃない」

　秀雄はじっと衛藤を見詰める。

「……秀のことだ」

「朝倉の？」

　衛藤は秀雄の枕元に近づいた。

「……おととい……君が……働いているのを見させていただいたが、あのお祖母さんやら、みんなにとても親切にしていて……秀がよく君のことを褒めていたのを思い出したよ」

「朝倉が俺のことを？」

　そういえばあの時そんなことを言っていたが、朝倉がひどく怒っていたので、本気にはしていなかった。

　秀雄は溜め息をつく。

「衛藤君、君は秀の友達だから知っているだろう。あの子は小さい頃から聡くて、大人ばかりの間で育ったせいもあるが……何というか、物事にたいして冷めた投げやりな態度をいつの間にか取るようになっていた」

　衛藤は「そうですね」と相槌を打つわけにもいかず、黙ったまま次の言葉を待つ。

「あの子が政治の世界をひどく嫌っているのは、知っているだろう」

「……ええ、まぁ」

「まぁ、政治の世界などというのは、タヌキとキツネの化かし合いというようなものだからな」

　祖父である朝倉秀征の疑獄事件、そのために堀江の父が自殺したことなどが幼かった朝倉の心を傷つけた。いつしか周りの大人に嫌悪感を感じるようになっていた……。

「朝倉はよく俺に言ってました。みんな、外面は良くても、陰では足を引っ張るような人達ばかりだって」

「その通りだ、残念ながら」

　秀雄はまた溜め息をつく。

「あの子はきっと、世の中をなめるような人間になっていただろう、衛藤君、君がいなければ」

「え？　俺？」

　衛藤は口ごもる。

「俺は別に何も……」

　思春期に入って難しい年頃になった朝倉は、大人達とは口をきかなくなった。唯一、堀江には心を許していたが。学校の教師も馬鹿にしていた。

「あいつらは『朝倉』の名を出すと、びびるんだ」とうそぶいていた……。

「それが衛藤君、君のことだけは……」

　忙しい父との会話は相変わらず少なかったが、母や堀江にいつしか朝倉は一人の友の名をしょっちゅう口にするようになっていた。

「もの凄く単純で熱血バカなんだ」

「まるでＴＶドラマのヒーロー気取りなんだぜ、あのバカは」と口調は悪かったが。

「う……バカって言ってましたか、やっぱり」

　衛藤は首を竦める。秀雄は急いで「いや、それはあの子にとっては親しさの現れなんだよ」とフォローした。

　その友人は大きくなったら医者になって、一人でも多くの人を助けるのが夢なのだと大真面目に言うのだ。

「信じられないだろ、まったく。今時、どんな奴だってそんなこと、言わないぜ？　時代錯誤なんだよ」

「医者なんか、金儲けになるからなるんだろうが！　政治家とおんなじでさー」

　そう言っていた朝倉は、ある日自分も医学部へ行くと宣言した。

　そしてこれまでおざなりだった学業に打ち込み始めた。

「あのスポ根熱血野郎に負けるなんて、朝倉の名折れだろ」と言って。

「衛藤はスポーツ万能で、生徒会長もやってるんだ。それにみんな、あいつのことを頼りにしていて、なんでも相談して、だからあいつ、自分の勉強する暇もないんだぜ。そんな奴に勉強しか出来ない僕が負けられない」

　そうも言っていた……。

「とにかく熱中するものさえあるなら、私はそれで良かった。本気で医者になるとは思っていなかったしね」

　秀雄は小さく笑った。

「投げやりで何事も本気になれない、中途半端な性格に育つよりはまし、と思ったから」

　そしてまた衛藤をじっと見詰める。

「あの子は君を目標にしたんだ。父親ではなく。そしてそれは正しい選択だったと、今、思うよ。君の姿を見て」

「……そんな……俺なんて、全然たいした人間じゃないですよ、せ、生徒会だって、無理やりやらされてたんだし」

　衛藤は困って下を向いた。

「いや、秀は君の純粋で優しい、まっすぐな心に惹かれたんだ。それにまるで驕らない姿にも」

　秀雄は疲れたように瞼を閉じた。

「あの子とずっと、友達でいてやってくれ……ちょっと我がままで素直でないところがあるが」

　衛藤は腕を伸ばし、秀雄の手を握った。

「わかりました、安心して下さい」







　部屋を出てナースステーションに戻ると、衛藤はまた複雑な気持ちになった。

（朝倉が俺のことを目標にしていたなんて）

　朝倉の父からそう聞いた時は嬉しかったが、続けて聞いた話にはかなり衝撃を受けた。小さい頃の朝倉の荒涼とした心を垣間見たようで、自分も悲しくなっている。

　先程の節子の話では、腹違いの父と叔父の間はうまくいっていないようだ。祖父の愛人というのも、家に出入りしていたかも知れない。

　朝倉の祖父は身ごもった愛人の秘書を自分の運転手に下げ渡したのだろうか？　それとも、既に結婚していた女性に手をつけたのだろうか？

　それは直接朝倉に関係ないこととはいえ、頭の良い朝倉のことだ。家の中の張り詰めた空気を感じ取って、一人悩んでいたのかも知れない。

　そして実の叔父とは知らないまでも堀江に親しみを感じていたのは、血の繋がりがあったからなのだろう……。

　堀江の父が自殺したことは本当に朝倉の心を揺さぶったに違いない。

「僕は殺人者の血を引いている」

　小学校を卒業する時、そう朝倉はアルバムに書いたと秀雄は言った。

「だが、衛藤君と仲が良くなってから秀は明るくなった」

　秀雄はそうも言っていたが。

　そんな簡単に自分が朝倉の心のより所になったとはとても信じられないが、

「俺みたいな平凡な人間だから、逆に安心できるのかな」

　デリカの運転席に戻ると、無性に朝倉に会いたくなって来た。

　このところの騒ぎで疲れているだろうから、電話で報告するだけにしようと思っていたのだが、

（ちょっとだけなら）

　肩掛けバッグから携帯電話を出すと、ナンバーを入れてみる。

「……はい？」

　朝倉の声がした。

（うわッ）

　自分からかけたくせに、うろたえて黙っていると「堀江さん？」と尋ねる。

（なッ、なんだよッ、なんであいつの名前なんか！）

　むかついて、「俺だよ！」とブスッとした声で応じた。

「衛藤か。親父のところへ行くっていう、堀江さんの留守電が入っていたんだ」

　またムカついたが、堀江は実際には血の繋がった叔父なのだと思い出す。

（そりゃ、留守電くらい入れるよな）

　自分を納得させて、努めて冷静な声を出した。

「いや、俺も今日、本院にいたから、見舞いに行ってみたんだ」

「どうだった、様子は？」

　朝倉の心配そうな声が戻ってくる。政治家を嫌っているとはいえ、別に自分の家族を厭わしく思っているのではないのだと衛藤は安心した。

「まぁまぁだったよ」

　発作を起こしたことは今は告げないことに決めた。

「それでさ……」

「え？　何？」

「あの……お前んとこ、これから行っていいか？」

　衛藤は恐る恐る付け足した。

「疲れてんなら遠慮するけど……会いたいんだ、お前に……」

「……会いたい？」

　朝倉は黙り込む。

「あっ、嫌ならいいんだ、またな」

　慌てて衛藤は見える筈も無いのに、手を振った。

「違う。お前が『会いたい』って言うなんて、ちょっと驚いただけだ」

　クスクス笑う声のあとに、低い囁きが届く。

「……そんなこと言うの、初めてじゃないか？」

　衛藤は耳に直接囁かれたように感じ、首筋が粟立った。

「待ってるよ。インターホンは切ってあるから、マンションの前に来たらまた電話してくれ。エレベーターを降ろすから」

　衛藤は高鳴る胸を押さえ、エンジンキーを回した。

　会いたい。朝倉に会いたい。どうしてこんな簡単なことが素直に言えなかったんだろう。

　あいつに会いたい。いや、いつも会っていたい。

　六年前、朝倉がアメリカに行く時になぜ、言えなかったんだろう……。

「待ってる」

　今夜のように言われたら、アメリカなんて便利がいいんだから、しょっちゅうあいつの所へ遊びに行っていたのに。

　いや、「しょっちゅう」じゃあもう足りない、「いつも」だ。

　あの身体を抱き締めたいだけでなく、いつも、常にあいつの傍にいたいのだ。

「俺は……ずっと、いつだってそう思ってたのに……」

　ずっとそう思っていたのに。

　今夜なら、素直に自分の気持ちを伝えられそうな気がする。それは朝倉の父に、

（あいつの色んなことを聞いたからかも知れないな）

（秀も……俺のことは、嫌いじゃなかったんだ）

　そう、嫌われていないだけで十分だ。それだけで嬉しくて、飛び上がりそうだ。

　自分の方から好きと言っても、そんなに朝倉は怒らないかも知れない……。

　銀座から首都高速に乗ると、環状線を箱崎インターへと車を進める。

「早く会いたい！」

　気ばかり焦るが、いつものように箱崎までは数珠繋ぎだ。

「くっそーッ」







　朝倉は受話器を置くと、堀江の録音メッセージを消した。

　さっき病院から戻り、シャワーを浴びてパジャマに着替えた所だった。この数日、身体ばかりか気もすっかり疲れたので、早々と寝ようと思ったのだが……。

「会いたい」

　衛藤の声が耳の中でリフレインする。

（初めてだ……あいつに言われるなんて）

　心が沸き立つようで、自分でも子供じみていると朝倉は気恥ずかしくなる。

（もう、今夜は衛藤を上げたら誰も入れないことにしよう）

　合鍵を持っているのは堀江だけだ。

（堀江さんには悪いけど、チェーンをかけよう）

　玄関へ行って、はっと気が付く。

（バカだな、もう……今、かけてどうするんだよ！）

　舞い上がっている自分になおさら気恥ずかしくなった。

　リビングに戻り、ソファに腰をかけた。ふと、父親の病状を「大丈夫だ」と衛藤が伝えたことが思い出された。

　病気になったことがきっかけで、珍しく落ち着いて父親と話が出来た。久しぶりに会ったせいもあるが。

　高校三年の夏に医学部を目指すと言った時、医者になることを許されはしたが、父から大賛成されたわけではない。言外に「どうせいずれは、自分の後を継がせてやる」といったニュアンスを朝倉は感じていた。

　それ以来ずっと自分を見る父の視線には責めるような、試すような色が含まれているような気がして、医学部に通っている頃からなるべく実家に帰ることは避けていた。

　アメリカ留学もすべて決まってからの事後承諾だった。日本にいれば、周りからは朝倉の跡取りとして見られ、どうしても人前に出なければならないような場合もある。そういう状況を断ち切るために日本を離れ、医学の研究に集中して、一日でも早く実績を上げる為に留学という道を選んだのだ。

　あまり日本に帰りたいという気が起こらなかったのは、研修が大変だったことや衛藤との仲が絶望的に修復不能と思い込んだことに加え、父の非難の眼を見たくなかったからかも知れない。

　昨夜交わした父との会話で、朝倉は中学からのことを思い出していた。

　衛藤と初めて会った頃のこと。あの男が真面目に自分の理想を語ったこと。そしてそれを自分がバカにすると、投げたボールを見つけられずに帰って来た犬のように、しょげた顔になった。それがやけに可愛くて、楽しくて、つい、またからかってしまったっけ。

（あいつは本当に真っすぐで、明るくて）

　傍にいるだけで自分も楽しくなった。世の中はそんなに甘くもないし、単純でもないだろうが、それでも衛藤は明るく頑張っていくんだろう……そう思った。

（尚史は……別に僕のことを特別に思ってるわけじゃないだろうけど）

　それでも一緒に仕事をしたいと言ってくれたし、今夜も会いたいと言ってくれた。

（僕も会いたい……あいつに……）

　会って何を言おう。何も言えないかも知れない。それでもいい。

　少しでも傍にいたい。

　考えながら待っていると、落ち着かなくなって来た。

（パ、パジャマは変かな）

　ベッドルームへ行って、クローゼットをかき回す。

（でも、寝るところだったんだし）

（着替えて待つのも変かな）

　迷った揚げ句、またそのままの格好でリビングに戻る。イライラとソファの周りを歩いた。

（駄目だ、これじゃあ）

　また考えた末、本棚から医学雑誌を数冊取り出し、ソファに腰掛けて開いた。

　読み出すと熱中してきて、専門のステントグラフトに関する論文を拾い出して読んでいると、ふと黒いものが通り過ぎるのが視野の端に見えた。

「え？」

　顔を上げる。

「え……」

　リビングに三人の男が立っている。

　一人は目立たないグレーのスーツを着て、サングラスをかけている。

　両脇の二人は黒いスタジャンに黒いズボンをはき、顔にはストッキングを被っていた。

「……えッ」

　どういう意味かまるで分からない。

　あっと言う間にストッキングを被った二人がソファの朝倉の後ろへ回り、両肩を押さえ付けた。

「……誰……だ」

　恐怖というよりは驚きに掠れた声で朝倉はサングラスの男を凝視する。

「すみませんが、ある場所に移動していただきます」

　次第に恐怖が腹の底から突き上げ、朝倉は反射的に立ち上がろうとする。しかし岩のような重たいものが肩に乗って、まるで動けない。

「失礼」

　サングラスの男は冷静な態度で近寄り、パジャマの袖をまくり上げた。

　スーツのポケットから銀色のケースを取り出す。パチンと蓋が開くと、その中には注射器があった。

「ああ……ッ」

　恐怖のあまり、朝倉は全身を反り返らせる。

「押さえろ」

　後ろの男ががっしりと朝倉の上腕部を大きな手で締め上げる。もう片方の手で、肘の関節を固定した。正中静脈が肘窩部に浮き上がり、サングラスの男は慣れた手つきで注射針を静脈へと差し込んだ。

「少しの間、眠くなりますが、暴れて怪我をするよりはいいでしょう」

　そのセンテンスが終了する前に、既に朝倉の意識は闇に飲み込まれていた。



　第15章　失踪







　マンションの前にデリカを停めると、衛藤は小走りにエントランスへと向かった。

「いけね！　電話、入れなきゃ！」

　エレベーターの前で思い出す。携帯は車のバッグの中だ。きびすを返してまた玄関のドアを開けて出たところで、機械音がした。音はホールのエレベーターではなく、もっと奥からだ。

　ペントハウス専用のエレベーターが降りてくるのだ。

（朝倉が降ろしてくれたのかな？）

　ガラス越しに振り返ると、扉が開いた。

「え？」

　何やら数人の男がもつれ合うようにして出てくる。

「……あれはッ」

　大柄な黒いジャンパーの男二人が、ぐったりとしたパジャマ姿の男を両脇から引きずるようにしている。ダークグレーのスーツの男が前に立ち、視界を遮っていた。

　ぐったりともたれるようにしている男の首がガクリとのけ反り、衛藤の方に顔を向けた。髪は乱れて額に落ち、眼は閉じていて口は半ば開けられている。

「朝倉ッ？」

　大声で叫んで中へ飛び込んだ。

「どういうことだッ」

　男達は衛藤に気づき、素早くエレベーター脇の鉄の扉から、駐車場へと移動して行った。

「おいっ、待てッ」

　衛藤は走って扉に飛びついたが、鍵が降りている。

「なッ、なんだッ、今のはッ」

　何が起こっているのか正確には分からないが、あとを追わねばならないことだけは分かった。

　はっと気づいて、エントランスへ駆け戻る。案の定、地下駐車場からスロープを登ってくるエンジン音がする。

「止まれッ」

　大声で叫び、衛藤は腕を広げて飛び出したが、激しいブレーキ音とタイヤの軋みとともに、黒いベンツが脇を擦り抜けた。

　考える暇もなく、衛藤は自分のデリカに駆け込んだ。ベンツに追いつくとは思えないがとにかくアクセルを踏み込む。しかし信号を無視してベンツはスピードを上げる。衛藤に出来たのは、数百Ｍ追跡したことと、何とかナンバーを読み取ることだけだった。

　歩道にデリカを寄せて停めると、呆然とベンツの走り去った方角を見詰める。

　まだ考えがまとまらないが、今、自分のすべきことは落ち着くことと、情報を集めることなのだ。

　血まみれの患者を見て焦ってどうする、というようなものだ。 

「朝倉が……」

　自分の見ている前で誰かに連れ去られた。これだけは事実だ。そしてその事実の裏に隠されたものを読み取ることが、朝倉を助けることに繋がる。

「よく考えるんだ……落ち着け……」

　衛藤は頭に両拳をグリグリとなすり付けた。

　最初、自分の見たものは何だったか。そう、閉じたエレベーターだ。そして、

（エレベーターが降りて来た）

　つまりみんなは上にいたのだ。当たり前じゃないかって？

　いや、そうじゃない。あの部屋は特別な人間しか入れない。朝倉が望んであの男達と出掛けたのなら、あんな意識のないような状態で、しかもパジャマ姿で出掛ける筈がない。

　だとしたら……望んでいなかったのだとしたら……どうやってあの男達は朝倉を連れ出したのか。朝倉が自分から入れたのでなければ、どうやって入ったのか。

　望んでいない人間を朝倉が導き入れる筈はなかった。衛藤に「電話しろ。エレベーターを降ろす」と言ったじゃないか。

　男達は朝倉の手を借りずにペントハウスへ上がったということだ。

　そこまでは分かった。

　すると次の扉が開く。

　朝倉以外にあの部屋の鍵は誰が持っているのか。

　答えは自ずから明らかだった。







　病院の駐車場に置いてあるシーマに堀江が戻ると、大柄な見慣れた男がフロントカバーに腰をかけて待っていた。

「堀江さん、あんたに話がある」

　始めて感じるあらわな敵意に、堀江は戸惑う。目障りな男ではあったが、今まで朝倉も一緒にいたせいなのか、おとなしい素振りだったのに。

「何ですか、衛藤さん」

　堀江は睨みながら近寄った。

「随分、遅い時間に見舞うんだな。どこへ電話しても捕まらなかった」

「議員秘書は忙しいですからね、何か急ぎの用ですか？　携帯に連絡すれば良かったのに」

　衛藤は腰を車から上げ、大股で近寄る。

「直接、話がしたかったんだ」

　大きく深呼吸すると「朝倉のマンションの鍵を出してもらおうか」と言った。

「え？」

「松戸の朝倉の部屋の鍵だ。あんた、持ってるだろう、今ここに」

　堀江は衛藤が何を考えているのか、分からなかった。

「確かに私はぼっちゃまの部屋の鍵を預かっています、しかしここにはありません」

「やっぱりな！」

　衛藤は数歩走ると、堀江の胸倉を掴む。そのまま隣の車に押し付けた。

「朝倉の鍵を誰に渡した！　朝倉をどこへ連れて行かせた！」

「え……え？」

　堀江は衛藤をじっと見返す。

「どういうことです？」

「しらばっくれるな！　あいつの部屋の鍵を、持っているのは、あんただけなんだろう！」

「そうです」

「じゃあ、今、ここに見せろ！」

　堀江は衛藤を押し戻すと、冷静な口調で答えた。

「鍵がいったい、どうしたんですか。連れてゆかせたとはどういう意味です？」

「ふざけんなよッ」

　衛藤はついに大声で叫んだ。ひとけのない駐車場に声が反響する。

「俺がさっきあいつのマンションに行ったら、あいつは三人組の男に、無理やりベンツへ押し込められるところだったんだ！　分かるか、言ってる意味が！　拉致・誘拐だよ！」

「ご冗談を」

　堀江は取り合わず、スーツの襟を直す。

「何をおっしゃるかと思えば……三文芝居ですか。あなたこそ、ぼっちゃまのマンションの鍵欲しさに私に言い掛かりをつけるとは笑止千万」

　衛藤はカッとなってまた堀江の腕を掴んだ。

「おいおい、政治家ってのは前向きに善処するだの、記憶にないだの、訳のわからん日本語ばかり使いやがって、三文芝居はそっちのおはこだろうが！」

　腕を掴んで引き寄せ、正面から眼を覗き込んだ。

「朝倉の部屋の鍵は、あと誰が持っているんだ！　頼む、教えてくれ！」

「マスターキーはここにあります」

　真剣な目付きに堀江も折れ、シーマのダッシュボードを指さす。

「じゃあ、あいつの部屋へ行こう！　俺の言ってる意味を分からせてやる！」







　部屋の玄関を開けると、電気が煌々と点いているが人の気配はない。直前に電話を入れても応答はなかった。

　たたきには朝倉のローファーがきちんと揃えてある。

「ぼっちゃま？　お休みですか？」

　堀江は声をかけながら隅々まで探すが、やはり誰もいなかった。

　部屋の中は乱れた所もない。唯一、リビングの床に「Cardiology」という医学雑誌が数冊、散らばっているだけだ。

　さすがに堀江の呼び声にも不安の色が濃くなる。最後にバスルームを覗き、眉根を寄せた堅い表情でリビングに戻って来た。

「衛藤さん、どういうことですか」

　衛藤は睨みつけ、「だから言ったろ！」と声を荒げた。

「頭を使え。いいか、あんたが朝倉に電話をした時は、留守電だった」

「ええ」

　衛藤はサイドテーブルの電話を指さす。

「今、留守電になってないな」

「はい」

「そして朝倉のローファーもある。つまり、朝倉は一度は帰って来てるってことだろ、俺の話が嘘にしたって」

　そして床に落ちた雑誌を指さす。

「俺が言ったように、もし連れ出されたにしても、玄関で争った形跡がないということは、知っている人だったか、もしくは知らない間に入り込まれたってことだろう？」

　堀江は床に散らばった雑誌を取り上げる。そして衛藤を見た。

「そう……でしょう」

「知っている人間だったにしては、朝倉は気を失っているように俺には見えた。しかもパジャマに素足だぜ？　知っている人となら何もそんな格好で行くわけはない。あいつは知らない人間に無理やり連れ出されたんだ。それこそが俺があんたを疑った理由だよ。あんたしかここの鍵は持っていないんだから」

　堀江が「あっ」という顔になり、次の瞬間、くしゃくしゃに歪んだ。

「……そんなはず、な……」

「あんた、あの鍵をどうした！　失くしたのか！」

　堀江は「言えません」と声を絞り出す。異変を感じて衛藤は近づくと、顔を覗き込む。

「誰かに渡したんだな！」

「……そうです」

　顔を背けようとする堀江の襟元を、衛藤は鷲掴みにした。

「お前は朝倉に危害を与えるつもりで、誰かに鍵を渡したのか？」

「違う！　秀さんに、そんなことをするわけ、ないでしょう！」

　しかし堀江はフラフラとよろけ、衛藤の足元にペタンと膝をついてしまった。

「そんな……わけ……あの人は……」

「あの人って誰なんだよ！」

　衛藤が屈んで堀江の両肩に手を置いた瞬間、堀江の背広の携帯が鳴った。

　堀江は放心状態ながらも、なんとか電話に応対する。

「……はい、堀江です」

　次の瞬間、堀江の眼に光が戻った。

「……征次様！」

（征次？　って……叔父の？）

　衛藤は様子を見守る。

〈今、どこにいる〉

　堀江は震える声で「秀様のマンションです」と答える。

〈……それでは、事情は飲み込んでいるね〉

「秀様を連れ出したのは、あなたなのですか？」

　悲鳴のような声を堀江は上げた。

〈私ではない。知り合いだ〉

「何のためです！　どこにいらっしゃるんですか！」

　征次は電話の向こうで冷たく笑う。

〈俺もどこにいるか知らない。だから俺に尋ねても無駄だ。二日間、待っていろ〉

「二日間？」

〈そうだ、二日間経ったら、無事に帰ってくる〉

　横にいる衛藤は、推測するしかない。急いでメモ用紙に『無事かどうか、きけ』と書いて堀江に見せた。

「秀様は無事ですか？」

〈多分、な。俺も手荒なことはしないよう、言ってある〉

「何が目的なんですか！」

　泣きそうな堀江の声に、また征次は笑い出した。

〈それくらい推測しろ〉

　その瞬間、堀江は征次の目的を理解する。それでも必死で「なぜ秀様を！」と叫ぶ。

〈お前の一番大切なものが秀だからだよ〉

　電話は切れ、堀江は真っ青な顔で携帯電話を取り落とした。

「何だったんだ！　何を言われた！」

　衛藤は必死で堀江の肩を揺さぶる。しかし堀江はまるで衛藤の声が聞こえていないようで「そんな……どうして……」と呟き続ける。

「馬鹿ッ、あんたがしっかりしなくてどうするんだよッ」

　衛藤は堪忍袋の緒が切れて、堀江の頬を張った。

「あ……」

　堀江はやっと衛藤の顔を仰ぐ。

「何を言われた」

「二日間、待てば返すと」

「それだけか？　なぜ、秀を誘拐ったか言ったか？」

　衛藤は追及の手をゆるめない。

　堀江は少し迷っていたが、観念したように口を開いた。

「……秀様が私の一番大切なものだからだと」

（そうか）

　まだはっきりと細部までは分からなかったが、叔父の征次が後継者としての堀江の存在を排除したいと願っていることは、妹から聞いていた。朝倉はチェスの駒にされたのだ。

（二日間……）

　血の繋がりのある叔父が秀を殺す、とまでは思えない。二日間経てば確かに返すだろう。しかしその間、どんな目に遇うのかを考えれば、

「待てない。俺はあいつを取り返す」

　決然と衛藤は立ち上がった。

　へたり混んでいた堀江は驚いて顔を上げる。

「どうするつもりです！　警察は駄目です！」

「んなことは分かってる。身内の恥だし、朝倉の親父さんがまた発作を起こしちまうだろう」

　衛藤は考えながら、窓へと寄った。

　黒々としたビルの群れが眼前にそそり立っている。所々に明かりの点いた窓もあるが、ほとんど人の営みは途絶えて、昼間は車の喧噪が激しい水戸街道も、今の時間では暴走族風のファンファーレのようなクラクションが時折響くのみだ。

　それでも夜明けまではだいぶ遠い。

「考える時間はまだある……焦るな……」

　あの時もう五分早く着いていれば、朝倉を奪われずにすんだのに。衛藤は唇を噛み締める。がしかし、もう五分遅ければ、唯一の手掛かりも失うところだった……。

（そのことだけは、神に感謝しなくちゃな）







　朝になって、まず衛藤が一番にやったことは、朝倉のバックアップを探すことだった。自分はオフの日に当たっているが、朝倉な日勤と夜勤のシフトだ。穴を空けるわけにはいかない。すると運よく彦根が捕まった。

　元々朝倉チームのチーフで、出張予定の病院へ一時打ち合わせのため、こちらを離れていたもので、朝倉が病気と告げるとすぐ勤務に戻ると言ってくれた。

「アメリカから帰ってすぐ、激務だもんな。身体も壊すよ」

　何の疑いも持たずこちらの嘘を信じてくれたので、衛藤はホッとした。まさか身内に誘拐されたなどとは言えない。

　続いて堀江を帰そうとすると、堀江は「私も一緒に」と言い張る。

「秀様は私のせいで……」

　思い詰めた顔で衛藤の腕にすがるので、これでは衛藤も仕方ないと観念した。

（堀江さんは自分が鍵を渡したせいだと思っているけど……）

　問題はもっと根深いところにある。それを知っているのは、朝倉の父と叔父、そして衛藤と節子だけなのだ。しかし今、秘密を打ち明けたら、

（こいつの性格じゃ、もっと自分を責めるだろうし……悪くすれば、ずっと嘘をついていたといって朝倉の家全体を、まとめて憎むようになるかも知れない）

　秀のことは気に入っているから別だろうが。

　衛藤は仕方なくシーマを従え、デリカでＫ大の救急救命センターへ向かった。

　車に堀江を待たせ、衛藤は救急室を訪れる。まだ朝早く、他の医師達はカンファレンスの最中で誰もいない。ちょうど看護師達が申し送りを終えたところだった。

　近くにいた赤羽主任に「本城さんのカルテを持って来てくれないかな」と頼んだ。

「本城さんって……ああ、あのヤクザの人ですね？　電子カルテならそこの端末で……」

「いや、事務に置いてあるカルテがいるんだ」

　衛藤が持っている手札はこれしかなかった。

　カルテに貼っておいた名刺を剥がすと、「ちょっと借りる」と断り、車へ戻る。

　デリカの運転席でしばらく考え込んだ。

　朝倉を助けたい。しかし朝倉の父を傷つけるわけにはいかない、まして堀江も。

　以前だったら堀江は単なる恋敵でしかなかったが、今は朝倉の大事な叔父ということがわかった。

（秀は堀江さんのことを慕っていたからな）

　頭のよい朝倉なら幾らでも策を考えつくだろうが……あの高校の文化祭の時のように……。

　迷っていると、シーマから堀江が降りてきてデリカの運転席に近寄った。

「これからどうするのですか、衛藤さん」

「堀江さん」

　衛藤はためらったが、やはり告げることにする。

「俺はこれからやばい筋のところへ行く。あんたはこない方がいい」

「やばい筋とは？」

　心配顔で、窓越しに尋ねる。

「つまり……ヤクザだ。あんたは政治家の秘書だし、もしかして朝倉の親父さんのあとを継ぐかも知れない大事な人だ。一回でもヤクザとかかわったなんてことがバレて、スキャンダルにでもなったら、朝倉だって困ると思う」

　堀江は決然とした様子で車の前を回り、助手席に乗り込む。スーツの上を脱いでネクタイを外し、衛藤がダッシュボードの上に乗せておいた日よけ用のサングラスをかけた。

「こうしていれば、わかりません。私もお供します」

　シーマを引き連れて行くよりはまし、と衛藤はそのまま車を出した。

「わかった。けど、向こうへ着いたら車の中で待っててくれ。会うのは俺一人でないと困る」

「承知しました」

　唯一の手掛かりはベンツのナンバーだった。警察に届ければ調べてもらえるだろうが、それは出来ない。もし誘拐った連中が裏社会の人間なら、本城だったら調べてくれるかも知れなかった。すべてが「もしも」の条件付きだが、これしか衛藤に出来ることはなかった。


　第16章　奪回作戦







「明石運輸」は千葉ニュータウンから国道16号に乗って、八千代市という別のベッドタウンへ向かう途中にあった。八千代市の方が古くから開発されている大きなベッドタウンで東京へのルートも複数あり、住宅あり歓楽街ありといった街である。

　大通りの商店街の中の何の変哲もないビルで、普通に「明石運輸」という看板がかかっている。五階建で一階はガレージとなっていて、横に階段口がついている。普通の運送会社と違うのは、ガレージと階段口のシャッターがまるでバズーカ砲にも耐えられそうな堅牢なものであること、監視用のカメラが三個もついていることだった。

　堀江をデリカに残し、衛藤は階段口の横のインターホンを押した。スーッと監視カメラがこちらを向く。

「誰だ」

「衛藤尚史、本城さんに用がある」

「何ィ？」

　ドスの効いた声が返ってくる。

「簡単に会えると思っとんのか、このボケ！」

　衛藤は名刺を監視カメラに近づけた。

「俺はこの名刺を貰った。何かあったら訪ねて来いと言われた」

　インターホンが沈黙する。

　五分程経って、聞き覚えのある声が響いた。

「せんせい、あがんなさい」

　シャッターが重々しい音とともに上がる。衛藤は狭い階段を昇った。

　二階の踊り場には屈強のつなぎ姿の男が二人待っていて、衛藤の身体を「失礼」とボディチェックする。

「よし、入っていい」

「随分と警戒が厳重だな」

　衛藤が擦り抜けると「成田空港よりはな」と返って来た。

（……確かに）

　中は普通の会社の応接室という雰囲気で、背もたれに白い布のかかったクリーム色のソファに、ガラス板の乗ったテーブルという当たり前のインテリアである。

「日本刀とか、『仁義』とか書いた掛け軸はないんだな」

　衛藤の感想に案内する男が呆れて振り返った。

「……あんた、何、考えてんの」

　招かれて衛藤はさらに事務所のような部屋を二つ通り抜け、奥の扉に通された。

　そちらはかなり豪華な内装だ。壁面はガラスのはめ込まれたサイドボードが設置され、中には金ぴかの大黒様だのクリスタルの花瓶だの、九谷風絵皿だの雑多なものが飾ってある。いかにも社長室といったどっしりとした机に、革張りの応接セット、それにそこら中にキジだのワシだのの剥製が羽を広げていた。

「ワシントン条約違反で逮捕する」

　衛藤が言うと、やはりラフなつなぎ姿の本城はゲラゲラ笑って机を離れて近づき、衛藤の肩を叩いた。

「いやー、せんせい、あんたが大好きだよ」

　案内して来た三下は目を丸くする。

「さ、いいから座ってくれ。俺になんの用だ？」

　言いながら本城も衛藤の前のソファに腰をかけるが、既に眼は笑っていなかった。

「本城さん、あなたに頼みがあるんだ。前、何かあったら助けてくれると言ったよな」

　本城は指を鳴らして女性にビールを持ってこさせる。

「昼間っからビールってのもなんだがな」

「俺は運転するからいらない」

「じゃあ格好だけにしとけ」

　コップを合わせ、「乾杯！」と言った。

「兄弟の杯にしてもいいな」

　本城は眼を細めると一気に飲み干し、コップを持ったままの衛藤を見詰めた。

「頼み、ねぇ……あたしらに頼むってのは、相当な覚悟がいるんだぜ、先生」

「わかっているよ」

　衛藤はコップをテーブルに置いた。

「どんな覚悟をつけてきたんだ、先生は」

　衛藤は眼を瞑った。

「俺はある人をあなたに探して貰いたい。俺の命より大切な人なんだ。そう言えばわかるだろう」

「つまり……自分の命を代わりに差し出してもいいってことかね、それは？」

　衛藤は眼を開け、本城の視線を受け止める。

「……そうだ」

「ふーん……」

　本城が空のコップを持ち上げると、後ろに控えていた男が急いでまたビールを注いだ。

「なーる程……あんたのスィートハートか……それじゃあ、俺も手を貸さないわけにはいかないなぁ」

　一気に二杯目を飲み干すと、ニッと笑う。

「あんたには世話になっている。俺だって仁義ってもんは大切にするんだ、掛け軸は飾っていないけどな」

「え……」

　衛藤が驚いたという顔をすると、本城は部屋の隅を指さす。さっき通って来た部屋が監視カメラに映っていた。

「あ……」

　もちろんさっきの衛藤と三下との会話を受けてのことだった。

「ま、冗談はそれまでにして」

　本城は真顔になる。

「聞かせてくれ。そもそもなぜ俺の力を借りようとするんだ」

　衛藤はメモ用紙をポケットから取り出した。

「黒のベンツ、Ｓクラス。この車の持ち主が俺の大事な人を誘拐(さら)った」

「人さらい？　警察へなぜ行かない？」

　本城はソファに背を預ける。

「行けない理由があるんだ……誘拐ったのは、というか、誘拐うよう命令したのは、身内だからだ」

　しかし本城は肩を竦めて天井を仰ぐ。

「詳しく話してくれなくちゃ、俺だって手の貸しようがないぜ？」

　観念して衛藤は大筋を述べた。朝倉一族の名と確執も明かした。

「助けたいからここまで言うんだ」

　本城はもういいという風に手を振る。

「この車の持ち主を調べさせよう」

　机に戻ると、インターホンで「赤木」と呼んだ。

「はい」

　机の脇の扉から痩せた眼鏡の青年が現れた。Ｔシャツにチノパンというラフな姿で、肩までの長い髪もボサボサだ。

「このナンバー、頼む」

「はい」

　言葉少なに戻って行く。

　本城はあっけにとられている衛藤に「あいつはおたくでな」と説明する。

「ハッキングはお手の物で、車両登録されてる番号なんか、簡単にわかる。盗難車もな」

「しかし、盗難車なんて警察しか分からないいんだろう？」

　衛藤は首を捻った。

「パスワードとか……」

「バカだな、警察の内部には協力者がいるんだよ、俺達のな。持ちつ持たれつさ」

「え……ええッ」

　目を丸くして、本城を見た。

「小説で読んだことあるけど、本当なんだ！」

　本城はまた楽しそうに笑い、衛藤の肩を叩いた。

　五分も経たぬうちにまた赤木という青年が現れた。プリントアウトされた紙を本城に手渡す。

「持ち主と、それから関連した事項を調べておきました」

「赤木、お前は頭の回転が速くて助かるよ」

　言いながら本城はプリントに目を通す。後ろに控えている赤木に意見を求めた。

「どう思うんだ、お前は？」

「本城さんの考えていることと、同じでしょうね」

　赤木は淡々とプリントのとある場所を指さす。

「『朝倉』という名で、俺は少し調べました。朝倉征次は群馬×区、参議院議員、当選三回。五年前、菊蓮会という右翼団体に褒め殺しの活動妨害を受けていますね。一カ月程で事態は収拾されていますが」

　本城はポンポンと指で紙を弾いた。

「それ以来の繋がりかな」

　衛藤は必死で二人の会話に耳を傾けるが、まるで意味は分からない。

「とにかく……辰巳たつみさんに連絡をつけますか」

「うむ」

　赤木が去ると、本城は衛藤の方を向いた。

「あんたのスィートハートはとんでもない目にあってるかもな」

「……え？」

「シャブ漬けは時間が経たんといかんが、まあ輪姦まわされてんのは覚悟しとけよ」

　衛藤は蒼白になって、本城の胸倉を掴んだ。

「どういう意味だ！」

「落ち着けや」

　手を振り払うと、本城は卓上の煙草入れに手を伸ばす。すると後ろに立っている男がまた、走り寄ってライターで火を点けた。

「車の持ち主は、相馬組というとこのもんだ」

「やっぱり、ヤクザか？」

「そうとも言えるし……そうでないとも言える」

　本城は煙を大きく吐き出す。

「朝倉征次は、右翼団体の菊蓮会と関係があるようだ」

「その、相馬組というのの仲間なのか？」

　本城は憐れむように衛藤を横目で見た。

「あのな、先生、何も知らないんだな。右翼とヤクザは全然違うんだ。右翼は政治団体で、俺達ヤクザは経済団体」

　呆れた分類に衛藤は異を唱える気もしない。

「そーゆー訳で、普通ヤクザは政治家とは拘わりたがらんのさ。警察もうるさいしな。しかしな……」

　灰をトレイにポンポンと落とすと、本城はまた衛藤を見上げた。

「神戸の射殺事件を知ってるか」

「神戸？　ああ……」

　確か一流ホテルのラウンジで、ヤクザの大物が射殺されたというニュースは覚えていた。

「そうだ。あれでな、中野会という一派が山口組から破門された」

　ヤクザの社会もピラミッド構造になっていて、最大勢力の山口組をトップに、下部へ行くと幾つもの組に分かれている。

　中野会はその中でも大きな勢力をもつ一派で、

「そこがトップに叛旗を翻したってわけさ、あんたに分かりやすく言うとな」

　中野会は一門全部を敵に回した。そして中野会に属する小さな組は、寝返るものあり、忠誠を誓うものあり、解散するものあり……。

「中には形を変えて別の生き残りの道を選んだものもいる」

　本城はプリントアウトされた紙をまた弾いた。

「相馬組は右翼と手を組んだんだよ。ヤバいことに慣れている連中を引き込むことは、右翼にもメリットがある。お互い利害が一致したってわけさ」

　指に挟んでいた煙草を灰皿に押し付ける。

「ここんとこ、右翼がチャカをぶっ放すの、耳にするだろ？」

「チャカ？」

「鉄砲のことさ、ほら、どっかの寺でもよ」

「ああ！」

　衛藤にはようやく少し理解出来た。しかし、

「それにしても大変な目に遇ってるって、どういうことだ！」

　本城を睨む。

「相馬組の手なんだよ……脅しの手口だ。誘拐さらってビデオや写真に撮って、それで強請るのさ」

「写真？」

　本城はポリポリと鼻の脇を指で掻く。

「んー、先生は童貞だから、わからんか。あのな、エロ写真つーか、ＡＶつーか、絡んでるとことかよ」

「あ！」

　そこまで説明されればさすがに衛藤にも通じた。

「ま、出来るだけのことはしてみる。おとなしく待ってろ」

　ソファから立ち上がると、本城は赤木の消えた扉から出て行く。

　残された衛藤はなすすべも無く、ソファで待つ。またしばらくの時間が過ぎた。

（秀……）

　いたたまれず、ソファから立ち、窓の方へと歩く。

（朝倉は男だから、まさか強姦されるなんてことはないよな……）

　確信は持てないが……しかし……。

　拷問に遇うということはあるかも知れない。

（もし、指を怪我したら！）

　衛藤は恐ろしい考えに行き当たって、真っ青になった。

（あいつは……外科医ではいられなくなる！）

　そんなことになったら……。

　激しく動悸する心臓の上を衛藤はギュッと押さえる。

（いや、とにかく命が無事でさえいれば……）

（どんな目に遇っていようと、どんな姿になっていようと俺は……あいつを……）







「先生、待たせたな」

　振り向くと、本城が粋なベージュのサマースーツに着替えて戸口に立っている。

「お出掛けモードなんだ。アルマーニさ」

　にやりと笑うと、親指をクイと曲げる。

「こっちの部屋に来てくんな」

　そこは会社のオフィスのような、何台ものコンピューターにＦＡＸが作動している部屋だった。窓から見えるベランダの手摺りにはパラボラアンテナもある。

「盗聴法も通過とおっちまうしよ、あんた、こっちも自衛せんとな」

　本城は窓の外を指さした。

「まったく、一番性悪なのは政治家の先生達だな。あんたのスィートハートは、御家騒動とやらに巻き込まれたって話だが、きょうびヤクザだってそんなことはしない」

「え、ヤクザって世襲制なんだろ？」

　衛藤の質問にまた本城は笑う。

「言ったろ、先生、ヤクザってのは『経済団体』だ。有能な経営者がトップになんなきゃ、下の者はおまんまくいあげさ。俺達は組員の投票でトップを選ぶんだ。ああ、これぞ民主主義。政治家と医者ぐらいなもんだ、未だに世襲制なのは」

　言い終わると一段と大声で笑い、隣でコンピューターをいじっていた赤木までがクスクス笑い出した。

「まったく、なんだか……」

　衛藤はまたしても言うべき言葉が見つからなかった。

「本城さん」

　部屋の隅で電話の応対をしていた男が、本城にコードレスホンを渡す。

　本城はピタリと笑うのを止め、真顔になると離れた場所へ行った。そこで二言三言交わすと、表情を強ばらせる。

　また帰ってくると、赤木に合図した。

「先生、あんたのスィートハートはこれでいいのか」

　目の前のＦＡＸが受信を始める。

　不鮮明ながらも一枚の写真が送信されて来た。

　衛藤は赤木から手渡されたその写真を見て、黙って頷いた。

「わかった。もう取引は済んだ。これから貰い受けに行くが、先生、あんたもくるか？」

「もちろん」

　階段を降りながら本城は説明する。

「相馬組はこの辺りがしのぎの場だった。土地勘もあるんで、それで菊蓮会もやらせたんだろう。他にもまだいくつもの組と手を組んでいるがな、相馬組でラッキーだったよ」

「幾つもの組と？」

「ああ、菊蓮会は右翼の中でも危ない連中だ」

「武闘派か？」

　衛藤が尋ねると、本城は「へーっ、知ってるのか、そんな言葉！」と感心した。

「前、うちの救急センターに、武闘派を名乗る奴が割腹自殺を図ってかつぎ込まれたことがあったんだ」

　とある新聞社の支社に乗り込み、日本刀を自分の腹に突き刺したのだった。

「幸い少し腸が切れただけで、命は助かったんだよ」

「へーぇ」

　一階に降りると本城はガレージを開けさせる。そこには大きなバンと、真っ白なリムジンタイプのベンツが並んでいた。

「武闘派はまだましだ、純粋な右翼だからな。菊蓮会は金の亡者に成り下がったのさ。だから大量にヤクザと手を組んでるって訳だ」

「のりな」と本城がベンツのドアを開けるので、衛藤は、

「ちょっと待ってくれ」と離れたところに停めておいたデリカへ戻った。

　助手席で心配そうにこちらを窺っていた堀江に「俺は朝倉を取り戻しに一緒に行く。堀江さんはここにいてくれ」

　有無を言わさず命令すると、衛藤は戻ってベンツに乗り込んだ。

　中も真っ白な本革仕上げで、対座シートになっている。無論、ボードは木製で、ミニバーまでついていた。

　本城はひじ掛けを出してリヤシートでくつろいでいる。

「どうだ、ブランデーでも飲むか？」

　すぐさま、前に座っていた男がバーの扉を開けた。

　衛藤はじっと本城の顔を窺う。

「……さっき、あなたが言ったことですが」

「なんだ？」

　ナポレオンの封を切りながら本城は返事をする。

「俺は何を代価に支払えばいいんですか」

「そうさな……」

　すぐには答えず、本城は自分でグラスにナポレオンを注ぐ。

「相馬組には俺も幾らか貸しがあった。中野会破門の通達が出た時、ある組の連中が何人か先走ったことがある。俺が中に入ったのさ」

　言いながらペロリとブランデーを嘗めた。

「まぁ、今回のことでチャラとしておいた。あんたにはだから、別に何も貰おうとは思っちゃいないよ」

　衛藤は本城を睨む。

「信用出来ないな」

「そりゃそうだ！　ヤクザを信じちゃいけないよーッと」

　歌にして本城は嬉しそうに答える。そしてゴソゴソをスーツのポケットからＦＡＸ用紙を引っ張り出した。

「あんたのスィートハートが男とは知らなかったぜ……それにしてもいい写真だ」

「あッ」

　衛藤が取り返そうとすると、本城はひょいと身体を移動し、ゲラゲラ笑った。

「ま、この写真はご褒美にもろうとこか」

「……くッ」

「まぁ、俺は男にはよう勃たたんが、いい顔してるな、このボーヤは」

　本城はニマニマしながら、衛藤の目の前できちんと折り畳んでスーツの内ポケットに入れた。








　ベンツの行く先は柏だった。

　柏市も昔から東京のベッドタウンとして発展し続けた街だ。住宅街あり、団地あり、会社あり、商業地域あり、つきもの歓楽街あり……種々雑多な人々を飲み込んで、日々胎動を続けているのだった。夜の街には昔からのストリップ劇場もあり、ソープにサウナ、高速インターの近くにはラブホテル街も完備していて、その筋の人々にはうってつけの収穫の多い畑なのだ。

　本城の組はこの辺りを縄張りにはしていないが、動脈である国道１６号沿いにある程度のしのぎを得る地区もあった。

　幅を利かせていた相馬組の旗色が悪くなったあとには、山口組直系の組が入り込んでいて、小さな争いが耐えないと本城はこぼした。

「ま、だからあちらさんも、お互いに貸し借りを作っときたいって事なんだわ」

　運転手はとある信用金庫の前にベンツを停める。

　既に夕暮れが迫っていて、シャッターは降りていた。

「こっから歩いてすぐだ」

　運転手を残し、本城は二人の手下を連れて車を出る。衛藤も後へ続いた。

　信用金庫の裏手を一本入ると、また商店街に出る。辺りは不動産会社やらローン会社やらの看板がかかったビルが立て込んでいる。

　一階の窓が分厚い鎧戸で塞がれているビルがその中にあった。

「あそこだよ」

「なんか、どこもおんなじなんだな」

　衛藤の感想に本城は笑う。

　携帯電話で連絡を入れてあったので、もう入り口には何人かの男が立って待っていた。

「ごめんよ」

　本城は両手をバンザイしたスタイルで中へ入る。衛藤を含め、四人の男は入ってすぐの応接間に案内された。こちらの壁には、カリブーの角やら雄鹿の首やらがかかっている。

「どこも趣味は最低だな」

　衛藤が思わず呟くと、本城はまた笑った。

　まもなく茶髪の若い男が、腰を低くして本城を招く。

「んじゃ、行ってくるわ」

　本城は一人で奥へと消えた。

　そして十数分程も経ったところで、バタバタという足音とともに、二人の男に両脇から支えられた朝倉が本城とともに現れた。

　朝倉は連れ去られた時と同じ、素足にパジャマ姿で、やはりギュッと眼を瞑っている。ズボンの裾から覗く足には泥と血が点々とついていた。

「朝倉！」

　衛藤は飛び出すと、走って朝倉の元へ寄る。二人の男は衛藤に向かって、朝倉の身体を投げ出した。

「これで用は済んだな」

　奥から掠れ声が聞こえ、本城はまた奥へと身体を突っ込んだ。

「もう一つ、あれを返して貰おうか、辰巳さん」

　再び出て来た本城は、書類袋を抱えている。

「さあ、これでいい、帰ろう」

　衛藤は朝倉を抱き起こし、「秀！」と耳元で呼んだ。僅かに睫が震えたが、顔色は蒼白で身体は氷のように冷たい。足に傷もあるので、衛藤は朝倉を横抱きにして抱え上げた。

「おっ、お姫様を救い出した王子様だな！」

　本城がからかうのを無視し、衛藤は外へ出た。







　明石運輸のビルに戻ると、本城は朝倉を抱いてデリカへと向かう衛藤を呼び止めた。

「取り返してやった。これで全部だから、脅迫されることはないだろう」

　ポンと書類封筒を押し付ける。

「……これは？」

「マイクロＳＤと８㎜ビデオだ。見たきゃあ、二人して見な？」

　本城はニヤリと笑って、自分のスーツの胸を叩く。

「いい写真だ」

　何か言い返そうにも何も思いつかず、しかもぐったりとした朝倉のことが気になってそれどころではない。また無視をしてデリカへ行くと、リヤシートに乗り込んだ。

　助手席から堀江が振り向いて、「ぼっちゃま！」と叫ぶ。

「静かに！」

　シートを倒して寝かせると、衛藤は朝倉の首を支えた。

「秀……大丈夫か？」

　何も答えなかったが、泳ぐように手が伸ばされ、衛藤を求める。衛藤はその手を掴んで握り返した。

「とにかく病院へ行こう」

　衛藤が言った瞬間、「嫌だッ」と悲鳴が上がった。

「秀！」

「い……やだッ」

　朝倉は衛藤にすがりつく。

「わかった、じゃあ家に戻ろう」

　ぶるぶる震える身体を抱き締め、衛藤は助手席を振り返った。

「堀江さん、代わって運転をしてくれ。俺はここに朝倉といるから」

　堀江は二人をしばらく睨んでいたが、溜め息をついて運転席へ移動する。

「松戸に行きますか？」

　堀江の問いに朝倉はまた衛藤にしがみつく。

「いや……あそこ……こわい」

　知らないうちに入り込まれたのだ。そこへ戻るのは怖いのだろうと衛藤は思い当たり、

「わかった、わかった」

　また朝倉の身体を抱き締める。

「俺の寮の部屋へ行こう」





　第17章　傷







　寮に帰り着いた時には、夏至間近の長かった日もとっぷり暮れていた。

（長い一日だった……）

　朝倉を抱いたまま、衛藤はデリカから部屋へと向かう。何人かの好奇の目に出会ったが、そんなことにかまってはいられなかった。

　自分のベッドに朝倉を寝かせると、衛藤は急いで病院へと走り、救急セットを借りて来た。

　寮に戻ると、堀江が悲しそうな顔で部屋の前に立っている。

「どうしたんだ、ここで。朝倉は？」

　堀江は目を逸らして俯いた。

「出て行ってくれと……衛藤さん、あなたしか傍にいて欲しくないと言うんです」

「うーん……」

　堀江は自分の顔を両手で覆う。

「私のせいですから……きっとぼっちゃまは私を恨んで……」

「うわッ」

　衛藤は焦って堀江の肩を掴んで揺さぶった。

「いいか、朝倉は誘拐された理由なんか、知ってる筈、ないんだ！　今、あいつは傷つけられているんだ、わかるか？」

　堀江はどんよりと曇った眼を衛藤に向ける。

「ほら、俺は医者だからさ、そういうことだ」

　本当は朝倉が堀江ではなく自分を選んだということが衛藤には分かっていた。しかし今、そんなことを勝ち誇って言う気もなかった。

「な？　そうだろ？」

　堀江はちょっと安心したという顔になった。

「かしこまりました。あなたにはぼっちゃまの手当を頼みます」

　それ以上は許さん、というニュアンスを込めて語尾を強める。まだ安心出来ないといった疑いの眼で振り返りながら、堀江は帰って行った。

「やれやれ……」

　中に入ると朝倉はベッドで毛布を頭から被っている。

「出てってくれ！」

　悲鳴が上がった。

「出てけ！　見るな！」

　その悲鳴が、心が二つに引き裂かれる時の音のようで、衛藤も激しい胸の痛みを感じる。

「朝倉……俺だ」

　そっと遠くから呼びかける。

「……あ……尚史か」

　丸まっていた毛布の山が動き、ちらりと髪の毛が見え隠れした。

「そっちへ行くぞ？」

「……ああ」

　衛藤は傍へ行くと、朝倉の肩に触れる。本城が言っていたことを考えると、どんな仕打ちに遇ったのかと足が震えた。

「……いいか？　捲るぞ？」

「……ああ」

　毛布を捲ると、朝倉は胎児のように膝を抱えて縮こまっていた。そっと手を入れて抱き上げる。

「……え？」

　朝倉は焦点の合わない眼を衛藤に向けた。

「シャワーでまず洗おう」

　いいとも嫌とも言わず、朝倉は衛藤にまたしがみついた。

　自分もジーンズを脱ぎ捨て、Ｔシャツとトランクスになると、朝倉を抱いたままユニットバスに入った。狭いので大変だったが、朝倉を全裸にするとなんとかバスタブの中へ入り、シャワーを浴びた。

　身体には目立った外傷はない。所々、皮下出血と泥と血の固まったものがこびりついているだけだ。

　十分洗い流すと衛藤はまた朝倉を抱いたまま、ベッドに戻り、詳しく診察にかかる。両手首の戒めの跡が擦り傷になっている。その他にも体幹に幾つか擦過傷があり、軟膏を塗り込んだ。

　朝倉はじっと眼を瞑り、衛藤のするがままになっている。

　左右の上腕に何カ所かかなり大きな出血斑がある。衛藤が湿布薬を貼ろうとすると、朝倉が拒んだ。

「……注射の跡なんだ、湿布はいい」

　次に下腹部を調べ、衛藤は仰天した。性器の根元にも皮下出血がある。

「何かここにされたのか！」

　朝倉は「そこにも注射を射たれた」と抑揚のない声で答えた。

「……塩酸パパベリンじゃないか、多分」

　淡々と言うその口調が却って痛々しく、衛藤は腹の底から怒りが込み上げて来た。

「そんなものを！」

　血管を拡張させる注射薬なのだ。勃起不能の性器に用いられる。

　朝倉は自嘲気味に続ける。

「……幾ら扱かれても勃たなかったんだよ、僕は。恐くってね。だから……勃ってるところの写真が欲しいからって」

「……朝倉」

　ふいに朝倉は上体を起こし、衛藤を泣きそうな顔で睨んだ。

「なんで聞かないんだ、お前は」

「え？」

「何をされたかって、なんで聞かないんだよ！　知りたいんだろ？　何があったか、教えてやるよ！」

　くしゃくしゃに歪んだ顔に、衛藤は溜め息をついた。

「その前に……俺から言うことがあるんだ」

　救急箱を脇へどかすと、衛藤は朝倉の顔をじっと見る。

「俺はお前が連れ出される所を見たんだ」

「えっ……」

　朝倉はぼんやりと視線を彷徨さまよわせる。

　記憶が混乱しているのだ……あの夜に溯ろうと眉根を寄せた。

「じゃあ……そうだよな……なんでお前があそこに来てくれたんだろう……」

　監禁されていた場所に衛藤が迎えに来たこと自体が、よく考えてみれば謎だった。

「何があったんだ……僕の方が知りたい」

　じっと眼を見詰められ、衛藤は一部を話すことにした。

「色々あって……まあ、そのうち話すが、俺がある人の力を借りてお前をあそこに取り戻しにいったんだ」

「お前が……助けてくれたのか！」

　少しずつ、状況が見えて来る。

「僕を連れ出した男は、二日経ったら返してやると言った。だから解放されたのは、もう二日過ぎたからだと思ってた」

「まだ一日しか経っていないんだよ」

　朝倉は両手で頭を押さえ、顔を顰める。

「そうか……薬を射たれたから、時間の経過がわからなかったのか……」

　押さえたまま、頭を枕に戻した。

「尚史……お前が僕を……助けてくれたのか……」

「そうだ、すまない」

　衛藤が謝るので朝倉は驚いてまた頭を上げた。

「なんでお前が謝るんだ」

「だって……」

　衛藤はそっと手を伸ばし、朝倉の頬に触れる。

「お前がこんな目に遇ったのは、俺のせいだから」

　朝倉は眼を丸くする。

「どうして、そんなことを」

　衛藤は手を引っ込め、下を向いた。

「俺がもう五分早く着いていたら、お前は無事だった……みんな俺のせいだもの」

　朝倉は眼を瞑り、枕の上で首を横に振った。

「尚史……お前は……本当に……」

　それ以上何も言わないまま時が過ぎるので、衛藤が顔を近づけると、朝倉は声を出さずに泣いていた。

「どうした、大丈夫か、どこか痛いのか？」

　衛藤はおろおろして、朝倉の涙を指で拭ってやる。

「いや……違うんだ」

　朝倉は衛藤の指を握った。

「お前は……優しいんだな」

「何、言うんだ」

　大きく溜め息をつくと、「僕も何があったか、話すよ」と言い、朝倉は衛藤の首に手をかけて引き寄せた。

「……初めに……多分ラボナールでも射たれたんだと思う」

　麻酔薬の一種であるラボナールを部屋で無理やり注射され、朝倉はすぐに意識を失った。気が付いた時は見知らぬ部屋でベッドに寝かされていた。

　既に全裸で、両手は柵に括られている。

　そして数人の男がこちらを見ていた。

「一人が写真を撮ると言った。そして写真さえ撮らせてくれれば、二日過ぎたら帰す、と」

　何故、と朝倉は問うた。すると「あんたを一番可愛がっている人の気を引くためだよ」と言われた。

「親父は決して脅迫なんかには屈さない」

　そう朝倉が主張すると、相手は鼻で笑った。

「しかし堀江という人はどうかな？　あんたのいい写真をばらまくと言ったら？」

「それで大体のことが分かったよ……」

　朝倉は衛藤の首にしがみついたまま、身体を震わせる。

「最悪だ、僕の一族は……」

　衛藤は返答に詰まって朝倉の髪を撫でた。

　頭のいい朝倉にはそれだけですぐ読めてしまったのだ。

「だってそうだろう？　三文ミステリーより簡単さ。堀江さんを失脚させることで誰が利益を得るか、そんなのすぐ分かる」

「秀……」

　朝倉は自嘲気味に続ける。

「もう反抗する気力も失せたよ。それで勝手にしろって言った。朝倉の血が流れてるこの身体なんか、これ以上、汚れないさ」

「そんなこと、言っちゃ駄目だ！」

　衛藤は震える身体をぎゅっと抱き締めた。朝倉の父が教えてくれた、卒業アルバムに書いたという言葉を思い出す。

（こいつは……長い間、本気でそう思ってたんだ……自分が殺人者の一人だなんて）

　誰もが羨ましがる生まれだと衛藤は思っていたのに。時折自分の出自に対して、言葉の端々に自嘲が交じることは知っていたが、ここまで厭わしいと思っているとは知らなかったのだ。

「だって、そうだろう！　どいつもこいつも自分のことしか、考えない！　人が一人、家の中で自殺したって、平気なんだから！」

　叫ぶ朝倉は衛藤の腕の中で小さな子供に戻っていた。堀江の父が自殺した朝、泣いた子供に。衛藤にはそれが分かり、なおいっそう力を込めて抱き締めた。

「秀、秀のお父さんだって、お母さんだって、お前を愛してるいい人達じゃないか！」

　必死で衛藤は言い続ける。

「お前だって、医者として沢山の人を助けてる！　家なんか関係ないだろう、個人だろう！」

　しかし朝倉は首を横に振る。

「僕は……いつか悪いことをしてしまう……お前だって嫌いになるよ」

「そんなこと、ないよ！」

　衛藤はあのことを告げようと決心した。

「堀江さんだって、お前のことをすごく好きで、優しくしてくれてるじゃないか、な？」

「ああ……堀江さん」

　朝倉はふっと力を抜く。

「だって、堀江さんは朝倉家の人じゃないもの……いい人なんだ……」

「違うんだ、秀、よく聴けよ」

　衛藤は朝倉の肩を掴んで引き離し、じっと顔を見る。

「堀江さんはお前の叔父さんだ。お父さんの腹違いの弟なんだよ！」

「……え」

　朝倉の顔が蒼白になった。

「そうなんだ……俺は聞いてしまったんだ。黙っていようと思ったが……でも」

　再び朝倉を胸に引き寄せる。

「堀江さんは朝倉の人間だ。でも悪い人なのか？　違うだろう？　名前なんか、関係ない！　少なくとも俺には！」

　朝倉の身体を抱いたまま、衛藤はベッドに乗り込んだ。

「お前の名前がなんだって、お前はお前だ、汚れてなんかいない！」

　しかし朝倉は衛藤の胸に手を当てて押し返した。

「いや、やっぱり僕は汚れてるよ！　あいつらに何をされたか、言って欲しいか！」

　朝倉は再び泣きそうに顔を歪ませる。

「あいつら……はッ……ちゅ、注射を射って……ぼ、僕が知らない間……にッ」

「……犯されたのか！」

（まさかそんなことはないと思っていたのに……）

　衛藤は身体が一瞬凍りついた。

　衛藤の驚愕の顔を見て、ますます朝倉は泣きそうになる。

「し……知らない……ッ、僕は……ッ、でも、きっと……あいつらは女みたいだと僕を指さして……」

　朝倉の身体を衛藤はぐいとベッドに押さえ込んだ。

「俺がきれいにしてやるよ！」

「え……？」

　衛藤は体重をかけて朝倉を押さえ、首から胸に向かって舌を這わせ始めた。

「俺が舐めて、きれいにしてやる！」

「だ……駄目だッ」

「うるさい！　黙ってろ！　ここもか！」

　騒ぐのをものともせず、下腹へとどんどん舐めていく。

「ここもか！」

　柔らかな青草を思わせる叢から、モノを指で持ち上げる。

　痛々しい出血斑の部分にそっと唇を押し当てる。

「ああっ」

「大丈夫だ、痛くないようにするから」

　指で支え、ゆっくりと丁寧に舐める。裏側へ移り、二つの垂れ下がった果実も口に含む。そして朝倉の腰を抱え上げると、膝の裏に手をかけ、大きく足を開かせた。

「あッ」

「ここもきれいにしてやる！」

　目の前の双丘を割ると蕾が現れた。衛藤はしげしげと観察する。

（傷はついていないようだ）

　しかし、外からは見えないところが傷ついているかも知れない。

　周りからまず舐め始めた。蕾の中心を舌先でつつく。

「ああ……ッ、だ、駄目だッ、あ……」

　苦しそうな朝倉の声に、

「痛いのか？」

　衛藤は急いで顔を上げ、様子を窺う。朝倉は真っ赤な顔をしてこちらを見ていた。

「んッ……ちがう……けど……」

「じゃあ、まかせておけ！」

　また衛藤は行為を再開する。朝倉の呻きにかまわず、舌を這わせ続けた。特に中心を丁寧に舐める。そのうち、舌先は少し中へと入った。蕾が緩んで来たようだ。

　指を使って開いてみる。

　ピンク色の粘膜が捲れて現れ、さらにそこに舌を押し付けた。

「ああッ、ああんんッ」

　いつのまにか朝倉の声音が変わっている。もう抗う様子もないので、自由になった両手を衛藤は存分に使うことにした。

　親指と人差し指で蕾を大きく開く。そしてもう片方の人差し指を中に入れてみた。

　楽々と入る。

　中で回しながら「痛いか？」と尋ねた。

「あ……あん……ッ、はぁ……んっ」

　朝倉は答えられなかった。これまで指を入れられても痛みしか感じなかった部分が、今は熱く燃えるようだ。中で指を回されると、快感というにはまだ遠いが、気持ちよい圧迫感がある。

「痛くないんだな」

　衛藤はいっぱいまで蕾を開き、花弁をあらわにする。指と一緒に舌も入れた。

「あ……それ……ッ」

　固い指と柔らかい舌が同時に花弁を刺激する。朝倉はもう身体に力が入らなくなってしまった。

　すっかり緊張の抜けた部分を衛藤は指と舌で探り続ける。ピンクの柔らかい花びらは傷ひとつない。

（ここまでは大丈夫だ）

　衛藤はまた顔を上げ、ぼうっとしている朝倉に声をかけた。

「お前のここは汚れてなんかない。もうきれいに俺が舐めたから」

「……尚史」

　衛藤は次にトランクスを降ろし、既に力をたぎらせていた自分のモノを取り出した。

「奥は俺の精液で洗ってやる」

「えッ」

「うんと注ぎ込んで、洗ってやるから」

　今までより格段に太く固いモノが押し当てられたのを感じ、朝倉は恐怖を感じた。しかし全身から力が抜けていて、逃げることも出来ない。

「大丈夫だ、秀」

　衛藤は声をかけながら、推し進めて行く。

「ああ……」

　ゆっくりと道が広がり、衛藤は根元まで入ることが出来た。

「いいな、うんと洗ってやるから」

　朝倉はぐったりしていたが、頷いて衛藤の首に取りすがった。

「うん……頼む」

　小さな声が耳元で聞こえ、衛藤は腰を動かし始める。

「大丈夫か？　痛くないか？」

　朝倉は眼を閉じたまま、「ううん」という風に首を振る。確認して、衛藤は次第にピッチを上げて行く。

「出すぞ」

　奥に注ぎ込むと、衛藤は朝倉を抱き締めた。

「大丈夫か？」

「うん……」

　朝倉は答え、衛藤にしがみつく。そしてまた小さな声が耳元で聞こえた。

「……もっと……出してくれ……尚史……僕の中に」

「……秀！」

　放出するたびに朝倉は「もっと」と泣き声で衛藤にせがむ。

　衛藤は言われるままに抱き続けた………。







「……どうした、秀？」

　何度目か、放ったあと朝倉が黙ったままなので、衛藤は心配になって顔を覗き込む。

「痛くなったのか？」

　小さな顎に指をかけ、上向かせる。朝倉はひどく悲しそうな眼をしているので、衛藤は胸が苦しくなった。

「どうしたんだ？　まだ足りないか？」

「違う……もう……いいよ」

　衛藤が身体を離すと、朝倉は「ありがとう」と言って背を向けた。

「……いや……」

　礼を言われても困ると衛藤は朝倉の背を見詰める。

　すると朝倉は「ありがとう」ともう一度言った。

「……これで決心がついた。僕はアメリカへ帰るよ」

「ええーッ」

（どういうことだ、そりゃ？）

　衛藤は仰天した。何をどう言ったらいいかわからない。

　朝倉は努めて明るい声で「いいんだ、もう。僕の願いはかなったから」と続ける。

「ね、願いって？」

「……お前と一緒に働くこと」

　前もそう言っていたような……しかし、今、何で……衛藤は首を捻る。

「だって、ずっと一緒に働けばいいじゃないか。それをなんで……」

「もう一緒には働けないよ」

「え？」

　衛藤は目の前の細い肩に手をかける。するとびくりとその肩が震えた。

「触らないでくれ！」

　ぴしりと言われ、衛藤はますます混乱する。

「どうしてだよッ、今だって、あんなに……」

「『抱いてやったのに』、か？」

　朝倉は震える声で続ける。

「……お前は……優しいから……僕のために抱いてくれた。それは感謝してる……でも……」

　振り返って真ん丸な眼で睨む。

「同情はもういらない。でも……それでも僕は……お前が……好きなんだ……」

（え、えっ？）

　衛藤が言葉を必死で探すうちに、朝倉は話し始める。

「そうだよ、ずっと好きだった。でもお前はそうじゃないから、一緒に働くだけで満足しようと思った。でも……」

　ぎゅっと眼を瞑る。

「こんなことになったら、もうそれも駄目だ……お前と一緒にいると、きっとまた僕はお前を欲しくなる。けれど、お前は違うから……」

「な、何を言ってるんだよッ」

　朝倉は声を震わせ、続ける。

「お前は優しいから……僕が頼めば……だ、抱いてくれるかも知れない……けど、そ、そんなのはッ……ほ、ほんとじゃないもの……ぼ、僕にだって……プライドはあるんだッ」

　朝倉の表情は身体を傷つけられたことを告白した時より辛そうで、衛藤は抱き締めようとつい腕を伸ばす。

「触るな！」

　もう一度言われ、衛藤は行き先を失った手で頭を掻き毟った。

「違うッ、何でッ、秀、お、俺が同情してるなんてッ」

　朝倉はまた眼を開いて衛藤を見詰めた。

「だってそうだろう。この前の夜……お前は僕を……達かせただけで、僕の中へは入れなかったんだ。入れたくなかったんだろう？」

「ちっ、違うよッ」

　衛藤は腕を振り回す。

「あの時はッ、お前……調子が悪くて、それにッ、一番最初の時はちゃんと入れたじゃないかッ」

「六年前のことか」

　朝倉は眼を細めた。

「……最悪だったよな」

「うわーッ」

　朝倉を酷く傷つけたことを思い出し、衛藤はますます焦る。

「あの時お前は酔っ払って、僕を女の替わりに間違えて抱いただけなんだろう？」

「ええッ、なんでそんなことをッ」

　朝倉は一気に冷たい声になった。

「……次の朝、お前は開口一番、謝ったじゃないか！　そのあともまったくなかったことという顔をして！」

「違う、違うんだ！」

　まさかそんな風に朝倉が考えていたなんて……衛藤の心は六年前の惨めな朝に戻っていた。

「あの時、謝ったのはッ、お、お前が……」

「なんだよ！　僕がなんだって？」

　厳しい追求に衛藤は声のトーンを下げた。

「ち……血だらけだった……から……」

「あ……ッ」

　朝倉は顔を赤らめる。

「だ、だから、それで謝ったんだッ、す、すごく痛い思いをさせたって……」

「ああ……すごく痛かったさ」

　朝倉は低い声で応じると、衛藤をじっと見た。

「……でもそんなことはどうでもよかったんだ。それなのに、お前ときたら『もう二度としない』なんて言うし」

　衛藤は首を捻る。

「そんなこと、言ったか、俺？」

　あの朝は動転していて、殴られた事実だけが強烈に印象に残り、実際に自分が何を言ったか定かではなかった。

「言ったよ、このバカ！」

　朝倉は怒鳴る。

「僕は自慢じゃないが、記憶力はいいんだ！　特に……お前のことはどんな小さなことでも覚えてるのさ！　前にもそう言ったろ！」

「……そう言った」

　朝倉は次第に六年前のことを思い出してメートルが上がり始めた。

「僕はッ、あの時ッ、どんな気持ちでお前を誘ったか……わかるかッ？」

　卒業と同時にアメリカへ行くと決めていた。それもＥＭの資格を取り、いつか帰って一緒に働くために。しかし、

「お前の気持ちが僕にはわからなかった……」

　わからなかったのは自分の方もだと衛藤は言いたかったが、ここで言ってもあまりプラスにはならないと黙り込んで朝倉の話に耳を傾ける。

「だから……どうせすぐアメリカへ行くから、駄目ならきっぱりと別れられると思ったんだ」

　それなのに……誘いに応じて抱いてはくれたが……。

「酔っ払って女と間違えただけなんて、本当に最悪だ」

「違うって！」

　しかし朝倉は睨みつけて衛藤を黙らせる。

「じゃあなぜ、そのあとも何も言ってくれなかった！」

「だって……お前がすごく怒ってたから……」

「このバカ！」

　朝倉は力いっぱい叫ぶ。

「だったら少しは機嫌を取るぐらいのことをしろ！　お前ときたら、そのあと知らんぷりだし、僕がアメリカに行くといっても引き留めないし」

「と、留めて欲しかったのか？」

　衛藤はきょとんと尋ねる。

「当たり前だろうが！」

　そう言われても……。

「だって、ＵＳＭＬＥに合格する秀才を、俺なんかが邪魔しちゃいけないって思ったんだよ……」

　衛藤は恐る恐る言う。

「そんなこと、関係ないよ！」

「じゃあ、俺が引き留めたら、お前はアメリカへ行かなかったのか？」

　朝倉は言下に否定する。

「いや、行った」

「なんだよ、それじゃ、無駄じゃないかよぉ」

　呆れる衛藤に朝倉は人差し指を突き付ける。

「全然、違うッ！　留めてくれたんなら、少しはお前も僕のことを好いてくれてるのかって思えた！」

「……え？」

　衛藤はますますわけがわからなくなる。

「ひょっとして、秀……お前、俺がお前を好きじゃないって思ってる？」

　朝倉は黙って頷く。

「なんでだよ！　なんでそんなこと、思うんだよ！」

　信じられないと衛藤はあんぐりと口を開いた。

（だって、朝倉は綺麗で頭がよくて、みんなの憧れだったのに……俺が好きじゃないなんてこと、ある筈ないじゃないか……）

「俺だけじゃない、みんなお前のことは好きだ、なのになんで俺がお前を好きじゃないなんて思ったんだよ」

「……僕は、お前に関しては自信がなかったんだ……ずっと前から」

　朝倉は声を落とした。

「……中学の時からそうだ。お前はでかくって、格好よくって、スポーツ万能で…羨ましかった」

「ええっ？」

　小さくて華奢ですごく綺麗で頭がいい朝倉の方が、ずっといいと衛藤は思っていたのに。

「それに加えて頭もいいし」

「秀の方が何倍もいいじゃないか！」

　衛藤は口を開けっ放しだ。

「それだけじゃない、生徒会長もやって、人望もあって」

　嘘だろーと心の中で叫ぶ。

「朝倉だって、人気あったじゃないか！」

「そんなの、僕、個人のことじゃない！　みんな、『朝倉』の名に惹かれるんだ！」

　また朝倉の父から聞いた話が思い出される。朝倉はすっかり周りを信用しなくなって、「『朝倉』の名前を出すと、へいこらするんだ」とうそぶいていたんだっけ……。

「尚史、お前は違う……お前は自分の魅力でみんなを引き付ける」

「そんなこと、ないよ！　みんな面倒臭いことを俺に押し付けるだけなんだ。俺って、ほら、丈夫で使いやすいからさ」

　朝倉は少し笑みを浮かべた。

「……そうなんだ。お前のそういうところが……偉ぶらないっていうか、わかってないっていうか……」

　勉強だって、と朝倉は続ける。

「学年でもいつもトップクラスだったじゃないか」

「違うよ、ほら、部活や生徒会があった手前、悪くちゃまずいから、必死でやってただけだって。俺は頭なんてよくないよ！」

　朝倉が今度は「え？」という顔になった。

「なんで頭がよくないなんて言うんだよ！」

「だって、『頭がいい』ってのはさ、全然勉強しなくっても出来る奴のことだよ。朝倉みたいにさ。俺なんか、必死でやってやっとこさだもの、そういう奴は頭がいいって言わないんじゃないか」

　朝倉は呆れたという声を出す。

「あのな、頭が悪きゃあ、必死でやってもトップにはならないんだよッ、そんなこともわからないのか、このバカ！」

「ほら……お前だってすぐバカって言うじゃないか……」

　しょぼくれる衛藤を朝倉はしげしげと見詰めた。

「それにお前は女子部の連中にも人気があって、僕は気が気じゃなかった」

「え？　俺、六年間、全然もてなかったぜ？」

「そりゃ、お前が鈍くて気が付かなかっただけなんだよッ！」

　朝倉は怒鳴ると、大きく溜め息を付け加えた。

「……そうなんだよな……お前は本当に鈍くて、僕の気持ちに気づいてくれなかった。でも……これだけ鈍かったから、今までなんとか人に取られずにすんだのかもな……」

「そ……そんな……」

　どう考えても朝倉が自分を好きな筈がない。それは衛藤がずっと信じて疑わなかったことなのに。

　恐る恐る、尋ねてみる。

「俺なんかのどこがいいんだよ」

「全部だよッ」

　朝倉はまた怒鳴る。

「悪かったなッ」

「わ、悪くはないって言うか……」

「その単純バカなところも、鈍いところも、人がいいところも、でかくで頑丈なところもだよ！」

　それってあんまりいいところとに見えないのだがと衛藤は思った。

「もういい……とにかく……お前のことは六年前、諦めてアメリカへ行った筈だった」

　朝倉は枕に頭を預けた。

「……でもアメリカで安西から、お前が結婚して大学を辞めると聞いて……それで急いで戻ってきたんだ……少しでも一緒に働きたくて」

　しばらく黙ると、また続ける。

「そして……ちょっとでもまだ可能性があるなら……賭けてみようと思った」

　疲れたように眼を瞑った朝倉を衛藤はそっと抱き寄せた。

「……疲れたのか？」

「当たり前だ、このバカが！」

　また怒られ、衛藤は首を縮める。

「……あの。言ってもいいか？」

「何だよ！　さっさと言え、このバカ！」

　バカバカと怒鳴る朝倉を衛藤はじっと見詰めた。頬は上気して、まるで前髪を下ろしたリンゴの頬っぺの子供という可愛さだ。色白の肌に赤い頬、くりっとした眼もきゅっと寄せられた眉も、怒って尖った口も、ずっと前から見慣れた朝倉だ……。

（ああ……俺、この怒っている顔が好きだったんだ、きっと）

　中学の頃から朝倉は自分を見上げてしょっちゅう怒鳴っていたっけ。

　怒っている時の朝倉の眼には自分しか映ってなくって、自分だけを見てくれているもとが嬉しくて……。

（それで俺は、怒られたくってしょっちゅうバカな事を言ったり、したりしてたのかな）

　朝倉は衛藤が黙ったままなので、なお怒り出した。

「尚史！　なんだよ！　早く言えよ！」

「いや……俺……」

　勇を鼓して言ってみる。

「俺、お前の怒ってるとこが好きかも知れない」

「なんだよッ、それはッ、お前ッ、どういう意味だよ！」

　自分にちゃんと説明が出来るとは思えず、衛藤は直接行動に出ることに決め、唇を重ねた。

「んんッ！」

（……ああ、この唇だ）

　暖かく息づく、柔らかな、甘い……高校のプールサイドで初めて味わった果実だ……。

　そっと舌を差し込むと、さらに暖かく蕩けるようなものが待っていた。絡ませ合い、息を共有する。一体感を衛藤は味わう。いつのまにか、朝倉の腕が自分の首に回されている。

　柔らかな口腔に舌を深く入れると、まるで別のやり方で交接しているようだ。密着させたところから溶け合って一つの肉になるように衛藤は感じた。

（今なら言えるかな）

　唇を離すと、衛藤は夢を見ているようにとろりと眼を閉じている朝倉の顔を両手で支えた。

「怒らないで聞いてくれよ。俺はお前のことが、好きだったよ……ずっと、ずっと前から」

「え？」

　朝倉は目を閉じたまま、声を出す。

「好きだったよ、お前のことが、ずっと……」

「……夢、見てるのかな、僕……」

　朝倉は暖かな広い胸に潜り込む。

「夢じゃないよ、秀」

「……いや……みんな……夢なんだ、きっと」

　衛藤は丸まって寄り添う朝倉の髪を撫でる。

「本当だ……俺はずっとお前のことが好きだったよ」

「もっと、言ってくれ……」

　朝倉は夢見心地で呟く。

「ずっと好きだったよ、お前のことが」

「もう一度……もう一度……」

　衛藤は請われるままに「好きだ」と囁き続ける。

　やがて朝倉の声が途切れた。

「……秀？」

　小さな規則正しい寝息が替わりに耳に到達する。それでも衛藤は囁き続けた。

「俺は……お前のことが、ずっと……好きだったよ……」


　第18章　ずっと君のことが








　目覚めた時、朝倉は発熱していた。

　高熱ではなかったが、精神的にも肉体的にもストレスの極致にあった為だった。

　衛藤はその日勤務につかねばならず、仕方なく寮をあとにしたが、病院から歩いてすぐという地の利を生かし暇を見つけては看病に帰った。それに加えて勤務だけではなく、他方面のフォローにも忙しかった。

　まず本院の節子に連絡し、朝倉の父の容体が順調なことを確かめる。疲労で熱を出したとだけ伝え、しばらく朝倉は見舞いに行けないと告げた。

　次に利根川医局長にも病気欠勤を替わりに申し出る。しばらくは彦根が代理を務めてくれることになった。

　衛藤がやっと安心して救急室で勤務していると、早見がやって来て「朝倉先生、病気なんですって？」と尋ねる。

「う、うん、ちょっと熱を出しちゃって」

「どこで休んでるんです？　ご自宅？　私、見舞いに行こうかしら」

「い、いやっ」

　衛藤は大慌てで首を振る。

「お、俺の部屋で寝てるから、いいよ、来なくて」

「へーえ、衛藤先生が看病してるんですか！」

　これはもう出来たわね、と早見は確信する。

（まぁ、良かったじゃないの……遅い春だけど）

　それ以降、衛藤に暇になると「ここは大丈夫ですから、朝倉先生のところに行ってさしあげて」と気を配ってやった。自分の恋が順調な時は、他人にも寛大になれるのだった。

　しかし早見の気配りで、衛藤は夜勤の間も時間を作っては、朝倉の様子を見に帰ることが出来た。

　朝倉は二日間、うとうととベッドに横たわっていたが、衛藤が帰るとぼんやりと眼を開け「もう一度、言ってくれ」と愛の言葉を求める。

「……秀」

　そのたびに手を握って、耳元で囁いてやった。するとまた安心して眼を閉じる。

（そんなに……この言葉を待っていたんだ）

　長い間、想いを抱えて辛かったのは朝倉の方だったのだと衛藤は初めて知った。




　翌日勤務が終了して、衛藤は夜十時過ぎにやっと帰宅することが出来た。

　扉を開けると、朝倉が少しだるそうではあったが、起きてダイニングのテーブルについていた。

「あれ、そのパジャマ……」

　自分が貸したダブダブのものではない。

「ああ、堀江さんに電話して、着替えを少し持って来てもらったんだ」

　朝倉はにっこりする。

「そうか……堀江さんはどうだった？」

　朝倉は困った顔になって、目を伏せた。

「僕がこんなことになったのは、自分のせいだと責めているみたいだ」

「ん、まぁな、そう思うかもな」

「あんまりしょげてるから……堀江さんのせいじゃないとは言ったよ」

　しかし込み入った事情を打ち明けるのは止めにしたのだった。

「今はその時じゃないから。親父が退院して、色々なことに片をつけたら……」

　父と話し合い、真実を堀江に告げるよう、説得するつもりだと続ける。

「隠しておいたことが、すべての原因だと思う」

　衛藤も「そうだな］と賛成する。

　そして朝倉の傍へ行くと、身体を屈め、額をこつんと当てる。

「熱、下がったかな？」

「……ん、まぁな」

　まだ眼の縁は少し赤く、潤んでいたが、肌は熱くない。

「……それじゃあ」

　衛藤はキッチンに隠しておいた茶色の書類封筒を取り出し、テーブルに置いた。

「……これは？」

「写真だ」

　朝倉はあっという顔になった。

「俺に力を貸してくれた人が、これも取り戻してくれたんだ。もう心配しなくていい」

「そうか……」

　朝倉はじっと封筒を見詰める。

「このまま焼き捨てよう」

　衛藤が手をかけると、「待って」と朝倉はその手を拒んだ。

「中を見てからにする」

「だって……お前の……」

　朝倉はきっぱりと衛藤を仰ぐ。

「いや、知らないでいて想像する方がもっと悪い。ちゃんと知った方がいい」

「そうか……」

　封筒を逆さにすると、マイクロＳＤが一枚、沢山のポラロイド写真、それに８㎜ビデオが一本だ。

「ＳＤは壊そう。見るのはポラロイドだけで十分だ」

　朝倉は少し迷っていたが、一枚一枚、ポラロイド写真を確認していく。

「８㎜の方はどうする？］

「……もういい」

　流しに持って行くと、衛藤はまとめて火を点けた。燃え上がる炎を眺めていると、朝倉が後ろに立ち、背中に顔を押し付ける。

「……秀」

「僕……犯られなかったのかな……」

　写真は皆、朝倉一人のもので、十分淫らで正視に耐えなかったが、他の人間との絡みはなかった。

「そうだな……いくら麻酔薬を射たれて痛みを感じなくても、効き目が切れたら痛むと思うぞ」

　衛藤は振り向くと、朝倉の片を抱いた。

「お前、全然痛がってなかったもんな」

「そう言えば……」

　朝倉は眉根を寄せて考え込む。

「お前と最初にやった時は、三日間痛くて死にそうだった」

「うわッ、すまん！」

　衛藤は急いでペコペコ謝る。その姿を見て朝倉は笑い出した。

「もういいよ」

　火の始末をすると、衛藤は救急箱を取り上げた。

「手当しよう」

　朝倉の肩に腕を回す。

　ベッドに移動し、朝倉の身体を調べると、赤黒かった出血斑は青黄色に色が変わって来ている。擦り傷はもう乾いていた。

　下着も脱がせ、性器の根元もよく見る。こちらも皮下出血は消褪しかかっていた。

「もう、痛くないか？」

　そっと指で触れる。

「うん……昨日は痛かったけどね」

　衛藤は根元から先端へと指を滑らせる。

「……秀」

　じっと朝倉の顔を覗き込んだ。

「俺は、お前のことがずっと好きだったんだよ」

　いきなり言われ、朝倉は頬を染める。

「なんだよ、急に！」

「だってお前、そう言えって言ったじゃないか」

　その途端、朝倉のパンチが衛藤の顎を見舞う。

「このバカッ！」

「な、なにするんだよー」

　衛藤は顎を摩りながら哀れな声を出した。しかし朝倉は目を吊り上げて衛藤を睨む。

「普通、言うかッ、そう言えっていうから、なんてッ、お前ッ」

「そ、そうじゃなくて……」

（ああ、なんて俺って、うまく自分のことが言えないんだろ）

　仕方なく衛藤はまた実力行使に出た。

「んー、むむッ」

　朝倉の唇に自分のを押し付け、吸う。

「んんんッ、……ッ」

　朝倉が音を上げて顔を離すまで、口を塞いだ。

　真っ赤になった朝倉の顔をしっかりと挟み、衛藤は「本当にずっと好きだったんだ」と告げた。

「尚史……」

　視線が絡み合い、どちらもの想いが同じだと衛藤は確信する。しかし敢えて言葉に出した。

「秀、俺はお前を抱きたい」

「……尚史」

　朝倉は手を伸ばし、衛藤を引き寄せる。そして「お前から言ってくれたのは初めてだな」と呟いた。

「俺、これからはちゃんと言葉にして、俺の気持ちを伝えるよ」

　衛藤は手を下へと伸ばし、後ろを探って行く。

「また、舐めてやろうか。その方が辛くなかったよな」

　衛藤が腰を抱えようとすると、朝倉が「待った」と言う。

　サイドテーブルを引き寄せ、ごそごそと引き出しからあるものを取り出した。

「あ、これ！」

　いつぞや、朝倉のマンションで見つけた問題のチューブだ。

「堀江さんに着替えと一緒に持ってきてもらったんだ」

　朝倉はひどく恥ずかしそうに「や、やだな……じ、自分から、こんなの出すなんて……」と俯く。その姿が初心で可愛らしく、衛藤は思わず抱き締めた。

「お前、すごく可愛い！」

「な、なんだよ！」

「だって、俺は思ったことを口に出すことにしたんだ」

　ラミネートチューブを受け取り、衛藤はじっくりと眺める。

「ふーん、『edible（食べられる）』とあるぞ？　なーるほど……」

「なッ、何、感心してるんだよ！」

「いや、そうだよな、うん、そういうこともあるよな」

　納得する衛藤に、朝倉は自分も思い当たって真っ赤になった。

　その顔を見て衛藤は、「だってさ、口で……」と言いかける。

「いいよ！　言わなくたって、僕にも分かる！　思ったことを全部言うなッ」

「何だよ、言えって言ったくせに……」

　ぶつぶつこぼしながらチューブの口を切り、中身を少し指に取ると、衛藤は蕾に塗り付ける。そして指の腹で円を描くように、塗り込み始めた。中にも入るようにと、押し当ててマッサージをしていると、やがて体温で溶け、滑りが良くなっていく。自然に蕾が指を飲み込んだ。

「ああ……ッ」

　衛藤は熱い粘膜に擦り込むように、指を回しながら入れて行く。

　薬のせいか、指で圧迫されても痛くはない。優しく舌で舐められた時の感覚が蘇って来た。

「ああ……」

「痛くないか？」

　心配そうに衛藤が尋ねる。

「大丈夫だ……」

　いつの間にか指が二本に増やされている。押し開くように回されると、下腹が熱を持ち始めたのを朝倉は感じた。塗られた薬の効果なのか、それとも衛藤の指の与える刺激のせいなのかは分からなかったが、中心が脈打ち始めた。

（ここで感じるなんて……）

　痛みしか感じないと思っていたのに……。指を深くまで入れられ、壁面を擦られる。

「う……ッ」

　身体の中心がどんどん柔らかくなっていくようだ……奥からうねりが込み上げる。

「ああ……尚史……」

　名前を呼ばれて衛藤が顔を上げると、朝倉の下腹が目に入った。

「秀、感じてるのか？」

「バカッ」

　朝倉は真っ赤になって両手で隠す。

「見ればわかるだろッ、こういう時は言わなくてもいいんだッ」

「わかった、わかった」

　衛藤は子供をあやすように、朝倉の頭を撫でた。

「任せておけ……もっと良くしてやる」

　やがて指よりも数倍太いモノに自分が開かれるのを朝倉は感じた。圧迫感はあったが、やはり痛みはない。

「痛くないよ、尚史……」

　すがりつく朝倉の髪をまた撫で、衛藤は「これは効くなー」と感心した。

「どうしたんだ、これ？」

「友達に貰ったんだ」

　朝倉は簡単に説明する。

　レジデントを一緒に回った友人が、朝倉の悲惨な初体験を知り、大笑いしたこと。そして朝倉が帰国する時「チェリーボーイ同士、これを使え」と土産にくれたこと。

「そうだったのか」

　衛藤はぎゅっと朝倉の身体を引き寄せ、囁いた。

「もう大丈夫だ。これからは絶対痛くしないよ」

　朝倉の表情を窺いながら、衛藤は動き始める。

「痛くないか？」

（こいつは繊細だからな）

　この前、指で導いた時も先端のほんの小さな面積でも、いいところとそうでないところがあったのだ。中もそうに違いないと衛藤は想像する。

　腰を少し引いて回してみる。今度は奥へと突き上げる。

「ああ……ッ」

　小さな声が朝倉から上がる。

「ここ……いいのか？」

「……ん」

　ゆっくりと探りながら腰を進め、また退く。やがて甘い声が途切れる事なく漏れ始める。

「どこがいい？」

「ああ……どこも……ッ、いいッ、ひ、さ……」

　急激に朝倉は背を反り返らせる。しなやかで柔らかい動物が腕から逃げ出すように思え、衛藤は抱き締めて体重をかけた。

「………ッ」

　密着した腹の間にじわりと熱い液が広がる。懐かしいあの香りが漂った。

「秀……俺ので達ってくれたんだな……」

　衛藤はまだ硬直している朝倉の背中を優しく撫でた。

「ああ……尚史……達っちゃった」

　ぎゅっと瞼を閉じたまま朝倉は呟く。そして衛藤の首にしがみつき、囁いた。

「お前も……僕の中で達ってくれ……」









　やがて二人は絡まり合ったまま、静かに横たわった。

　衛藤は深々と息を吐き、胸の中の朝倉の頭に顎を乗せる。体格差があるので、これが調度うまい具合なのだ。

「うーん……すごく良かったよ、秀……六年前よりずっと良かった」

「なんだ、一回で満足したのか、お前」

　朝倉はぶ厚い胸に頬をつけたまま、尋ねた。

「いや、セックスは量より質だな、うん！」

　確信に満ちた声で答えた衛藤だが、すぐまた残念そうに付け加えた。

「でも、俺達の勤務体制だと、六日に二晩しか、会えないんだぜ、あんまりだー」

「お前、六日に二回やれば、十分だろうが！」

　朝倉は呆れた。

「今、量より質と自分で言ったくせに！」

「でも……」

　未練がましい声を出しながら朝倉の髪に顔を埋め、柔らかな感触とふわりと甘い香りを衛藤は味わう。

「セックスだけじゃなくて、いつもお前と一緒にいたいんだよ」

「尚史……」

　朝倉は少しの間、黙っていたが、衛藤の胸の中からごそごそと這い出ると、じっと顔を見た。

「……まだオフレコだが」

「え？」

　いたずらっぽい目付きになって、朝倉は衛藤の少し髭が濃くなった顎を指でなぞった。

「秋に、呉羽先生が入局する」

「え？　呉羽先生が？」

　呉羽は麻酔科に所属する中堅の医師で、今は、救急救命部に出向している。

「ああ、論文が通って学位が貰える。それを機に、こっちへ移るんだ」

「それで？」

　なんで呉羽の話をするのかと衛藤は訝しく思いながらも、次の言葉を待った。

「それで呉羽さんは僕より上だし、経験もあるから、年下のチーフではやりにくいんじゃないかと、利根川医局長が考えてね」

　気配りの利根川らしい。

「この前……ほら」

　朝倉は衛藤の顔を指で確かめるようになぞりながら、話を続ける。

「お前とうまくいってないって心配して電話して来た時、その話が出たんだ」

　利根川医局長は呉羽をトップに格上げし、朝倉を衛藤チームに移してチーフに据えたいと考えていたのだ。

「お前が……チーフを降りて、僕の下につくのが嫌じゃなければ……」

「いい、いい！　大歓迎だよ！」

　衛藤は朝倉の身体をぎゅっと抱き締める。

「ずーっと一緒にいられるじゃないか！　ヤッター！」

　朝倉は笑い出す。

「勤務中は駄目だぞ、ベタべたしちゃ。こないだみたいに、廊下でキスなんて……」

「しない、しない！」

　衛藤はしかしひどくふにゃふにゃにニヤけたので、朝倉は心配になった。

「厳しくするからな！」

「いいよ、うんと怒ってくれ！」

　ふと衛藤は気づく。

「じゃあ、呉羽チームの方は人が足りなくなるんじゃないか？」

「いや、内科から一人、出向してくる」

　朝倉は付け加える。

「僕もそれで野村君に聞いてみたんだ。早見君をこっちに入れて欲しいかって」

「早見を？」

　もちろん衛藤は二人の仲に気づいていない。

「そうしたら、二人で相談したのだが、別のチームの方がやりやすいと断られた」

「ふーん」

　意味不明ながらも衛藤は取り敢えず生返事をする。

「ま、野村君も上司が僕とお前では、セクハラの心配はないからいいんじゃないか？」

　朝倉はクスクス笑う。その顔を見ながら衛藤は「ところでなんで早見の話なのに、野村が心配するんだよ？」と疑問をついに口にした。

「ええッ、お前、まさか知らないのか？」

　朝倉は仰天して衛藤を見上げた。

「へ？　何を？」

「……お前が鈍いのは知っていたが、ここまでとはな……」

　朝倉はやれやれと頭を振る。

「まあ、仕方ない、教えてやろう。野村君と早見君は付き合っているんだ」

「えッ……え……知らなかった……」

　衛藤は唖然とした。

「普通、上司なんだから気づかないか？　しかも勤務の上とはいえ、長時間一緒にいるのに！　僕なんか、初めて一緒に勤務した日にわかったぞ！」

　呆れて朝倉は衛藤の顔に人差し指を突き付けた。

「ど、どうしてわかったんだよ」

「しょっちゅう楽しそうに話してるし、昼ごはんも一緒に食べるし、防護エプロンもお互いに付け合ったりしてさ」

　衛藤は言われて首を捻った。そんなことぐらい、自分も早見としているような気がするのに……。そう言うと「全然、眼の輝きが違うんだよ、このバカ！」と怒鳴られた。

「お前の眼には、勤務中は患者しか見えてないんだな、きっと！　でなけりゃ見えてても、脳が認知しないんだ！」

　まさに早見の出した結論に、朝倉も到達した。

「ほんとにお前は鈍いよな……でも、ここまで鈍かったから、僕のものになったんだ、許してやる」

　言いながら首を伸ばして、そっと衛藤の顎の先にキスをする。

　衛藤はすっかり舞い上がって、朝倉の身体をまた引き寄せた。

「俺、お前のものか？」

「……そうだ、もう僕のものだ」

　幸せそうにニヤつきながら衛藤はしばらく考えていたが、突然「そうか！」と大声を出した。

「な、なんだよ、今度は」

「秀……」

　衛藤は朝倉の頬を両手で挟み、自分の方へ向かせる。

「俺はずっと、秀が欲しくて……でも、名家の跡継ぎで、すごく綺麗で可愛くって、頭がいいお前を自分のものになんて、絶対出来ないって思ってたんだ……でも……」

　朝倉は照れたような顔になったが、じっと衛藤に視線を注いでいる。

　瞬きもせず、大きな丸い眼は自分だけを映している。衛藤はそれだけで幸福を感じた。

（怒っていないけど、今は俺だけを見てくれてるんだ……そしてこれからもずっと）

　熱く甘いものが腹の底から昇ってくる。

「……例えお前が俺のものにならなくても、俺がお前のものになりゃあ、いいんだよな……うん、逆転の発想だな」

「何を言うかと思ったら！」

　朝倉はぷっと吹き出す。

「ほんと、お前って、単純バカだ……でもそこが好きなんだよ」

「……秀」

　どちらからともなく唇を重ね、また絡まり合う。

「なぁ、二回目は薬、塗らなくても平気なのかな？」

　共に熱が上がってきたのを感じて、衛藤が尋ねる。

「僕がそんなこと、知るわけないだろ、このバカッ」

　怒鳴る朝倉を衛藤は胸の中に捕らえ、囁いた。

「試してみようぜ？」




　第19章　Dream comes true







　八月に入って暑い日が続く。

　世間一般は夏休みだが、ここ、Ｋ大付属救急救命センターにはそんなものはない。

　今日も朝倉と衛藤のチームは、昼飯を採る暇もなく働いている。

　かわりばんこに看護師の休憩室に飛び込んで、何でも眼に入るもの（ビスケットとか、饅頭とか）を口に押し込み、草野師長が気を利かせて冷蔵庫に用意してくれている麦茶で飲み下し、また勤務に戻るといった有り様だ。

　三時過ぎに患者が途切れ、衛藤と早見が夜明けに運び込まれた脳出血の患者の外科適応についてディスカッションしていると、廊下から「おーい」と呑気な声がした。

　草野師長が出てみると、でっぷりと腹の出た初老のオヤジが、紫の風呂敷で包んだ大きな荷物を下げて立っている。

「衛藤先生はいるかね？」

「ええ、いらっしゃいますけど……」

　ＯＫも取らず、オヤジはドスドスと救急室に入り「衛藤せんせーい」と呼んだ。

「あっ、困ります、患者さんと家族以外は……」

　草野師長は慌てて後を追う。

「なんですか？」

　押し問答のような声が外から聞こえたので、衛藤はナースステーションから出た。

「あー、あんた、衛藤先生、こないだは世話になったな！」

　オヤジは福々しい顔でにっこり笑う。

「え？」

「ほら、うちのバーサンがさ、ものが食えなくて……」

「ああ！」

　口内炎を起こした母親を連れて来た男だった。この前は大家族だったので、

「今日は一人なんですか？」

　辺りを見回しながら尋ねる。

「ああ、みんな忙しく働いてるんでな」

　言いながらどんどん中へと進む。抱えていた風呂敷包みを差し出した。

「まぁ、たいしたもんじゃないけど、みんなで食べてくれ」

「あら、駄目です！　大学病院では、患者さんからの頂き物は……」

　師長が規則を口にすると、オヤジは険しい顔で睨んだ。

「なんだよ、せっかく持ってきたんだ、受け取んのが礼儀だろ！」

「まぁまぁ」

　衛藤は間に入る。

「何を持って来て下さったんですか？」

　あまり高価なものは受け取れないが、この辺りはまだ農家が多く、お礼にと自分が育てた作物を持ってくる気のいい人達を衛藤は断り切れないでいた。

「まぁ、見てくれ」

　オヤジは勝手にナースステーションに入り込み、テーブルにどんと風呂敷包みを置いた。

「井戸でうんと冷やしといたからな、美味いぞー」

「な……なんだ、こりゃ」

　風呂敷の中からは、ボウリングの玉の三倍はあろうかという、巨大な黒い玉が現れた。まるで大砲の弾だ。

「なんです、これ！」

　師長も怒るのを忘れ、近寄って見詰める。

「これはな、スイカだよ。珍しいんだぞー！」

　オヤジは手を腰に当て、鼻高々だ。

「ええーッ」

　普通、スイカは緑の地に黒の縞と相場が決まっている。

　近寄ってよくよくみると、黒い縞の部分が広く地の緑も黒に近い深緑なので、全体に黒く見えるのだと分かった。

「中も黒いの？」

　早見も興味を示し、テーブルに両手を付いて身を乗り出す。すると胸の谷間が丸見えになり「いやー、来た甲斐があったわ！」とオヤジは喜んだ。

「中は普通だ。味は抜群だぜ、ねーちゃん」

「師長さん、こんな重い物をまた持って帰れなんて、言わないよね？」

　衛藤は師長の許可を求める。

「……いいでしょう。でもあなた、今回だけですよ？」

　しかしオヤジは聞く耳を持たず「また来るぜ！」と帰っていった。

　衛藤達は巨大な黒いスイカの周りに集まると、しばし感心して見守る。ふと衛藤が「朝倉は？」と師長に尋ねた。

「さっき、隣の観察室にいらっしゃいましたけど」

「朝倉にも見せてやろう！　あさくらー！」

　楽しそうな声を上げて走りだすので、早見は少し呆れて（まったく……）と思った。

　師長の方は一人でうんうんと頷いている。

「よかったですねー、衛藤先生と朝倉先生が仲直りして」

（違うのよッ、ラブラブなのよッ）

　言いたかったが早見は我慢した。赤羽主任ならともかく、草野師長にはゲイなど理解不能だろう。

　まもなく朝倉が衛藤に手を引かれて戻って来る。

「爆弾か！」と足を止めた。

「なっ？　すごいだろ？　早く切ってみようぜ？」

　朝倉はスイカを指で弾く。

「切るのに力が要りそうだな」

　振り向いて命令した。

「衛藤、お前、切れよ」

「うん！」

　衛藤は喜色満面で軽々とスイカを持ち上げると、休憩室へと入って行った。

（まったくもう、尻に敷かれちゃって）

　早見はまた呆れたが（ま……ゲイのカップルなんて、あたしには関係ないわね）と割り切ることにした。

　真っ黒い皮に包丁を入れると、中の果実は赤く、普通のスイカだ。

　スタッフや手の空いている医師達も集まって来て、口々に感嘆の声を上げる。

「うん、甘い！　美味いぜ！」

　一口かぶりついて衛藤が歓声を上げた瞬間、コール音が鳴り響く。

　ナースステーションから看護師が「先生！」と呼んだ。

「救急隊からです、交通事故、トラックと乗用車の衝突！　患者は骨盤骨折の疑いありと救急隊員が言ってます！」

「大量輸血が必要になるかも知れない！　中検に在庫を確認しろ！」

　言いながら朝倉が立ち上がって走り出す。

　すぐに衛藤が追い越して「血管造影の準備をしておく！」と叫んだ。

「頼む！」

「おう！」

　取り残されて早見は、

（夫婦で一緒に働くってのも、いいかもね……）

　少し考えを変えていた。







　次第にサイレンの音が近づいて来る。

「扉を開けろ！」

　朝倉が車の乗り入れ口に仁王立ちする。

「朝倉！」

　声をかけて衛藤もすぐ後ろに控えた。

　ふいに朝倉が肩越しに微笑んだ。

（夢は叶うんだ……諦めなければ）

（ああ、その通りだな）

　言葉を必要としない瞬間が流れる。

　衛藤も受け止めて笑みを返す。そして二人とも前を向き、表情を引き締めた。

　入り口のシャッターが大きく開放される。

　残照にはまだ遠い強い夏の陽光が救急室いっぱいに流れ込み、二人を包んだ。





ＥＮＤ　　　



  

    離さずに抱きしめて
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　ヘッドライトの中には、灰色の路面と白いラインが周囲の暗闇から丸く切り取られ、浮かび上がっている。

　ハイビームにしていないために真っ暗な前方には、幾つか走行車の赤い尾灯が見える。

　常磐道を走行する車の流れはスムーズだ。

　まだ柏インターまではだいぶあるが、男はハンドルを操りながらパネルボードのデジタル表示に目をやる。

　日付はついさっき変わったところだ。

　この分なら三郷みさとジャンクションまで三十分程で着くだろう。

　今度は肩越しにちらりと後ろを見る。

　息子も妻も疲れ切ってリヤシートで眠り込んでいた。

　実家に帰った夏休み、息子はセミ取りやら川遊びやらで疲れたのだろう。そして妻の方は姑への気疲れかも知れない。

　チャイルドシートで熟睡をしている息子の顔を見て男は微笑んだ。

　妻の方はベルトをしていないのが気になっている。

　慎重な性格の男はリヤシートでもベルトをして欲しいのだが、妻は苦しいからと拒んだ。

「まだそれほど腹は出ていなかろうに……」

　独り言を言いながら、ラジオに手を伸ばし、ボリュームを下げた。

　そしてアクセルを踏み込む。

　と、前方の走行車線に何台もの車が連なっているのが見えた。

（おいおい、渋滞か？）

　せっかくお盆を避けて、しかも夜遅くずらして帰ってきたのに……そういえばさっき、「この先工事中」の表示が出ていたっけ。そのせいかも知れない。

　だが三台先に黒煙をまき散らして走るトラックがいたためで、後続の車は次々と追い越し車線にウィンカーを出して移っていく。

　すでに百㎞を越えているので、男は迷ったが、自分もウィンカーを出し、追い越し車線へと移った。

　するとどうしたわけかトラックがスピードを上げる。

　続けて何台もの車に追い越されたため、対抗意識を燃やしたようだ。

（しょうがない……）

　男もスピードを上げる。

　するとバックミラーにパッシングをしながら近づいてくる車が見えた。

　男は後ろを向いて確認する。赤いフェラーリだ。

（なんて奴だ）

　前に視線を戻した途端、路面に発煙筒が見えた。

（えっ）

　工事標識が出ていたことを思い出す。

「まずい！」

　右側へ戻ろうとスピードを落とした途端、激しくクラクションが鳴らされる。

　もう一度アクセルを踏む込むと、大きな黄色い旗を振っている作業服の男が眼に飛び込んできた。

　反射的にブレーキを踏む。男は車がスピンするのを感じた……。
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　Ｋ大付属千葉ニュータウン分院の救急救命部は、先程まで診察を受ける人々でごった返していた。幸いなことに食中りや夏風邪による発熱などの軽症で、重症は夕方救急車で運ばれてきた単車の事故だけだ。

　本来は三次救急という最重症患者のみを扱うはずなのだが、お盆近くになって町中の医院が休診をしているせいかも知れない。

　そんなわけで夜勤の朝倉チームは診療に追われていた。

　なんとか患者の波が引き、深夜勤についたばかりの赤羽あかばね主任看護師は壁の時計を確認する。

　まだまだ夜明けまでは遠い。いわゆるサードウォッチと呼ばれるこれから朝までの時間帯は、一番重症が運ばれてくる確率が高い。

　赤羽は気を引き締めて救急室を見渡す。三十畳ほどの部屋だが、処置台やら手術台やらが並び、全体に狭く見える。片づけをしている看護師に声を掛けた。

「救急カート、そこへ置くと邪魔よ。それからすぐ使えるように、電気除細動機カウンターショックの充電、確認しておいてね」

　ナースステーションに戻ると、その途端電話が鳴った。

「あら、今度は何かしら？」

　電話に出た赤羽の表情が引き締まった。メモを取りながら窓から救急室を覗き込む。

　片隅の処置ベッドでは痩せた小柄の青年医師が俯いて患者を診察している。自宅で花火をしていて火傷した中学生の女の子を手当てしているのだった。栗色のふわりとした髪が額に落ちるのを時々うるさそうに首を振って払いのける。

「朝倉あさくら先生！」

「なんだ」

　朝倉秀しゅうは処置の手を止めずに主任の呼びかけに答える。

「救急隊からです。高速道路上での事故、重傷者三人、軽傷者一人」

「わかった」

　朝倉はソフラチュールガーゼを傷の上に置くと、介助をしていた研修医の金子かねこに「あとはゲンタシン軟膏を付けて包帯しておいてくれ」と指示し、ナースステーションへと早足で戻った。

　朝倉がチーフを務める夜勤のドクタースタッフは四人だ。重傷者三人には対処出来ない。素早く朝倉は判断を下す。

「うちだけじゃ、手が足りないな……オンコールを呼んでくれ」

「オンコール番は衛藤えとうチームですね」

　素早く赤羽は壁のホワイトボードを確認する。

「衛藤先生と早見はやみ先生だわ」

「よし、じゃあ僕は衛藤に連絡する。君は早見君を頼む」

　受話器を取り上げると朝倉はプッシュボタンを押す。衛藤の電話番号を暗唱しているのだと赤羽は内心笑みを漏らした。

（そりゃ、恋人の電話番号は暗記してるわよね）
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　日付の変わる少し前、衛藤尚史ひさふみはトランクス一枚で部屋のエアコンの前に立ち、冷風をいっぱいに受け、大きな身体を冷やしていた。

　病院の独身寮は１ＤＫと狭く、エアコンも小型で、「強」にしていても風呂上がりの火照った身体を冷やすには物足りない。

「もう少し大きなのと付け替えようかな……あの時も暑いしな」

　時々は朝倉もこの部屋に泊まるが、ベッドで運動して汗をかくととてもじゃないけどやっていられない。

　火照りが鎮まると、リビング兼ベッドルームの小さな部屋を横切って、ダイニングへと急ぐ。冷蔵庫から３５０㎜Ｌの缶ビールを取り出した。

　今夜はオンコール番だが、アルコールフリーなら問題ないだろう。

　ポタポタと水の垂れる髪をタオルで拭きながらベッドへと戻る。

　スポーツ刈りの短い髪はあっと言う間に乾き、衛藤はタオルを放り出すと缶ビールのプルトップを開けた。

　喉を潤しながら見るともなくＴＶの画面に目をやる。

　忙しい救急救命部の医者達はお互いに融通を利かせ合って夏休みを取っている。衛藤は朝倉と一緒に夏休みを取るため、このところぶっつづけに勤務していた。今夜も別のチームのオンコール番を引き受けている。

　元ラガーマンとはいえ、さすがに疲れと眠気が溜まっているが、明日の日勤が終われば朝倉と丸々三日の夏休みが過ごせるのだ……。

「もう少しの辛抱だ……どこへ行こう、お台場なんかどうかな？　やっぱ、デートスポットだからな……いや、三日間ずっとベッドの中ってのはどうだろう」

　缶ビールを空にすると、ベッドに横になった。そのまま夢路へと旅立っていく……。

　夢に出てくる恋人・朝倉秀はいつもなぜか高校生か医学部の学生時代だ。

　大学を卒業してから六年もの間、朝倉はアメリカに留学していた。その間、ずっと夢の中でしか会えなかったのだから無理もないことだが。

　一緒に勤務するようになってから三ヶ月、恋人関係になってまだたった二ヶ月足らずだ。それよりもほぼ十八年にも及ぶ片思いの記憶の方が強く深層心理に刷り込まれているのだろう。

　夢の中で衛藤は遠くから指をくわえ、朝倉を見ている。

「秀！　秀！」

　声が嗄れるほど呼ぶと、やっと学ランを着た高校生の朝倉は振り向く。

　自分の胸の辺りまでしか背はなく、華奢で色白で栗色のふうわりとした髪をしていて、遠くから見るとまるで女の子のようだ。もちろん学ランを着る女の子などいないけれど。それにきりっとした眉とひどく勝ち気そうな大きな眼、そして細いけれども輪郭の鋭い顎はやっぱり少年のものだ。

　少し怒ったように眉を寄せ、衛藤を見上げ「何の用だよ」と冷たい口調で答える……。

　ここから先は衛藤の願望であり妄想だ。

「キスしたい」

　宣言して衛藤は朝倉の肩を引き寄せ、唇を奪う……そんなことは現実には一度もなかった。そう、恋人同士になったって、自分からはそんなにしたことがない。

　いつだって朝倉が誘ってくれるまで待っている。もしくは「してもいいか？」と許可を取ってからだ。

（だって、秀は代々政治家っていう名家の跡取り息子で、お金持ちの坊ちゃんで、俺とは釣り合わないんだ）

　それは学生時代から感じていた。さすがに医者になった今は、時代錯誤の考えと気にならなくなったが、朝倉が自分にとって眩しい存在であることに変わりはない。

　その朝倉が自分を好きだと言ってくれただけで奇跡に近いと思っている。

　嫌われたくない。

　だいたい初体験の時ひどく傷つけてしまい、一生嫌われたと思い込んだくらいなのだ。

　もう絶対傷つけたくない。そう、いつだって細心の注意を払って抱いている。けど……時々はどうしても無理を掛けてしまう……。

　夢であるから都合のいいことに朝倉は既に服を着ていない。真っ白な肌に胸を飾る小さなバラ色の突起、細い腰が視界に入り、衛藤の下腹は一気に臨戦態勢に入る。

「尚史……」

　甘い声に誘われ、衛藤は朝倉の上に覆い被さる。そして口づけをしながら朝倉の身体を開いていく……苦しくないようにゆっくりと柔らかい部分に自分を収め……。

　と、電話のベルで衛藤は現実に引き戻された。

　寝ぼけ眼でベッドから降りると、受話器を取る。

「遅いぞ、さっさと出ろ！」

　朝倉のきつい声が響き、衛藤は「うわっ」と飛び上がった。見えるはずもないのだが、トランクスのしっかり勃ち上がった部分を上から手で押さえる。いやらしい夢を見ていたなんてばれたら、きっと朝倉はひどく怒るに違いないのだ。

「尚史！　なんだ、その声は！」

「い、いや、なんでもないって。ところで何だ？」

　衛藤は受話器を持ち直すと、慌てて答える。朝倉の次の言葉にさっと顔を引き締めた。

「すぐ来てくれ。交通事故だ、道路工事の作業現場に小型車が突っ込んだ。重傷者三名」

「よし、わかった！」







　　　　　ＡＣＴ３







「はい、緊急車直進します」

　深夜でもまだ車の流れが耐えない大通りに、拡声器から声が響く。二台の救急車に続いてパトカーも二台、Ｋ大付属千葉ニュータウン分院の門をくぐる。そのまま高層棟の正面を通り過ぎ、救急部のある隣の低層棟へと向かう。

　既に救急搬入口のシャッターは全開で、コンクリートの白い路面が中から溢れるライトに目映く光っている。

　逆進バックの警戒音とともに、後ろ扉が開放された。

　待ち受けていた朝倉達の前に搬送用担架ストレッチャーが二台、降ろされる。もう一台の車両からはストレッチャー一台に加え、泣き叫んでいる男の子を抱いた救急隊員が飛び降りた。

「すまん、遅くなった」

　朝倉がストレッチャーに近づいた瞬間、後ろから力強い声が響く。

　振り向くと光をバックに大きな男の影が見える。朝倉は眩しさに眼を細めた。

「衛藤」

　オペ着に白衣を引っ掛けた大柄な男が親指を立てたこぶしを突き出した。太い眉を少し下げ、いつもは少し怖い三白眼の目尻も下がって、朝倉に会えた嬉しさがにじみ出ている。それでもストレッチャーに目をやると、緊張した面持ちになって、がっしりとした四角い顎をぐいと引いた。

「頼む」

「おう」

　二人の間に余分な言葉はいらない。衛藤はすぐにもう一台のストレッチャーへ近づいた。

　朝倉は三人の重傷者をざっと見渡す。トリアージという重症度分類は救急現場では一番重要だ。

　運転席から運び出されたという男性が最重症で、意識は無く、胸部が変形して呼吸不全だ。酸素マスクは顔に被されているが、唇の色はどす黒く、チアノーゼを呈している。

「呉羽くれは先生、野村君とお願いします」

　後ろに控えていた医師に朝倉は頼む。呉羽医師は朝倉より年長者で、麻酔科から救急部へ出向してきている。呼吸管理は専門だ。背はさほど高くないが堂々とした体躯で、後ろから見ると四角く広い背中が目立つ。すぐに自分の横にいた小柄で痩せた若い医師に、「ＴＶレントゲン室へ」と指示する。

「胸壁動揺フレイルチェストだ。気管内挿管してからＣＴを撮ろう」

　胸壁を構成している肋骨が同時に何本も折れると、呼吸をしても胸が動かなくなる。そのため内側の肺も膨らまず、呼吸不全となり、これをフレイルチェストという。すぐに気管内挿管をし、人工呼吸器で圧をかけて肺の動きを補助する必要があった。

　野村と呉羽がただちに治療に取り掛かるのを確認すると、次に朝倉は衛藤に「そっちはどうだ」と声をかける。

　衛藤は女性患者の診察に取り掛かったところだった。

「リヤシートだったから、助手席の背に頭部を強打したようだ」

　女性は意識はあるものの、混迷状態で、まるで意味のわからないことを口走っている。

　衛藤は女性の頭を指で探る。

「ひどい皮下出血はない。脳震盪かもしれない」

「そっちは任せる」

　朝倉は研修医の金子とともに作業服の患者に近づいた。

　こちらは意識が僅かにあるが、顔面は蒼白だ。多量の血液が作業服の左腕から胸を濡らしている。

「胸部外傷か？」

　傷口を確かめようと朝倉は作業服のジッパーに手をかけた。ふと、左の上肢が妙な形にねじれていることに気づく。

「布鋏ぬのばさみ！」

　看護師がすぐに大きな鋏を手渡す。朝倉は作業服の袖を切り開いた。

「……あっ」

　覗き込んでいた金子が小さく叫んだ。

　左の上腕にはひどい開放創があった。上腕骨の断端が皮膚を突き破って飛び出し、筋肉も引きちぎられたようになっている。動脈性の出血も見られ、どくどくと鮮血が吹き出している。

「何か固いものの間に挟まれたのかな」

　朝倉は独り言を言いながら、切り開いた袖を取り去る。

「すぐに処置台へ移せ！」

　一刻を争う重症だ。

「下肢からルートを確保しろ」

　金子に命じ、自分は止血に取り掛かった。

「駆血帯タニケットをくれ！」

　ゴムで出来た帯を創の肩寄りに巻くと、空気を入れて膨らませ、圧をかける。動脈性出血は徐々に治まってきた。

　創の状態を注意深く調べると、さらに全身を診察する。上腕以外に創は無く、皮下出血も見られない。

　上腕轢断と朝倉は診断する。そうなると次の処置は決まりだ。

「輸血の確保！　それと、整形外科オルトに連絡しよう。上腕再接着の準備だ」

「えっ、こんなにひどいのに、着くんですか？」

「当たり前だ」

　金子の疑問に朝倉は冷静に答える。

　下肢と違って上肢の損傷は出来るだけ再建するのが基本だ。たとえ完璧に轢断されていても、神経を移植することによってかなりの機能回復が望めるのだ。

「腕はたとえただ着いているだけでも、残すのが基本だ。下肢だと切断したほうが日常で便利なこともあるんだがね」

「へぇーッ」

　感心する金子に朝倉は苦笑する。まだ国家試験に合格して四ヶ月あまりの研修医にとって、救急部は驚きの連続なのだった。

「それじゃあ、整外オルトの手術の準備が整うまで、創部清掃デブリドマンを行なおう」

　朝倉は命じ、処置の準備に掛かった。







　衛藤が輸液の準備をしていると、「衛藤先生」という元気な声が上がる。

　オペ着を着た背の高い女医が救急室に走り込んできた。寝起きとみえ、いつも上に結い上げている髪は後ろで一つにまとめているだけだ。

「遅くなりました」

　言いながら、帽子をポケットから出して被ると、その中に髪を押し込む。きりっとした眉に切れ長の眼はなかなかの美人だ。だけでなく、襟ぐりの大きなオペ着なので、高く突き出した胸にすぐ隣にいた救急隊員が目を輝かせたのがわかり、衛藤はやれやれと思った。

「早見君、ここをちょっと頼む」

　大声で「ママ！　パパ！」と泣き叫んでいる男の子を抱え、困っている救急隊員に衛藤は近づく。

「ぼうや、おいで」

　静かに話しかけ、太い腕を伸ばす。子供は泣きながら衛藤の胸に収まった。素早く衛藤は子供の身体に触る。

「骨折などはなさそうだ。取りあえず、君、頼む」

　傍の若い看護師に子供を渡す。男の子はまた悲痛な声を上げたが、「大丈夫よ」と若い女性の胸に抱かれると、コアラの赤ちゃんのようにしがみついた。

　衛藤は急いで母親の寝ているストレッチャーへと戻る。

　女性は額に裂傷を負っているが、傷口からの出血は止まっている。衛藤は指でもう一度頭部の状態を確かめた。

「皮下出血はない」

　ペンライトで女性の瞳孔を照らす。

「対光反射、正常。左右不同、無し」

　言いながら首から胸元へと指を滑らせていく。聴診器を耳に入れ、服の前を開いた途端、衛藤の表情が変わった。

「早見君、超音波エコー検査だ！」

「はい？」

　早見は怪訝な顔をしたが、エコーの器械を部屋の隅から引っ張ってくる。

　すると衛藤が女性のスカートを一気に降ろしたので、ちょっと早見はぎょっとした。

　衛藤は早見を振り返り、「妊娠している」と器械のスイッチを入れる。

「ええっ」

　妊娠に特有な僅かな乳房の変化を衛藤は見逃さなかった。すぐに探索子を下腹に当てる。

　モニターには肥大した子宮と胎胞がしっかりと映し出された。

「本当だわ、大変！」

　早見は息を呑む。

　衛藤はさらに肝臓・腎臓などの腹腔内臓器も確かめる。

「肝臓内に高信号域がある。肝挫傷の疑いが濃いな」

　だが胎児がいるのに放射線被曝量の多いＣＴ検査を施行するわけにはいかない。衛藤は迷ったが、

「とりあえず、消化器外科に入院させよう。それから産科の当直医にも連絡してくれ」

　看護師に指示を出すと、輸液ルートを取っていた早見にその場を任せ、再び子供のところへと近づいた。

　ナースステーションに入ると、先程の子供が赤羽主任の膝に抱かれている。少し落ち着いたのか、もう泣くのは止めてしゃくりあげているだけだ。

　衛藤が近づくと、怯えた眼を上げた。

「大丈夫だよ、ボク、名前は？」

「……ゆーじ」

「そっか、ゆーじ君か」

　赤羽主任に「身元はわかったのか？」と尋ねる。

「ええ、父親の実家に警察が連絡したそうです。でもこっちへ来るまで、五時間ぐらいはかかるみたいですよ」

　うーむと衛藤は唸った。五時間もの間、救急室に子供を置いて置くわけにも行かない。家族の控え室はあるが、子供一人では寂しいだろう。

「小児病棟に連絡しよう、あそこで預かって貰った方がいい」

　小児病棟に連絡して事情を話すと、また衛藤は母親の方へ戻った。

　意識は僅かに戻ったものの、やはり混迷状態で、こちらの問いかけには答えられない。

「念のため、頭部のＣＴだけ撮ろう」

「……はい」

　暗い声で早見が応じるので、衛藤は驚いて「どうした」と顔を覗き込む。

「いえ……別に」

　まもなく連絡を受け、消化器外科の岩城いわき医局長が病棟から降りてきた。中背だががっしりとした身体つきで、日焼けして引き締まった顔の男である。大学時代は陸上をやっていて、体育会系の衛藤とは気が合った。にっこりして衛藤の肩を叩く。

「肝挫傷だって？　どの程度だね、ＣＴを見せてくれ」

　衛藤は「それが実は」と切り出す。

「妊娠しているのか……それじゃあ腹腔穿刺も出来ないな」

　岩城も眉を顰ひそめる。衛藤の撮ったエコー写真を見ながら、自らも女性の腹部に探索子を当てる。

「よし、経過観察しよう。この程度ならオペらなくてもいいかも知れない」

　早見はほっとした表情になった。

「早見君、患者に付き添ってくれ」

　早見を患者と共に病棟へ向かわせると、衛藤は残されていた祐二という男の子の元へ戻った。

　祐二はリラックスした表情でナースステーションの椅子にちょこんと座り、赤羽が用意してくれたお菓子を食べていた。

「小児病棟のベッドが借りられるそうです」

　赤羽が報告する。

「そうか、じゃあ俺が連れて行こう」

　衛藤は祐二をひょいと肩に乗せる。

「うわっ、たけー！」

　祐二ははしゃいで衛藤の頭にしがみついた。
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　小児病棟から衛藤が戻ると、呉羽と野村が観察室で治療に当たっているだけで、朝倉と金子の姿はなかった。

　赤羽主任が「整外で緊急オペになったので付き添っていきました」と告げる。

「上腕の再接着だそうです」

「うわ、時間がかかりそうだな」

　まあ、朝倉と金子はすぐ戻ってくるだろうがと衛藤は思い、早見の姿を今度は探す。

「早見君、戻ってないのかい？」

「医局にいると連絡がありました」

　オンコール番で駆けつけてくれた早見をねぎらおうと、衛藤は救急棟の一番奥に位置する医局へと向かった。

　中へ入ると電気がついていて、ずらりと並んだ事務机の上にはいつものことだが医学書や書類などが乱雑に乗っている。ほとんど強盗が入った後といっても過言ではない。

　一つだけ、整理整頓のなった机があって、言わずと知れた朝倉のものだった。

（やれやれ、もう少し綺麗にしたいんだけど……）

　なんといっても人手と暇がないから仕方がないのだ。

「早見君？」

　早見を探したが、室内にはなぜか誰の姿も見えない。

「早見君、いるのかい？」

　声をかけて足を進める。

　奥のシャワールームの手前にミニキッチンとソファのコーナーがあり、そこまで行くと、早見が項垂れてぽつんとソファに座っていた。

「どうした、早見君、疲れたのか？」

　三十六時間勤務が終わったばかりで、すぐにまた呼び出されたのでは、いかにスポーツウーマンで鳴らしていても女性にはきついに違いないと気がつく。心配になってソファに近寄ると、早見は顔を上げて「いいえ」と答えた。

「ただ……」

「ただ？」

　早見はほっと溜め息をつく。

「あの……お母さん、妊娠してて、おなかの赤ちゃん大丈夫なのかって考えてたら、なんだか暗くなっちゃって……」

　長い腕を上に伸ばし、うーんと伸びをするとソファにもたれかかった。

「どうも駄目ですね、変に感情移入しちゃって、プロ失格だわ」

　わざと明るい声を出す。

「いや、そんなことはないよ」

　衛藤は真面目に答える。

「女の人だったら普通、そういうことはすごく気になるんじゃないかな、早見君だって」

「『だって』ですって？」

　きつい声で早見が応じたので、衛藤は「うわっ」と思った。

「えーとさ、つまりさ、ほら、女の人は赤ちゃんとか子供とか、男の俺らよりはずっと身近だろう？　男ってさ、結婚しないとあんまり実感がないんだよな」

　焦って衛藤が言うのを見て、早見は微笑んだ。このちょっと鈍い男がそれなりに自分を力づけようと努力しているのは十分わかる。なかなか微笑ましいが、続けて衛藤が言った言葉に早見はあんぐりと口を開けた。

「俺だってさ、今付き合ってる恋人に赤ちゃんが出来たら、すごく嬉しいけど心配もうんとすると思うよ？」

「はぁ？」

「赤ちゃんが生まれるまでは心配でさ」

　上司に当たる衛藤が朝倉秀といい仲であることは、ひょんなことから知っている。早見にとって恋人以外の男には何一つ興味が沸かないので、我関せずと放置しているが。衛藤も早見に朝倉との仲がばれていることに気づいているはずなのに……。

（なに、言ってるの？　朝倉先生に赤ちゃんが出来るはず、ないじゃないの、もう。ほんっと、ずれてるわよね）

　まあそれでも彼なりに考えてはいるのだと好意的に解釈することにした。早見の恋人は朝倉チームの野村芳夫医師だ。彼も口数は少ない方なのだった。

（無理して気の利いたことを言おうとすると、たいがい墓穴を掘るのよね……）

　目の前で一所懸命話し掛けてくれている気のいい大男を見詰める。

（遅い春が来て良かったと思ったけど……短くないといいわね）

　早見は衛藤と朝倉の恋の経緯など知らない。二人がまさか初恋同士などとは想像も及ばないので、どう考えても才気煥発な朝倉がこの男の鈍さに我慢できるはずがないと早見は感じているのだった。背は高くてなかなか男前なのに、本当に惜しい。

「あら、衛藤先生、赤ちゃんが出来たらいいと思ってるんですか？」

　わざとからかってやる。衛藤は「そういう訳じゃないけど……」と真っ赤になった。

「でも、出来ても俺はかまわないと思ってるよ？」

　単にゴムをつけていないからという程度の意味なのだが、これが誤解の元になるとは知るよしもない。さらに早見にはまったく通じない。

「はぁ？」

　早見はすっかり呆れ、相手にするのを止めた。







　整形外科から手術の準備が出来たと連絡が入り、朝倉は研修医の金子と共に患者をオペ室へ運んだ。

　手術部では別の科の緊急手術が行なわれていて、スタッフたちが忙しそうに働いている。

「うわ、今日は大賑わいだな、どこの科だ？」

　朝倉が眼を丸くすると、通りかかった看護師が「心臓外科です」と教える。

「昼間オペした人の術後の容態が悪くて、再手術になったんです」

「どこの当直も大変だな……」

　朝倉は入り口のホワイトボードで手術室を確認し、ストレッチャーを押していく。

　麻酔科医が待っていて、「ご苦労様」と外回りの看護師とともに迎える。

　これで救急室へ帰ってもいいのだが、　

「勉強になるから入らせて貰うか？」

　朝倉は金子の顔を見た。轢断肢の接着という症例を経験することは少ない。

「お願いします」

　金子は真面目な顔で頷いた。

　朝倉は手洗い所で腕をブラシで洗っている整外オルトのドクターに「鈎こう引きで入れてやってくれませんか？」と頼む。

「ああ、いいよ」

　整外も執刀医をかき集めるのに苦労していたので、二つ返事で引き受ける。

　朝倉は金子をオペ室に残すと、救急室へ引き上げた。

　呉羽と野村は既にＴＶレントゲン室から観察室へと患者を移している。

「どうですか、呉羽先生」

　朝倉が観察室に入ると、呉羽が生真面目そうな四角い顔をこちらに見せた。

「気管支裂傷もなく、今は酸素飽和度も上がってます」

　呉羽が血液ガス分析の結果を朝倉に見せた。

「さっき頭部のＣＴも撮りましたが、異常無しです」

　患者はまだ意識がないが、それは人工呼吸器で呼吸をコントロールするために麻酔をかけているせいなのだった。

「ただ、あまり長い間陽圧をかけたくないので、明日になったら胸部外科と相談してオペしてもらったほうがいいでしょう」

　胸壁動揺では人工呼吸器で圧を加え、しぼんだ肺を膨らませるという治療法が取られる。しかし長時間に渡って圧を加えていると肺への負担が大きいので、積極的に折れた肋骨を固定したほうがいいと呉羽は考えているのだった。

　ふと朝倉は患者の口角に固定された気管挿管チューブが、いつものものと違うのに気づいた。

「ああ、タブルルーメンのチューブです」

　呉羽が説明する。気管支裂傷あれば緊急オペになる可能性があったため、左右に分かれた肺に別々に空気を送れるよう、二重構造になったチューブを使ったのだった。

　治療は順調そうだと朝倉は安心してナースステーションへと戻った。

　申し送りのための日誌を書いていた赤羽主任に、「衛藤は？」と尋ねる。

「医局にいます」

「そうか」

　朝倉が廊下へ出て医局へと歩き出すので、赤羽は「まずいかしら」と一瞬思った。

（衛藤先生は早見先生と一緒の筈……）

　もちろん早見と衛藤の間に恋愛感情が生まれるとは思っていないが、

（朝倉先生、結構初めは焼き餅妬やいてたものね）

　でもまあいいかと肩を竦める。

（衛藤先生も少しは危機感がなくちゃ駄目よ。釣った魚にはきちんと餌をやらなくっちゃ！）

　赤羽も早見とほぼ同じ意見であった。







　朝倉が医局の前へ行くと、扉は開け放され、衛藤の大声が聞こえる。

「女の人は赤ちゃんとか子供とか、男の俺らより身近だろ？」

　何の話かと朝倉は扉の影からそっと覗き込んだ。

　ソファに並んで座っている衛藤と早見の背中が見えた。衛藤は早見に熱心に話しかけている。

「俺だって今付き合ってる恋人に赤ちゃんが出来たら、すごく嬉しいけど心配もうんとするよ」

（え？）

　何のことかと朝倉は耳をそばだてる。

「赤ちゃんが生まれるまではさ」

（どういうことだ？）

　もちろん「今付き合っている恋人」とは自分のことだ。

（男の僕が妊娠するわけないじゃないか！　バカか、あいつは！）

　そうは思ったが、ふと、まさか女性の恋人がいるのではと一瞬迷った。

（そんな筈はない。あいつにそんな器用な真似ができる筈は……）

　だが、勤務のすれ違いで何日も会えないことはしょっちゅうだ。

　朝倉は目眩を感じ、扉に寄りかかった。

（あいつがオフの間、誰に会ってるかなんて僕は知らない……）

　不安を感じている朝倉の耳に、早見が「あら、衛藤先生は赤ちゃんが欲しいんですか？」とからかうような声で言うのが聞こえた。

「そういうわけじゃないけど、出来てもいいと思っている」

　衛藤の答えに朝倉は眼を剥いた。

（どういうことだよ！）

　思わず「おい！」と声を出し、朝倉は部屋に踏み込んだ。

　衛藤は「うわっ」とソファから飛び上がる。

「そっちの患者はどうなった！」

　朝倉の怒った声に衛藤はどぎまぎしながら「消化器外科に入院させた。子供の方は小児病棟で預かって貰ってる」と答える。

「肝挫傷だったんだが、妊娠してて……」

　言いかけた時、机の電話が鳴った。早見が飛びつき、「はい」と答える。

「まあ、良かった！　わかりました」

　受話器を置くと「お母さんの意識が戻ったそうです。赤ちゃんも大丈夫ですって」とにっこりする。

「私、小児病棟へ行って、あの子をお母さんのところへ連れて行きます。二人とも安心するでしょう」

　さすが女の人は気がつくと衛藤は感心した。

「ああ、そうしてくれれば助かる」

　早見が元気よく医局から出ていくと、朝倉はじろりと衛藤を睨んだ。

「何だよ、赤ちゃんって」

「実はさ……」

　衛藤は怪我をした女性が妊娠していたのだと告げる。

「ええっ！」

　それには朝倉も眼を丸くした。

「大丈夫だったのか？」

「うん。被爆してはまずいから、ＣＴも撮れなかったんだけど、なんとか手術しなくてすみそうだって」

　そして「お父さんの方は？」と心配そうに尋ねる。

「胸壁動揺フレイルチェストだが、呉羽先生が陽圧呼吸で様子を見ている。なんとかこっちも大丈夫だ」

「良かったな」

　だが衛藤はまだ心配そうに「上肢接着って？」と重ねて尋ねた。

「ああ、作業していた人の方だ。自動車と機材の間に挟まれたんじゃないかな？　ほとんど切断されていたが、創部清掃デブリドマンしたところ、正中神経は一部、繋がっていたから、接着手術はきっとうまくいくだろう。筋肉の損傷もそれほど酷くなかったし」

　衛藤は今度こそほっとした顔になって「良かったな！」と大声を出した。

「で、なんだっけ？」

　大真面目な顔で朝倉を見る。

「なんだって……」

　いまさら「赤ちゃんが出来るってどういう意味だよ？」と聞くのも変で、朝倉は「何でもない」と答えた。

「もう、いいよ！」

　きつい声を出し、後ろを向く。

「なんだよー、なんで怒ってるんだ？」

「怒ってなんかいない！　もう、仕事に戻る！」

　ぷりぷり怒りながら医局を出ていく朝倉を見送り、衛藤は首を捻った。

「なんか、あったのかな……」







　　　　　ＡＣＴ５







　翌日の日勤の間中、朝倉の機嫌は悪く、衛藤は触らぬ神に祟りなしとなるべく離れていた。

　だいたい自分に巧く機嫌を取る才能があると思えない。下手に話しかけてさらに機嫌を悪くしたら、

（せっかくこれから丸三日、一緒にいられるのに……）

　楽しみが台無しになってしまう。

　ところがそうやって深謀遠慮を働かせたつもりが、夕方に近づくにつれ、朝倉の表情がさらに硬くなっていくので、衛藤は冷や冷やしていた。

（どうしたんだろう……）

　日勤も忙しく、夜勤チームに任せて救急部を二人が引き上げたのはもう八時過ぎだった。

　医局のロッカーで着替えにかかるが、朝倉は黙ったままだ。

（なにか俺、まずいこと言ったかな？）

　もちろん朝倉の方は、衛藤が日勤中、自分の機嫌を取ろうともしないことで腹を立てていた。もっとも、『こいつは中学の時からそうだった』と半分諦めてはいたが。

（だいたい鈍くって、こっちの気持ちに気づいてくれたためしはなかった）

　だがそれだからこそ、今まで恋人も作らずに（というか、作れずに）独りでいたのだとも言える。

（そうでもなきゃ、他の奴に取られていたろうからな……仕方がないんだ……）

　そう、いくら誘いを掛けても全然気づいてくれなかった。医学部を卒業する直前、もうこれで駄目なら諦めようと一世一代の決心をして、裸になって誘ってやっと気がついたんだから！

　そういうことを思い出すとまた腹が立つ。

　夕方になるころは完璧に切れかけていた。

　それでもロッカーで着替えていると、衛藤が困った顔でちらちらとこちらを見ているのがわかった。

（本当にしょうがない奴だ……）

　朝倉は心の中で白旗を掲げる。

（いつだって、折れるのは僕の方なんだから……）

　諦めて朝倉は衛藤に「帰ろうぜ」と声を掛けた。

「帰るって……どこへ？」

　オペ着を脱ぐと衛藤は心配そうな声で尋ねる。

「松戸に決まってるだろう！　僕のマンションだよ！　お前の寮のベッドは狭いからな！」

　衛藤はうわっと飛び上がる。

　怒られたけれど、お許しも出たと言うことなのだ。

「早く帰ろうぜ、秀」

　嬉しそうに言いながらロッカーからジャケットを取り出す衛藤に、朝倉はやれやれと思った。

（本当に……僕はこいつに弱いんだ……）







　朝倉の実家は東京の池上だが、松戸に母親名義のマンションがあり、Ｋ大救急部に勤務してからはそこに居を構えていた。

　高級感の漂う白いタイル張りの外観で、しかも最上階のペントハウスだ。マスターベッドルーム一つで衛藤の部屋程の広さがあった。

　近くで食事を済ませ、部屋に帰るともう十一時近くになっている。

　朝倉は眠い目を擦りながらシャワーを浴びると、先にベッドに入った。

　まもなく衛藤がバスローブを羽織ってベッドルームに戻ってくる。フットライトだけ残して照明を落とすと、隣に潜り込んだ。

　朝倉が背を向けて息を殺していると、しばらくこちらを窺っていたが、そのうちあっさりと毛布にくるまって反対側を向く。

（え……？）

　当然求めてくると思っていた朝倉は肩すかしを食らった格好になった。

　じっと待っていたがどうしても我慢が出来なくなって「……尚史」と呼ぶ。

「なんだ、起きてたのか」

　衛藤は上体を起こす。

「……寝るのか？」

　朝倉は背を向けたまま、少し怒った声で尋ねた。

　衛藤は頭をポリポリと掻くと、「ああ」と答える。

「お休み」

　簡単に言い残すとまた毛布を被った。

（どういうことだよ！）

　恋人同士になってまだやっと二ヶ月だ。それに最後のデートからもう一週間も経っているのに。それだって、

（僕の方から会おうと言ったんだ！）

　いつだって向こうから求めてくることはほとんど無い。

（それって、尚史はそんなに僕が欲しくないってことなんだろうか）

　そんなことはないと思う……一端肌を合わせれば、衛藤の求め方は激しいし、いつまでも放そうとしない……。

　でもそれは、愛情が強いというより精力があるだけなのかも知れない。今夜求めないのは、疲れていてその精力さえないということなのだろうか？　それとも……使い果たして……とか？

　急に朝倉は不安になる。

（僕と会っていないこの一週間、別の恋人とデートしていたのかも）

　医局で早見との会話を漏れ聞いた時の想像がまた頭に蘇る。

（誰か、女の人とセックスしていたのかも知れない……そうでなきゃ、赤ちゃんが出来るかもなんて早見君に言う筈ないよ……）

　酷く傷ついて、朝倉は頭から被った毛布の中で唇を噛んだ。

　穏やかな衛藤の寝息が耳に到達する。

（酷いよ……尚史……）

　自分の方は求められればＯＫのつもりでいたのに……もちろん未だスタンバイではないけれども。

　パジャマの中に手を入れ、聞こえないように指を使う。

　やがて先端が湿った音を立て始めた。

「あっ……ふ……クッ」

　喉の奥で声を殺し、朝倉は指の動きを早めた。すると、

「おい」

　低い声が耳元で響き、ビクリと肩を震わせる。

「何をしてる」

「眠ったんじゃなかったのか」

　素っ気なく答えると指を動かし続ける。

「お前な……そんな音を立てられて眠っていられると思うか？」

　衛藤はやれやれという声を出すと、肩越しに覗き込む。

「なんでそんなことをするんだ」

「ほっといてくれよ！」

　半分泣き声で朝倉は答え、自棄になって先端を擦った。

　だが急速にモノは力を無くしてしまい、朝倉は「チクショウッ」と罵る。

「もう……しょうがない子だな……」

　衛藤は後ろから手を回し、ぐっと抱き寄せる。

「ほら、やってやるから」

　大きな手が自分のモノを包み込んだので、朝倉はまたビクリと身体を震わせる。温かな手に触れられ、すぐにモノが回復した。喘ぎが漏れそうになったが必死で堪え「やめてくれ」と肩越しに振り返る。

「いやいや付き合ってくれなくても結構だよ！　自分でする！」

「そんな……違うんだ」

　怒られて衛藤は口ごもる。きりっとした眼で見詰められると、普段から口下手な衛藤は上がってしまって巧く言えなくなるのだ。

「……お前、さっきあんまり食わなかったじゃないか」

「ええ？」

　まるで関係ないことを言われ、朝倉は身体を捻って衛藤を振り返った。

「どういうことだよ！」

「だからさ……お前、疲れてたり眠かったりすると、食欲が無くなるだろう？　ほら……中学の時からそうだったじゃないか」

　朝倉は眉を寄せて考える。そう言えばそうかも知れない。でもそれとこれとどんな関係があるのだ？

　衛藤は頭を掻きながら言葉を繋ぐ。

「それでほら、無理して食うと吐いちゃったりして……」

　ひどく疲労している時に受け入れると、朝倉はあとでぐったりしてしまう。元々吐きやすい体質なのか、行為のあと嘔吐することもあった。

　自分の太いアレをあんなところに受け入れるのだから無理もないかもと、衛藤は反省することしきりだった。

（これから丸三日、休めるのだから無理しない方がいい）

　そう思った衛藤なのだが、相変わらず言葉が足りない。

「だから、それとこれとどんな関係があるんだよ！」

　焦れて朝倉はついに怒鳴った。

「だ、だから……し、下からあんなの入れちゃうと……また吐くかもって……今夜は止めた方が……」

「あっ」

　真っ赤になると朝倉はぷいと背を向けた。自分の身体を気遣ってのことだとようやくわかったが、

（なんで最初からちゃんと言わないんだよ！　お陰で他の女とやっているのではと心配したじゃないか！）

　だんだん腹が立ってくる。

　衛藤の手を振り払うと再び慰め出す。

「もういいよ！　自分でやる！　お前はしたくないんだろ？」

「秀……そんなに怒らないでくれよ」

　衛藤は大きな掌を朝倉の手に重ねた。

「俺だってやりたいよ」

「うそだ！」

「嘘じゃないよ、ほら」

　言いながら衛藤は自分の下腹を朝倉の腰に押し付けた。

「な？　すごく固くなってるだろう？」

　谷間の真ん中に熱く固いものを押し当てられ、朝倉は「ああっ」と叫ぶ。

「あ……ッ、はあッ」

　瞬間、ビクビクと身体が踊り、衛藤の手がしっとりと濡れる。

「う……うッ、ひどいッ、尚史のバカッ」

　朝倉は泣き声を上げると振り向き、小さな拳で衛藤の胸を叩いた。

「ひどい……ッ、出ちゃったじゃないかッ」

「そんなこと言われても……」

　困ると思いつつ、細い身体を胸に抱きこむと、衛藤は「よしよし」とあやしてやった。

「尚史……尚史……」

　やがて朝倉は分厚い胸に顔を寄せ、甘え始める。

　到達のあとのほんの僅かな時間だけ、朝倉はひどく素直になるのだ。

「ああ、尚史……愛してる……大好きだよ……お前だけだ……」

　いつもは厳しい言葉を投げつけるその小さな口で、朝倉は衛藤に訴える。

（まあ、この落差が可愛いんだけどな……）

　思いながら衛藤は背中を摩り続ける。

　そのうち朝倉は下腹を衛藤に密着させた。

「ねえ……ひさふみィ……欲しいよ、お前が……」

　少し首を傾げ、濡れた艶のある瞳を衛藤に向ける。

「……お願いだ、来て？」

「うう……」

　必死で堪えていた自制心はあっという間に崩落してしまい、衛藤は溜息をつきながらサイドテーブルに手を伸ばした。常備してあるゼリーのチューブを掴む。

「俺は止めたほうがいいと思うけど……秀、お前が欲しいって言ったんだぞ？」

　翌朝きっと怒るだろうと思い、衛藤は釘を刺す。

「いいな、俺のことを怒るなよ？」

　朝倉のほうはもう熱が上がっているので「欲しいよ、早くぅ」とねだる。

「怒んないよ、だから、もう……早く……」

　その言葉はまるで信用できないと思いつつも、衛藤はパジャマを剥ぎ取る。後ろの蕾にたっぷりとゼリーを塗りつけた。

「ひさふみ、ひさふみ……愛してる、早く……」

　甘い声に誘われ、衛藤は自分を柔らかな部分に収めていった。

「ひさふみ、ひさふみ……」

　朝倉はうっとりと目を閉じ、衛藤の侵入を容認する。

「ああ、尚史、好きだ……お前だけ……」

　甘い言葉を耳にするのも今だけと、衛藤は朝倉の小さな口が動くのを見詰める。

（もっと言ってくれ、秀）

　根元まで受け入れると、朝倉は衛藤の首にすがりつき、仔猫のように顔を擦り付けて甘える。

「尚史、尚史……ずっと好きだったんだよ、お前のことが……お前のものを入れてもらいたかったんだ……」

「秀！」

　衛藤は膝をついて腰を浮かせ、自分の太ももの上に朝倉の腰を抱え上げた。

「ああッ」

　折り曲げられた格好になり、朝倉は驚いて目を見開く。

「秀、どうだ、お前の中に入ってるところが良く見えるだろ？」

「あ……」

　結合している部分が丸見えになり、朝倉は頬を染めた。

　衛藤はゆっくり自分のモノを引き抜く。

「どうだ？　また入れてやるぞ」

　言いながら深く腰を沈める。

「あ、ああッ」

　太い杭が自分の中に埋め込まれていくのを見ると鳥肌が立ち、朝倉は身体を震わせた。

　深くまで埋めると衛藤は動きを止める。

「あッ、や……尚史、もっと……して」

　焦れて朝倉は腰を振った。すると蕾がヒクヒクを自分を締め付けるので、衛藤も快感が一気に高まっていく。

「尚史、尚史ィ」

　朝倉は甘い声でねだる。

「どう、して欲しいんだ？」

　衛藤はわざと尋ねる。普段はすましている朝倉の口からいやらしい言葉が漏れるなんて機会はそうはないのだ。

「な、どうして欲しいんだよ？」

　朝倉はぎゅっと瞼を閉じ、首を激しく左右に振ったが、やがて諦めて「……もっと」と小さく言う。

「こ……擦って」

「どこを？」

「……な、なか」

　衛藤は笑いながら「中ってどこの中だよ？」と返す。

「尚史の意地悪ッ」

　朝倉がついに泣き声を上げたので、衛藤は急いで「悪い、悪い」と謝った。

「すぐ、良くしてやるから、待ってろ」

　何度も打ち込んでいるとやがて朝倉の下腹が回復してくる。

（俺ので感じてくれてるんだな、秀）

　悦びがこみ上げ、衛藤は腰の動きを早める。朝倉のモノはどこにも触れていないのにしっかりと育ち、衛藤が激しく動くと揺れて先端から液を振り飛ばす。

「ああッ、あッ、ひ、さ、ふみッ」

　言葉を吐く余裕を失い、朝倉は切れ切れに声を出し、白い身体を淫らにくねらせる。

　やがてその瞬間を予感し、朝倉は長い腕を衛藤に差し伸べた。

「ひ、さ……」

　衛藤がその手を取る暇もなく、朝倉は細い身体を痙攣させる。先端から白い液が振り撒かれ、二人の腹に飛び散った。

　ふわりと夏草の香りがあたりに漂う。

「尚史、尚史……」

　うわごとのように呼び続ける朝倉を衛藤は強く抱き締めた。

「尚史、もっとお前が欲しい……お前を感じたい……」

　掠れ声で呟く朝倉を抱えなおすと、衛藤は腰を動かし続けた。

（秀、もっと感じさせてやるよ！）







　胸の中で行為に疲れ、熟睡している朝倉を衛藤はじっと見詰めた。

「ほんとにもう、黙ってると可愛いんだよな、こいつ……」

　起きたら絶対に眉をきりっと吊り上げ、大きな眼を怒りで三角にして、そしてこの小さな口で自分を罵るに違いないと衛藤は思った。

　今夜の朝倉はいつになく素直で色っぽかった。

（ちょっとやりすぎたかな）

　さすがに衛藤も反省している。

　下腹はすっきりとしたがこれは明日怒られるに違いない。

　朝倉の怒りの表情を思い浮かべたが、それでもつい衛藤はにやけてしまった。

「まあ、怒ってるとこも可愛いんだよな、こいつは……」
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　翌朝予想通り、朝倉が不機嫌そうに目覚めたので、衛藤は「うわっ」と思った。

　ただでさえ低血圧なので朝はあまり機嫌が良くない。さらに昨夜の激しい行為が拍車をかけている。

　黙って睨んでいる朝倉に「ごめんな」とおそるおそる声をかけた。

「怒ってるか？」

「怒ってない！」

　朝倉はぷいと横を向く。

「だって、お前が欲しいって言ったんだぞ？」

「ああ、言ったとも！」

　それは事実なので朝倉は頬を染めた。

「言ったけど、あんなにするとは思わなかった！」

「でも、お前がもっとって言ったんだぞ？」

　それも事実だったが、はっきりそう言われると恥ずかしい。

　ごまかそうと朝倉は怒鳴った。

「でも、あんなにしなくったっていいだろう！」

　衛藤は焦って「だって、お前が可愛かったから」と言い訳にかかった。

「なんだよ、可愛いって！　子供扱いする気か？」

　朝倉はもっと厳しい顔で衛藤を見詰める。

「ち、違うよ、子供扱いなんて……ほらさ、三回目に達ったあと、お前が『ずっとお前を入れておきたい』なんて言うから……すごく可愛くて、つい興奮しちまってさ」

　ピロートークを暴露され、朝倉は真っ赤になった。

　確かに自分の言った言葉ではあるが、あらためて聞くとひどく恥ずかしい。またしても怒りでごまかすことにする。衛藤の顔に指を突きつけた。

「だいたいお前は、野獣みたいなんだよ！　イく時の声だって、すごく大きくて、なんだよ、あれ！　オールブラックスのウォークライみたいで、全然ロマンチックじゃないじゃないか！」

「ええッ」

　ご機嫌な斜めの原因はやり方が気に入らなかったからなのではと、衛藤は気づいた。

「ロマンチックって……ど、どうすればいいのかな？」

　間抜けに尋ねる衛藤に朝倉は怒りを爆発させる。

「とにかく！『出す』とか『イイ』とか以外にもっと気の利いたことが言えないのか、お前は！『命よりもお前が大切だ』とか『お前といられて幸せだ』とかさあ！　最低でも『愛してる』ぐらい、言えよ！　いつだって言うのは僕のほうだけじゃないか！」

　衛藤はだんだん機嫌を損ねた理由がわかってきて、頭を掻きながら「ごめん」と朝倉の傍へ擦り寄った。

「愛してるよ、秀。俺、お前といるとあがっちゃって、うまいこと言えないんだよ」

「……ふん」

　肩の力を抜いた朝倉を抱き、髪の中に指を入れると囁き続ける。

「秀……愛してる。本当だよ……今度イく時は大声で愛してるって叫ぶからさ、機嫌、直してくれよ」

「……まあ、いいだろう」

　だがまだ声音が不機嫌なので、衛藤は必死で考えを巡らす。

（そうだ！）

　寝起きの悪さに加え、空腹が拍車をかけているのだと衛藤は思い当たった。

（中学の時から、腹が減ると怒りっぽくなってたっけ）

　昨日の夕食もほとんど食べていなかったし。

　衛藤の方は鰻が二段になった特製鰻重を平らげ、さらに朝倉がほんの少しつついて残した分まで食べたのだが。

「秀、朝飯を作ってやるよ！」

　大声を上げてベッドから飛び出す。

「お前に何か作れるのか？」

　懐疑的な眼のまま、朝倉は上体を起こした。

「うん、俺、ラグビー部の合宿の時、よく飯を作ったんだぜ？」

　言いながらキッチンへと急いだ。キッチンは西ドイツ製のシステムキッチンで、冷蔵庫から洗濯機、オーブンまですべて組み込まれている豪華なものだ。セラミックの調理台にＩＨの加熱機という最先端仕様だ。

（ほんと、宝の持ち腐れだよ）

　思いながら冷蔵庫の中から卵と牛乳を取り出す。朝倉はほとんどこの部屋では食事をしないが、卵と牛乳は切らさないようにと衛藤は心がけていた。

「プレーンオムレツ、得意なんだぞ」

　朝倉はバスローブに腕を通すと、腰をいたわりながらキッチンへと向かった。

　既に衛藤は卵と牛乳を合わせて泡立てている。

「へえ……」

　フライパンに流し込み、器用に操るのを見て朝倉は感心した。

「意外な長所だな」

「オムレツはふっくらさせるのが難しいんだぞ」

　衛藤はフライパンの柄を握っている手首のあたりをもう一方の拳でトントンと叩く。

　すると不思議なことにどろりとした卵の液が、次第に一方へとまとまっていくので、朝倉は眼を丸くした。

「すごいよ、尚史！　プロの料理人みたいだ！」

　朝倉の機嫌が直ってきたので衛藤はほっとした。

　ケチャップをたっぷりかけたオムレツをスプーンで一口味わうと、朝倉は「美味しい」とにっこりする。

「えへへ……そうか？」

　食事の後も朝倉は上機嫌で、衛藤に「尚史、今日、予定はあるのか？」と尋ねる。

「なに言ってるんだよ、せっかく一緒の休みを取ったんだ。ちゃんと空けてあるぜ？」

　ＴＤＬかお台場へでも行こうと言葉を繋げる前に、朝倉は「良かった」と言う。

「それじゃあ、お前の家へ行こう」

「はあ？」

　衛藤は「俺の家？」と聞き返した。

　朝倉はベッドルームへ行くとクローゼットから大きな箱を取り出してリビングへと運ぶ。

「せっちゃんへ結婚祝いを届けるよう、お袋が言付けてきた」

「へ？」

　確かに衛藤の妹・節子は今秋結婚の予定だ。それにしてもせっかくの夏休みをそんなつまらない用事に当てたくない。そう言うと、朝倉は「何を言う」と睨む。

「僕の親父が世話になったからと、お袋がわざわざうちの家宝をあげると言っているんだ」

　朝倉の父はつい二ヶ月前、新橋にあるＫ大本院に入院していた。その時、循環器内科の節子が主治医だったのだ。

　立派な木の箱から出てきたのは、美しい磁器の壷だった。真っ白な地肌には美しい青や緑や紅色で繊細な花が描かれている。

「曽祖父がヨーロッパで買い求めたものだ。まだオーストリヤ・ハンガリー帝国だった頃のウィーン製だそうだ。マリヤ・テレジア時代のものらしい」

　朝倉の説明に「すごいなー」と衛藤は感心した。

「お袋がどうしてもせっちゃんに、と言ってね」

　朝倉の母は深窓のご令嬢がそのまま育ったという上品な婦人だ。その人が言付けたのであれば届けるしかない。

　仕方なく衛藤は実家に電話し、「夕方、そっちへ行く」と告げた。

　衛藤の母・礼子はひどく嬉しそうな声を出す。

「まあ、ちょうど良かった！　節子も夏休みで家にいるし、あなたには大事な話があるのよ」

　この年になって親とはあまり接触したくない。衛藤は慌てて「あとでな」と答え、電話を切った。

（お袋のあのはしゃいだ声は……嫌な予感がする）

　そしてその予感は的中したのだった。
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　衛藤の実家は朝倉のマンションと同じ松戸市内にあった。

　産婦人科と内科の個人医院で。父親が産科、母親が内科という医者一家である。

　三階建ての医院の隣に古めかしい平屋の日本家屋があって、こちらに家族が住んでいる。　衛藤は夕方五時過ぎにデリカを駐車場に乗り入れた。

　もう診察時間は終了しているがまだ患者のものらしい車が何台も停まっている。と、デリカの後ろからタクシーが滑り込んできて、お腹の大きな女性とその夫らしき男性がばたばたと慌ただしく医院に入っていく。

「こりゃ、親父はこれから忙しそうだな……」

　朝倉も「大変だな」と言いながらデリカの外へ出た。

　夏の夕暮れで十分辺りは明るく、何やら遠くから太鼓と民謡のような歌が聞こえてくる。

「夏祭りかな？」

　朝倉は衛藤を仰ぐ。

「そう言えば、通りには浴衣姿の人が多かったな……あとで行ってみるか？」

　何の気なしに誘うと、朝倉が「うん！」と嬉しそうに頷いたので、衛藤は驚いた。

「悪いか？」

　ちょっと恥ずかしそうに朝倉は口を尖らせる。

「いや……そんなことないけど」

　おぼっちゃまの朝倉には珍しいのかもと思い当り、衛藤は「じゃあ、あとで行こう」と言いながら玄関の引き戸を開けた。

　衛藤の母・礼子がふっくらとした顔に満面の笑みを浮かべ、迎える。衛藤の背中から朝倉が現れると、「まあ、朝倉さんも来てくださったの！」と大声を上げた。

「節子、節子、朝倉さんよ！」

　実の息子の顔を見た時よりも嬉しそうなので、衛藤はやれやれと肩を竦めた。

　すぐにバタバタと廊下を走る音がして、妹の節子が顔を出す。節子は兄と同様背は高いが、骨格はほっそりとしている。がっしりとした四角い顎の兄とまるで違う丸い小顔だ。

「せっちゃんに結婚のお祝いをと母に頼まれたんです」

　朝倉は輝くような笑みを浮かべ、男の趣味が一致している母娘おやこは舞い上がった。

「さあさあ、どうぞ」

　朝倉は二人に茶の間へと引きずられていく。玄関に忘れ去られ、衛藤はやれやれとあとを追った。

　茶の間は昔のホームドラマに出てくるような純日本風だ。十畳ほどの畳の部屋に床の間があり、中央に黒い長方形の卓が置かれ、隅にはＴＶが置いてある。

「こんなところにお客様を通すなんて申し訳ないわ」

　節子はブツブツと文句を言う。自分の婚約者・大西の時はまったく文句を言わないくせにと衛藤が言うと「あら、朝倉先生は特別ですもの」と口を尖らせた。

　礼子は冷えた麦茶を運んでくると「もちろん夕ご飯は食べていくのでしょう？　あんたに話もあるし」と衛藤に尋ねる。

「うーん、まあ……」

　ちらりと朝倉を伺うと、軽く頷くので、衛藤は「じゃあ、そうするか」としぶしぶ答えた。本当はなるべく早く退散したいのだ。

　礼子はまたしても満面の笑みを浮かべる。

「ちょっと待っててちょうだい」

　言い終わらないうちにバタバタと茶の間から出て行く。廊下で滑ったと見え、「きゃあっ」という叫び声が届いた。

「相変わらずだな、お袋はもう……」

　朝倉は顔を綻ばせる。

「尚史、お前の家って楽しいよ」

　やがて戻ってきた礼子はなぜか大きな紙袋を抱えている。卓の上に逆さにされた袋からどさどさと中身が滑り落ち、衛藤は目を剥いた。花模様が印刷されたクリーム色やピンク色の台紙に収められているのは、

「お袋、これって……」

　礼子はいそいそと台紙から写真を取り出し、得意そうに見せる。

「節子だってお嫁にいくのだから、そろそろお前も身を固めたほうがいいって思って、母さん、お友達に声をかけたのよ。そうしたらすぐに、送ってくれて……みんなとてもいいお嬢さんよ」

「冗談じゃないよ！」

　隣の朝倉が身体を強張らせたのがわかり、衛藤は大きな手を激しく横に振った。

「何を言ってるの、ねえ、朝倉さん？」

　礼子は朝倉へと話を振る。

「朝倉さんのような名家のお坊ちゃまなら、いくらでもいい縁談が持ち込まれるでしょうけど、尚史、あんたなんか急がないと駄目よ？　すぐおじさんになっちゃうんだから。今日日のお嬢さんたちはおじさんなんか、相手にしてくれないのよ？」

「やめてくれってば！」

　朝倉の顔がどんどん険しくなっていくので、衛藤は無理やり礼子から写真を取り上げ、袋に戻した。

　節子が笑いながらマスクメロンを載せた盆を運んでくる。

「お兄ちゃんはこれでも一応四高だからね。高学歴・高身長・高収入……あ、でも大学の勤務医なんて、あんまり高収入じゃないけど」

「四高って？　あとのひとつは何だよ」

　衛藤が尋ねると「高年齢」と節子が舌を出す。

「ほっとけ！」

　礼子はめげずに「とにかく一回、会ってみない？」とたたみかける。

「ほら、会ったら気に入るかもしれないし」

　朝倉の冷たい視線を浴び、衛藤は「もうこの話は無しだ」と終了を宣言する。がばとコップを掴み、麦茶を飲んだ。すると節子が「じゃあ、私の友達を紹介しようか？」と言ったので、衛藤はむせてしまった。

「あのね、結婚式の時、同期の雪絵ちゃんに花嫁の付き添いブライズメイドを頼んだのよ。お兄ちゃんの事を知ってて、紹介してくれって言われてるんだけど、どう？」

「あらまあ、女医さんなの？　ちょうどいいじゃない」

　礼子も膝を乗り出す。

「そうなの、それに小児科医だし、実家は市川なのよ？　すぐ近くだしさ、お兄ちゃんと結婚してここを継いでもらえば……」

「勝手なことを言うなよ！」

　さすがに衛藤も怒りの声を出した。

　隣で聞いていた朝倉は次第に不安になっていた。

（そうか……せっちゃんがここを継がなければ……小児科医のお嫁さんなんて、ぴったりだものな）

　暗い眼になった朝倉に衛藤はますます慌てる。

「とにかく、俺はここを継がないし、関係ないよ！」

「いいと思うんだけどなー」

　節子は腕組みをして兄を睨む。

「でもねー、気の利かない男を紹介したって、友達に恨まれるのも嫌だしね」

「ああ、そうだよ」

　急いで衛藤は頷いた。

「俺は気が利かないし、ニブいし、ダサいし、やめとけって」

「そうよねー、あんまりお勧めできないって言っとくわ」

「それより、朝倉さんから頂いた花瓶、見て御覧なさい」

　礼子が木箱の蓋を開け、中の花瓶に息を呑んだ。

　衛藤は「すごく高い、朝倉家の家宝なんだからな、大事にしろよ」と宣言する。

「すっごい、鑑定団に鑑定してもらおうか！」

　話題がそれたので、朝倉はほっとして麦茶を一口飲んだ。

「っちわーすっ！　お届けにあがりましたーっ」

　引き戸の開く音とともに元気な声が響き、礼子は「あら、早いわねえ」と座布団から飛び上がった。

「朝倉さん、食べていらしてね」

　まもなく礼子が鰻重を二つ運んできたので、衛藤と朝倉はうっとなった。

「ここの鰻重はねぇ、二段重ねでとっても美味しいんですよ？」

　まさか昨夜食べたばかりだとは言えず、朝倉はにっこりした。

「僕、鰻は大好物なんですよ」

「まあ、良かった！　お吸い物を温めてくるわ。節子、あんたも食べる？」

　礼子と節子が席を外すと、衛藤が「すまん」と小声で言う。

「俺んちってさ、客が来ると庶民のご馳走はこれって感じで、鰻か寿司なんだよー、ワンパターンでさ」

　朝倉は心からの笑みを浮かべる。

「かまわないさ、せっかくお前のお母さんがご馳走してくれるんだ、僕は嬉しいよ」

　気取らなくて、それでいて心からの温かな歓迎振りはいかにも衛藤が育った家庭だと朝倉はしみじみと感じていた。

「さあ、肝吸いも召し上がってね？」

　いそいそと礼子が椀を運ぶ。

　ほかほかと湯気の立つ鰻重は確かに美味いが、なんぼなんでも二日続けては苦しい。朝倉は何とか三分の一ほど食べると、隣の衛藤をちらりと見た。

　衛藤の方は元気にほぼ完食している。

「ちょっと失礼」

　礼子が再び席を外すと、「取り替えろ！」と朝倉は衛藤の脇腹を小突いた。

「え？」

「早く！」

　目の前のお重を入れ替えたところで、また礼子が麦茶を運んできた。

　朝倉は重をかき込む振りをする。

「美味かったです、お母さん、ご馳走様でした」

　朝倉は顔を上げ、お得意の輝くような笑みを見せた。

「まあ、お口に合ってよかったわ。朝倉さんだったら、どんなご馳走でも食べなれてるからって、心配していたのよ」

　空になった重を見て礼子はほっと胸を撫で下ろす。

（秀って本当に……天使みたいな顔で悪知恵が働くんだな）

　感心しながらも衛藤は朝倉の箸をつけた鰻重をかき込んだ。大好物の鰻を残すなんてことは絶対出来ない。二日連続で二人前食べるぐらい、どうということはないと思う衛藤であった。

　だがいくら好物とはいえ、全部平らげるとさすがに苦しくなり、衛藤は「少し運動するか」と呻いた。

「そうだ、秀、夏祭りに行こうぜ？」

「それはいいな！」

　朝倉は大きな栗色の目をきらきらと輝かせる。これ以上、ここにいてまた見合いの話が蒸し返されるのを傍で聞くのもいやだった。

「じゃあ、善は急げだ！」

　座布団からぱっと立ち上がると、衛藤は奥の台所へ行き、「出かける」と声を掛ける。

「夜店、出てるんだろ？　ぶらぶらしてくるよ」

「あら、それじゃあ浴衣ゆかたでも着ていったら？」

　父親の夕食の支度をしていた礼子は手を止め、提案する。

「え？　浴衣？　いいよ、別に……」

「あら、朝倉さんにも着ていただけば？　あんたは父さんのお古でいいけど、朝倉さんは新しいのじゃないとね」

　礼子は独り決めしてエプロンで手を拭くと、台所から飛び出した。

「節子、節子！　新しい浴衣、あったかしら？」

　叫びながらばたばたと廊下を走っていく。

「もういいよ……」

　うんざりして衛藤は茶の間に戻り、「おい、秀、浴衣、着るか？」と尋ねた。もちろん「着ない」を期待して言ったのだが、朝倉は「え？　浴衣？」とまた目を輝かせる。

「着たい！　僕、大きくなってからは着物は着たことあるけど、浴衣はないんだよ」

「ええっ！」

　朝倉の母が深窓のご令嬢とは知っていたが……。衛藤は穴の開くほど朝倉を見詰めてしまった。

（こいつもそうなんだ！）

　まあ、朝倉家の跡取り息子が、温泉旅館で浴衣と褞袍どてらで卓球する機会なんてないだろう。

「なんか、変か？」

　じっと見詰められて朝倉は首を傾げる。

「いや……別に」

　そこへ礼子が大きな箱を抱えてせわしなく茶の間に入ってきた。

「朝倉さんの分があったわよ！」

　あとからついてきた節子が、「あのね、あたしの貰い物なんですけれど」と説明を始める。

　とある相撲部屋の親方が狭心症でＫ大本院に入院したことがあった。節子が主治医となり、退院する時、感謝の気持ちとしてそこの部屋特製の浴衣を男女ペアで親方がくれたのだった。

「それは嬉しかったんだけど……なんか、柄がねえ、いまいちなのよ。結構ですとも言えなくて……一度も袖に腕を通していないの」

　箱の蓋を開けてみると、確かにあまり女性の気に入りそうな柄ではない。勘亭流という番付やら歌舞伎の看板やらに使われる古風な書体を使い、男物は紺地に白、女物は白地に紺でその部屋に属している関取の四股名が描かれている。

「なんとか山、とか、いっぱい書いてあってねえ……」

　確かにごつい漢字が多く、女性向とは言い難かった。

「でも、なかなか粋じゃないか、江戸っ子っぽくて」

　浴衣を見ると朝倉はひどく気に入った。

　節子はホッとして箱から取り出す。

「朝倉さんは女物を召したらいいわ、ペアルックでいいじゃない？」

「ええっ、女物ですか？」

　朝倉は驚いたが、背の高い節子に合わせて仕立てられた浴衣は、当ててみるとぴったりだ。衛藤の方は節子の婚約者の大西に合わせられていたので、少し脛が出てしまう。

「俺の部屋へ行こう、着てみようぜ」

　衛藤は既に家族のいらない服やらものやらが溢れ、物置化しつつある自分の部屋へ朝倉を案内した。

　朝倉はさっさと着替え、きちんと帯も締める。

「へえ、巧く着れるんだー」

　衛藤が感心すると、「当たり前だ」と朝倉は答える。

「うちはいつも、正月は着物なんだ」

「へえー」

　実際に着てみると江戸情緒溢れる粋な浴衣で、茶の間に戻ると礼子は「ぴったりだわ」と眼を細めた。

「草履はお父さんのを使えばいいわ」

「お兄ちゃん、一緒に行こう、もう少し待っててよ」

　節子が携帯を手にして現れる。

「雪絵ちゃんを呼ぶからさ、一緒に行かない？」

　うえっと衛藤は飛び上がった。

「秀、急ごう！」

　朝倉の手を引いて外へと飛び出した。
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　歩いて十分程のところに浅間神社があり、児童公園が隣接している。盆踊りのやぐらが児童公園に組まれ、神社の境内には沢山の夜店が出ていた。

　夕闇はやっと濃くなって、あちこちに吊るされた提灯に灯が点り、夜風に揺れている。風鈴の店からはチリチリと涼しげな鈴の音が上がっている。昔ながらのけばけばしい色のプラスチックのお面やら風車やらを売っている店もあり、まるで映画の１シーンのように郷愁を誘う。

　甘い菓子の香りや、焼きトウモロコシの香ばしい匂い、焼きソバのソースの香りなどが渾然一体となって辺りに漂う。

　境内は子供連れから熟年者、若いカップルまで、ありとあらゆる年代の人々で大賑わいだ。浴衣姿の人達も多い。

「いいな、こういうの」

　朝倉ははしゃいで衛藤の手を取った。

「すごく楽しいよ！」

「そうか？」

　子供の頃から見慣れた景色なので、衛藤の方はさほど感動しない。それでも恋人と一緒に来るとなかなか楽しいと朝倉の手を握り返した。

　手を繋いで歩いていると焼きソバの屋台を通りすがり、ふと鼻をくんくんさせる。

「おい、焼きソバ、食おうぜ」

「ええっ」

　朝倉は呆れて衛藤を見上げた。

「信じられない……鰻をあれだけ食べたくせに」

「焼きソバは別腹なんだ。俺、焼きソバが好きなんだよー」

　とことん庶民派なのである。

　嬉しそうに焼きソバをほおばっている衛藤の隣で、朝倉は「なんか、スースーするな」と身体に腕を巻きつけた。

「そうか、女物って、腋の下が開いてるのか……袖も長いんだな、そのせいか」

　言いながら額に落ちた髪の毛をかきあげると、ちらりと腋から白い肌が見えたので、衛藤は焼きソバを吹き出しそうになった。

（うーむ……女物は露出度が高いな……）

　困惑している衛藤に気づかず、朝倉は眼を輝かせ、人だかりのしている夜店を指差す。

「尚史、あれはなんだ？」

　近づくと、昔ながらの駄菓子やら豆鉄砲やらのキッチュな玩具がずらりと並んでいる。子供に混じって年配の男性も「うわっ、懐かしい」と手にとって買い求めている。

「へえ、珍しいな。うわ、俺、あれが大好物だったんだよ！」

　ウェハースのような丸いせんべいに、毒々しい紅色のジャムを塗ってもらっている男性を見つけ、衛藤は傍へ寄った。

「俺も、これ一枚」

「へい、五十円っす」

　いなせな鉢巻を金髪の頭に巻き、ハッピを着たちんぴらがこちらを向く。

「あれ……君、どこかで……」

「衛藤せんせいじゃないっすか！　兄貴、兄貴！」

「大声だすなや、聞こえてるって」

　下の方から低いドスの効いた声が響く。すぐ隣でＴシャツにジーンズの男が屈んで箱から大量のウェハースを出していたが、ちんぴらの呼びかけに立ち上がった。その顔に衛藤は息を呑む。

　男は短く刈った頭にパンチパーマを当て、削げ落ちたような頬から四角張った顎には無精髭がちらほらと生えている。太い眉の下の切れ長の眼は、底知れぬ光を浮かべている。一見して素人とは思えぬ迫力だ。

「おっす」

　酷薄そうな薄い唇を歪め、にやりと笑った。

「本城ほんじょう……さん！」

　本城と呼ばれた男は脇のチンピラに「榎えのき！　あっちのお客さんを待たせんじゃねぇ」と叱咤する。衛藤の方を向くと、二本の指を額に当てた。

「久しぶりだな、せんせい」

「あんた……じゃあ、この店はやくざの店なのか？」

　言いかけた衛藤に本城はちっちっと人差し指を振る。

「おいおい、お客さんが怖がるじゃないか、違うぜ」

「だってあんたはやくざだったじゃないか！」

　それはその通りで、本城はＫ大付属分院の近くのＹ市に縄張りを持つやくざ組織に属していた。ひょんなことから衛藤は本城の治療を二度も手がけ、そのあと、今度は衛藤の方が伝を頼んで手を貸してもらうということがあったのだ。

「俺はねぇ、足を洗ったんだよ」

「ええっ」

　驚く衛藤にニヤニヤと笑いながら本城は続ける。

「ほら、前、世話になった駄菓子屋の婆さんがおっ死んだって言ったろ？　そのあと、地上げ屋が婆さんの娘を脅しやがってよ。婆さん、九十六だったから、娘って言ってももう六十過ぎなんだがな。ま、地上げ屋の方は俺が追っ払ってやったんだが」

　本城はふと切れ長の眼を和ませる。

「んで、ついでに店も手伝うことにしたんだわ。今日は出張販売って奴よ」

　衛藤は脇で愛想良く客に駄菓子を売っている榎というチンピラをちらりと見た。この男はいつも金魚のフンのように本城の後をついていたのだ。

「彼も……？　やくざをやめたんですか？」

「おうよ、なあ、榎？」

　榎は呼ばれて振り向き、直立不動の体勢を取る。

「あったり前っすよ！　俺、兄貴、命っすから！」

　ヤクザは人間のクズと思っている衛藤なので、とりあえず二人がヤクザをやめたのは良いことだと榎を見ながら思う。

「榎さん、似合ってるよ？」

「へへっ、そうっすか？」

　嬉しそうに榎はウェハースを衛藤に渡した。

　本城は親しげに衛藤の肩を抱く。

「せんせい、何が入用だね？　まけとくぜ？」

「うう……」

　駄菓子をまけるといわれてもと思いつつ、衛藤は指差した。

「え、これに、アンズ飴、それからスダコ」

　本城は大声を上げて笑いながら、紙袋にスダコとノシイカを入れ、アンズ飴を手に持たせる。

「ところであんたのスィートハートはどこにいるんだい？」

「あれ？」

　小銭を本城に渡すと、衛藤は振り返って朝倉の姿を探した。

「どこに行ったんだ？」

　アンズ飴をくわえ、紙袋とウェハースを両手に持つと、人ごみの中を歩き出す。

　周りの人たちよりも頭ひとつ高い上から探していると、「お兄ちゃーん」と呼ぶ声がする。

「節子？」

　朝顔柄の浴衣を着た節子が、伸び上がってこちらに手を振っていた。隣にはピンクのキャミソールドレスを着た同年代の小柄な女性がいて、やはり手を振っている。

　衛藤が傍へ行くと「お兄ちゃん、こっちが雪絵ちゃんよ」と紹介する。

「良かったわ、見つかって。紹介しようと思ってわざわざ来てもらったのよ」

「ええっ」

　雪絵は肩までのストレートヘアに卵形の顔、日本人形のような細い眉に目で、上品な顔立ちの女性だ。細身だが胸は豊かで、深い谷間がバッチリと見えている。普通の男性ならときめくに違いないと衛藤は思った。ただ、自分には同性の恋人がいる……しかも、誰よりも大事な。

　なんとか事態が進展しない間に断らなければと衛藤は焦った。

「初めまして、衛藤先生」

　雪絵はしとやかにお辞儀をする。

　衛藤はくわえていたアンズ飴を口からもぎ話すと、ぎこちなく頭を下げた。

「先生って本当に背が高いんですねえ」

　雪絵はにっこりして衛藤を見上げる。

「え、えっと、雪絵ちゃん、うちの奴が結婚式の時に、なんかお願いしてるんですよね？」

　適当に話をあわせてから逃げ出そうときょろきょろ辺りを窺った。

「えっと、なんだっけ、ぶらいどなんとかって奴だろ？　何をするんだい？」

　節子に尋ねると、雪絵が代わりににっこりと微笑みながら答えた。

「たいしたことじゃないんですよ、花嫁に付き添って花束を持ってバージンロードまで案内するんです」

「そ、そっか、雪絵ちゃん、宜しく頼むよ」

　ほとんど上の空で、言いながら辺りの人ごみに朝倉の姿を追い求めるが、やはり見えない。

「ちょっと、連れがどっか行っちゃったんだ、失礼、探してくる」

　ぺこりと頭を下げると、「朝倉！」と呼びながら走ってその場を後にした。

　何とか早く雪絵から離れたいと思いもある。裾をはためかせ、脛を出して走っていく大男を節子は呆れて見送った。

「雪絵ちゃん、やめたほうがいいよ。うちのはホント、ガサツだからさ」
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　元ヤクザの本城が実は衛藤に手を貸して拉致・監禁されていた自分を助けてくれたのだとは朝倉は知らない。強面の男と親しげに喋る衛藤に呆れ、その場を離れた。

　ぶらぶらと歩き、金魚掬いの店で足を停める。

　ビニールに囲まれた水槽には、黒や赤や、斑の金魚がひらひらと泳いでいる。小学生ぐらいの男の子が母親と一緒に金魚掬いに挑戦している。だが何度やっても丸い輪に貼られた紙のポイは破れてしまう。店の親父が可哀想に思って「おまけだよ」と新しいのを子供に渡した。

「あのな、こう、動かさないで、金魚の真上に持っていってな、こう、手首を返してな」

　傍に立ってこつを聞いていた朝倉は「僕もやる」と親父に百円玉を渡した。

　水を少し入れた器を左手に持ち、右手で狙いをつけた金魚を追う。持針器に挟んだ縫合針で皮膚をさっと掬う要領を思い出し、同じタイミングで掬ってみた。

「捕れた！」

　赤い小さな金魚が見事に器に移され、朝倉は歓声を上げた。

「お兄ちゃん、巧い！」

　息を詰めて見ていた男の子も感嘆の声を出す。

「その調子だ」

　親父におだてられ、朝倉は次々に金魚を掬った。

　七匹掬ったところで紙は破れてしまったが、朝倉は羨ましそうに見ている男の子の器に金魚を入れてやった。

「えっ、いいの？」

「いいよ。可愛がってやってね」

　喜ぶ母子を残し、朝倉は立ち上がる。

「いけない、夢中になっちゃった……尚史はどこかな……」

　辺りを見回し、朝倉は眼前の光景に固まった。

　少しはなれたところで衛藤が妹の節子と、そしてもう一人、若い女性となにやら楽しげに話している。

「雪絵ちゃん、宜しく頼むよ」

　地声の大きい衛藤の声だけが届く。

　親しげな呼びかけに朝倉は唖然とした。

（確か……さっき、せっちゃんが言っていた、尚史に興味があるって友達だよな……）

　ニコニコしながら間抜けにお菓子を両手に掲げている衛藤に、朝倉はむかついてきた。

（まったく……ヤニ下がって！）

　「朝倉ー」と遠くで呼ぶ声を無視してその場を離れた。

　俯いて境内の石畳を歩いていると、ふいに胸が苦しくなってくる。

　女の子たちの楽しげな嬌声や、威勢のよい店の呼び込み、遠くで響く太鼓に盆踊りの唄……賑わいの中で黙って歩いていると惨めさが湧き上がる。周りは皆、楽しそうな家族連れやカップルだ。

（浴衣を着た男独りなんて、僕だけじゃないか……なんて間抜けな格好なんだろう）

　バタバタと子供の集団が駆け抜けていく。手にはお菓子の袋を持ち、わざと取り合いをしながら追いかけっこを楽しんでいるようだ。

（いいよな、子供は……）

　恋の悩みなんて苦しいだけだと朝倉は思った。

　中学に入った時から衛藤に片思いしていた。この恋が実ることはないだろうと、絶望的な片恋だった間、ずっと苦しかった。心が通じ合って、幸せになれると思ったのに、なぜこんなに苦しいのだろう……。

　恋人同士になったら何にも悩むことはないと思ったのに……。それでもまだ苦しい……。苦しさの中身は変わったのだけれど。

（苦しいのは全然変わらない……尚史はいっつも僕を不安にするんだ……僕は本当にあいつを求めてるのに……あいつは……）

　ぼんやりと子供達を見ていると、その中の太った男の子がバッタリ転んだ。

　膝をついて起き上がったが、なぜか眼を丸くしている。喉に手を当て、「ヒィー」というような音を出した。

（誤嚥か？）

　さっき見たところでは飴を舐めていたっけ……転んだ拍子に気管に入ったのかと、驚いている人たちを掻き分け、朝倉は近づいた。

　中年の女性が男の子の背中を叩いている。

「駄目だ、逆さまにしなくちゃ！　かえって気管の奥に転がり込むことがあるんだ」

　大声で言いながら朝倉は苦しがっている子供を抱きかかえる。しかしかなり太っている子で、朝倉の力では逆さまに持ち上げることは出来ない。

「誰か！」と呼ぶより早く、逞しい腕が目の前に突き出される。

「貸せ！」

「尚史！」

　朝倉が顔を挙げる前に、衛藤は子供の両足首を掴み、逆さまに軽々と持ち上げた。そのまま何度も上下に振る。朝倉も協力して背中を叩いた。

　コロンと大きな食べかけの飴が石畳に落ち、その途端、子供はギャーッと泣き出した。

「よし、よし、良かったな、ボク」

　衛藤は子供を地面に降ろし、袂からハンカチを出して顔を拭いてやる。しかし子供はよほど恐怖が強かったのか、泣き止まない。

「もう大丈夫だって」

　衛藤が子供の頭を軽く叩いたところで、怒りで般若のような形相になった若い女性が人垣の中から現れた。

「うちの子になにするのよッ」

「えっ」

　母親は子供を引き寄せ、「おまわりさんッ」と大声で呼んだ。

　周りの人が誤解を解こうと色々話しかけるが、皆、同時なので母親の耳にはほとんど入らない。

「おまわりさんッ、ヤクザですッ、ヤクザがうちの子をッ」

「うわっ」

　朝倉は衛藤の腕を取り、「逃げよう」と囁いた。

　人々の怒号が飛び交う中、二人は脱兎のごとく走り出す。

　暫く走って境内の人気のない暗闇に辿り着いた。

「驚いたぜ……ふー、汗だくだ」

　太い幹に寄りかかると、誰も追ってこないことを確かめ、衛藤はホッと溜め息をついた。

　袖を肩まで捲り上げると、ハンカチで汗を拭う。

　逞しい二の腕に短い浴衣の裾から脛毛の濃い足が見え、それにスポーツ刈りの頭ときては、

「ま、確かにヤクザと間違えられても仕方がないな……」

　じっくりと見ると朝倉は溜息をつく。

「それにしても、えらい災難だった」

「まあ、いいじゃないか」

　衛藤は人の良さを丸出しにした笑顔を朝倉に向ける。

「子供は無事だったんだからさ。別にお礼を言われたくてやったわけじゃなし」

　大きな手を団扇代わりにして、衛藤は自分の顔を扇ぐ。

「うわっ、暑い！　それにひと汗かいたら腹が減ったぞ」

　思い出して袂を探る。

「しまった、スルメを落としてきちまった！」

「尚史……」

　胸の中から甘酸っぱいものがこみ上げる。

　朝倉は近寄ってがっしりとした顎を指で触れた。

「尚史、お前って本当に人がいいよ……」

　この男の優しさと大らかさが好きなのだ……。ずっと前から。そう、初めて逢った時から。

（女と会ってにやけてたのは許してやる。お前を見ているだけで僕は幸せなんだ……）

　伸び上がって顎の先に口付ける。

「好きだよ、尚史」

「うわっ」

　不意打ちを食らって衛藤は硬直したまま朝倉を見下ろす。

　走ったためか、額には栗色の髪が乱れて落ち、その間から覗く大きな瞳には自分の顔が映っている。頬はほんのりと上気し、熱い肌からはいつものコロンと汗の香りが入り混じって立ち昇り、衛藤の鼻をくすぐった。

（いかん……）

　ムラムラと股間が疼き、焦って視線を下へ移すと、なお悪いことに緩んだ襟元から白い肌が覗いている。乱れた裾からはちらりとふくらはぎが見え、いつものオペ着よりも数段色っぽい。

　下腹の温度が一気に上昇した。

（駄目だ、もう我慢できない！）

「もう帰ろうか」

　そう言って後ろを向く朝倉の肩を衛藤は思わず掴んでいた。

「え？」

　そのままぐいと引き寄せ、後ろから朝倉の首筋に顔を埋めた。

「秀、欲しい、お前が。今すぐ入れたい」

「ええっ、なんだって？」

　いきなり言われ、朝倉は身体を捻って後ろを向こうとしたが、衛藤は腕に力を込めた。

「秀、秀、欲しいんだ、お前が！　いいな、入れるぞ！」

「あ……ッ」

　耳元で熱く囁かれ、朝倉は力が抜けてしまった。

　既に腋の下からは大きな手が浴衣の中に侵入している。

「女物はいいな、手が入れやすい」

　衛藤は嬉しそうに言うと、胸の突起を探り当て、指で摘んだ。

「あ……ッ、んッ、駄目……」

　口では拒んだが、「秀、お前が欲しい」と耳元で囁かれると、朝倉も熱が上がってきた。

「尚史、僕が欲しいのか？」

　うっとりと眼を瞑り、衛藤の胸に寄りかかる。忙しく突起を弄う衛藤の手に、浴衣の上から促すように自分の手を重ねた。

「ああ、欲しいとも……お前の中に入れたい」

　衛藤は朝倉のうなじに唇を押し当てる。何度も強く吸った。

「あッ、んんッ」

　片手で胸を弄りながらもう片方の手を下へと伸ばし、裾を割った。

（うーん、着物ってこういう時便利なんだな）

　思いつつ、下着の中に手を入れる。

「アッ、それはッ」

　ペッティングまでかと思っていた朝倉はさすがに身体を固くした。

「こんなところでは駄目だ、見られちゃう」

「大丈夫だ、誰もいないよ。それに結構公園なんかでやっちまうカップルっているらしいぞ？」

　言いながら衛藤は急いで辺りを確かめる。街灯も離れたところで、ちょうど何本も植わっている木立が目隠しになっている。

（これならいける！）

　自信を持って下着からモノを掬いだすと、強く扱いた。あっという間にモノは力をたぎらせる。

「あ……んんッ」

「秀、秀！」

　衛藤は自分の下腹を朝倉の腰に押し付けた。

「ああ……ッ」

　熱い高まりを感じ、朝倉は身体を震わせる。

「な？　お前が欲しくてもうこんなだよ……早く入れさせろ」

　耳元で力強い衛藤の声が聞こえ、朝倉は目尻に涙を浮かべた。

「尚史ッ」

　求められているという喜びが官能を高め、朝倉は一気に弾けた。

「尚史、尚史」

　甘い声を出す朝倉を衛藤は抱えなおすと、下着を剥ぎ取り、後ろへと指を進める。

「……あ？」

　ぬらりと生暖かいものを蕾に塗りつけられ、朝倉は閉じていた瞼を開ける。

「……なに？」

「お前の精液をゼリー代わりにするんだ、気持ち悪いだろうけど少し我慢しろ」

　衛藤は忙しく指を動かす。やがて門が緩んだのを確認すると、朝倉の身体の向きを変え、正面から抱いた。

「首につかまれ」

「うん」

　朝倉は指示に素直に従う。

「よし、いいな？　少し我慢しろよ？」

　衛藤は浴衣の裾をはだけ、朝倉の太ももに手をかけるとひょいと持ち上げた。自分のトランクスからは既に猛ったモノが曝け出されている。その上に朝倉を沈めていった。

「あっ、痛い……んんッ」

「あと少しだ、我慢しろ」

「……ん、あッ」

　喘ぎながら何とか朝倉は太い杭を呑み込んだ。

　体重があの部分に掛かるので、いつになく深くまで衛藤を感じ、朝倉は「深いよ、尚史」と泣き声を出した。

「怖い……」

「大丈夫だ、今、良くしてやるから」

　太ももから後ろへと手をずらし、大きな掌でそれぞれの丸みを帯びた丘を鷲掴みにすると、左右へ開くようにする。

「あ……ううッ」

　さらに肉の奥深く杭が潜り込んだ。

「ああッ、尚史、苦しいよッ」

　朝倉は悲鳴を上げそうになって必死で浴衣の襟を噛む。

「う……ぐッ」

「秀、可愛いな、お前……」

　健気に堪える朝倉に衛藤はぐっときた。

「すぐに良くしてやるからな！」

　鷲掴みにしたまま、身体を上下に揺らしてやる。

「うッ、んんッ」

　抜けそうになるので、朝倉は衛藤の腰に長い足を巻きつけてみた。すると結合が深まり、衛藤は動きを大きくしていく。上下だけでなく左右にも揺さぶる。

「ああッ、イイッ、尚史……」

　中心に打ち込まれた杭で柔らかな内部を掻き回され、朝倉は肉がどろどろに蕩けていくような錯覚にとらわれた。

「秀、感じてるか？」

　衛藤は朝倉に囁く。

「尚史、ああッ、蕩けちゃう……蕩けちゃう」

　うわごとの様に朝倉は言い続ける。

「蕩ける？　どこが？」

　衛藤は笑いながら尋ねる。

「あそこ、あそこが……」

「あそこってどこだ？　俺のアレが入ってるところか？」

　いやらしい言葉を囁かれ、朝倉はぎゅっと首にしがみついた。

「尚史のバカッ、意地悪ッ」

「悪かったな、秀」

　衛藤は優しく朝倉の耳朶を噛む。

「秀、愛してるよ」

「ひさ……ふみッ」

　瞬間、朝倉の身体が反り返る。内部が激しく惷動し、締め付けられて衛藤も放っていた。

　甘いコロンの漂う首筋に口を押し当て、ぐったりとした朝倉の身体を抱き締める。

　すぐに動きを再開した。

「まだだ、秀、もっとお前が欲しい！」

「ひさふみ……」

　求められ、朝倉も必死で応じる。

「ひさふみ、ひさふみ、もっと！」

「秀、欲しい！」

　衛藤は胸の中の細い身体を荒々しく揺さぶる。

「秀、愛してる、お前の中にもっと出したい！」

「ひさふみッ」

　腰に巻きつけていた足が痙攣する。

「ああッ、また出ちゃうッ」

「達ってくれ、秀！」

　衛藤は力いっぱい腰を突き上げた。

「俺ので達ってくれ、秀！」







「秀、大丈夫か？」

　衛藤はゆっくりと朝倉の身体を地面に下ろした。

「……尚史」

　我を忘れて快楽を貪ってしまった自分が恥ずかしく、朝倉は衛藤の胸に顔を押し付けたまま「良かったけど……恥ずかしい」と呟いた。

「こんなところでいっぱい、達っちゃうなんて……」

「悪かった。でも、どうしてもお前が欲しかったんだ」

　衛藤は朝倉の身体を包み込み、髪を撫でる。

「ごめんな、怒ってるか？」

　怒ってはいない。衛藤から求めてくれたのは嬉しい……そうは思ったが、

（外でやるのは、やっぱり駄目だ）

　朝倉は「少しな」と答えることにした。

「うわっ、すまん！」

　いつものパターンに戻り、衛藤はぺこぺこ頭を下げた。

「もういいよ、尚史。それより帰ろう」

　まず浴衣の乱れを二人は直すことにした。

　見ると朝倉の浴衣の前は何度となく放った液で濡れてしまっている。衛藤は袂からハンカチを出して拭ったが、大きな染みが残っている。

「これでは人前に出られないな……」

　衛藤は頭を掻いたがすぐに、「よし」と手を打った。

「俺がおぶって行ってやる。なに、足でも捻挫したのだろうとみんなは思うさ」

「ええっ、恥ずかしいよ！」

　朝倉は尻込みしたが、前に染みをつけた浴衣では見られたらもっと恥ずかしい。

「ほら」

　しゃがんで背を向ける衛藤に、素直におぶさった。

　衛藤は朝倉を背負うとすたすたと歩き出す。

「重くないか？」

「お前一人なんて軽いもんだ、俺はバックスだぜ？」

　それでもなるべく人に会わないようにと、衛藤は境内を離れ、人通りの途絶えた住宅街を選んで歩く。

　満月に照らされた道路は白く輝いている。足を運ぶごとに長い影がゆらゆらと伸びる。

　どこかの庭にでも咲いているのだろう、オシロイバナの品の良い甘い香りが夜気に漂っている。

　遠くでは相変わらず盆踊りの唄が流れ、のどかな夏の夜だ。

「秀、身体、痛くないか？」

「大丈夫だよ」

「本当か？」

　自分を気遣う恋人の言葉に、朝倉は胸の中が熱いもので満たされるのを感じた。

「尚史……」

　広く温かな背中に頬をつける。

　ゆらゆらと揺られ、到達の余韻で身体もほんわりと温かく、朝倉は「ひさふみィ」と甘える。

「好きだ、尚史ィ、愛してる……」

（まったく、達ったあとは子供みたいだな、秀は……）

　衛藤は心の中で笑いながらも話し掛ける。

「なあ、秀、明日はどこに行こうか？」

「どこでもいい……お前の好きなところでいいよ」

　朝倉はうっとりと眼を瞑り、甘い声で応える。

「それじゃあ、一日中ベッドの中ってのはどうだ？　いつもたっぷりと出来ないからな、こういう時にゆっくりやろうぜ？　な？」

　しかし返事は返らず、衛藤は耳をそばだてる。

「秀？」

　小さな寝息が聞こえ、衛藤は起こさないようにとゆっくり歩くことにした。

　眠り込んでいる恋人に小声で話し掛ける。

「秀、愛してるよ……俺は口下手だから、あんまり巧く言えないんだけど……本当に愛してるんだ……どうしたらお前に怒られずにすむのかなあ……」

　そう、仕事は有能でも恋に不器用な二人の物語は、まだまだ波乱含みで続くのである……。




ＥＮＤ　　　





  

    ある日の二人


  



    

  
「榎えのきよう、そこ、焦げてるぞ」

「へい、アニキ！」

「榎よう、火ィ、つぇーんじゃねえか？」

「へい、アニキ！」

「榎よう、ガキにはちゃんと数えながら釣り銭、渡してやれよ」

「へい、アニキ！」

　返事だけはいい男の背中を眺めながら、本城は電子煙草をくわえ直した。

　本当は煙草が吸いたいのだが、ある女性に厳しく止められている。

「榎よう」

「へい、アニキ！」

「まだ何も言ってねえぞ」

「榎、って言ったっすよ」

「口答えすなや」

「へい、アニキ！」

　明るかった宵の空にもそろそろ本格的に夜の帳が下り、祭りの喧噪は最高潮だ。ひっきょう、本城の屋台にもたくさんの客が訪れるようになっていた。駄菓子だけでは物足りず、スルメを七輪でちょっと焼いて売ろうなどと思いついたのが間違いだった、と本城は思った。榎の手際の悪さと言ったら信じられない。

「おい、貸してみろ！」

　ついに本城は自分で焼くことにする。七輪の前にしゃがんでいた舎弟である榎の首根っこに手をかけた。

「おめえはあっちで客の相手をしてろ！」

「へい、アニキ！」

　実はそろそろ単調な作業に嫌気がさしてきたところで、榎は嬉々として団扇を本城に渡す。ちょうど若い女性の二人連れが店の前を通りかかったので「らっしゃい！」と大声を上げた。

「ったくもう、おめえは……」

　ぱたぱたと七輪を団扇で扇ぎながらそれでも本城は一抹の後悔を感じていた。

（こいつの将来をダメにしたのは俺だからな……）

　本来だったらヤクザの舎弟になるような男ではなかった。気の弱い少年のころに本城は出会ったのだった。

（何の因果か……）

　スルメをひっくり返しながら本城は思った。

　榎は小学生のころから母親の再婚相手に暴力を受けていた。今では児童虐待などと大声を上げれば児相が介入してくれたかも知れないが、あのころは「しつけだ」で済んだ。

　風呂にも入れず、汚れたままで学校に通ううちにいじめにも遭うようになった。

（ったく、あのころから学校も教育委員会も無力でやがったからな）

　たまたま集団に虐められていたところを本城が通りかかり、虐めていた連中にヤキを入れてやった。榎はそれ以来本城になつき、そのまま家出をしてヤクザの事務所に転がり込んだのである。もちろん母親とその相手の男が榎を捜すことはなかった。

　本城は「あのなあ、ヤクザってな、いじめをする奴らより程度が低いんだぞ。でな、パシリよりこき使われるんだぞ」と止めたのだが……。

　十円、二十円と数えながらおつりを渡している榎を横目で見る。

（せめて高校でも出してやれればなあ……）

　というか、舎弟に職業訓練を施すのはヤクザの義務ではないかと思ったりもする。でなければ足を洗いたくてもできないではないか。今回は足抜けした自分についてきたのであるが、それを許したのは一人で組に残しておけなかったことに加え、そのまま世の中におっぱなすことなども出来なかったからだ。

（この就職難になんの資格も技量もなければネットカフェ難民になるのがオチだ。俺ぐらいなら四大を出てるから何とかなるがなあ）

　大きくため息をつく。

「お前が組で学んだのはメンチの切り方だけだからなあ……」

「あっ、メンチカツ、食べたいんすか、アニキ？　買ってやしょうか？」

　答える気力もなく、本城はまた電子煙草をくわえなおした。

　スルメの焼ける香ばしい香りに誘われ、缶ビールを手にした男たちが立ち止まった。

「それ１枚」

「へいっ」

　元気のよい声に男が目を細める。

「働き者だねえ、えらいねえ、若いのに」

　つれの女性も「本当ねえ」と相槌を打つ。

　ヤクザ稼業の時にはパンピーに褒められることなど一度だってなかった。榎は赤くなってお辞儀をする。スルメを渡して代金をもらうと、「ありがとございます！」とはちまきを取って深々と頭を下げた。

「アニキ、すげー楽しっすね！」

「……まあな」

　こいつのいいところは本当は気がいいところなのだ、と本城はまた思った。

（食えないけどまあ、ヤクザでいるよりなんぼかましだ）

　駄菓子屋や祭りの夜店の売り上げなんてたかが知れている。なんとか本城を筆頭に榎と駄菓子屋を営んでいる家族が食えるのは、本城が通販サイトを作り、全国に駄菓子を売り始めてからだった。

　もちろんただの駄菓子ではいけない、人気のある祭りには必ず出て、そこで色々なご当地のものを仕入れ、それをつけることで差別化を図ったせいもあり、このところサイトの売り上げは伸びている。

（ま、ババアのひ孫は何とか一人でも食ってけるから心配ないが）

　その曾孫の女性が本城に厳しく禁煙を迫った人物だった。

　本城が世話になったという人物は駄菓子屋を経営していたが、老衰で亡くなった。その一人娘といっても相当な年齢になるのだが、いわゆる全共闘世代で、今もなお熱い魂を持っていて、このところ国会前のデモに参加している。そのまた娘・一代めからいうと孫娘に当たるが（バーサンのところはつくづく女系家族だな、と本城は思う）母親と正反対で、それは母娘の関係が微妙なときには良くあることなのだが、保守的な生き方を望み、きちんと会社に就職したものの、不倫の子を産んだ。当然母と娘の関係は最悪になり、何年もの間、音信不通という状態になった。

　それが修復の道を辿ったのは、女医になった孫が東京の病院に研修に来るとなったためである。娘は孫の東京での生活を託そうと母親に連絡し、初めて祖母が亡くなったことを知って涙し、墓前にお参りをして母と和解した。

　そして曾孫の女性が研修先に選んだのは千葉ニュータウン、駄菓子屋の二階に居候しながら研修先の病院へ通うことになったというわけだったが。

「へい、まいどーっ」

　元気な榎の声が耳に達し、本城は団扇の手を止めて振り返る。

　若いカップルが仲良く飴を舐めながら屋台から去っていくところだった。

「いっすね〜、アニキ〜、ラブラブっすよ！」

　榎はうっとりとした顔を本城に見せる。

「まーな、若者の特権だな」

「そういや、アニキが尊敬する衛藤えとう先生もラブラブっすねえ、いいなあ〜」

　さきほど屋台を訪れた衛藤尚史ひさふみ医師の顔を思い浮かべた榎である。衛藤尚史、千葉ニュータウンＫ大付属病院の救急救命部に勤める若手医師、本城とはひょんなことから深い繋がりができていた。

「榎、ほら、焼けたぞ」

「へい、アニキ！」

　榎は慌てて本城のそばに駆け寄り、スルメをお盆に受け取る。そして本城に「アニキ、アニキはどう思います？」と尋ねた。

「何をだよ？」

「衛藤先生のスィートハニーのことっすよ、ほら、アニキが助け出した……」

「あーあの可愛い坊や」

　榎は本城の隣にヤンキー座りをすると、すっかり暗くなった空を見上げた。

「すんげー綺麗だったっすよね〜、アニキ、あれなら抱けるって思います？」

　本城は団扇で七輪を仰ぎながら「あほか」と一蹴した。

「ねーな、そりゃ。俺は男には勃たたんって」

「そっすか〜」

　榎はがっかりとした声を出す。まゆを寄せて俯いたが、本城はその悲しそうな表情には気づかない。

「ま〜ね〜、アニキはかっこいっすから、わざわざ男になんて勃てなくったってどんな女とも選びほうだいっすからね」

「馬鹿か、てめー」

　それでも舎弟に褒められるのは嫌ではない。本城は笑いながら榎の頭をぐりぐりと撫でた。

「おめーはほんとに可愛い奴だよ、榎」

「へい、アニキ！」

　脱色した癖毛を掻き回され、榎は目を細める。

「アニキ、もしもですよ、もしもですけど」

「なんだ、榎？」

「すんごく見た目もカッコもよくって、マジいい男がいたら、抱けますか？」

「おめーなあ……」

　本城は手を止めて目の前にしゃがんでいる榎の顔を見た。

「言ったろうが、さっき！　どう頑張っても男にゃ勃たねーって」

「そうすか……」

「けど、そうだなあ」

　本城は笑いながらまたパタパタと団扇を動かした。

「百歩譲って、百歩だぞ、一歩じゃなく」

「はあ？」

「勃たねーが、だとしたら抱かれるのはありかなあ？」

「そっすか！」

　榎はぴょんと跳び上がると、最敬礼する。

「アニキ、おれ、頑張りまっす！」

　そして「らっしゃー！」と大声を張り上げた。

「そこのお姉ちゃん、どう？　ラムネに麩センベイ、金平糖はいかが？」

　七歳くらいの少女の手を引いた浴衣姿の中年女性がにっこりして歩み寄る。

「うわあ、綺麗ねえ」

「姉さんには及びませんが」

「まあ！」

　榎は張り切って商品の説明を続ける。

　むくむくとやる気がわき起こっていた。

（オレ、頑張るっす！　頑張っていつかアニキを……）

　何を頑張るかは本城には通じなかったが、本城は微笑みながら榎の背中を見つめていた。




（終わり）　　　
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電子書籍ストアで好評発売中！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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